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●新潟県新潟市	 「地域の茶の間」を中心に支え合い	 井越　修
●NPO法人さいはら（山梨県上野原市）	 一緒に生きていく作業	 長田英富
●道の駅南信州とよおかマルシェ（長野県豊丘村）	 南信州の産業・観光の拠点をめざして	 片桐　明
●株式会社秋津野（和歌山県田辺市）	 地域運営組織と秋津野ガルテン	 柏木　満
●NPOきらめき広場（岡山県新見市）	 小さな拠点と地域づくり	 深井　正
●島根県雲南市	 小規模多機能自治によるまちづくり	 大谷吾郎
●高知県津野町		 みんなが集い、笑い、ちょっと稼ぐ	 西森雅人
●春日活性化委員会（佐賀県嬉野市）	 「むかし美人の会」中心にプロジェクト	 中林正太
●やねだん自治公民館（鹿児島県鹿屋市）	 行政に頼らない地域づくり	 豊重哲郎

【特集編では基調論文、全12事例を全て掲載～特集編のみに掲載される事例は以下の通り】

レギュラーリポート

まちづくりコラボ　公益財団法人えひめ地域活力創造センター
大学生と連携した地域への伴走支援も
	 山下みさと

国内調査報告　山形県高畠町、福島県郡山市、山梨県甲州市
６次産業化による地域活性化について
国内調査報告　石川県七尾市、長野県山ノ内町、大分県竹田市
地域連携による温泉街再生の取り組み
海外調査報告　オーストラリア③
これからの地域スポーツ振興のあり方
海外調査報告　デンマーク①
行政のデジタル化に向けた取り組み

2	 基調論文 	 新たな仕組みで住民主体の地域づくり	 作野広和（島根大学　　
教育学部教授）

6	 きらりよしじまネットワーク（山形県川西町）	　持続可能な住民総参加の地域づくり� 髙橋由和

8	 一般社団法人かわかみらいふ（奈良県川上村）	　村民の日々の暮らしを支えます� 三宅正記

10	 あば村活性化協議会（岡山県津山市）	 地域を守り、地域で稼ぐ� 皆木憲吾

12	 副基調論文 	 地域運営組織の現状と課題　	 長谷川大輔（前・総務省地域力創造　　
グループ地域振興室課長補佐）

“がんばる地域”応援事業　宮崎県五ヶ瀬町
持続可能な集落へのコミュニティ形成	 那須美智子
修了者エッセー
地域は人なり� 小川広行

センター通信
プロモーションアワード
首長の思い
「白い森まるごとブランド構想」の推進
	 仁科洋一（山形県小国町長）

小さな拠点と地域運営組織
行政サービスを補い、地域を持続可能なものとする取り組みとして、「小さな拠点」や「地域運営組織」が注目さ
れている。今回は、地域のニーズへの対応や課題解決などに住民主体で取り組んでいる各地の事例を紹介する。

特  集

表
紙

水
と
命
を
巡
る
物
語

　四
国
水
族
館

（
香
川
県
宇
多
津
町
）

瀬
戸
大
橋
の
た
も
と
、
四
国
の
玄
関
口
香
川
県
宇
多

津
町
に
２
０
２
０
年
オ
ー
プ
ン
し
た
水
族
館
で
す
。「
四

国
水
景
」
を
テ
ー
マ
に
、
瀬
戸
内
海
や
太
平
洋
、
鳴
門

の
渦
潮
や
、
清
流
、
た
め
池
な
ど
、
四
方
を
海
に
囲
ま

れ
た
四
国
な
ら
で
は
の
水
の
景
色
を
表
現
し
て
お
り
、

四
国
周
辺
で
見
ら
れ
る
生
き
も
の
を
中
心
に
、
約
４
０
０

種
１
４
０
０
０
点
の
生
き
も
の
を
展
示
し
て
い
ま
す
。

生
き
も
の
の
展
示
だ
け
で
な
く
、
四
国
の
文
化
や
そ

こ
で
暮
ら
す
人
の
営
み
と
と
も
に
あ
る
環
境
も
水
槽
内

で
表
現
し
て
い
ま
す
。
時
間
帯
や
季
節
に
よ
っ
て
楽
し

み
方
は
さ
ま
ざ
ま
で
、
四
国
に
お
住
ま
い
の
方
は
四
国

の
水
の
景
色
の
豊
か
さ
を
再
発
見
で
き
、
四
国
以
外
の

方
は
四
国
を
巡
り
た
く
な
る
水
族
館
で
す
。

四
国
水
族
館
の
「
〇
〇
の
景
」
と
付
い
て
い
る
展
示

水
槽
の
中
で
、
四
国
の
水
環
境
に
全
く
つ
な
が
り
は
あ

り
ま
せ
ん
が
、屋
外
エ
リ
ア
水
遊
ゾ
ー
ン
の
「
人
鳥
（
ぺ

ん
ぎ
ん
）
の
景
」
で
は
ケ
ー
プ
ペ
ン
ギ
ン
を
展
示
し
て

い
ま
す
。
展
示
エ
リ
ア
内
の
窓
を
の
ぞ
く
と
ケ
ー
プ
ペ

ン
ギ
ン
た
ち
が
餌
を
食
べ
た
り
、
の
ん
び
り
羽
繕
い
を

す
る
様
子
を
目
の
前
で
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
よ
。

問
い
合
わ
せ
先
＝
四
国
水
族
館

（
０
８
７
７
‐
４
９
‐
４
５
９
０
）

（
写
真
提
供
＝
四
国
水
族
館
）

1 	 巻頭エッセー／大都市における地域協働の取り組み� 久元喜造（兵庫県神戸市長）

16

18

20

22

23

24

26

27

28

ガラス越しに水槽を泳ぐペンギンを
見ることができる

グラビア
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浜松は若き日の徳川家康公が天下統一
の礎を築いた地。

家康公が築城した浜松城からは、水野忠
邦など多くの歴代城主が幕府の要職へ出世
しました。また近代では世界に名高い多く
の企業が浜松から生まれたことから「出世
の街 浜松」と呼ばれています。

浜松市は東京と大阪のほぼ中央に位置す
る、人口約80万人の政令指定都市。天竜
川、浜名湖、遠州灘、天竜美林などの自然
に恵まれ、気候が温暖で年間の日照時間も
長いため、海の幸、山の幸が豊富なことも浜松の大きな魅力です。

さらに今年は大河ドラマ「どうする家康」（NHK）の放送に伴い、家康公が築き天下統一へ
の足掛かりとなった浜松城そばに大河ドラマ館がオープン。貴重な衣装・小道具や撮影セット
の展示など「どうする家康」の世界を楽しむことができます。5月19日には展示のリニューア
ルが行われ、ドラマ館の魅力が高まっています。
「出世の街 浜松」は、今まさに大いに盛り上がっています。

█浜松市楽器博物館
日本唯一の公立楽器博物館。
世界の楽器が約 1500 点常時
展示され見応え充分です

█中田島砂丘
冬には「遠州のからっ風」と
呼ばれる北西の強い風が吹く
ことで形成される美しい「風
紋」が現れます

█ビーチ・マリンスポーツ
浜松の浜名湖・遠州灘では、
数多くのビーチ・マリンスポー
ツを楽しむことができます

█浜松元城町東照宮 (二公像 )
浜松城の前身、引間城の跡地
に建つ東照宮。天下人となっ
た家康公と秀吉公の二人の武
将が訪れました

█はままつフラワーパーク
全国屈指の花の産地である浜
松・浜名湖地域。来年 3月～
6月には浜名湖花博 20 周年
記念事業が開催されます

█舘山寺温泉
景勝地である舘山寺にある温
泉地で、四季を通じて浜松・
浜名湖の味覚を楽しむことも
できます

█浜松まつり
初子祝いのまつり。昼間は凧
揚げ合戦、夜は御殿屋台の引
き回しが行われ浜松が熱気に
包まれます

█うなぎ
東京と大阪の中心に位置する
浜松では「関東風」「関西風」
両方のうなぎの蒲焼きを楽し
むことができます

█浜松城
展望台から浜松市街を一望でき、城内に家康公と城下町浜松に関する歴史的資料、武具な
どを展示しています

出
世
の
街

出
世
の
街  

浜
松
浜
松

█大河ドラマ館
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神
戸
市
は
約
１
５
０
万
人
が
暮
ら
す
都
市
で
、
三
宮
を
中
心
と

し
た
に
ぎ
や
か
で
オ
シ
ャ
レ
な
街
並
み
や
港
湾
エ
リ
ア
に
代
表
さ

れ
る
都
心
部
と
、
都
心
の
す
ぐ
近
く
に
感
じ
ら
れ
る
海
や
山
、
そ

し
て
郊
外
に
広
が
る
里
山
・
農
村
地
域
な
ど
の
自
然
が
調
和
す
る
、

魅
力
あ
ふ
れ
る
街
で
す
。

神
戸
市
は
古
く
か
ら
港
町
と
し
て
発
展
し
て
き
ま
し
た
。
海
上

交
通
の
要
所
と
し
て
衣
食
住
か
ら
娯
楽
や
文
化
な
ど
あ
ら
ゆ
る
面

で
欧
米
の
生
活
様
式
が
持
ち
込
ま
れ
、
い
ち
早
く
文
明
開
化
の
洗

礼
を
受
け
て
、
国
際
貿
易
都
市
と
し
て
の
礎
を
築
き
ま
し
た
。

高
度
経
済
成
長
期
で
あ
る
１
９
５
０
～
60
年
代
に
お
い
て
は
、

急
増
す
る
人
口
に
対
応
す
る
た
め
、
市
内
各
地
の
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン

造
成
を
進
め
、
１
９
８
１
年
に
は
海
上
都
市
・ 

ポ
ー
ト
ア
イ
ラ

ン
ド
が
誕
生
し
、
国
内
初
の
地
方
博
で
あ
る
「
ポ
ー
ト
ピ
ア
’81
」

を
開
催
し
ま
し
た
。
そ
し
て
人
口
が
１
５
０
万
人
を
突
破
し
た
１

９
９
２
年
に
は
、
神
戸
の
港
を
代
表
す
る
エ
リ
ア
で
あ
る
神
戸
ハ

ー
バ
ー
ラ
ン
ド
が
誕
生
す
る
な
ど
、
人
口
増
加
に
合
わ
せ
た
ま
ち

づ
く
り
を
進
め
て
き
ま
し
た
。

し
か
し
な
が
ら
、
現
在
の
日
本
を
取
り
巻
く
人
口
減
少
や
少
子

高
齢
化
と
い
っ
た
社
会
問
題
は
、
神
戸
市
に
お
い
て
も
避
け
ら
れ

な
い
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

神
戸
市
で
は
２
０
１
１
年
を
ピ
ー
ク
に
人
口
が
減
少
し
て
お

り
、
特
に
20
代
～
30
代
前
半
の
若
い
世
代
を
中
心
に
転
出
傾
向
が

み
ら
れ
、
市
民
の
高
齢
化
や
地
域
活
動
の
担
い
手
不
足
な
ど
が
顕

在
化
し
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
近
年
で
は
、
単
身
世
帯
の
増
加
に
よ
る
社
会
的
孤
独
、

孤
立
、
子
ど
も
の
貧
困
、
在
住
外
国
人
の
増
加
な
ど
居
住
実
態
の

変
化
が
も
た
ら
す
つ
な
が
り
の
希
薄
化
と
い
っ
た
地
域
課
題
も
、

時
代
の
変
容
と
と
も
に
現
れ
て
き
ま
し
た
。

今
後
も
さ
ら
な
る
地
域
課
題
の
複
雑
化
が
予
想
さ
れ
ま
す
が
、

阪
神
・
淡
路
大
震
災
や
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
と
い
っ
た

未
曽
有
の
危
機
を
、
市
民
、
地
域
団
体
、
企
業
な
ど
と
と
も
に
オ

ー
ル
神
戸
で
乗
り
越
え
て
き
た
知
識
・
経
験
を
生
か
し
、
市
民
力

と
行
政
が
協
働
し
て
課
題
を
解
決
し
て
い
く
こ
と
が
、
将
来
に
わ

た
る
持
続
可
能
な
地
域
社
会
づ
く
り
に
つ
な
が
る
の
で
は
な
い
か

と
考
え
て
い
ま
す
。

そ
の
た
め
に
も
、
地
域
の
皆
様
が
よ
り
活
動
し
て
い
た
だ
き
や

す
い
仕
組
み
を
つ
く
り
、
そ
れ
ら
を
有
効
に
機
能
さ
せ
る
こ
と
が

重
要
で
す
。

そ
こ
で
神
戸
市
で
は
、
主
に
三
つ
の
ポ
イ
ン
ト
を
中
心
と
し
て

取
り
組
み
を
進
め
て
い
ま
す
。

ま
ず
１
点
目
は
、
地
域
団
体
へ
の
支
援
拡
充
で
す
。
こ
れ
ま
で

活
躍
し
て
き
た
団
体
へ
の
支
援
に
加
え
て
、
例
え
ば
、
活
動
初
期

に
ノ
ウ
ハ
ウ
や
資
金
が
不
足
し
が
ち
な
Ｎ
Ｐ
Ｏ
へ
の
活
動
支
援

や
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
地
域
活
動
と
の
マ
ッ
チ
ン
グ
シ
ス
テ
ム
の

構
築
な
ど
、
学
生
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
い
っ
た
新
た
な

担
い
手
へ
の
支
援
を
充
実
さ
せ
、
多
様
な
主
体
の
地
域
活
動
へ
の

参
画
を
促
進
し
て
い
ま
す
。

２
点
目
は
、
地
域
活
動
の
場
づ
く
り
で
す
。
地
域
福
祉
セ
ン
タ

ー
を
は
じ
め
と
す
る
既
存
の
資
源
を
有
効
活
用
し
て
、
こ
れ
ま
で

の
活
動
に
と
ら
わ
れ
な
い
自
由
な
地
域
活
動
の
拠
点
を
創
出
し
、

よ
り
多
様
な
取
り
組
み
の
活
性
化
を
図
っ
て
い
ま
す
。

３
点
目
が
、
地
域
課
題
の
解
決
力
の
強
化
で
す
。
民
間
人
材
の

採
用
な
ど
新
た
な
地
域
支
援
体
制
の
構
築
に
よ
る
地
域
課
題
へ
の

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
機
能
を
強
化
す
る
と
と
も
に
、
在
住
外
国
人
な

ど
多
様
化
す
る
市
民
生
活
に
対
し
て
、
神
戸
市
が
独
自
に
行
政
デ

ー
タ
や
公
的
統
計
デ
ー
タ
を
分
析
・
可
視
化
し
た
「
神
戸
デ
ー
タ

ラ
ウ
ン
ジ
」
を
活
用
し
、
Ｅ
Ｂ
Ｐ
Ｍ
に
よ
る
有
効
性
の
高
い
施
策

の
検
討
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

人
口
減
少
を
食
い
止
め
、
再
び
人
口
を
増
加
さ
せ
る
こ
と
は
そ

う
簡
単
に
は
で
き
ま
せ
ん
。
む
し
ろ
、
減
少
を
抑
制
す
る
と
と
も

に
「
減
少
に
対
応
す
る
取
り
組
み
」
を
進
め
る
こ
と
が
、今
の
我
々

に
大
切
な
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

さ
ま
ざ
ま
な
プ
レ
イ
ヤ
ー
に
よ
る
地
域
協
働
の
推
進
は
、
そ
の

取
り
組
み
の
大
き
な
柱
で
あ
り
、
子
ど
も
た
ち
が
こ
れ
か
ら
歩
む

〝
明
る
い
地
域
社
会
の
未
来
〟
を
支
え
る
も
の
と
し
て
、
こ
れ
ま

で
以
上
に
ス
ピ
ー
ド
感
を
持
っ
て
力
強
く
進
め
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

久元　喜造兵庫県神戸市長

大都市における地域協働の取り組み
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特 集
基調論文「

集
落
生
活
圏
」
構
築
の
意
義

人
口
規
模
が
小
さ
く
、
若
者
を
中
心
と
し
た
人
口
流
出

が
続
く
中
山
間
地
域
に
お
い
て
は
、
地
域
運
営
の
あ
り
方

に
対
し
て
限
界
や
問
題
を
感
じ
て
い
る
地
域
が
少
な
く
な

い
。
中
山
間
地
域
に
お
け
る
地
域
運
営
は
、
地
縁
型
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
で
あ
る
集
落
を
最
小
単
位
と
し
て
行
わ
れ
て
き

た
。
集
落
に
は
生
産
補
完
機
能
、
資
源
管
理
機
能
、
相
互

扶
助
機
能
が
あ
る
と
さ
れ
（
※
１
）、
住
民
相
互
が
助
け

合
い
、
連
綿
と
続
く
地
域
の
営
み
を
維
持
し
て
き
た
。
こ

れ
ま
で
、
個
々
の
集
落
を
維
持
・
活
性
化
す
る
こ
と
が
、

結
果
と
し
て
中
山
間
地
域
全
体
を
持
続
さ
せ
る
こ
と
に
つ

な
が
る
と
考
え
ら
れ
、
多
く
の
施
策
が
行
わ
れ
て
き
た
。

例
え
ば
、
島
根
県
で
は
１
９
９
９
年
に
中
山
間
地
域
活
性

化
基
本
条
例
が
制
定
さ
れ
、
同
年
よ
り
「
中
山
間
地
域
集

落
維
持
・
活
性
化
緊
急
対
策
事
業
」
が
実
施
さ
れ
た
。
通

称
「
集
落
１
０
０
万
円
事
業
」
と
呼
ば
れ
る
こ
の
事
業
で

は
、
高
齢
化
率
35
％
以
上
の
集
落
で
「
集
落
活
性
化
プ
ラ

ン
」
を
策
定
し
、
そ
の
取
り
組
み
に
必
要
な
経
費
が
１
０

０
万
円
を
上
限
に
交
付
さ
れ
た
。
ま
た
、
２
０
０
０
年
度

か
ら
農
林
水
産
省
に
よ
り
実
施
さ
れ
た
「
中
山
間
地
域
等

直
接
支
払
制
度
」
は
、
交
付
金
を
得
る
た
め
に
は
集
落
協

定
が
必
要
で
あ
り
、
集
落
重
視
の
政
策
で
あ
る
こ
と
を
物

語
っ
て
い
る
。
こ
の
他
、
集
落
を
単
位
と
し
た
地
域
づ
く

り
に
関
す
る
施
策
は
全
国
各
地
で
展
開
さ
れ
た
。し
か
し
、

集
落
は
人
口
規
模
も
小
さ
く
、
担
い
手
は
限
ら
れ
て
い
た

た
め
、
集
落
単
位
の
地
域
づ
く
り
に
は
自
ず
と
限
界
が
あ

っ
た
。
こ
れ
ま
で
行
わ
れ
て
き
た
集
落
対
策
は
一
定
の
成

果
が
得
ら
れ
た
も
の
の
、
そ
の
後
も
集
落
の
縮
小
は
続
い

て
い
っ
た
。

２
０
０
０
年
代
前
半
に
は
全
国
各
地
で
「
平
成
の
大
合

併
」
が
行
わ
れ
た
が
、
自
治
体
の
面
積
が
広
く
な
り
、
周

辺
地
域
の
さ
ら
な
る
弱
体
化
が
懸
念
さ
れ
た
。
こ
の
よ
う

な
背
景
か
ら
、
新
し
い
住
民
自
治
組
織
で
あ
る
「
地
域
運

営
組
織
」が
全
国
に
展
開
し
て
い
っ
た
。「
地
域
運
営
組
織
」

小
さ
な
拠
点
と
地
域
運
営
組
織

新
た
な
仕
組
み
で
住
民
主
体
の
地
域
づ
く
り

―
住
み
慣
れ
た
地
域
の
暮
ら
し
を
持
続
す
る
た
め
に
―

作
野
　
広
和

島
根
大
学
教
育
学
部
教
授
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と
は
、
総
務
省
に
よ
り
「
地
域
の
生
活
や
暮
ら
し
を
守
る

た
め
、地
域
で
暮
ら
す
人
々
が
中
心
と
な
っ
て
形
成
さ
れ
、

地
域
内
の
様
々
な
関
係
主
体
が
参
加
す
る
協
議
組
織
が
定

め
た
地
域
経
営
の
指
針
に
基
づ
き
、
地
域
課
題
の
解
決
に

向
け
た
取
組
を
持
続
的
に
実
践
す
る
組
織
」
と
定
義
さ
れ

て
い
る
（
図
１
）。「
地
域
運
営
組
織
」
は
、
集
落
単
位
で

構
築
さ
れ
る
こ
と
は
少
な
く
、
小
学
校
区
や
公
民
館
エ
リ

ア
で
あ
る
地
区
を
範
囲
と
す
る
こ
と
が
多
い
。
し
た
が
っ

て
、「
地
域
運
営
組
織
」
の
構
築
は
、
実
質
的
に
複
数
集

落
に
よ
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
型
組
織
の
構
築
を
意
味
し
て
い

る
。「

地
域
運
営
組
織
」
は
徐
々
に
全
国
各
地
へ
広
ま
る
と

と
も
に
、
地
区
を
単
位
と
し
て
生
活
機
能
を
確
保
し
よ
う

と
す
る
動
き
が
顕
著
と
な
っ
た
。
具
体
的
に
は
、
地
区
内

の
拠
点
エ
リ
ア
に
公
民
館
、
小
学
校
、
郵
便
局
、
駐

在
所
、
診
療
所
な
ど
の
公
的
機
関
に
加
え
、
日
常
生

活
品
が
供
給
で
き
る
ス
ー
パ
ー
や
商
店
な
ど
を
確
保

す
る
こ
と
が
図
ら
れ
た
。
い
わ
ば
、
地
域
に
お
け
る

「
暮
ら
し
の
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
サ
ー
ビ
ス
」
化
を
行
う

と
と
も
に
、
そ
れ
ら
の
施
設
が
住
民
の
活
動
拠
点
に

な
る
こ
と
で
、
地
域
に
お
け
る
心
の
拠
り
所
と
も
な

っ
た
。
こ
の
よ
う
な
エ
リ
ア
を
「
小
さ
な
拠
点
」
と

称
し
た
。
し
た
が
っ
て
、「
小
さ
な
拠
点
」
と
は
「
身

近
な
拠
点
」
と
し
て
捉
え
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

「
小
さ
な
拠
点
」
の
整
備
と
と
も
に
、
各
集
落
か

ら
「
小
さ
な
拠
点
」
へ
の
ア
ク
セ
ス
を
担
保
す
る
必

要
が
生
じ
る
。
こ
の
た
め
、
自
家
用
車
に
よ
る
移
動

を
容
易
に
す
る
た
め
に
道
路
を
整
備
し
た
り
、
公
共

交
通
の
維
持
や
住
民
に
よ
る
移
送
シ
ス
テ
ム
を
構
築

し
た
り
す
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。
個
々
の
集
落
と
「
小

さ
な
拠
点
」
と
を
結
び
一
体
性
を
有
し
た
状
況
は
「
集
落

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
と
称
さ
れ
る
。

こ
の
よ
う
に
、「
地
域
運
営
組
織
」「
小
さ
な
拠
点
」「
集

落
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
は
、
地
区
を
単
位
と
し
て
一
体
的
に

構
築
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
こ
の
三
つ
が
セ
ッ
ト
で
構
築

さ
れ
た
生
活
圏
域
は
「
集
落
生
活
圏
」
と
呼
ば
れ
、
中
山

間
地
域
に
お
い
て
暮
ら
し
続
け
る
こ
と
を
保
証
す
る
地
域

単
位
で
あ
る
（
図
２
）。

「
小
さ
な
拠
点
」
の
本
質

本
稿
で
は
、「
小
さ
な
拠
点
」
を
「
小
学
校
区
な
ど
、

複
数
の
集
落
が
散
在
す
る
地
域
に
お
い
て
、
商
店
、
診
療

所
等
の
日
常
生
活
に
不
可
欠
な
施
設
・
機
能
や
地
域
活
動

を
行
う
場
を
、
歩
い
て
動
け
る
範
囲
に
集
め
、
さ
ら
に
周

辺
の
各
集
落
と
の
間
を
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
な
ど
の
交
通

手
段
に
よ
り
結
ん
だ
地
域
の
拠
点
」と
定
義
す
る（
※
２
）。

「
小
さ
な
拠
点
」
に
対
し
て
は
、
そ
の
理
念
や
意
義
に
つ

い
て
多
く
の
見
解
が
示
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
は
、「
小

さ
な
拠
点
」
を
巡
る
二
つ
の
言
説
に
つ
い
て
整
理
す
る
こ

と
で
、「
小
さ
な
拠
点
」
の
本
質
を
提
示
す
る
。

第
１
は
、「
小
さ
な
」
と
い
う
表
現
で
あ
る
。
言
葉
通

り
受
け
止
め
れ
ば
「
小
規
模
な
」
と
い
う
意
味
で
あ
り
、

具
体
的
な
空
間
と
し
て
「
小
学
校
区
」
な
ど
が
想
定
さ
れ

る
。「
小
さ
な
拠
点
」
に
つ
い
て
は
、
考
案
者
で
あ
る
藤

山
浩
氏
が
書
籍
等
で
そ
の
真
意
に
つ
い
て
語
っ
て
い
る

（
※
３
）。
藤
山
氏
は
、
大
規
模
・
集
中
志
向
に
よ
る
「
規

模
の
利
益
」
と
相
反
す
る
、
小
規
模
・
分
散
志
向
に
よ
る

「
範
囲
の
利
益
」
を
創
出
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
述

べ
て
い
る
。
つ
ま
り
、「
小
さ
な
拠
点
」
と
は
、「
大
き
な

拠
点
」
と
比
較
し
て
「
小
さ
い
」
こ
と
を
意
味
す
る
と
い

「小さな拠点」「地域運営組織」「集落ネットワーク」によって構築される
集落生活圏においては、多くの取り組みが期待される。
（内閣府地方創生推進事務局資料より転載）

図２　集落生活圏のイメージ

さまざまな組織形態があるため、ここでは典型例を示した。地域運営組織の特徴と
して、①～⑥のポイントが挙げられる。（筆者作成）

図１　地域運営組織の組織図（例）
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う
よ
り
は
、
小
規
模
・
分
散
・
複
合
化
・
近
隣
循
環
に
基

づ
く
「
共
生
循
環
圏
」
の
形
成
を
目
指
す
た
め
の
シ
ン
ボ

リ
ッ
ク
な
表
現
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
る
。
筆
者
は
、
藤

山
氏
の
見
解
に
賛
同
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
意
図
さ
れ

た
崇
高
な
理
念
と
は
裏
腹
に
、「
小
さ
な
」
と
表
現
し
た

こ
と
に
よ
り
、
逆
に
「
大
き
な
」
を
意
識
さ
せ
ら
れ
る
傾

向
に
あ
る
。
そ
の
結
果
、
階
層
的
な
地
域
構
造
の
強
化
と

し
て
受
け
止
め
ら
れ
、「
小
さ
な
拠
点
」
の
整
備
は
、
末

端
地
域
の
切
り
捨
て
を
想
起
す
る
懸
念
が
絶
え
ず
つ
き
ま

と
っ
て
い
る
。

第
２
は
、「
小
さ
な
拠
点
」
づ
く
り
を
、「
地
区
内
に
お

け
る
居
住
地
域
を
拠
点
集
落
に
集
約
す
る
動
き
」
で
あ
る

と
す
る
、
誤
っ
た
理
解
が
広
ま
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
そ
の

背
景
に
は
、「
小
さ
な
拠
点
」
が
、都
市
地
域
に
お
け
る
「
コ

ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ
」
の
中
山
間
地
域
版
と
し
て
受
け
止
め

ら
れ
た
経
緯
が
あ
る
。
そ
し
て
、「
小
さ
な
拠
点
」
づ
く

り
と
は
、
拠
点
施
設
を
作
る
た
め
の
ハ
ー
ド
事
業
と
す
る

認
識
が
広
ま
っ
た
。
そ
も
そ
も
、「
コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ
」

と
は
、
市
街
地
の
外
縁
的
拡
大
を
一
定
程
度
抑
制
す
る
こ

と
で
中
心
市
街
地
の
空
洞
化
を
防
ぐ
と
と
も
に
、
周
辺
地

域
に
拠
点
を
設
け
、
分
散
す
る
居
住
地
域
か
ら
拠
点
地
域

へ
の
ア
ク
セ
ス
を
担
保
す
る
こ
と
で
生
活
の
質
を
維
持
す

る
政
策
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、「
コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ
」

の
概
念
に
お
い
て
も
、
周
辺
部
を
切
り
捨
て
、
居
住
や
機

能
を
中
心
部
に
集
約
す
る
こ
と
を
意
図
し
て
は
い
な
い
。

「
小
さ
な
拠
点
」
の
概
念
が
提
示
さ
れ
た
当
初
は
、
こ
の

よ
う
な
矮
小
化
さ
れ
た
理
解
が
流
布
し
て
い
た
。

「
小
さ
な
拠
点
」
の
概
念
が
は
じ
め
て
提
示
さ
れ
た
の

は
２
０
１
３
年
頃
だ
と
思
わ
れ
る
が
、
当
時
は
意
図
す
る

理
念
と
は
真
逆
に
受
け
止
め
ら
れ
て
き
た
。
し
か
し
、
10

年
の
年
月
が
経
過
す
る
と
と
も
に
、
各
地
に
お
い
て
「
小

さ
な
拠
点
」
づ
く
り
が
進
展
し
て
い
っ
た
結
果
、
次
第
に

そ
の
意
義
が
正
し
く
理
解
さ
れ
、
重
要
性
も
認
識
さ
れ
る

よ
う
に
な
っ
た
。

な
お
、「『
小
さ
な
拠
点
』
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
（
実
践
編
）」

に
は
、「
小
さ
な
拠
点
と
は
、
小
学
校
区
な
ど
複
数
の
集

落
が
集
ま
る
基
礎
的
な
生
活
圏
の
中
で
、
分
散
し
て
い
る

様
々
な
生
活
サ
ー
ビ
ス
や
地
域
稼
働
の
場
な
ど
を
『
合
わ

せ
技
』
で
つ
な
ぎ
、
人
や
モ
ノ
、
サ
ー
ビ
ス
の
循
環
を
図

る
こ
と
で
、
生
活
を
支
え
る
新
し
い
地
域
運
営
の
仕
組
み

を
作
ろ
う
と
す
る
取
り
組
み
」
と
定
義
さ
れ
て
い
る
（
※

４
）。
し
た
が
っ
て
、
本
稿
で
述
べ
る
「
集
落
生
活
圏
」

の
構
築
そ
の
も
の
が
「
小
さ
な
拠
点
」
づ
く
り
と
捉
え
ら

れ
て
い
る
。
筆
者
は
、こ
の
よ
う
な
捉
え
方
を
広
義
の「
小

さ
な
拠
点
」
と
称
し
て
い
る
。

住
民
主
体
の
「
地
域
運
営
組
織
」

中
山
間
地
域
で
は
、
地
縁
的
な
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
で
あ
る

集
落
を
単
位
と
し
て
、
自
治
会
や
町
内
会
な
ど
の
住
民
自

治
組
織
を
形
成
し
て
き
た
。
自
然
発
生
的
な
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
が
組
織
化
す
る
こ
と
に
よ
り
、
地
域
の
合
意
形
成
が
シ

ス
テ
マ
テ
ィ
ッ
ク
に
行
わ
れ
る
と
と
も
に
、
地
域
と
行
政

と
の
公
式
な
窓
口
と
し
て
の
役
割
を
果
た
し
て
い
る
。
ま

た
、
集
落
を
単
位
と
し
て
い
る
た
め
、
世
帯
相
互
の
結
束

は
強
く
、
草
刈
り
や
道
普
請
な
ど
人
的
負
担
を
課
す
使
役

に
も
抵
抗
な
く
取
り
組
ま
れ
て
き
た
。
こ
の
よ
う
に
、
自

治
会
や
町
内
会
は
、
い
わ
ゆ
る
「
守
り
」
に
強
い
組
織
で

あ
る
。
一
方
で
、
人
口
減
少
や
高
齢
化
で
生
じ
る
新
た
な

地
域
課
題
へ
の
対
応
は
得
意
と
し
て
い
な
い
。
そ
こ
で
登

場
し
た
住
民
自
治
組
織
が
、「
地
域
運
営
組
織
」
で
あ
る
。

表
１
は
、
地
縁
的
な
住
民
自
治
組
織
で
あ
る
自
治
会
・

町
内
会
と
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
型
組
織
で
あ
る
「
地
域
運
営

組
織
」と
の
主
な
相
違
点
を
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
。「
地

域
運
営
組
織
」
の
活
動
エ
リ
ア
は
小
学
校
区
や
公
民
館
エ

リ
ア
な
ど
地
区
単
位
で
あ
り
、
構
成
員
は
地
域
住
民
に
限

ら
ず
、
地
区
内
の
事
業
所
や
学
校
な
ど
の
組
織
も
関
わ
る

こ
と
が
で
き
る
。
さ
ら
に
、
地
区
外
に
転
出
し
た
他
出
家

族
や
、
関
係
人
口
な
ど
多
様
な
主
体
が
関
わ
る
こ
と
が
可

能
と
な
っ
て
い
る
。
そ
し
て
、
地
域
課
題
の
解
決
や
地
域

資
源
の
活
用
を
積
極
的
に
行
う
、
い
わ
ば
「
攻
め
」
の
取

り
組
み
を
行
う
こ
と
の
で
き
る
組
織
で
あ
る
。
具
体
的
に

は
、
空
き
家
の
活
用
、
鳥
獣
害
へ
の
対
応
、
移
住
者
の
受

け
入
れ
、
地
域
交
通
の
運
営
な
ど
、
そ
の
活
動
は
多
岐
に

わ
た
る
。
こ
の
よ
う
に
、「
地
域
運
営
組
織
」
は
既
存
の

地
縁
組
織
を
補
完
す
る
存
在
で
あ
り
、
両
者
は
車
輪
の
両

輪
と
し
て
地
域
の
維
持
を
果
た
す
役
割
を
担
う
。

「
地
域
運
営
組
織
」
の
組
織
形
態
や
活
動
実
態
は
多
様

で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
、「
地
域
運
営
組
織
」
は
確
実
に
成

果
を
挙
げ
る
一
方
で
、
多
く
の
課
題
を
有
し
て
い
る
。
主

な
課
題
と
し
て
、
以
下
の
３
点
を
紹
介
す
る
。

第
１
は
、
既
存
の
地
縁
組
織
と
同
じ
構
成
員
が
「
地
域

運
営
組
織
」
の
運
営
を
担
う
こ
と
で
、
本
来
の
役
割
が
果

た
せ
て
い
な
い
問
題
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
環
境
に
お
い

て
は
、「
地
域
運
営
組
織
」
が
既
存
の
自
治
会
や
町
内
会

の
連
合
体
に
過
ぎ
ず
、
オ
ル
タ
ナ
テ
ィ
ブ
な
存
在
と
な
り

得
て
い
な
い
。「
地
域
運
営
組
織
」の
最
大
の
ポ
イ
ン
ト
は
、

多
様
な
主
体
が
地
域
運
営
を
担
う
点
で
あ
る
。と
り
わ
け
、

女
性
、
若
者
、
子
ど
も
の
参
画
が
ポ
イ
ン
ト
で
あ
る
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
実
現
し
て
い
な
い
こ
と
が
多
い
。

第
２
は
、「
地
域
運
営
組
織
」
の
理
念
や
位
置
づ
け
は

理
解
さ
れ
て
い
な
が
ら
も
、
地
域
内
に
お
け
る
人
間
関
係

や
既
存
組
織
と
の
関
係
か
ら
、
地
区
の
代
表
権
を
得
ら
れ
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ず
、
地
区
内
に
お
け
る
「
一
組
織
」
に
甘
ん
じ
て
い
る
問

題
で
あ
る
。
熱
心
に
取
り
組
ん
だ
り
、「
成
功
事
例
」
と

し
て
全
国
に
紹
介
さ
れ
た
り
す
る
組
織
で
あ
っ
て
も
、
こ

の
よ
う
な
実
態
が
見
ら
れ
る
こ
と
は
少
な
く
な
い
。
活
動

が
評
価
さ
れ
た
り
目
立
っ
た
り
す
れ
ば
す
る
ほ
ど
、
地
区

内
で
は
異
質
な
も
の
と
見
な
さ
れ
る
ケ
ー
ス
も
あ
る
。
こ

の
よ
う
な
問
題
を
回
避
す
る
た
め
に
も
、「
地
域
運
営
組

織
」
を
構
築
す
る
際
に
は
、
じ
っ
く
り
と
時
間
を
か
け
、

地
域
全
体
で
理
解
を
深
め
な
が
ら
進
め
る
こ
と
が
肝
要
で

あ
る
。

第
３
は
、
新
し
い
組
織
を
立
ち
上
げ
な
く
て
も
、
既
存

の
公
民
館
活
動
や
地
域
福
祉
活
動
が
「
地
域
運
営
組
織
」

の
機
能
を
担
う
こ
と
も
可
能
で
あ
る
こ
と
が
理
解
さ
れ
て

い
な
い
点
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
地
域
に
お
け
る
課
題
解

決
に
「
地
域
運
営
組
織
」
の
立
ち
上
げ
は
必
須
で
は
な
く
、

従
来
か
ら
行
わ
れ
て
き
た
公
民
館
活
動
や
、
地
域
福
祉
活

動
に
よ
り
地
域
課
題
解
決
が
行
わ
れ
る
こ
と
も
重
要
で
あ

る
。
島
根
県
飯
南
町
志
々
地
区
で
は
、
い
わ
ゆ
る
「
地
域

運
営
組
織
」
は
設
立
さ
れ
て
い
な
い
が
、
既
存
の
公
民
館

や
小
地
域
福
祉
活
動
が
展
開
さ
れ
る
中
で
、
住
民
主
体
の

地
域
づ
く
り
組
織
で
あ
る
「
わ
っ
し
ょ
い
志
々
会
」
が
立

ち
上
が
り
、
熱
心
な
活
動
が
展
開
さ
れ
て
い
る
。
個
人
商

店
の
閉
店
を
契
機
と
し
て
、
公
民
館
や
役
場
支
所
が
入
る

「
さ
つ
き
会
館
」
に
設
置
さ
れ
、
必
要
に
応
じ
て
買
物
客

の
送
迎
ま
で
行
っ
て
い
る
。
新
た
に
「
地
域
運
営
組
織
」

を
立
ち
上
げ
る
こ
と
で
屋
上
屋
を
重
ね
な
く
て
も
、
住
民

主
体
の
地
域
課
題
解
決
は
可
能
で
あ
る
。

「
地
域
運
営
組
織
」
は
地
域
の
暮
ら
し
を
持
続
し
て
い

く
た
め
の
有
効
な
手
段
で
あ
る
が
、
地
域
に
よ
っ
て
は
多

く
の
課
題
が
あ
る
こ
と
も
確
か
で
あ
る
。
最
も
重
要
な
こ

と
は
、「
地
域
運
営
組
織
」
の
構
築
に
よ
り
、
こ
れ
ま
で

高
齢
男
性
中
心
で
あ
っ
た
地
域
運
営
を
、
地
域
内
外
の
人

や
組
織
が
「
み
ん
な
で
」
関
わ
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に

す
る
こ
と
で
あ
る
。

中
山
間
地
域
に
お
け
る
こ
れ
か
ら
の
課
題

以
上
の
よ
う
に
、「
小
さ
な
拠
点
」「
地
域
運
営
組
織
」「
集

落
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
の
３
点
セ
ッ
ト
で
形
成
さ
れ
る
「
集

落
生
活
圏
」
は
、
過
疎
化
・
高
齢
化
に
対
す
る
有
効
な
施

策
で
あ
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
。
ま
た
、
地
域
の
実
態
に

応
じ
て
、
３
点
の
取
り
組
み
を
個
別
に
機
能
さ
せ
る
こ
と

も
有
意
義
で
あ
る
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、
地
域
住
民
の
主

体
性
と
創
意
工
夫
に
よ
り
、
地
域
の
実
態
に
あ
っ
た
適
応

が
求
め
ら
れ
る
。
同
時
に
、
自
治
体
に
よ
る
「
付
か
ず
・

離
れ
ず
」
の
関
わ
り
と
、
中
間
支
援
組
織
や
大
学
等
に
よ

る
伴
走
型
支
援
の
継
続
が
求
め
ら
れ
る
。

残
念
な
が
ら
、
こ
う
し
た
取
り
組
み
を
継
続
し
た
と
し

て
も
、
地
域
の
人
口
減
少
や
高
齢
化
自
体
を
止
め
る
こ
と

は
難
し
い
。
近
年
で
は
、
小
売
店
の
廃
業
、
バ
ス
や
鉄
道

な
ど
公
共
交
通
機
関
の
廃
止
、
福
祉
・
医
療
施
設
の
縮
小
・

閉
鎖
な
ど
、
地
域
住
民
の
努
力
だ
け
で
は
対
応
で
き
な
い

問
題
も
頻
発
し
て
い
る
。
将
来
的
に
、
地
域
住
民
の
み
に

よ
る
地
域
維
持
は
困
難
に
な
る
と
思
わ
れ
る
。
今
後
は
、

近
隣
都
市
と
の
連
携
、遠
隔
都
市
と
の
補
完
関
係
の
構
築
、

Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
活
用
に
よ
る
新
た
な
産
業
づ
く
り
な
ど
、
中
山

間
地
域
を
維
持
す
る
た
め
の
仕
組
み
を
抜
本
的
に
考
え
直

す
必
要
が
あ
る
。
さ
ら
に
、
地
球
温
暖
化
へ
の
対
応
な
ど

を
考
え
れ
ば
、
国
土
全
体
の
あ
り
方
や
、
地
方
と
中
央
の

関
係
に
つ
い
て
本
質
的
に
見
直
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

広
島
県
で
は
集
落
対
策
を
抜
本
的
に
見
直
す
作
業
が
は

じ
ま
っ
て
い
る
。
ま
た
、
島
根
県
益
田
市
で
は
循
環
型
社

会
の
構
築
を
ミ
ッ
シ
ョ
ン
と
す
る
計
画
が
作
ら
れ
よ
う
と

し
て
い
る
。
今
後
、
中
山
間
地
域
に
お
い
て
は
、
目
の
前

の
問
題
を
解
決
す
る
対
象
療
法
で
時
間
を
稼
ぎ
つ
つ
、
地

域
や
社
会
の
構
造
を
変
革
し
て
い
く
根
本
療
法
を
図
っ
て

い
く
必
要
が
あ
る
。

【
注
】

※
１　

国
土
交
通
省
（
２
０
０
１
）
＝
「
集
落
の
衰
退
に
よ
る
地

域
の
社
会
基
盤
等
へ
の
影
響
に
関
す
る
調
査
報
告
書
」
国
土
交
通

省
。

※
２　

国
土
交
通
省
（
２
０
１
３
）
＝
「
集
落
地
域
の
大
き
な
安

心
と
希
望
を
つ
な
ぐ
『
小
さ
な
拠
点
』
づ
く
り
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
」

国
土
交
通
省
。

※
３　

藤
山
浩
編
著
（
２
０
１
９
）
＝
「『
小
さ
な
拠
点
』
を
つ
く

る
」
農
文
協
。

※
４　

国
土
交
通
省
（
２
０
１
５
）
＝
「【
実
践
編
】『
小
さ
な
拠
点
』

づ
く
り
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
」。

自治会・町内会（地縁型組織） 比較項目
地域運営組織

（ネットワーク型組織）

自治会、町内会（狭域） 活動エリア 小学校区、公民館エリア（広域）

ボンディング型
ソーシャル
キャピタル

ブリッジング型

世帯 基本単位 個人

1戸1票制 合意形成 1人1票制

住民（高齢男性が中心） 構成人員
住民＋住民以外

（年代、性別問わず）

資源管理機能、生産補完機能、生
活扶助機能（伝統的・慣習的活動）

主な活動
地域課題解決＋地域資源活用
（革新的・挑戦的活動）

会費（自治体によっては交付金） 活動資金 会費、交付金、事業費等

職員は基本的に不在 人員体制 活動拠点に職員が常駐

ともに住民自治組織であるが、その性格は大きく異なる。（筆者作成）

表１　自治会・町内会と地域運営組織の比較

特 集
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特 集

髙
橋
　
由
和

特
定
非
営
利
活
動
法
人 

き
ら
り
よ
し
じ
ま
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
事
務
局
長

山
形
県
川
西
町
は
、
国
の
三
位
一
体
の
改
革
に
と
も
な

い
財
政
状
況
が
か
な
り
厳
し
い
も
の
と
な
り
、
行
財
政
改

革
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
き
た
。
き
ら
り
よ
し
じ
ま
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
（
以
下
「
き
ら
り
」）
は
、
２
０
０
２
年
に
町
の

行
財
政
改
革
に
伴
う
公
民
館
の
公
設
民
営
化
を
契
機
と

し
、
地
域
の
さ
ま
ざ
ま
な
形
骸
化
の
要
因
と
な
る
課
題
を

整
理
し
、
住
民
が
自
ら
地
域
を
再
生
さ
せ
る
た
め
に
当
時

の
地
区
公
民
館
事
務
局
の
メ
ン
バ
ー
が
中
心
と
な
り
新
た

な
組
織
の
立
ち
上
げ
に
着
手
し
た
。

２
０
０
４
年
、
地
域
内
の
地
縁
で
組
織
さ
れ
る
地
域
内

の
各
種
団
体
（
自
治
会
長
連
絡
協
議
会
、
防
犯
協
会
、
衛

生
組
織
連
合
会
、
地
区
社
会
福
祉
協
議
会
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
会
）
を
統
合
し
新
た
な
地
域
運
営
組
織
（
当
時
は
「
地

域
経
営
母
体
」
と
称
し
た
）
と
し
て
全
世
帯
加
入
型
の
Ｎ

Ｐ
Ｏ
法
人
化
を
合
同
総
会
の
折
に
住
民
に
提
案
し
た
。
し

か
し
、
40
余
年
に
わ
た
り
行
政
依
存
が
続
い
て
い
た
地
域

に
と
っ
て
「
そ
れ
は
行
政
の
仕
事
だ
」
と
い
う
思
い
が
強

く
、
す
ぐ
に
は
住
民
の
理
解
の
得
ら
れ
る
わ
け
も
な
か
っ

た
。
総
会
で
は
３
年
間
の
準
備
期
間
を
経
る
こ
と
に
つ
い

て
承
認
を
得
る
こ
と
が
で
き
た
。
課
題
の
認
識
は
あ
る
が

代
案
な
き
反
対
論
者
は
ど
こ
に
で
も
い
る
。

対
話
の
場
づ
く
り
の
必
要
性

そ
の
後
、
住
民
説
明
会
や
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
（
Ｗ
Ｓ
）
を

丁
寧
に
繰
り
返
し
、
機
構
改
革
委
員
会
や
地
区
計
画
策
定

委
員
会
を
設
置
し
少
し
ず
つ
合
意
形
成
の
形
を
取
っ
て
き
た
。

組
織
は
４
部
会
（
自
治
、
環
境
衛
生
、
福
祉
、
教
育
）
で
構

成
し
、
地
区
計
画
の
策
定
で
は
自
由
に
地
域
づ
く
り
の
夢
を

語
れ
る
「
決
め
な
い
会
議
」（
Ｗ
Ｓ
）
を
経
て
、
現
実
を
見
極

め
過
去
や
現
行
の
事
業
や
活
動
を
検
証
し
、
次
の
ア
ク
シ
ョ

ン
プ
ラ
ン
を
設
計
し
て
今
後
の
地
域
づ
く
り
の
見
通
し
を
決

定
し
て
い
く
「
決
め
る
会
議
」
の
話
し
合
い
の
文
化
が
定
着

し
た
。
事
業
評
価
に
よ
る
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
の
実
践
を
と
お
し
て「
わ

が
こ
と
化
」
が
図
ら
れ
、
企
画
か
ら
実
践
ま
で
の
合
意
形
成

が
培
わ
れ
る
。
地
域
づ
く
り
の
当
事
者
意
識
は
こ
の
よ
う
な

公
共
の
空
間
（
場
づ
く
り
）
に
よ
っ
て
醸
成
さ
れ
て
い
く
。

地
域
づ
く
り
に
求
め
ら
れ
る
人
材
と
育
成

◆◆◆◆◆◆

「
き
ら
り
」
の
特
徴
の
一
つ
に
若
者
を
組
織
の
事
務
局

に
迎
え
入
れ
た
こ
と
が
あ
げ
ら
れ
る
。
地
域
づ
く
り
の
中

で
最
も
多
い
課
題
が
人
材
の
確
保
と
育
成
で
あ
る
。「
き

ら
り
」
の
人
材
確
保
は
各
自
治
公
民
館
の
館
長
が
行
い
、

地
区
の
有
望
な
若
者
（
概
ね
18
～
35
歳
）
を
「
き
ら
り
」

に
推
薦
し
、
推
薦
さ
れ
た
若
者
は
教
育
部
会
の
専
門
部
に

所
属
さ
せ
、
Ｏ
Ｊ
Ｔ
・
Ｏ
Ｆ
Ｆ
Ｊ
Ｔ
を
実
施
し
１
～
２
年

地
域
づ
く
り
の
活
動
に
参
加
し
た
。
任
期
が
終
わ
る
と
自

治
会
に
戻
り
活
動
す
る
者
と
地
域
づ
く
り
の
経
営
に
参
画

し
た
い
者
は
さ
ら
に
「
き
ら
り
」
の
事
務
局
研
修
生
と
し

て
研
修
を
積
み
、
事
務
局
か
ら
マ
ネ
ジ
ャ
ー
、
理
事
と
い

う
順
に
段
階
的
に
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
し
て
い
く
仕
組
み
を
つ

く
っ
て
い
る
。
事
務
局
は
コ
ー
チ
ン
グ
と
フ
ァ
シ
リ
テ
ー

シ
ョ
ン
、
マ
ネ
ジ
ャ
ー
と
し
て
は
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
と
マ
ー

ケ
テ
ィ
ン
グ
の
技
術
な
ど
プ
ロ
か
ら
学
ぶ
環
境
を
つ
く
り

専
門
的
研
修
を
実
施
し
て
い
る
。

地
域
の
若
者
は
事
務
局
と
し
て
の
組
織
運
営
や
住
民
Ｗ

Ｓ
、事
業
化
プ
ロ
セ
ス
な
ど
の
学
び
と
実
践
を
繰
り
返
し
、

地
域
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
（
指
導
者
）
と
し
て
活
躍
が
可

能
と
な
る
。
２
０
２
３
年
か
ら
事
務
局
と
し
て
か
か
わ
る

若
者
は
現
在
30
人
で
平
均
年
齢
は
35
歳
で
あ
る
。
ま
た
、

人
材
育
成
は
若
者
に
限
ら
ず
、
地
域
内
外
の
住
民
や
女
性

な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
人
材
を
対
象
と
し
た
多
面
的
な
学
び
の

場
を
つ
く
り
住
民
同
士
が
相
互
補
完
で
き
る
関
係
を
目
指

す
こ
と
が
必
要
だ
。
今
ま
で
は
「
で
き
る
人
で
や
っ
て
き

た
」
が
、
こ
れ
か
ら
は
「
で
き
る
人
に
育
て
る
」
と
い
う

視
点
が
必
要
で
あ
る
。

地
域
課
題
を
事
業
に
よ
っ
て
解
決

「
き
ら
り
」
は
地
区
計
画
に
お
い
て
４
部
会
の
事
業
や

◆◆◆

小
さ
な
拠
点
と
地
域
運
営
組
織

き
ら
り
よ
し
じ
ま

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

（
山
形
県
川
西
町
）

―
公
民
館
の
公
設
民
営
化
機
に
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
―

持
続
可
能
な
住
民
総
参
加
の
地
域
づ
く
り
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活
動
が
そ
れ
ぞ
れ
約
束
さ
れ
て
い
る
。
自
治
部
会
は
、
住

民
の
安
全
・
安
心
、
所
得
向
上
、
起
業
、
交
流
、
産
業
創

出
等
が
主
な
事
業
で
、自
主
防
災
事
業
や
地
域
食
堂
の「
ま

ん
ま
屋
」「
加
工
研
究
所
」
の
運
営
な
ど
が
あ
る
。
環
境

衛
生
部
会
は
、
地
域
の
美
化
活
動
、
資
源
ご
み
回
収
、
Ｅ

Ｍ
石
鹸
（
発
酵
食
品
に
使
わ
れ
る
有
用
な
微
生
物
を
含
む

石
鹸
）
づ
く
り
、
廃
食
油
の
Ｂ
Ｄ
Ｆ
（
生
物
由
来
の
デ
ィ

ー
ゼ
ル
燃
料
）
化
、
緑
化
推
進
な
ど
が
あ
り
、
福
祉
部
会

は
、
高
齢
者
の
買
い
物
支
援
、
外
出
支
援
、
Ａ
Ｉ
で
の
見

守
り
、
学
童
保
育
の
経
営
等
の
活
動
が
あ
る
。
教
育
部
会

は
、さ
ま
ざ
ま
な
講
習
研
修
事
業
、青
少
年
健
全
育
成
「
わ

ん
ぱ
く
キ
ッ
ズ
ス
ク
ー
ル
」、
住
民
の
社
会
参
加
を
支
援

す
る
「
再
チ
ャ
レ
ン
ジ
塾
」、
総
合
型
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク

ラ
ブ
「
マ
イ
マ
イ
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
」
等
が
あ
る
。

現
在
地
区
計
画
で
実
践
さ
れ
て
い
る
事
業
は
54
事
業
で

あ
る
が
、
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
に
よ
っ
て
事
業
も
設
立
当
初
よ
り
か

な
り
ス
リ
ム
化
さ
れ
て
き
た
。

住
民
同
士
が 

助
け
合
う
地
域
づ
く
り
を

◆◆◆

地
域
は
、
そ
れ
ぞ
れ
が
持
つ
地
域
課
題
に
対
し
て
さ
ま

ざ
ま
な
分
野
の
資
源
を
集
約
し
、〝
地
域
の
力
〟
に
変
え

て
総
合
的
に
課
題
解
決
に
取
り
組
む
「
住
民
と
地
域
の
自

立
」
に
よ
る
地
域
づ
く
り
に
取
り
組
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。「
行
政
依
存
が
当
た
り
前
」
と
い
う
意
識
か
ら
決
別

し
住
民
が
自
分
の
住
む
地
域
を
ど
う
し
て
い
き
た
い
の

か
、
自
分
ら
し
く
生
き
、
住
み
続
け
る
た
め
に
、
子
ど
も

た
ち
に
地
域
の
未
来
を
託
す
た
め
に
何
が
必
要
な
の
か
、

住
民
同
士
の
対
話
の
場
か
ら
地
域
づ
く
り
の
理
念
を
掲

げ
、そ
の
実
現
に
向
け
た
手
法
や
方
向
の
選
択
に
つ
い
て
、

地
域
住
民
が
自
ら
の
責
任
で
判
断
し
、
必
要
が
あ
れ
ば
自

己
負
担
も
で
き
る
住
民
自
治
の
基
礎
、
基
盤
を
し

っ
か
り
と
築
く
こ
と
が
大
事
で
あ
る
。

し
か
し
、
地
域
を
取
り
巻
く
課
題
に
は
と
て
も

厳
し
い
も
の
が
あ
る
。
か
つ
て
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー

の
連
帯
意
識
や
支
え
合
い
の
心
は
強
い
も
の
が
あ

っ
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
れ
ら
の
意
識
は
希
薄

化
し
て
き
て
い
る
。
急
速
な
超
高
齢
化
の
中
で
、

地
域
で
は
自
治
の
形
成
そ
の
も
の
が
危
ぶ
ま
れ
て

い
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
も
少
な
く
な
い
。
こ
れ
ら

の
課
題
を
解
決
す
る
糸
口
と
し
て
、地
域
で
の
「
支

え
あ
い
」
い
わ
ゆ
る
「
互
助
精
神
」
の
呼
び
起
こ

し
が
必
要
と
考
え
る
。

特
に
地
域
内
の
ひ
と
り
暮
ら
し
の
高
齢
者
、
ま

た
は
高
齢
者
の
み
の
世
帯
、
介
護
保
険
が
適
用
に

な
ら
な
い
高
齢
者
世
帯
や
老
老
介
護
の
現
実
な

ど
、
そ
れ
こ
そ
「
困
っ
た
時
は
お
互
い
様
」
の
呼

び
起
こ
し
が
求
め
ら
れ
る
こ
と
で
あ
り
、
地
域
の

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
力
が
問
わ
れ
る
点
で
も
あ

る
。
豊
か
な
人
間
関
係
に
よ
る
地
域
内
協
働
の
具

現
化
が
急
務
で
あ
る
。

助けあいの体制

わんぱくキッズスクール

外出支援電動カーレンタル

買い物支援きらり便

防災ワークショップ
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奈
良
県
吉
野
郡
川
上
村
は
奈
良
県
の
南
東
部
に
位
置

し
、
面
積
の
97
％
が
山
林
で
人
口
は
約
１
３
０
０
人
、
高

齢
化
率
が
57
％
と
い
う
過
疎
の
村
で
あ
る
。
若
者
世
代
の

進
学
・
就
職
に
よ
る
転
出
は
多
い
が
、
そ
れ
以
上
に
、
都

市
部
に
住
む
子
ど
も
か
ら
の
呼
び
寄
せ
に
よ
る
転
出
が
多

い
こ
と
が
人
口
減
少
の
大
き
な
要
因
と
な
っ
て
い
る
。

こ
う
し
た
要
因
を
役
場
の
若
手
職
員
が
自
主
勉
強
会
を

開
き
分
析
し
た
。
都
市
部
の
若
者
に
向
け
て
の
移
住
施
策

も
大
切
で
あ
る
が
、
ま
ず
は
今
暮
ら
し
て
い
る
村
民
が
安

心
し
て
住
み
続
け
ら
れ
る
定
住
の
仕
組
み
づ
く
り
が
必
要

で
あ
る
と
考
え
た
。
村
内
各
種
団
体
に
加
え
て
村
外
の
民

間
企
業
や
金
融
機
関
、
行
政
等
も
参
画
し
、
村
の
中
心
か

ら
離
れ
た
地
域
に
「
小
さ
な
拠
点
」
と
し
て
村
民
の
日
々

の
暮
ら
し
を
支
え
る
活
動
を
行
う
「
一
般
社
団
法
人
か
わ

か
み
ら
い
ふ
」
を
設
立
し
た
。

か
わ
か
み
ら
い
ふ
の
取
り
組
み

生
鮮
食
料
品
を
販
売
す
る
お
店
が
一
件
も
な
い
川
上
村

で
の
お
買
い
物
支
援
と
し
て
「
移
動
ス
ー
パ
ー
事
業
」「
な

◆◆◆

ら
コ
ー
プ
宅
配
事
業
」、
災
害
時
な
ど
の
燃
料
備
蓄
や
イ

ン
フ
ラ
の
維
持
と
し
て
の
「
ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド
事
業
」、

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
創
出
活
動
と
し
て
「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
カ
フ

ェ
の
営
業
」「
子
ど
も
会
活
動
や
住
民
サ
ー
ク
ル
活
動
の

運
営
支
援
」
を
行
っ
て
い
る
。

そ
の
他
に
も
巡
回
診
療
や
健
康
体
操
の
会
場
、
川
上
村

で
採
れ
た
野
菜
の
販
売
を
行
う
「
や
ま
い
き
市
」、
家
か

ら
バ
ス
停
ま
で
の
無
料
送
迎
を
行
う
「
ニ
コ
ニ
コ
号
の
運

営
」
な
ど
、
川
上
村
で
の
生
活
に
必
要
な
取
り
組
み
や
村

民
の
交
流
の
場
づ
く
り
に
つ
な
が
る
取
り
組
み
を
行
っ
て

い
る
。村

で
の
暮
ら
し
に
付
加
価
値
を
つ
け
る

特
徴
的
な
取
り
組
み
と
し
て
、
移
動
ス
ー
パ
ー
に
は
定

期
的
に
看
護
師
と
歯
科
衛
生
士
が
同
行
し
て
い
る
。
お
買

い
物
に
来
る
村
民
の
健
康
チ
ェ
ッ
ク
や
生
活
相
談
も
受

け
、
食
生
活
の
ア
ド
バ
イ
ス
も
行
う
。
食
材
の
提
供
だ
け

で
終
わ
ら
ず
、
美
味
し
く
食
べ
る
こ
と
が
日
々
の
健
康
に

つ
な
が
る
「
口
は
健
康
の
入
り
口
」
の
考
え
方
を
身
近
に

◆◆◆

実
践
し
て
い
る
。
お
買
い
物
の
つ
い
で
に
血
圧
測
定
や
健

康
相
談
も
気
軽
に
で
き
る
関
係
を
築
い
て
い
る
こ
と
で
、

病
気
の
早
期
発
見
・
早
期
治
療
に
つ
な
が
り
、
地
域
の
医

療
費
の
削
減
に
も
つ
な
が
る
取
り
組
み
と
な
っ
て
い
る
。

地
元
消
防
署
の
協
力
を
得
て
、
も
し
も
の
時
の
救
急
や

急
病
対
応
に
も
積
極
的
に
関
わ
っ
て
い
る
。
川
上
村
に
救

急
車
が
到
着
す
る
ま
で
に
時
間
が
か
か
る
た
め
、
ス
タ
ッ

フ
全
員
が
救
命
講
習
を
定
期
的
に
受
講
し
、
す
べ
て
の
営

業
車
両
に
は
Ａ
Ｅ
Ｄ
を
搭
載
し
た
。
さ
ら
に
一
部
の
ス
タ

ッ
フ
が
救
急
救
命
指
導
資
格
も
取
得
し
、
か
わ
か
み
ら
い

ふ
が
住
民
や
事
業
所
に
そ
の
活
動
を
広
め
る
役
割
を
担
っ

て
い
る
。

単
な
る
お
買
い
物
支
援
だ
け
で
は
な
く
、
村
で
の
暮
ら

し
に
付
加
価
値
を
提
供
す
る
こ
と
が
定
住
の
仕
組
み
づ
く

り
に
結
び
つ
い
て
い
る
。

新
型
コ
ロ
ナ
機
に
新
た
な
チ
ャ
レ
ン
ジ

川
上
村
の
高
齢
者
は
お
出
か
け
し
た
り
畑
を
し
た
り
と

活
発
で
元
気
な
方
ば
か
り
で
あ
っ
た
が
、
コ
ロ
ナ
禍
で
ほ

と
ん
ど
の
村
民
が
外
出
を
控
え
家
に
こ
も
る
生
活
と
な

り
、
弱
っ
て
い
く
姿
が
数
多
く
見
う
け
ら
れ
た
。

そ
こ
で
高
齢
者
の
生
き
が
い
づ
く
り
の
取
り
組
み
と
し

て
、「
農
業
」
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
こ
と
に
し
た
。
か
わ

か
み
ら
い
ふ
で
農
園
を
つ
く
り
、
高
齢
者
を
雇
用
し
て
一

緒
に
農
作
業
を
行
っ
て
い
く
。「
作
る
喜
び
」「
働
く
喜
び
」

「
稼
ぐ
喜
び
」
を
一
緒
に
感
じ
て
も
ら
い
、
再
び
元
気
に

な
っ
て
も
ら
う
こ
と
が
目
的
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
農
業
は

簡
単
な
も
の
で
は
な
い
が
、
現
状
の
活
動
と
同
様
に
、
み

ん
な
で
協
力
し
て
成
功
さ
せ
た
い
と
思
っ
て
い
る
。
試
験

的
に
小
さ
な
ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
を
建
て
て
栽
培
を
開
始
し

◆◆◆

小
さ
な
拠
点
と
地
域
運
営
組
織

一
般
社
団
法
人

か
わ
か
み
ら
い
ふ

（
奈
良
県
川
上
村
）

―
暮
ら
し
続
け
る
こ
と
が
出
来
る
村
づ
く
り
―

村
民
の
日
々
の
暮
ら
し
を
支
え
ま
す三

宅
　
正
記

一
般
社
団
法
人 

か
わ
か
み
ら
い
ふ
事
務
局
長
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た
と
こ
ろ
、
予
想
以
上
の
収
穫
が
あ
っ
た
。
今
後
は
高
齢

者
を
雇
用
し
て
規
模
を
拡
大
し
て
い
く
こ
と
に
加
え
て
、

同
時
に
自
宅
で
畑
仕
事
を
し
た
い
方
の
サ
ポ
ー
ト
も
行
っ

て
い
き
な
が
ら
、
多
く
の
高
齢
者
が
い
つ
ま
で
も
元
気
に

暮
ら
し
続
け
る
た
め
の
お
手
伝
い
を
し
て
い
き
た
い
。

村
民
が
支
え
る
か
わ
か
み
ら
い
ふ

約
１
３
０
０
人
の
村
で
営
業
し
て
い
る
移
動
ス
ー
パ
ー

や
コ
ー
プ
宅
配
、
ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド
の
年
間
売
り
上
げ

は
総
額
約
２
億
円
、
村
民
が
か
わ
か
み
ら
い
ふ
に
使
っ
て

く
れ
た
金
額
で
あ
る
。
一
般
の
民
間
企
業
と
は
違
い
、
売

り
上
げ
を
追
求
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
く
、
村
民
の
暮
ら

し
の
サ
ポ
ー
ト
と
し
て
運
営
し
て
い
る
だ
け
に
も
か
か
わ

ら
ず
多
く
の
村
民
が
利
用
し
て
く
れ
て
い
る
。
ま
だ
車
に

◆◆◆

乗
っ
て
村
外
の
ス
ー
パ
ー
や
デ
パ
ー
ト
に
買
い
物
に
行
け

る
年
代
の
方
も
「
自
分
が
高
齢
者
に
な
っ
た
時
に
か
わ
か

み
ら
い
ふ
の
活
動
が
続
い
て
い
て
欲
し
い
」
と
い
う
思
い

か
ら
積
極
的
に
か
わ
か
み
ら
い
ふ
を
利
用
し
て
く
だ
さ
る

方
が
多
く
い
る
。
そ
ん
な
村
民
の
思
い
に
支
え
ら
れ
て
か

わ
か
み
ら
い
ふ
の
活
動
が
成
り
立
っ
て
い
る
。

さ
ら
に
、
か
わ
か
み
ら
い
ふ
の
ス
タ
ッ
フ
は
全
員
が
村

民
で
あ
り
、
そ
の
内
の
半
分
は
移
住
者
で
あ
る
。
村
民
だ

か
ら
こ
そ
分
か
る
こ
と
が
あ
り
、
理
解
で
き
る
こ
と
が
あ

る
。
村
民
で
も
あ
る
ス
タ
ッ
フ
の
行
動
や
対
応
は
、
多
く

の
村
民
に
と
っ
て
共
感
で
き
、
信
頼
で
き
る
。
こ
れ
ら
の

こ
と
も
か
わ
か
み
ら
い
ふ
を
利
用
す
る
大
き
な
要
因
と
な

っ
て
い
る
。

ス
タ
ッ
フ
も
お
客
さ
ま
も
村
民
で
あ
り
、
か
わ
か
み
ら

い
ふ
は
村
民
に
支
え
ら
れ
て
い
る
。

移
住
の
き
っ
か
け
に
な
る
こ
と
を
目
指
し
て

デ
ジ
タ
ル
化
が
進
む
現
代
に
お
い
て
、
か
わ
か
み
ら
い

ふ
の
取
り
組
み
は
実
に
ア
ナ
ロ
グ
で
あ
り
、
時
代
に
逆
行

し
て
い
る
。
移
動
ス
ー
パ
ー
も
宅
配
も
ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン

ド
も
村
民
と
接
す
る
た
め
の
ツ
ー
ル
に
過
ぎ
な
い
。
村
民

の
と
こ
ろ
へ
出
向
き
、
実
際
に
顔
を
合
わ
せ
て
お
し
ゃ
べ

り
を
し
、
体
調
を
見
た
り
、
愚
痴
を
聞
い
た
り
し
な
が
ら

見
守
り
活
動
を
行
い
信
頼
関
係
を
築
い
て
い
く
。「
人
の

チ
カ
ラ
」で
成
り
立
っ
て
い
る
。
こ
の
取
り
組
み
を
維
持
・

継
続
し
て
い
く
た
め
に
は
多
く
の
人
材
が
必
要
で
あ
る
。

少
し
で
も
多
く
の
人
に
こ
の
取
り
組
み
を
知
っ
て
も
ら

い
、
川
上
村
に
移
住
し
て
一
緒
に
活
動
し
て
く
れ
る
仲
間

が
増
え
る
こ
と
を
願
っ
て
い
る
。

◆◆◆

ふれあいカフェの様子

コープ宅配時に談笑する担当者と村民

移動スーパーには看護師や歯科衛生士が定期的に同行する

移動スーパーの販売風景
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合
併
後
、
一
層
進
む
過
疎
・
高
齢
化

津
山
市
阿
波
地
区
（
旧
阿
波
村
）
は
岡
山
県
の
北
東
部

の
中
国
山
地
の
中
腹
に
位
置
し
、
の
ど
か
な
風
景
の
広
が

る
典
型
的
な
山
村
地
域
で
あ
る
。
明
治
以
後
、
１
１
５
年

に
わ
た
り
「
阿あ

波ば

村そ
ん

」
と
し
て
「
村
」
を
維
持
し
て
き
た

が
、
平
成
17
年
２
月
に
他
の
三
つ
の
町
と
と
も
に
津
山
市

に
合
併
と
な
っ
た
。

合
併
後
、
急
速
に
人
口
減
少
が
続
き
、
合
併
時
７
０
０

人
を
超
え
て
い
た
地
区
の
人
口
は
、
現
在
４
０
０
人
余
り

ま
で
減
少
。
さ
ら
に
、
合
併
後
、
10
年
が
経
過
す
る
中
で
、

地
区
中
心
部
に
あ
る
小
学
校
や
幼
稚
園
な
ど
の
公
共
・
公

益
施
設
が
相
次
い
で
撤
退
・
縮
小
す
る
状
況
と
な
っ
た
。

逆
境
に
抗
し
「
あ
ば
村む
ら

宣
言
」

こ
う
し
た
逆
境
の
デ
パ
ー
ト
状
態
の
中
、
二
つ
の
取
り

組
み
を
進
め
た
。

一
つ
が
「
新
し
い
村
の
か
た
ち
」
の
検
討
で
あ
る
。
地

◆◆◆◆◆◆

区
の
中
心
部
に
は
教
育
施
設
や
旧
村
役
場
な
ど
の
さ
ま
ざ

ま
な
公
共
施
設
が
集
中
し
て
立
地
し
て
い
た
が
、
こ
れ
ら

の
施
設
が
廃
止
、
縮
小
と
な
っ
た
た
め
、
再
度
、
役
割
を

確
認
、
連
携
さ
せ
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。「
小
さ
な

拠
点
づ
く
り
」
の
始
ま
り
で
あ
る
。

論
議
を
進
め
て
い
た
さ
な
か
、
地
区
に
唯
一
の
農
協
の

ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド
の
撤
退
の
話
が
浮
上
。
山
間
地
域
に

と
っ
て
ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド
は
車
だ
け
で
な
く
、
農
機
具

の
燃
料
や
冬
場
の
灯
油
の
確
保
な
ど
重
要
な
役
割
が
あ

り
、
高
齢
者
に
と
っ
て
の
死
活
問
題
で
も
あ
る
。
地
区
で

は
早
速
、
全
世
帯
を
対
象
と
し
た
聞
き
取
り
調
査
を
行
っ

た
。
そ
の
結
果
約
７
割
の
方
か
ら
「
燃
料
代
が
上
が
っ
て

も
、
出
資
を
し
て
で
も
存
続
し
て
欲
し
い
」
と
の
回
答
を

得
た
。
結
果
を
受
け
、
平
成
26
年
２
月
に
住
民
出
資
の
合

同
会
社
「
あ
ば
村
」
を
設
立
。
そ
の
年
の
６
月
に
は
農
協

か
ら
ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド
を
引
き
継
ぎ
運
営
を
始
め
た
。

二
つ
目
は
「
あ
ば
村
宣
言
」
の
取
り
組
み
で
あ
る
。
人

口
減
少
や
小
学
校
の
統
合
な
ど
地
域
が
縮
小
し
て
い
く
中

で
、
地
域
に
諦
め
感
が
生
ま
れ
る
の
が
最
も
危
険
な
こ
と

で
あ
る
。
１
０
０
年
以
上
続
い
た
「
阿
波
村
」
の
暮
ら
し

や
伝
統
を
再
確

認
す
る
こ
と
、

そ
し
て
新
し
い

自
治
の
か
た
ち

を
模
索
す
る
た

め
に「
あ
ば
村
」

を
宣
言（
※
１
）

を
す
る
こ
と
と

な
っ
た
。

地
区
の
取
り

組
み
を
紹
介
し

た
冊
子
や
ポ
ス

タ
ー
な
ど
も
作

成
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
も
リ
ニ
ュ

ー
ア
ル
し
、
積
極
的
に
内
外
に

発
信
、
多
く
の
共
感
者
を
得
る

こ
と
が
で
き
た
。
合
併
か
ら
10

年
と
な
る
平
成
27
年
２
月
に
地

区
の
人
口
の
約
２
割
と
な
る
１
１
０
人
が
公
民
館
に
集
ま

り
、
正
式
に
宣
言
を
行
っ
た
。

※
１
：
あ
ば
村
宣
言
の
宣
言
文
は https://abam

ura.
com

/sengen 

参
照
。　
　
　
　
　
　

「
ロ
ー
カ
ル
・
ア
バ
ノ
ミ
ク
ス
」
３
本
の
矢

宣
言
の
後
、
地
区
で
は
三
つ
の
取
り
組
み
に
力
を
入
れ

て
き
た
。
当
時
「
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
」
に
対
抗
し
て
「
ロ
ー

カ
ル
・
ア
バ
ノ
ミ
ク
ス
」
と
名
付
け
、取
り
組
み
を
進
め
た
。

一
つ
目
の
矢
は
「
小
さ
な
拠
点
づ
く
り
に
よ
る
暮
ら
し

の
支
え
合
い
」
で
あ
る
。
ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド
が
あ
る
農

協
事
務
所
に
「
あ
ば
商
店
」
を
開
設
。
地
域
の
お
年
寄
り

◆◆◆

あば村宣言フォーラムでガンバローと誓い合う住民あば村宣言ロゴマーク

小
さ
な
拠
点
と
地
域
運
営
組
織

あ
ば
村
活
性
化
協
議
会

（
岡
山
県
津
山
市
）

―
小
さ
な
村
の
小
さ
な
拠
点
、合
併
か
ら
約
20
年
の
歩
み
―

地
域
を
守
り
、
地
域
で
稼
ぐ

皆
木
　
憲
吾

あ
ば
村
山
村
活
性
化
協
議
会
事
務
局
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の
買
い
物
支
援
の
み
な
ら
ず
、
寄
り
合
い
所
と
し
て
の
役

割
を
果
た
し
て
い
る
。
平
成
元
年
か
ら
は
移
動
販
売
事
業

も
開
始
。
遠
く
て
商
店
に
来
ら
れ
な
い
お
年
寄
り
の
世
帯

を
定
期
的
に
訪
問
す
る
こ
と
で
、
見
守
り
に
も
つ
な
が
っ

て
い
る
。

二
つ
目
の
矢
は
「
あ
ば
村
ブ
ラ
ン
ド
の
開
発
・
流
通
」

で
あ
る
。
あ
ば
村
宣
言
に
象
徴
さ
れ
る
昔
な
が
ら
の
食
や

暮
ら
し
の
商
品
化
を
目
指
し
、
こ
の
間
、
新
商
品
の
開
発

や
パ
ッ
ケ
ー
ジ
デ
ザ
イ
ン
の
統
一
、
認
定
マ
ー
ク
の
作
成

な
ど
に
取
り
組
ん
で
き
た
。

三
つ
目
の
矢
は
「
都
市
農
村
交
流
と
共
感
者
の
獲
得
に

よ
る
移
住
定
住
の
推
進
」
で
あ
る
。
地
区
に
は
旧
阿
波
村

時
代
に
整
備
し
た
温
泉
・
宿
泊
施
設
「
あ
ば
交
流
館
」
や

阿
波
森
林
公
園
が
あ
り
、
周
辺
の
渓
流
や
滝
な
ど
と
と
も

に
観
光
ス
ポ
ッ
ト
と
な
っ
て
い
る
。
令
和
３
年
に
は
阿
波

森
林
公
園
に
グ
ラ
ン
ピ
ン
グ
事
業
を
誘
致
す
る
こ
と
が
で

き
、
管
理
者
の
地
元
阿
波
養
魚
組
合
と
連
携
し
た
取
り
組

み
が
進
ん
で
い
る
。

こ
う
し
た
こ
の
間
の
取
り
組
み
の
中
で
地
区
へ
の
移
住

者
・
Ｕ
タ
ー
ン
も
増
加
し
、
平
成
24
年
か
ら
数
え
る
と
36

世
帯
76
人
（
令
和
３
年
度
末
ま
で
の
延
べ
数
）
と
な
っ
て

い
る
。
さ
ら
に
地
区
の
人
口
は
減
少
が
続
い
て
い
る
も
の

の
、
こ
こ
数
年
は
社
会
増
に
転
じ
て
い
る
。

地
域
運
営
か
ら
地
域
経
営
へ

こ
の
間
の
取
り
組
み
は
地
元
自
治
会
を
中
心
に
各
種
団

体
で
構
成
す
る
地
域
運
営
組
織
「
あ
ば
村
運
営
協
議
会
」

を
中
心
に
進
め
ら
れ
て
き
た
。
撤
退
し
た
ガ
ソ
リ
ン
ス
タ

ン
ド
を
地
域
住
民
自
ら
が
運
営
す
る
な
ど
過
疎
・
高
齢
化

が
進
む
地
域
で
の
先
進
事
例
と
し
て
評
価
さ
れ
、
多
く
の

視
察
な
ど
も
あ
っ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

し
か
し
、
決
し
て
順
調
に
事
業
が
進
ん
で
い
る
訳
で
は

な
く
、
ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド
を
運
営
す
る
合
同
会
社
あ
ば

◆◆◆

村
も
経
営
的
に
は
非
常
に
苦
し
い
状
況
に
あ
る
。

そ
う
し
た
中
、
令
和
３
年
よ
り
地
区
内
で
生
産
活
動
を

行
う
公
益
的
な
団
体
・
事
業
者
に
よ
る
「
あ
ば
村
山
村
活

性
化
協
議
会
」
を
組
織
し
た
。
連
携
し
、
地
域
で
稼
ぐ
こ

と
を
意
識
し
た
組
織
で
あ
る
。
地
元
自
治
会
や
あ
ば
村
運

営
協
議
会
は
地
域
を
守
る
役
割
。
あ
ば
村
山
村
活
性
化
協

議
会
は
稼
ぐ
（
攻
め
る
）
こ
と
に
よ
り
地
域
を
維
持
し
て

い
く
と
い
う
役
割
分
担
の
中
で
取
り
組
み
を
進
め
て
い
る
。

具
体
的
に
は
地
域
資
源
を
活
用
し
た
あ
ば
村
ブ
ラ
ン
ド

商
品
の
販
路
拡
大
を
さ
ら
に
進
め
る
こ
と
や
グ
ラ
ン
ピ
ン

グ
事
業
と
連
携
し
た
観
光
推
進
な
ど
で
あ
る
。
さ
ら
に
、

今
年
５
月
に
は
長
年
進
め
て
き
た
小
水
力
発
電
施
設
が
完

成
し
た
。
紙
面
の
関
係
で
詳
細
は
紹
介
で
き
な
い
が
、
Ｆ

Ｉ
Ｔ
の
買
い
取
り
制
度
を
利
用
し
、
売
電
。
地
域
の
持
続

的
経
営
の
一
助
と
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。
こ
う
し
た
取

り
組
み
を
新
た
に
「
新
し
い
山
村
資
本
主
義
」
と
勝
手
に

銘
打
ち
、
模
索
を
続
け
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

小水力発電施設

地区中心部の遠景

阿波森林公園のグランピングテント

住民出資の合同会社「あば村」によるガソリンスタンドと「あば商店」
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動
は
、
地
縁
組
織
で
あ
る
自
治
会
・
町
内
会
が
中
心
と
な

っ
て
行
わ
れ
て
き
た
。
し
か
し
、
人
口
減
少
や
高
齢
化
、

地
縁
団
体
へ
の
加
入
率
の
全
国
的
な
低
下
に
よ
る
構
成
員

の
減
少
や
、
市
町
村
合
併
の
進
展
に
伴
う
地
域
課
題
の
多

様
化
・
広
域
化
等
を
背
景
に
、
自
治
会
・
町
内
会
が
従
来

の
役
割
を
果
た
す
こ
と
が
困
難
と
な
る
地
域
が
出
て
き
て

い
る
。

特
に
、
人
口
減
少
や
高
齢
化
が
著
し
い
中
山
間
地
域
等

に
お
い
て
は
、
地
域
住
民
の
減
少
に
加
え
て
、
高
齢
化
に

伴
う
生
活
機
能
の
低
下
等
に
よ
り
、
空
き
家
、
里
山
等
の

財
産
管
理
な
ど
地
域
に
関
わ
る
新
た
な
需
要
が
発
生
す
る

と
と
も
に
、
高
齢
者
の
見
守
り
や
雪
か
き
、
草
刈
り
と
い

っ
た
生
活
支
援
に
関
わ
る
需
要
が
増
加
し
て
い
る
。
一
方

近
年
、
人
口
減
少
や
高
齢
化
が
著
し
い
中
山
間
地
域
等

に
お
い
て
は
、
そ
れ
に
伴
う
集
落
機
能
の
低
下
が
顕
著
に

見
ら
れ
る
ほ
か
、
都
市
部
に
お
い
て
も
、
価
値
観
の
多
様

化
、
地
域
住
民
の
つ
な
が
り
の
希
薄
化
に
よ
り
、
地
域
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
衰
退
が
指
摘
さ
れ
、
そ
の
維
持
が
課
題
と

な
っ
て
い
る
。
こ
う
し
た
地
域
に
お
い
て
は
、
地
域
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
の
維
持
や
生
活
支
援
、
域
内
外
の
交
流
な
ど
、

住
民
共
助
に
よ
る
支
え
合
い
の
必
要
性
が
高
ま
っ
て
お

り
、
地
域
運
営
組
織
が
地
域
の
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
と
な

っ
て
そ
の
機
能
を
果
た
す
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
る
。

政
府
の
「
第
２
期
『
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
⽣
総
合

戦
略
』」（
令
和
元
年 

12 

⽉ 

20 

⽇
閣
議
決
定
）（
以
下「
第

２
期
総
合
戦
略
」）
で
は
、
地
域
課
題
の
解
決
に
向
け
た

多
機
能
型
の
取
り
組
み
を
持
続
的
に
行
う
地
域
運
営
組
織

の
形
成
を
促
す
活
動
を
支
援
す
る
こ
と
と
さ
れ
、
令
和
６

年
度
ま
で
に
達
成
す
べ
き
重
要
業
績
評
価
指
標（
Ｋ
Ｐ
Ｉ
）

と
し
て
、
地
域
運
営
組
織
の
形
成
数
７
０
０
０
団
体
を
⽬

指
す
と
示
さ
れ
て
い
る
。

そ
こ
で
、
本
稿
で
は
地
域
運
営
組
織
が
必
要
と
さ
れ
る

背
景
や
現
況
等
に
つ
い
て
概
観
す
る
と
と
も
に
、
総
務
省

の
地
域
運
営
組
織
に
関
す
る
施
策
に
つ
い
て
説
明
す
る
こ

と
と
し
た
い
。
な
お
、
文
中
意
見
に
わ
た
る
部
分
は
、
筆

者
の
私
見
で
あ
る
。

地
域
運
営
組
織
の
定
義

総
務
省
で
は
、
地
域
運
営
組
織
を
「
地
域
の
暮
ら
し
を

守
る
た
め
、
地
域
で
暮
ら
す
人
々
が
中
心
と
な
っ
て
形
成

さ
れ
、
地
域
内
の
様
々
な
関
係
主
体
が
参
加
す
る
協
議
組

織
が
定
め
た
地
域
経
営
の
指
針
に
基
づ
き
、
地
域
課
題
の

解
決
に
向
け
た
取
組
を
持
続
的
に
実
践
す
る
組
織
」
と
定

義
し
て
お
り
、
地
域
運
営
組
織
は
、「
地
域
課
題
を
共
有
」

し
、「
解
決
方
法
を
検
討
」
す
る
た
め
の
「
協
議
機
能
」
と
、

「
地
域
課
題
解
決
に
向
け
た
取
組
を
実
践
」
す
る
た
め
の

「
実
行
機
能
」
を
有
す
る
組
織
と
位
置
付
け
ら
れ
る
。

地
域
運
営
組
織
の
設
立
背
景
と
必
要
性

こ
れ
ま
で
、
地
域
内
に
お
け
る
意
思
決
定
や
イ
ベ
ン
ト

な
ど
の
自
治
・
共
助
活
動
、
ま
ち
づ
く
り
な
ど
の
地
域
活

特 集
副基調論文

小
さ
な
拠
点
と
地
域
運
営
組
織

地
域
運
営
組
織
の
現
状
と
課
題

長
谷
川
　
大
輔

前
・
総
務
省
地
域
力
創
造
グ
ル
ー
プ 

地
域
振
興
室
課
長
補
佐

―
地
域
の
課
題
解
決
に
向
け
て
―

図１　地域運営組織の組織形態のイメージ（一例）
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で
、
人
口
減
少
に
伴
う
経
済
規
模
の
縮
小
を
背
景
に
、
商

店
や
ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド
の
撤
退
な
ど
地
域
住
民
の
生
活

に
不
可
欠
な
市
場
サ
ー
ビ
ス
が
失
わ
れ
て
き
て
い
る
。
ま

た
、
地
縁
組
織
の
構
成
員
で
あ
る
地
域
住
民
の
減
少
お
よ

び
高
齢
化
に
伴
い
、
こ
れ
ま
で
地
縁
組
織
が
担
っ
て
き
た

生
活
支
援
機
能
も
低
下
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
行
政
サ
ー

ビ
ス
に
つ
い
て
も
、
厳
し
い
財
政
状
況
や
職
員
の
削
減
等

か
ら
、
従
来
の
水
準
を
維
持
す
る
こ
と
が
困
難
に
な
っ
て

き
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
、
地
域
に
お
い
て
は
、
生
活
支
援
サ
ー
ビ

ス
需
要
の
増
加
と
サ
ー
ビ
ス
提
供
機
能
の
低
下
と
い
う
二

重
の
課
題
に
直
面
し
て
い
る
。
こ
う
し
た
中
、
地
域
運
営

組
織
が
、
自
治
会
・
町
内
会
と
い
っ
た
地
縁
的
な
つ
な
が

り
を
基
盤
に
、
婦
人
会
・
女
性
会
、
青
年
団
、
老
人
ク
ラ

ブ
な
ど
地
域
活
動
を
行
う
多
様
な
関
係
主
体
と
協
議
・
協

働
す
る
こ
と
で
、
地
域
活
動
へ
の
参
加
密
度
を
高
め
、
人

と
人
の
つ
な
が
り
を
強
く
し
、
地
域
の
資
源
を
最
大
限
活

用
す
る
こ
と
に
よ
り
、
地
域
課
題
を
解
決
す
る
サ
ー
ビ
ス

を
提
供
す
る
役
割
を
果
た
す
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
る
。

地
域
運
営
組
織
の
活
動
実
態

総
務
省
が
、
令
和
５
年
３
月
に
と
り
ま
と
め
た
全
国
の

市
区
町
村
や
地
域
運
営
組
織
を
対
象
と
し
た
令
和
４
年
度

実
態
把
握
調
査
結
果
の
概
況
は
、以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。

（
１
）
団
体
数

令
和
４
年
度
は
、
地
域
運
営
組
織
が
全
国
で
７
２
０
７

団
体
確
認
さ
れ
、
令
和
３
年
度
（
６
０
６
４
団
体
）
か
ら

１
１
４
３
団
体
（
18
・
８
％
）
増
加
し
、
調
査
を
開
始
し

た
平
成
28
年
度
と
比
べ
て
約
２
倍
以
上
に
増
加
し
て
い

る
。
ま
た
、
地
域
運
営
組
織
が
形
成
さ
れ
て
い
る
市
区
町

村
は
８
５
３
市
区
町
村
で
あ
り
、
令
和
３
年
度
（
８
１
４

市
区
町
村
）
か
ら
39
市
区
町
村
（
４
・
８
％
）
増
加
し
て

い
る
。

（
２
）
形
成
状
況

各
市
区
町
村
の
地
域
運
営
組
織
の
形
成
状
況
を
地
域
ブ

ロ
ッ
ク
別
に
み
る
と
「
中
国
地
方
」
が
76
・
６
％
と
最
も

多
く
、次
い
で
「
四
国
地
方
」
が
62
・
８
％
。「
近
畿
地
方
」

が
58
・
６
％
な
ど
と
な
っ
て
い
る
。

ま
た
、
人
口
規
模
別
で
み
る
と
「
30
万
以
上
50
万
人
未

満
」
が
74
・
０
％
と
最
も
多
く
、「
５
０
０
０
人
以
上
１

万
人
未
満
」「
５
０
０
０
人
未
満
」は
３
割
未
満
と
少
な
い
。

（
３
）
組
織
形
態

組
織
形
態
は
、
法
人
格
を
持
た
な
い
任
意
団
体
が
90
・

９
％
と
最
も
多
く
、
法
人
格
を
有
し
て
い
る
組
織
形
態
の

中
で
は
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
が
３
・
９
％
、
認
可
地
縁
団
体
が

２
・
３
％
と
な
っ
て
い
る
。

構
成
団
体
と
し
て
参
加
し
て
い
る
組
織
（
複
数
回
答
）

は
、「
自
治
会
・
町
内
会
」
が
構
成
員
と
な
っ
て
い
る
地

域
運
営
組
織
は
78
・
２
％
と
最
も
多
く
、「
地
域
の
福
祉

活
動
に
関
わ
る
団
体
、
民
生
委
員
・
児
童
委
員
」
が
58
・

７
％
、「
地
域
の
子
ど
も
・
青
少
年
育
成
に
関
わ
る
団
体
」

が
50
・
６
％
と
続
い
て
い
る
。（
図
2
）

（
４
）
活
動
状
況

活
動
範
囲
は
「
小
学
校
区
と
お
お
む
ね
一
致
す
る
」
が

44
・
９
％
と
最
も
多
く
、
次
い
で
「
旧
小
学
校
区
と
お
お

む
ね
一
致
す
る
」
が
15
・
３
％
、「
旧
小
学
校
区
よ
り
狭
い
」

が
14
・
６
％
な
ど
と
な
っ
て
い
る
。
活
動
内
容
は
、「
祭
り
・

運
動
会
・
音
楽
会
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
」
が
68
・
４
％
と
最

も
多
く
、「
交
流
事
業
」
が
66
・
８
％
、「
健
康
づ
く
り
」

が
60
・
２
％
、「
声
か
け
・
見
守
り
サ
ー
ビ
ス
」
が
46
・

２
％
な
ど
と
な
っ
て
い
る
。

主
な
収
入
源
は
、「
市
区
町
村
か
ら
の
助
成
金
・
交
付

金
等
」
が
84
・
０
％
と
最
も
多
く
、
次
い
で
「
構
成
員
か

ら
の
会
費
」
が
40
・
４
％
、「
利
用
者
か
ら
の
利
用
料
（
生

活
支
援
サ
ー
ビ
ス
等
の
対
価
）」
が
17
・
８
％
な
ど
と
な

っ
て
い
る
。

（
５
）
課
題
お
よ
び
期
待
す
る
支
援

地
域
運
営
組
織
が
持
続
的
に
活
動
し
て
い
く
上
で
の
課

題
（
問
題
）
と
し
て
は
、「
活
動
の
担
い
手
と
な
る
人
材

の
不
足
」
が
76
・
１
％
と
最
も
多
く
、
次
い
で
「
団
体
の

役
員
・
ス
タ
ッ
フ
の
高
齢
化
」
が
56
・
７
％
、「
次
の
リ

ー
ダ
ー
と
な
る
人
材
の
不
足
」
が
56
・
２
％
、「
活
動
資

金
の
不
足
」
が
36
・
１
％
な
ど
、
人
材
面
や
資
金
面
で
の

課
題
を
抱
え
て
い
る
団
体
が
多
い
こ
と
が
分
か
る
。

ま
た
、
課
題
（
問
題
）
解
決
に
当
た
っ
て
支
援
を
期
待

す
る
も
の
と
し
て
は
、「
活
動
資
金
の
不
足
」
が
31
・
２

％
と
最
も
多
く
、
次
い
で
「
活
動
の
担
い
手
と
な
る
人
材

の
不
足
」
が
30
・
５
％
、「
事
務
局
運
営
を
担
う
人
材
の

不
足
」
が
20
・
９
％
な
ど
と
な
っ
て
い
る
。

推
進
に
向
け
た 

総
務
省
の
取
り
組
み

以
上
の
よ
う
な
課
題
に
対
応
す
る
た
め
、総
務
省
で
は
、

地
域
運
営
組
織
の
形
成
お
よ
び
持
続
的
な
運
営
に
関
し
、

ノ
ウ
ハ
ウ
支
援
の
観
点
か
ら
の
調
査
研
究
事
業
の
実
施
と

地
方
財
政
措
置
の
両
面
か
ら
、
地
域
運
営
組
織
に
関
す
る

施
策
を
進
め
て
い
る
。

特 集
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⑴
調
査
研
究
事
業

総
務
省
で
は
、
平
成
25

年
度
か
ら
地
域
運
営
組
織

に
関
す
る
調
査
研
究
を
開

始
し
、
平
成
28
年
度
か
ら

は
「
地
域
運
営
組
織
の
形

成
及
び
持
続
的
運
営
に
関

す
る
研
究
会
」（
座
長
・

小
田
切
徳
美
明
治
大
学
教

授
）
を
設
置
し
、
地
域
運

営
組
織
に
係
る
調
査
研
究

事
業
を
継
続
的
に
実
施
し

て
き
た
。

こ
れ
ま
で
、
形
成
促
進

に
向
け
た
研
修
用
テ
キ
ス

ト
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の

手
引
き
作
成
や
、
形
成
に

向
け
た
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

（
委
員
）
派
遣
、
自
治
体

職
員
向
け
地
域
別
研
修
会

の
開
催
な
ど
、
地
域
運
営

組
織
の
形
成
・
運
営
方
策

の
検
討
を
進
め
る
と
と
も

に
、
形
成
促
進
に
向
け
た

事
業
を
展
開
し
て
き
た
。

令
和
４
年
度
に
お
い
て

は
、
第
２
期
総
合
戦
略
で

掲
げ
ら
れ
た
Ｋ
Ｐ
Ｉ
を
前

倒
し
で
達
成
で
き
る
見
込

み
か
ら
、
引
き
続
き
形
成

促
進
に
取
り
組
む
と
と
も

に
、
地
域
運
営
組
織
の
質
的
な
向
上
に
ア
プ
ロ
ー
チ
を
転

換
す
る
こ
と
と
し
た
。

過
年
度
調
査
よ
り
、
地
域
の
全
て
の
課
題
に
総
合
的
に

対
応
で
き
る
地
域
運
営
組
織
ば
か
り
で
は
な
い
と
の
認
識

の
も
と
、
多
様
な
構
成
主
体
と
の
つ
な
が
り
の
強
化
や
外

部
団
体
等
と
の
連
携
・
協
力
を
通
じ
て
地
域
課
題
に
取
り

組
む
な
ど
、
地
域
運
営
組
織
に
よ
る
多
様
な
地
域
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
の
在
り
方
が
想
定
さ
れ
る
。地
域
運
営
組
織
が「
計

画
」「
実
行
」「
評
価
・
改
善
」
を
行
い
な
が
ら
、
地
域
の

実
情
に
合
っ
た
地
域
づ
く
り
を
進
め
る
プ
ロ
セ
ス
を
地
域

運
営
組
織
の
「
柔
軟
な
最
適
化
」
と
位
置
づ
け
、
実
例
調

査
、
ケ
ー
ス
ス
タ
デ
ィ
お
よ
び
実
態
把
握
調
査
を
通
じ
、

「
柔
軟
な
最
適
化
」
に
取
り
組
む
地
域
運
営
組
織
の
特
徴

な
ど
を
中
心
に
分
析
を
行
っ
た
。
実
態
把
握
調
査
の
分
析

か
ら
「
柔
軟
な
最
適
化
」
に
取
り
組
ん
で
い
る
と
考
え
ら

れ
る
地
域
運
営
組
織
の
特
徴
は
表
の
と
お
り
で
あ
る
（
詳

細
は
、
令
和
４
年
度
調
査
研
究
事
業
報
告
書
〈https://

w
w

w
.soum

u.go.jp/m
ain_sosiki/jichi_gyousei/

cgyousei/chiiki_unneisosiki.htm
l

〉
を
ご
参
照
の

上
、
今
後
の
地
域
運
営
組
織
の
持
続
的
運
営
に
ご
活
用
い

た
だ
き
た
い
）。

⑵
地
方
財
政
措
置

平
成
28
年
度
か
ら
は
、
地
域
運
営
組
織
の
形
成
、
運
営

お
よ
び
活
動
に
対
す
る
地
方
公
共
団
体
に
よ
る
支
援
に
対

し
、
地
方
財
政
措
置
を
講
じ
て
い
る
。
具
体
的
に
は
、
地

域
運
営
組
織
の
形
成
の
た
め
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
開
催

経
費
等
に
つ
い
て
特
別
交
付
税
措
置
を
講
じ
て
い
る
。
ま

た
、
そ
の
運
営
や
活
動
に
対
す
る
支
援
に
つ
い
て
は
、
普

通
交
付
税
措
置
を
講
じ
る
と
と
も
に
、
活
動
支
援
に
係
る

一
般
財
源
充
当
額
が
普
通
交
付
税
措
置
を
超
え
る
部
分
に

図２　構成団体・協力団体として参加している組織
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今
後
の
方
向
性

⑴
質
的
な
向
上

多
様
化
す
る
地
域
課
題
へ
の
対
応
と
し
て
、
地
域
運
営

組
織
の
「
柔
軟
な
最
適
化
」
を
よ
り
よ
く
進
め
て
い
く
に

当
た
っ
て
は
、「
柔
軟
な
最
適
化
」
の
ゴ
ー
ル
イ
メ
ー
ジ

を
あ
る
程
度
想
定
す
る
必
要
が
あ
る
。
例
え
ば
、
実
践
に

重
き
を
置
い
た
組
織
運
営
の
パ
タ
ー
ン
や
協
議
に
重
き
を

置
き
実
践
は
外
部
化
す
る
運
営
パ
タ
ー
ン
の
ほ
か
、
地
域

運
営
組
織
の
縮
小
的
改
組
の
パ
タ
ー
ン
も
あ
り
得
よ
う
。

こ
う
し
た
ゴ
ー
ル
へ
の
接
近
自
体
に
も
多
様
な
プ
ロ
セ

ス
が
あ
り
得
る
が
、
地
域
運
営
組
織
が
地
域
で
活
動
し
て

い
く
上
で
は
、
既
存
の
地
域
活
動
団
体
や
地
域
住
民
の
議

論
を
丁
寧
に
行
い
、
必
要
性
を
十
分
納
得
し
た
上
で
取
り

組
む
な
ど
、
地
域
で
適
切
な
プ
ロ

セ
ス
を
経
て
地
域
代
表
性
を
有
す

る
よ
う
努
め
る
必
要
が
あ
る
。

ど
の
よ
う
に
地
域
資
源
を
い
か

し
て
地
域
を
持
続
可
能
に
し
て
い

く
の
か
、
他
人
事
で
は
な
く
自
分

事
と
し
て
、
住
民
自
身
が
地
域
の

課
題
に
つ
い
て
真
剣
に
考
え
て
い

く
こ
と
が
重
要
で
あ
り
、
行
政
は

「
現
場
任
せ
」
に
せ
ず
、
住
民
の

当
事
者
意
識
の
醸
成
に
努
め
て
い

く
必
要
が
あ
る
。

⑵
形
成
数
の
拡
大

地
域
運
営
組
織
の
形
成
数
に
つ

い
て
は
、
第
２
期
総
合
戦
略
で
掲

つ
い
て
は
特
別
交
付
税
措
置
を
講
じ
て
お
り
、
地
域
運
営

組
織
が
積
極
的
に
活
動
を
実
践
し
、
市
町
村
が
そ
れ
を
支

え
る
場
合
に
生
じ
る
財
政
需
要
を
的
確
に
捉
え
る
設
計
と

な
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
令
和
４
年
度
か
ら
は
、
孤
独
・

孤
立
対
策
の
一
環
と
し
て
、
子
ど
も
食
堂
、
学
習
支
援
、

登
下
校
時
の
見
守
り
、
交
流
事
業
（
子
育
て
、
親
子
、
多

世
代
）
等
に
要
す
る
経
費
に
つ
い
て
も
措
置
対
象
と
し
て

拡
充
し
て
い
る
。

こ
の
ほ
か
、
地
域
運
営
組
織
の
経
営
力
強
化
支
援
と
し

て
、自
主
事
業
の
実
施
に
よ
る
収
入
確
保
の
た
め
の
研
修
、

設
備
導
入
、
販
路
開
拓
等
の
経
費
に
特
別
交
付
税
措
置
を

講
じ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
地
域
の
実
情
を
踏
ま
え
た

幅
広
い
取
り
組
み
の
一
層
の
推
進
が
期
待
さ
れ
る
。

げ
ら
れ
た
Ｋ
Ｐ
Ｉ
を
前
倒
し
で
達
成
す
る
こ
と
が
で
き
た

一
方
で
、
地
域
運
営
組
織
が
形
成
さ
れ
て
い
る
市
区
町
村

は
８
５
３
と
全
市
区
町
村
数
の
約
半
数
に
と
ど
ま
る
傾
向

は
、
令
和
４
年
度
実
態
調
査
結
果
で
も
引
き
続
き
確
認
さ

れ
た
。
未
形
成
市
区
町
村
で
の
地
域
運
営
組
織
の
形
成
に

向
け
て
の
取
り
組
み
と
し
て
、
実
態
把
握
・
分
析
や
情
報

整
理
等
を
さ
ら
に
進
め
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

お
わ
り
に

本
格
的
な
少
子
高
齢
化
、
人
口
減
少
の
到
来
に
よ
り
、

地
方
に
限
ら
ず
都
市
部
に
お
い
て
も
、
取
り
巻
く
環
境
は

年
々
厳
し
く
な
っ
て
お
り
、
地
域
の
自
立
・
再
生
は
待
っ

た
な
し
の
状
況
で
あ
る
。地
域
運
営
組
織
の
取
り
組
み
は
、

地
域
住
民
の
生
活
の
質
の
向
上
、
地
域
の
魅
力
の
向
上
な

ど
多
様
な
効
果
を
有
し
て
お
り
、
行
政
側
か
ら
み
れ
ば
、

住
民
共
助
の
仕
組
み
と
し
て
、
行
政
の
手
が
回
り
切
ら
な

い
部
分
を
補
完
し
、
住
民
側
か
ら
み
れ
ば
、
自
治
会
な
ど

の
地
域
団
体
同
士
が
ま
と
ま
る
こ
と
で
、
人
材
な
ど
の
限

ら
れ
た
地
域
資
源
を
効
率
的
に
利
用
で
き
る
な
ど
、
双
方

に
利
点
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
高
齢
者
の
活
躍

の
場
づ
く
り
は
、
心
身
の
健
康
増
進
を
介
し
た
社
会
保
障

費
用
の
節
減
と
い
っ
た
効
果
も
期
待
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、

地
域
が
自
立
し
て
い
く
こ
と
の
社
会
的
な
意
義
は
大
き

く
、
中
長
期
的
な
地
域
づ
く
り
の
視
点
か
ら
も
本
格
的
な

取
り
組
み
を
行
う
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
国
の
支
援
措
置

の
適
切
な
活
用
を
図
り
、
都
道
府
県
は
広
域
的
な
観
点
か

ら
、
市
区
町
村
は
住
民
に
身
近
な
行
政
と
し
て
、
そ
れ
ぞ

れ
が
役
割
を
分
担
し
、
地
域
運
営
組
織
が
地
域
の
実
情
を

踏
ま
え
た
き
め
細
か
な
活
動
が
で
き
る
よ
う
一
層
の
推
進

を
期
待
し
た
い
。

視点 結果概要

ⅰ活動エリアの規模

・�活動エリアが「小学校区より狭い」
地域運営組織と比べると、活動エリ
アがそれ以上の地域運営組織は「柔
軟な最適化」の度合いが高い。

※�活動エリアの規模が一定以上である
と、多様な人材や団体の協力が得ら
れやすく、「柔軟な最適化」に取り
組みやすくなると推察される。

ⅱ関わる団体の多様性

・�関わる団体が多様である地域運営組
織は、「柔軟な最適化」の度合いが
高い。

・�組織の新規設立や既存組織の統廃合
を経て新たにつくられた地域運営組
織は、「柔軟な最適化」の度合いが
高い。

ⅲ事務局体制

・�役員とは別のスタッフを置くなどし
て事務局体制を確保し、事務局業務
を行っている地域運営組織は、「柔
軟な最適化」の度合いが高い。

ⅳ立地自治体の支援

・�立地自治体が地域運営組織に対する
支援を行っている場合には、地域運
営組織の「柔軟な最適化」の度合い
が高い。

・�行政組織内部の何らかの体制整備に
取り組んでいる市区町村の地域運営
組織は、「柔軟な最適化」の度合い
が高い。

表　「柔軟な最適化」に取り組んでいると考えられる地域運営組織の特徴

特 集
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大学生と連携した地域への伴走支援も

当
セ
ン
タ
ー
の
概
要

近
年
の
社
会
経
済
情
勢
の
変
化
に
よ
り

地
域
を
取
り
巻
く
状
況
が
厳
し
さ
を
増
す

中
、
新
た
に
人
口
減
少
社
会
の
進
展
と
い

う
大
き
な
課
題
が
顕
在
化
し
て
お
り
ま

す
。
特
に
若
年
者
の
転
出
超
過
や
出
生
数

の
減
少
は
、
地
域
経
済
を
支
え
る
働
き
手

や
地
域
活
動
の
担
い
手
の
確
保
が
困
難
と

な
る
な
ど
、
地
域
の
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
機

能
に
影
響
を
及
ぼ
す
お
そ
れ
が
あ
り
ま
す
。

昨
年
４
月
に
「
え
ひ
め
地
域
活
力
創
造

セ
ン
タ
ー
（tiliki

）」
と
し
て
新
た
な
ス

タ
ー
ト
を
切
っ
た
当
セ
ン
タ
ー
は
、
人
口

減
少
社
会
に
お
け
る
地
域
活
力
の
創
造
を

目
的
に
掲
げ
、
移
住
促
進
や
交
流
人
口
の

拡
大
に
軸
足
を
置
く
と
と
も
に
、
人
口
減

少
を
前
提
と
し
た
地
域
活
性
化
の
促
進
や

地
域
づ
く
り
人
材
の
育
成
に
取
り
組
む
価

値
創
造
思
考
の
実
践
型
組
織
と
し
て
、
前

向
き
で
機
動
的
な
姿
勢
で
さ
ま
ざ
ま
な
活

動
を
進
め
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
強
化
と
事
業
効

率
化
を
図
る
た
め
、組
織
を「
移
住
グ
ル
ー

プ
」「
地
域
づ
く
り
グ
ル
ー
プ
」「
人
づ
く

り
グ
ル
ー
プ
」
の
３
グ
ル
ー
プ
と
し
、
当

セ
ン
タ
ー
に
お
け
る
事
業
の
３
本
柱
に
つ

い
て
、
グ
ル
ー
プ
リ
ー
ダ
ー
を
中
心
に
地

域
と
の
伴
走
型
で
活
動
し
て
い
ま
す
。

地
域
づ
く
り
グ
ル
ー
プ
の
活
動

こ
の
う
ち
、「
地
域
づ
く
り
グ
ル
ー
プ
」

は
、
セ
ン
タ
ー
職
員
が
ア
ド

バ
イ
ザ
ー
と
し
て
地
域
の
現

場
に
飛
び
込
み
、
市
町
や
地

域
づ
く
り
の
担
い
手
の
方
々

と
一
緒
に
活
動
し
、
地
域
の

資
源
や
特
性
を
生
か
し
て
交

流
と
に
ぎ
わ
い
の
創
出
を

図
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
地

域
づ
く
り
団
体
等
へ
の
助
成

を
通
じ
て
活
動
の
活
発
化
を

促
進
す
る
と
と
も
に
、
団
体

間
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り

を
図
っ
て
い
ま
す
。

当
グ
ル
ー
プ
が
進
め
る
各

種
事
業
の
中
で
「
集
落
活
性

化
意
識
醸
成
支
援
事
業
」は
、

地
域
住
民
が
主
体
と
な
っ
て

持
続
可
能
な
集
落
の
維
持
・
活
性
化
を
推

進
す
る
た
め
、
地
域
住
民
の
意
識
醸
成
を

図
り
、
併
せ
て
地
域
に
継
続
的
に
関
わ
っ

て
い
く
関
係
人
口
づ
く
り
に
取
り
組
む
も

の
で
す
。

こ
の
事
業
の
特
色
と
し
て
は
、
地
元
愛

媛
大
学
社
会
共
創
学
部
と
連
携
し
、
同
学

部
の
学
生
が
「
地
区
サ
ポ
ー
タ
ー
」
と
し

て
地
域
に
入
っ
て
活
動
す
る
こ
と
が
挙
げ

ら
れ
ま
す
。

当
事
業
の
主
な
内
容
は
、
①
愛
媛
大
学

社
会
共
創
学
部
の
教
員
に
よ
る
地
区
の
人

口
分
析
②
地
区
サ
ポ
ー
タ
ー
を
中
心
と
し

た
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
の
実
施
③
地
域

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
お
よ
び
報
告
会
の
開
催

―
が
あ
り
ま
す
。

本
稿
で
は
、
令
和
４
年
度
に
事
業
を
実

施
し
た
県
内
３
カ
所
の
地
区
の
中
で
、
香

川
県
と
の
県
境
に
近
い
「
四
国
中
央
市
関

川
地
区
」
で
の
活
動
を
取
り
上
げ
た
い
と

思
い
ま
す
。

四
国
中
央
市
関
川
地
区
で
の 

活
動

関
川
地
区
は
、
四
国
中
央
市
の
山
側
に

位
置
し
、
総
面
積
は
33
・
38
平
方
㌔
、

２
０
２
２
年
４
月
現
在
の
世
帯
数
は

１
２
０
２
世
帯
、
人
口
は
２
６
１
５
人
、

高
齢
化
率
41
・
２
％
と
地
域
の
高
齢
化
が

進
み
、
地
域
の
活
性
化
が
喫
緊
の
課
題
と

公益財団法人えひめ地域活力創造センター
副センター長 山下みさと

公益財団法人えひめ地域活力創造センターまちづくりコラボ

大学生とのフィールドワークの様子

――〈tiliki〉が取り組む実践的・機動的な三つの柱――
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な
っ
て
い
ま
す
。

地
域
内
に
は
、
地
域
活
性
化
に
向
け
て

意
欲
的
な
住
民
が
集
う
「
み
ら
い
の
関
川

を
考
え
る
会
」
が
あ
り
、
定
期
的
な
会
合

を
通
し
て
地
域
の
こ
と
を
考
え
て
い
く
気

風
が
あ
り
ま
す
。
こ
う
し
た
地
域
住
民
だ

け
の
取
り
組
み
に
加
え
て
、
関
係
人
口
に

よ
る
地
域
づ
く
り
も
必
要
と
い
っ
た
考
え

か
ら
、
当
セ
ン
タ
ー
職
員
と
愛
媛
大
学
の

学
生
に
よ
る
伴
走
型
の
支
援
と
し
て
当
事

業
を
始
め
た
も
の
で
す
。

関
川
地
区
で
の
事
業
の
取
り
組
み
と
し

て
、
ま
ず
地
区
サ
ポ
ー
タ
ー
で
あ
る
大
学

生
が
現
地
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
を
５
回
実

施
し
、
そ
の
活
動
の
中
で
ア
ン
ケ
ー
ト
や

地
区
の
方
へ
の
聞
き
取
り
を
行
い
ま
し

た
。
ま
た
、
同
地
区
の
課
題
を
検
証
し
、

地
区
サ
ポ
ー
タ
ー
の
大
学
生
や
「
み
ら
い

の
関
川
を
考
え
る
会
」
と
の
意
見
交
換
の

中
で
、
地
域
の
魅
力
と
し
て
①
自
然
が
豊

富
②
子
ど
も
た
ち
が
遊
べ
る
場
所
が
あ
る

③
イ
ベ
ン
ト
・
行
事
が
充
実
―
の
３
点
を

抽
出
し
ま
し
た
。

こ
れ
ら
三
つ
の
要
素
を
結
び
つ
け
た
地

域
の
魅
力
を
、
ま
ず
は
地
区
内
、
そ
し
て

地
区
外
に
発
信
す
る
こ
と
と
し
、
早
速
、

地
区
住
民
を
対
象
に
大
学
生
に
よ
る
Ｓ
Ｎ

Ｓ
や
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
の
講
習
を
行
い
、

デ
ジ
タ
ル
機
器
の
操
作
に
不
慣
れ
な
高
齢

の
方
に
も
一
定
の
情
報
発
信
ス
キ
ル
が
身

に
つ
い
た
と
思
わ
れ
ま
す
。

ま
た
今
後
の
具
体
的
な
展
開
と
し
て

は
、
次
の
取
り
組
み
を
共
有
し
た
と
こ
ろ

で
す
。

⑴
地
域
の
魅
力
を
さ
ら
に
発
展
さ
せ
る
た

め
、
地
区
サ
ポ
ー
タ
ー
に
引
き
続
き
協

力
い
た
だ
き
、
情
報
発
信
力
の
向
上
を

図
っ
て
い
く

⑵
学
童
ク
ラ
ブ
に
お
い
て
、
地
区
サ
ポ
ー

タ
ー
と
子
ど
も
た
ち
と
の
交
流
を
図
る

⑶
イ
ベ
ン
ト
の
実
施
に
絡
め
、
草
刈
り
な

ど
の
清
掃
活
動
も
行
う

⑷
３
世
代
な
ど
、
年
代
を
超
え
た
イ
ベ
ン

ト
を
行
う

地
域
の
中
で
は
、
当
初
は
少
子
化
だ
け

に
目
が
向
い
て
い

ま
し
た
が
、
当
セ

ン
タ
ー
や
愛
媛
大

学
と
の
交
流
を
通

し
て
、
地
区
の
魅

力
を
地
元
の
子
ど

も
た
ち
に
伝
え
、

地
区
に
住
み
続
け

た
い
、
一
度
地
区

外
に
出
て
も
い
ず

れ
関
川
地
区
に

帰
っ
て
来
た
い
と

思
え
る
よ
う
な
子

ど
も
を
育
て
て
い

く
こ
と
が
大
切
で

あ
る
、
と
の
前
向

き
な
思
い
が
地
区

内
の
意
見
と
し
て
広
が
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。

令
和
５
年
度
に
入
っ
て
も
、
当
セ
ン

タ
ー
、
愛
媛
大
学
と
関
川
地
区
の
つ
な
が

り
は
続
い
て
い
ま
す
。先
日
は
、セ
ン
タ
ー

の
職
員
が
大
学
生
と
共
に
地
区
の
草
刈
り

に
汗
を
流
し
、
そ
の
後
「
み
ら
い
の
関
川

を
考
え
る
会
」
の
会
合
に
参
加
し
、
地
域

の
未
来
を
共
に
議
論
し
て
い
ま
す
。

最
後
に

今
回
の
関
川
地
区
に
限
ら
ず
、
愛
媛
県

内
に
は
高
齢
化
が
進
み
地
域
活
動
の
維
持

に
苦
慮
す
る
集
落
が
沢
山
あ
り
ま
す
。
わ

が
国
に
お
け
る
人
口
減
少
社
会
が
顕
在
化

し
て
き
た
今
、
多
く
の
集
落
で
機
能
が
今

後
縮
小
し
て
い
く
こ
と
は
免
れ
な
い
と
考

え
ら
れ
ま
す
。

た
だ
そ
う
い
っ
た
中
で
、
地
域
住
民
の

自
主
的
・
主
体
的
な
地
域
活
性
化
意
識
の

醸
成
と
リ
ー
ダ
ー
の
育
成
が
集
落
存
続
の

た
め
の
解
決
策
の
ひ
と
つ
と
な
る
で
し
ょ

う
。関

川
地
区
の
よ
う
に
「
都
会
に
出
た
出

身
者
が
、
地
元
に
戻
り
た
い
、
こ
こ
に
住

み
続
け
た
い
、
こ
こ
で
子
育
て
し
た
い
」

と
誇
り
を
も
っ
て
思
え
る
、
魅
力
あ
る
地

域
が
県
内
に
少
し
で
も
広
が
れ
ば
。
私
た

ち
「tiliki

」
は
今
後
も
自
治
体
や
大
学

な
ど
と
連
携
し
な
が
ら
、
現
場
主
義
で
弾

力
的
に
地
域
を
支
援
し
て
ま
い
り
た
い
と

思
い
ま
す
。

イベントに絡めて行われた大学生による草刈り

大学生によるSNSの講習
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し
た
土
地
と
気
候
条
件
が
そ
ろ
っ
て
お

り
、
日
本
の
ワ
イ
ン
産
業
に
お
い
て
重
要

な
地
域
で
あ
る
。
日
本
ワ
イ
ン
造
り
の
パ

イ
オ
ニ
ア
で
あ
る
シ
ャ
ト
ー
・
メ
ル
シ
ャ

ン
は
、
地
域
の
ワ
イ
ン
産
業
を
支
援
す
る

た
め
、
栽
培
方
法
や
醸
造
技
術
の
情
報
公

開
を
徹
底
し
、
地
域
内
外
と
の
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
を
積
極
的
に
行
っ
て
い
る
。

ま
た
、
マ
イ
ス
タ
ー
ハ
イ
ス
ク
ー
ル
に
指

定
さ
れ
た
県
立
農
林
学
校
の
生
徒
や
教
職

員
の
研
修
も
受
け
入
れ
、
地
域
資
源
を
活

用
し
新
た
な
価
値
を
創
造
す
る
人
材
育
成

に
協
力
し
て
い
る
。
市
全
体
で
ワ
イ
ン
産

業
に
力
を
入
れ
て
お
り
、
正
し
い
情
報
を

発
信
し
、
地
域
の
農
家
と
情
報
交
換
を
活

発
に
進
め
て
い
る
。

同
じ
地
域
に
あ
る
ワ
イ
ナ
リ
ー
が
「
ラ

イ
バ
ル
」
で
は
な
く
「
一
緒
に
産
地
を
盛

り
上
げ
て
い
く
仲
間
」
と
し
て
ワ
イ
ン
製

造
・
販
売
を
行
い
、
勝
沼
ワ
イ
ン
、
そ
し

て
日
本
ワ
イ
ン
と
地
域
の
魅
力
を
発
信
し

続
け
て
い
る
。
周
遊
型
ワ
イ
ン
ツ
ー
リ
ズ

ム
を
推
進
す
る
た
め
、
ま
た
国
内
外
問
わ

ず
甲
州
ワ
イ
ン
の
魅
力
を
発
信
し
て
い
く

た
め
に
、
行
政
・
メ
ー
カ
ー
・
地
元
の
ワ

イ
ン
業
界
が
一
体
と
な
り
、
ワ
イ
ン
事
業

を
推
し
進
め
て
い
る
。

ま
と
め

三
つ
の
事
例
を
調
査
し
た
結
果
、
複
数

の
農
家
と
企
業
が
連
携
し
て
取
り
組
む
こ

と
が
６
次
産
業
化
の
実
現
や
継
続
に
重
要

で
あ
る
と
分
か
っ
た
。

農
業
の
全
国
的
な
課
題
と
し
て
、
農
家

ワ
イ
ン
を
通
じ
て�

郡
山
の
今
を
知
る

福
島
県
郡
山
市
で
は
、
東
日
本
大
震
災

を
き
っ
か
け
に
、
農
業
・
観
光
業
の
復
興

と
「
郡
山
ブ
ラ
ン
ド
野
菜
」
の
確
立
を
目

的
と
し
、
市
と
三
菱
商
事
復
興
支
援
財
団

に
よ
る
「
果
樹
農
業
６
次
産
業
化
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
」
が
立
ち
上
が
っ
た
。
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
は
、
県
産
果
樹
の
生
産
か
ら
加
工
、

販
売
ま
で
を
一
連
の
も
の
と
し
て
運
営
す

る
新
た
な
事
業
モ
デ
ル
で
あ
り
、
規
格
外

の
生
食
用
果
実
の
利
活
用
を
図
り
、
新
た

に
ワ
イ
ン
用
ブ
ド
ウ
の
生
産
農
家
を
育
成

し
、
リ
キ
ュ
ー
ル
、
ワ
イ
ン
の
製
造
・
販

売
を
行
っ
て
い
る
。
財
団
は
、
初
期
費
用

や
事
業
リ
ス
ク
を
負
担
し
、
生
産
者
に
は

コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
を
付
け
る
な
ど
、
技
術

指
導
や
育
成
を
行
っ
て
い
る
。
生
産
者
も

「
郡
山
地
域
果
実
醸
造
研
究
会
」
を
発
足

さ
せ
、
技
術
の
向
上
に
努
め
て
い
る
。
ま

た
、
ワ
イ
ナ
リ
ー
を
会
場
と
し
た
季
節
ご

と
の
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
す
る
な
ど
、
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
を
多
く
の
人
に
知
っ
て
も
ら
う

た
め
の
活
動
も
行
っ
て
い
る
。
郡
山
産
ブ

ド
ウ
で
醸
造
し
た
ワ
イ
ン
は
、
品
評
会
で

入
賞
し
て
い
る
ほ
か
、
か
つ
て
は
ゼ
ロ
だ

っ
た
市
の
ワ
イ
ン
用
ブ
ド
ウ
農
家
が
14
軒

と
な
り
、
市
内
農
家
の
雇
用
創
出
や
販
路

拡
大
に
寄
与
し
て
い
る
。

地
域
一
体
と
な
っ
た�

ワ
イ
ン
ツ
ー
リ
ズ
ム

山
梨
県
甲
州
市
は
、
ブ
ド
ウ
栽
培
に
適

６
次
産
業
化
に
よ
る�

企
業
と
農
家
の
共
存

山
形
県
高
畠
町
は
、
ブ
ド
ウ
に
よ
る
ワ

イ
ン
の
製
造
・
販
売
を
行
う
「
株
式
会
社

高
畠
ワ
イ
ナ
リ
ー
」
の
設
立
を
き
っ
か
け

に
、
企
業
と
農
家
が
連
携
し
た
６
次
産
業

化
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
ワ
イ
ン
づ
く
り

に
必
要
な
ブ
ド
ウ
は
、
量
だ
け
で
な
く
質

も
重
要
で
あ
り
、
そ
の
質
が
ワ
イ
ン
の
味

を
大
き
く
左
右
す
る
こ
と
か
ら
、
高
畠
ワ

イ
ナ
リ
ー
で
は
、
町
内
の
農
家
と
ブ
ド
ウ

の
出
荷
量
お
よ
び
品
質
に
つ
い
て
契
約
を

締
結
し
て
、
安
定
し
た
ワ
イ
ン
製
造
を
行

っ
て
い
る
。
品
質
確
保
の
方
法
と
し
て
、

ワ
イ
ナ
リ
ー
の
栽
培
担
当
者
が
契
約
農
家

の
ほ
場
を
巡
回
し
、
営
農
指
導
を
行
っ
て

い
る
。
契
約
農
家
は
、
ブ
ド
ウ
出
荷
先
が

確
保
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
収
入
が
安
定

し
、
ワ
イ
ナ
リ
ー
か
ら
営
農
指
導
を
受
け

る
こ
と
で
栽
培
技
術
が
向
上
す
る
。
こ
の

よ
う
に
、
企
業
と
農
家
が
共
存
関
係
を
築

い
て
い
る
。
町
で
は
、
ブ
ド
ウ
農
家
へ
の

設
備
補
助
や
ワ
イ
ン
を
活
用
し
た
観
光
振

興
、
旅
行
商
品
造
成
な
ど
に
取
り
組
ん
で

い
る
。
高
畠
ワ
イ
ナ
リ
ー
の
ワ
イ
ン
は
、

世
界
的
な
賞
を
受
賞
す
る
な
ど
認
知
度
が

向
上
し
て
お
り
、
地
元
食
品
と
の
ペ
ア
リ

ン
グ
に
よ
り
、
地
元
食
品
の
認
知
度
向
上

に
も
寄
与
し
て
い
る
。

国
内
調
査
報
告

山
形
県
高
畠
町
、
福
島
県
郡
山
市
、
山
梨
県
甲
州
市

―ワインによる地域活性化に向けた取り組み―
６次産業化による地域活性化について

昨今の日本の農業では、担い手の高齢化や後継者不足により、耕作放棄地の増加や農業全体の衰退な
どの問題が起きている。６次産業化は、農産物に付加価値を与え、農産物を産業活用する手法の一つで
あり、既存の地域資源で新たな価値を生み出すことができる。今回の調査は、６次産業化のなかでも特
徴的な事例が多いブドウの６次産業化をテーマとした。ワインによる地域活性化に取り組む地域や事例
について、６次産業化に取り組んだ背景や特徴、官民連携の手法について調査した。
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こ
う
し
て
ワ
イ
ン
事
業
者
が
地
域
の
魅

力
を
知
り
、
地
域
事
業
者
が
積
極
的
に
地

域
の
良
さ
を
発
信
す
る
こ
と
で
、
産
地
の

知
名
度
向
上
、
シ
ビ
ッ
ク
プ
ラ
イ
ド
醸
成

等
の
相
乗
効
果
を
生
み
地
域
の
活
性
化
に

つ
な
が
る
と
考
え
る
。

地
域
活
性
化
セ
ン
タ
ー
副
参
事

●
能
登
川 

亜
美

�

（
北
海
道
北
斗
市
よ
り
派
遣
）

●
横
山 

泰
成

�

（
秋
田
県
に
か
ほ
市
よ
り
派
遣
）

●
市
井 

敦
也
（
富
山
県
よ
り
派
遣
）

た
ワ
イ
ン
は
、
地
産
の
食
材
や
料
理
と
食

べ
る
と
こ
ん
な
に
も
お
い
し
い
」
と
ワ
イ

ン
づ
く
り
に
関
わ
っ
て
い
る
人
々
に
考
え

て
も
ら
え
る
よ
う
に
な
れ
ば
、
事
業
者
自

ら
が
率
先
し
て
イ
ベ
ン
ト
や
セ
ミ
ナ
ー
、

併
設
し
た
レ
ス
ト
ラ
ン
を
通
じ
て
地
域
の

情
報
を
発
信
す
る
よ
う
に
な
る
。

そ
の
た
め
、
地
方
公
共
団
体
は
、
財
政

的
支
援
、
地
域
の
農
家
と
の
つ
な
ぎ
役
、

情
報
提
供
、
ワ
イ
ン
に
関
す
る
イ
ベ
ン
ト

開
催
等
、
多
岐
に
渡
る
場
面
で
地
域
に
愛

着
を
持
っ
て
も
ら
う
よ
う
に
ワ
イ
ン
事
業

者
と
関
わ
る
必
要
が
あ
る
。

係
者
の
増
加
や
、
担
い
手
確
保
の
き
っ
か

け
に
つ
な
が
る
こ
と
で
あ
る
。

ワ
イ
ン
に
よ
る
地
域
活
性
化
を
進
め
る

た
め
に
は
、
ワ
イ
ン
づ
く
り
に
関
わ
っ
て

い
る
人
々
に
「
ワ
イ
ン
を
通
し
て
地
域
の

す
ば
ら
し
さ
を
地
域
内
外
の
人
に
伝
え
た

い
」
と
い
う
想
い
を
持
っ
て
も
ら
う
こ
と

が
重
要
だ
と
考
え
る
。
単
に
「
ワ
イ
ン
の

味
」を
楽
し
ん
で
も
ら
う
だ
け
で
は
な
く
、

「
お
い
し
い
ワ
イ
ン
を
つ
く
る
た
め
に
、

こ
の
地
域
の
特
性
を
ど
の
よ
う
に
生
か

し
、
お
い
し
い
ぶ
ど
う
を
栽
培
し
て
い
る

か
見
に
来
て
ほ
し
い
」「
地
域
で
製
造
し

の
高
齢
化
や
担
い
手
不
足
が
あ
る
が
、
今

回
の
調
査
地
の
よ
う
に
地
域
と
企
業
が
連

携
し
て
６
次
産
業
化
に
取
り
組
む
こ
と

で
、
課
題
解
決
に
向
け
た
次
の
三
つ
の
効

果
が
あ
っ
た
。
一
つ
目
は
、
企
業
と
の
連

携
で
、
企
業
が
持
つ
資
金
の
活
用
に
よ
り

農
家
の
設
備
投
資
負
担
を
軽
減
で
き
る
こ

と
。
二
つ
目
は
、
企
業
が
持
つ
Ｉ
Ｔ
技
術

の
活
用
に
よ
り
、
作
業
の
効
率
化
等
を
実

現
で
き
る
こ
と
。
三
つ
目
は
、
作
業
工
程

の
長
さ
を
生
か
し
て
旅
行
商
品
造
成
や
教

育
の
一
環
に
取
り
入
れ
る
な
ど
非
農
家
が

農
業
に
触
れ
る
機
会
を
提
供
し
、
農
業
関

ぶどうの丘・ワイン販売（甲州市）

逢瀬ワイナリー・選果の様子（郡山市）

高畠ワイナリー（高畠町）
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金
融
機
関
が
中
心
と
な
っ
た
理
由
は
、

地
域
と
事
業
者
を
つ
な
ぐ
調
整
役
の
必
要

性
の
ほ
か
、
町
の
人
口
減
少
と
高
齢
化
に

よ
り
地
域
経
済
が
縮
小
す
る
こ
と
を
危
惧

し
、
地
域
全
体
を
活
性
化
す
る
こ
と
が
銀

行
経
営
の
た
め
に
も
必
要
で
は
な
い
か
と

考
え
た
こ
と
が
き
っ
か
け
で
あ
る
。

「
に
ぎ
わ
い
の
き
っ
か
け
づ
く
り
」
を

目
指
し
、
若
手
の
経
営
人
材
を
地
域
で
育

成
し
な
が
ら
、湯
田
中
駅
に
隣
接
す
る「
湯

田
中
温
泉
か
え
で
通
り
」
の
遊
休
物
件
等

を
カ
フ
ェ
や
宿
の
出
店
等
に
リ
ノ
ベ
ー
シ

ョ
ン
し
、
事
業
者
誘
致
、
情
報
発
信
、
回

遊
促
進
等
に
よ
る
温
泉
地
の
再
生
・
活
性

化
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
地
域
に
と
っ
て

事
業
を
や
り
た
い
と
い
う
若
手
の
声
や
意

欲
は
貴
重
な
た
め
、
そ
の
芽
を
育
て
実
現

で
き
る
力
を
養
う
環
境
を
整
備
す
る
こ
と

で
相
互
に
プ
ラ
ス
の
影
響
を
生
み
出
し
て

い
る
。
ま
た
、
泊
食
分
離
も
可
能
な
形
で

運
営
す
る
こ
と
で
、
冬
季
以
外
で
も
長
期

滞
在
で
き
、
町
全
体
の
活
性
化
に
つ
な
が

っ
て
い
る
。

例
え
事
業
が
立
ち
上
が
っ
た
と
し
て

も
、
継
続
し
て
い
く
こ
と
は
さ
ら
に
困
難

で
あ
り
、
さ
ま
ざ
ま
な
関
係
者
や
ス
テ
ー

ク
ホ
ル
ダ
ー
と
利
害
関
係
を
調
整
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
地
域
で
の
連
携
を
構
築

す
る
た
め
に
は
、
継
続
的
に
奔
走
で
き
る

存
在
が
重
要
で
あ
り
、
新
し
い
人
の
流
れ

を
生
み
出
し
連
携
す
る
こ
と
が
、
地
域
の

再
生
や
活
性
化
に
は
必
要
で
あ
る
。

が
Ｕ
タ
ー
ン
で
地
域
に
戻
り
飲
食
店
の
経

営
や
体
験
型
観
光
の
講
師
と
し
て
活
躍
す

る
な
ど
、
新
た
な
雇
用
が
創
出
さ
れ
労
働

人
口
の
増
加
に
つ
な
が
っ
た
。

今
後
は
国
内
個
人
旅
行
者
の
連
泊
率
を

上
げ
る
取
り
組
み
を
重
点
的
に
行
い
イ
ン

バ
ウ
ン
ド
に
左
右
さ
れ
な
い
長
期
滞
在
型

の
リ
ゾ
ー
ト
地
域
を
目
指
す
。
地
域
の
独

自
性
を
生
か
し
た
施
策
を
継
続
的
に
行

い
、
民
間
、
行
政
、
地
域
の
連
携
を
強
化

し
、
前
向
き
な
意
識
の
醸
成
を
図
っ
て
い

く
。金

融
機
関
か
ら
始
ま
っ
た�

面
的
活
性
化
の
取
り
組
み

長
野
県
山
ノ
内
町
は
、
ス
キ
ー
場
や
温

泉
地
が
多
く
、
観
光
客
の
滞
在
時
期
は
冬

季
に
集
中
し
て
お
り
、
団
体
旅
行
が
主
体

で
あ
っ
た
が
、
ス
キ
ー
ブ
ー
ム
の
衰
退
で

観
光
客
が
大
幅
に
減
少
し
た
。
近
年
は
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
よ
る
影

響
、
ま
た
、
団
体
か
ら
個
人
へ
の
シ
フ
ト

な
ど
、
旅
行
ニ
ー
ズ
の
多
様
化
が
減
少
の

一
因
と
な
っ
て
い
る
ほ
か
、
経
営
者
の
高

齢
化
、
後
継
者
問
題
、
施
設
の
老
朽
化
等

の
課
題
も
同
時
に
抱
え
て
い
た
。

そ
こ
で
、
遊
休
物
件
の
有
効
利
用
、
持

続
可
能
な
経
営
、
域
内
の
回
遊
促
進
等
を

実
現
す
べ
く
、
町
全
体
の
面
的
活
性
化
を

目
指
す
た
め
、
当
時
八
十
二
銀
行
で
企
業

の
事
業
再
生
等
を
行
っ
て
い
た
担
当
者
が

発
起
人
と
な
り
、
観
光
ま
ち
づ
く
り
会
社

「（
株
）Ｗ
Ａ
Ｋ
Ｕ
Ｗ
Ａ
Ｋ
Ｕ
や
ま
の
う
ち
」

を
設
立
し
た
。

Ｄ
Ｍ
Ｏ
が
つ
な
げ
た�

異
業
種
間
の
連
携　

石
川
県
七
尾
市
に
は
和
倉
温
泉
が
あ

り
、
七
尾
市
・
中
能
登
町
は
元
来
高
級
志

向
の
団
体
旅
行
者
が
多
く
、
旅
館
内
で
消

費
を
完
結
す
る
旅
館
完
結
型
の
旅
行
ス
タ

イ
ル
が
主
流
で
あ
っ
た
。
２
０
１
５
年
に

は
新
幹
線
金
沢
駅
が
開
業
し
金
沢
市
に
は

多
く
の
観
光
客
が
訪
れ
る
も
の
の
、
七
尾

市
・
中
能
登
町
の
知
名
度
の
低
さ
や
二
次

交
通
の
不
便
さ
か
ら
観
光
客
を
誘
引
で
き

て
い
な
い
こ
と
が
課
題
で
あ
っ
た
。

全
国
的
な
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
の
増
加
傾
向

と
泊
食
分
離
の
需
要
が
高
ま
る
中
、
既
存

サ
ー
ビ
ス
か
ら
の
脱
却
を
目
指
し
、旅
館
、

行
政
、
地
域
が
一
体
と
な
り
泊
食
分
離
を

推
進
し
た
。
２
０
１
７
年
に
は
一
般
社
団

法
人
な
な
お
・
な
か
の
と
Ｄ
Ｍ
Ｏ
（
観
光

地
域
づ
く
り
法
人
）
を
設
立
し
、
地
域
内

の
異
業
種
間
で
泊
食
分
離
を
含
め
た
取
り

組
み
の
連
携
を
強
化
し
た
こ
と
に
よ
り
、

夜
間
・
早
朝
の
人
口
流
動
の
増
加
、
連
泊

可
能
な
温
泉
地
へ
の
転
換
、
和
倉
温
泉
だ

け
で
は
な
い
七
尾
市
・
中
能
登
町
の
観
光

資
源
に
触
れ
る
機
会
を
創
出
し
た
。ま
た
、

テ
イ
ク
ア
ウ
ト
や
移
動
販
売
車
等
の
新
た

な
飲
食
ス
タ
イ
ル
が
増
え
た
ほ
か
、
海
辺

の
公
園
や
港
の
整
備
に
よ
り
Ｓ
Ｕ
Ｐ
や
釣

り
を
気
軽
に
楽
し
め
る
よ
う
に
な
っ
た
。

泊
食
分
離
の
推
進
に
よ
っ
て
都
市
部
の
人

国
内
調
査
報
告

石
川
県
七
尾
市
、
長
野
県
山
ノ
内
町
、
大
分
県
竹
田
市

―活動主体の異なる事例からみる連携の手法とは―
地域連携による温泉街再生の取り組み

近年、個人旅行志向の増加等により観光業を取り巻く環境が変化しており、それに伴い衰退する温泉
街も少なくない。温泉街ににぎわいを取り戻し再生するためには旅行者のニーズの変化に対応するだけ
でなく、宿泊、飲食、観光等の異業種間で地域の実情に合わせた連携の必要がある。
地域連携の取り組みを行うことにより新たな雇用の創出、観光客が地域の活動に関わるといった波及
効果も生まれるのではないかと考え、地域でどのように連携し、温泉街再生や地域全体の活性化を図っ
ているかを調査し、他地域への展開の可能性を調査した。
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織
形
成
が
重
要
で
あ
り
、
そ
の
連
携
に
よ

り
地
域
内
に
連
鎖
的
に
良
い
流
れ
が
生
ま

れ
、
地
域
経
済
が
活
性
化
し
て
い
く
。 

実
施
主
体
が
ど
こ
で
あ
ろ
う
と
も
、
温
泉

街
再
生
の
キ
ー
ワ
ー
ド
は
業
種
を
超
え
た

連
携
で
あ
り
、
そ
の
た
め
の
仕
組
み
作
り

が
最
も
重
要
で
難
し
い
。
地
域
内
で
の
地

方
公
共
団
体
の
関
わ
り
方
は
さ
ま
ざ
ま
で

あ
る
が
、
地
方
公
共
団
体
は
地
域
連
携
に

お
け
る
調
整
者
、
支
援
者
と
し
て
の
役
割

を
果
た
す
必
要
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

地
域
活
性
化
セ
ン
タ
ー
副
参
事

●
塚
田 

健
人

�

（
茨
城
県
古
河
市
よ
り
派
遣
）

●
板
谷 

佳
名
子

�

（
高
知
県
高
知
市
よ
り
派
遣
）

●
工
藤 

由
美

�

（
青
森
県
田
子
町
よ
り
派
遣
）

竹
田
市
が
こ
こ
ま
で
取
り
組
め
た
の

は
、
当
時
竹
田
市
長
で
あ
っ
た
首
藤
勝
次

氏
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
で
人
や
地
域
を
つ

な
げ
て
き
た
こ
と
が
大
き
い
。首
藤
氏
は
、

現
在
行
政
で
実
施
す
る
こ
と
が
難
し
い
地

域
づ
く
り
を
よ
り
フ
レ
キ
シ
ブ
ル
に
対
応

で
き
る
よ
う
「
健
康
と
温
泉
文
化
・
芸
術

フ
ォ
ー
ラ
ム
」
を
立
ち
上
げ
、
よ
り
柔
軟

な
取
り
組
み
が
で
き
る
組
織
を
つ
く
り
、

次
の
世
代
に
残
せ
る
仕
組
み
を
構
築
し
た

い
と
考
え
て
い
る
。

地
域
連
携
の
ポ
イ
ン
ト

地
域
連
携
に
よ
る
泊
食
分
離
等
の
先
進

的
な
取
り
組

み
は
、
地
域

の
実
情
に
合

わ
せ
た
連
携

と
地
域
を
担

う
人
材
や
組

で
の
給
付
と
、
そ
の
他
特
典
を
受
け
ら
れ

る
日
本
初
の
取
り
組
み
で
あ
る
。
対
象
は

市
内
の
宿
泊
施
設
に
６
カ
月
間
で
３
泊
以

上
宿
泊
す
る
人
で
、
ド
リ
ン
ク
や
デ
ザ
ー

ト
の
提
供
と
い
っ
た
特
典
や
現
金
で
最
大

５
０
０
円
の
給
付
が
受
け
ら
れ
る
。

ま
た
、「
御
前
湯
」
や
藤
森
照
信
氏
設

計
の
「
ラ
ム
ネ
温
泉
」
等
著
名
な
建
築
家

が
設
計
し
た
建
物
が
市
内
に
点
在
し
て
い

る
。
そ
れ
に
よ
り
ま
ち
中
に
人
流
を
生
み

出
し
、
温
泉
、
建
築
、
文
化
に
触
れ
る
こ

と
で
リ
ピ
ー
タ
ー
を
増
や
し
、
日
帰
り
や

長
期
滞
在
型
の
観
光
客
の
増
加
に
つ
な
が

っ
た
。

行
政
が
主
体
と
な
っ
た�

「
炭
酸
泉
」
と
「
建
築
」
の
活
用

大
分
県
竹
田
市
は
古
く
か
ら
外
湯
・
湯

治
の
文
化
が
あ
り
、
湯
治
に
最
適
な
炭
酸

泉
が
湧
い
て
い
た
。
炭
酸
泉
に
は
血
管
の

拡
張
、
血
流
の
改
善
、
心
臓
の
負
担
軽
減

の
効
能
が
あ
り
、
特
に
心
臓
病
、
糖
尿
病
、

心
筋
梗
塞
な
ど
の
予
防
・
改
善
へ
の
効
果

が
あ
る
。

こ
の
炭
酸
泉
の
効
果
を
生
か
し
、
竹
田

式
湯
治
を
行
っ
て
い
る
。
竹
田
式
湯
治
と

は
市
独
自
の
パ
ス
ポ
ー
ト
を
登
録
し
、「
温

泉
療
養
保
険
シ
ス
テ
ム
」
に
基
づ
く
現
金

温泉療養保健システムの案内板（竹田市）

ユニークな外観のラムネ温泉（竹田市）

大勢の観光客でにぎわう湯田中温泉（山ノ内町）
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促
進
す
る
電
子
ク
ー
ポ
ン
支
援
制
度
で
あ

る
。
子
ど
も
た
ち
の
運
動
習
慣
定
着
の
た

め
、
夏
休
み
や
放
課
後
に
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ

ブ
に
お
試
し
参
加
す
る
際
の
助
成
を
し
て

い
る
。

ゲ
ー
ム
プ
ラ
ン
は
、
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

の
経
営
状
況
や
指
導
者
講
習
の
受
講
状
況

等
に
つ
い
て
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
へ
ア
ン
ケ

ー
ト
調
査
を
行
い
、
そ
の
結
果
を
数
値
化

す
る
こ
と
で
チ
ェ
ッ
ク
を
す
る
「
ス
ポ
ー

ツ
ク
ラ
ブ
の
健
康
診
断
」
で
あ
る
。
２
０

２
２
年
に
は
、
Ｎ
Ｓ
Ｗ
州
だ
け
で
な
く
オ

ー
ス
ト
ラ
リ
ア
全
土
に
波
及
し
て
い
る
。

今
回
の
調
査
を
通
じ
て
、
オ
ー
ス
ト
ラ

リ
ア
で
は
ス
ポ
ー
ツ
を
福
祉
分
野
と
し
て

取
り
扱
っ
て
い
る
こ
と

が
印
象
的
で
あ
っ
た
。

弘
前
市
で
は
、
２
０

２
３
年
度
に
新
し
い
ス

ポ
ー
ツ
推
進
計
画
を
策

定
す
る
。
ま
た
、
２
０

２
６
年
に
は
青
森
県
を

会
場
に
国
民
ス
ポ
ー
ツ

大
会
が
開
催
さ
れ
る
。

こ
れ
ら
を
契
機
に
ス
ポ

ー
ツ
振
興
を
よ
り
推
し

進
め
て
い
き
た
い
。

前
・
地
域
活
性
化 

セ
ン
タ
ー
副
参
事

●
渡
邊 

洋
馬

�（
青
森
県
弘
前
市
企

画
部
企
画
課
ひ
と
づ

く
り
推
進
室
主
事
）

層
や
ス
ポ
ー
ツ
を
レ
ジ
ャ
ー
と
し
て
楽
し

む
層
な
ど
の
競
技
レ
ベ
ル
の
違
う
人
々
が

同
じ
施
設
内
で
共
存
し
て
い
る
点
に
驚
い

た
。
他
に
も
、
学
校
の
授
業
で
施
設
が
使

わ
れ
る
こ
と
、
託
児
所
を
備
え
て
い
る
こ

と
、
ス
ポ
ー
ツ
用
品
の
リ
サ
イ
ク
ル
ボ
ッ

ク
ス
が
あ
る
こ
と
な
ど
今
す
ぐ
に
参
考
に

す
べ
き
点
が
多
く
あ
っ
た
。（
写
真
㊦
）

子
ど
も
の
ス
ポ
ー
ツ
支
援
に�

ク
ー
ポ
ン�

ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
の�

〝
健
康
診
断
〟
も

ア
ク
テ
ィ
ブ
キ
ッ
ズ
は
、
２
０
１
８
年

に
始
ま
っ
た
子
ど
も
の
ス
ポ
ー
ツ
参
加
を

ア
ス
リ
ー
ト
と
一
般
愛
好
者
が�

同
じ
施
設
内
で
共
存

ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
ト
ラ
ス
ト
が
主
に

運
営
し
て
い
る
Ｍ
Ｓ
Ａ
Ｃ
は
、
メ
ル
ボ
ル

ン
市
内
中
心
部
か
ら
公
共
交
通
で
約
20 

分
ほ
ど
の
場
所
に
位
置
し
、
Ｆ
１
の
国
際

大
会
が
開
催
さ
れ
る
ア
ル
バ
ー
ト
パ
ー
ク

内
に
あ
る
四
つ
の
体
育
館
と
数
種
類
の
プ

ー
ル
を
備
え
る
多
種
目
ス
ポ
ー
ツ
総
合
施

設
で
あ
る
。（
写
真
㊤
）

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を
目
指
す
ア
ス
リ
ー
ト

スポーツ用品リサイクルボックス（筆者撮影）

MSAC内観（筆者撮影）

海
外
調
査
報
告

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
③

―スポーツ大国オーストラリアから学ぶ―
これからの地域スポーツ振興のあり方

筆者の派遣元である青森県弘前市は2017年にプロ野球1軍公式戦誘致に成功するなど野球が盛んな地域であ
る。当市のスポーツ振興について、弘前市地域経営アンケート（2019年、弘前市）や児童のスポーツ活動に
関するアンケートの結果（2019年）を見ると、スポーツ環境や子どものスポーツ参加に課題あることがわ
かった。
そこで、今回の調査では、スポーツ環境や子どものスポーツ参加に力を入れているオーストラリアを調査対

象国とし、メルボルンスポーツ&アクアティックセンター（以下「MSAC」）を運営するビクトリア州立スポー
ツセンタートラスト（以下「スポーツセンタートラスト」）とニューサウスウェルズ州（NSW州）スポーツ部
局を調査地として選定した。

PB セクション 地域づくり 本編 2023・8月号地域づくり 本編 22



い
な
い
人
で
も
予
約
が
可
能
で
あ
る
。

（
３
）�K

L

（K
om
m
unernes 

Landsforening

）

Ｋ
Ｌ
と
は
地
方
公
共
団
体
の
利
益
を
守

る
た
め
に
立
ち
上
げ
ら
れ
た
全
国
の
地
方

公
共
団
体
の
連
合
組
織
で
あ
る
。
98
す
べ

て
の
地
方
公
共
団
体
が
加
盟
し
て
お
り
、

国
と
の
予
算
交
渉
等
を
行
っ
て
い
る
。
デ

ジ
タ
ル
推
進
に
お
い
て
は
、
地
方
公
共
団

体
と
Ｉ
Ｔ
ベ
ン
ダ
ー
を
仲
介
す
る
Ｋ
Ｏ
Ｎ

Ｂ
Ｉ
Ｔ
Ｏ
と
い
う
企
業
を
設
立
し
、
よ
り

安
価
な
シ
ス
テ
ム
の
導
入
に
よ
る
地
方
公

共
団
体
の
経
費
削
減
や
地
方
公
共
団
体
間

の
シ
ス
テ
ム
の
相
互
運
用
性
の
確
保
に
寄

与
し
て
い
る
。

行
政
の
デ
ジ
タ
ル
化
を
進
め
て
い
く
た

め
に
は
、
デ
ジ
タ
ル
化
専
門
部
署
の
設
置

が
必
要
だ
と
考
え
る
。
ま
た
、
各
部
署
に

デ
ジ
タ
ル
人
材
を
配
置
す
る
こ
と
で
、
よ

り
住
民
に
寄
り
添
っ
た
デ
ジ
タ
ル
サ
ー
ビ

ス
を
提
供
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
る
。
新

た
な
サ
ー
ビ
ス
を
導
入
し
た
際
は
、
住
民

が
直
接
利
用
す
る
機
会
を
作
る
こ
と
で
確

実
に
利
用
者
を
増
や
し
て
い
く
こ
と
が
で

き
る
。
さ
ら
に
、
地
域
全
体
の
デ
ジ
タ
ル

化
を
進
め
て
い
く
た
め
に
は
、
行
政
だ
け

で
な
く
地
域
内
の
さ
ま
ざ
ま
な
団
体
を
巻

き
込
ん
で
、
デ
ジ
タ
ル
化
を
推
進
し
て
い

く
こ
と
が
最
も
重
要
で
あ
る
と
考
え
る
。

前
・
地
域
活
性
化
セ
ン
タ
ー
副
参
事　

●�

松
原 

輝
（
熊
本
県
菊
池
市
地
域
振

興
課
主
事
）

政
サ
ー
ビ
ス
の
質
を
維
持
す
る
た
め
デ
ジ

タ
ル
化
が
進
め
ら
れ
て
き
た
。
各
分
野
に

デ
ジ
タ
ル
推
進
部
門
が
あ
り
、
分
野
ご
と

に
デ
ジ
タ
ル
化
を
推
進
し
て
い
る
。 

組

織
全
体
の
デ
ジ
タ
ル
化
は
経
済
分
野
が
担

当
し
て
お
り
、
２
０
２
３
年
か
ら
は
Ｒ
Ｐ

Ａ（
定
型
作
業
を
自
動
化
す
る
シ
ス
テ
ム
）

や
ボ
イ
ス
ボ
ッ
ト
（
Ａ
Ｉ
に
よ
る
自
動
音

声
応
答
シ
ス
テ
ム
）
の
導
入
に
力
を
入
れ

て
い
く
と
い
う
。
ま
た
、
待
ち
時
間
を
ゼ

ロ
に
す
る
た
め
の
予
約
シ
ス
テ
ム
も
導
入

さ
れ
て
い
る
。

（
２
）FrontD

esk

デ
ン
マ
ー
ク
の
民
間
企
業
で
あ
る

FrontD
esk

は
、
公
的
機
関
向
け
に
順
番

待
ち
お
よ
び
予
約
管
理
シ
ス
テ
ム
を
開
発

し
て
お
り
、
国
内
シ
ェ
ア
は
80
％
を
超
え

て
い
る
。
窓
口
で
の
本
人
確
認
が
不
要
で
、

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
か
ら
予
約
や
チ
ェ
ッ
ク

イ
ン
、
書
類
の
ア
ッ
プ
ロ
ー
ド
、
オ
ン
ラ

イ
ン
決
済
が
可
能
で
あ
る
。 

職
員
と
の
打

合
せ
時
間
も
予
約
で
き
る
だ
け
で
な
く
、

予
約
情
報
に
基
づ
い
た
業
務
管
理
も
可
能

で
あ
る
。
ま
た
、
電
話
予
約
も
対
応
し
て

い
る
た
め
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
持
っ
て

（
１
）
コ
ペ
ン
ハ
ー
ゲ
ン
市

コ
ペ
ン
ハ
ー
ゲ
ン
市
は
人
口
が
増
加
し

て
お
り
、
イ
ン
フ
ラ
等
の
整
備
に
予
算
と

人
員
が
必
要
と
な
る
中
、
こ
れ
ま
で
の
行

市役所窓口で
市民が使用できるパソコン

デジタル化の分野におけるコペンハーゲン市の組織図（筆者作成）

海
外
調
査
報
告

デ
ン
マ
ー
ク
①

―“待ち時間ゼロ”のための予約システムも―
行政のデジタル化に向けた取り組み

日本は行政のデジタル化に取り組んできたが、2020年の新型コロナウイルス感染症の対応では、助
成金申請の手続き等で課題が明らかとなった。さらに、地方公共団体は少子高齢化などの社会課題や職
員不足などの課題を抱えている。これらを解決するカギとして、これまで以上にデジタル化が注目され
ており、デジタル技術を活用した誰もが利用しやすい行政サービスの提供が求められている。
今回は世界屈指のデジタル先進国であるデンマークを視察し、行政のデジタル化に向けた取り組みを
調査した。
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五
ヶ
瀬
町
の
概
要
と 

地
域
運
営
組
織
の
必
要
性

五
ヶ
瀬
町
は
、
九
州
の
ほ
ぼ
中
央
、
宮

崎
県
の
北
西
部
に
あ
り
、
宮
崎
の
西
の
玄

関
口
に
位
置
す
る
人
口
約
３
５
０
０
人
の

農
林
業
が
盛
ん
な
町
で
す
。
本
町
は
大
き

く
三
つ
の
地
域
か
ら
構
成
さ
れ
て
お
り
、

「
ぎ
お
ん
の
里
づ
く
り
協
議
会
」（
会
長
・

白
瀧
徹
哉
、
以
下
「
当
協
議
会
」）
は
、

そ
の
中
の
鞍
岡
地
区
に
お
い
て
、「
Ｅ
Ｃ

Ｏ
」「
福
祉
」
を
中
心
と
し
た
総
合
的
な

地
域
づ
く
り
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

中
山
間
地
域
に
位
置
し
、
人
口
が
減
少

傾
向
に
あ
る
鞍
岡
地
区
は
、
今
後
の
集
落

維
持
、
存
続
が
喫
緊
の
課
題
で
す
。
全
国

的
に
も
学
校
閉
校
が
続
く
中
、
鞍
岡
地
区

に
お
い
て
も
平
成
27
年
度
に
「
鞍
岡
中
学

校
」
が
閉
校
と
な
り
ま
し
た
。
そ
の
後
、

行
政
と
公
民
館
長
（
各
行
政
区
の
代
表
。

鞍
岡
地
区
に
は
六
つ
の
行
政
区
が
あ
る
）

を
中
心
に
旧
校
舎
の
施
設
利
用
に
つ
い
て

協
議
が
重
ね
ら
れ
、「
持
続
可
能
な
集
落

づ
く
り
の
た
め
に
は
、
単
に
旧
校
舎
の
利

用
に
と
ど
ま
ら
ず
、
個
々
の
集
落
の
存
続

を
目
的
と
し
た
広
い
範
囲
で
地
域
を
支
え

る
『
地
域
運
営
組
織
』
の
形
成
が
必
要
で

あ
る
」
と
の
結
論
に
至
り
、
そ
の
後
、
地

域
の
方
々
も
含
め
た
検
討
委
員
会
、
準
備

委
員
会
に
お
い
て
協
議
を
行
い
、
６
年
の

時
間
を
か
け
、
令
和
３
年
５
月
に
当
協
議

会
が
発
足
し
ま
し
た
。
旧
校
舎
を
「
祇
園

テ
ラ
ス
鞍く

ら

楽ら

」
と
命
名
し
、
当
協
議
会
の

活
動
拠
点
と
し
て
活
用
し
て
い
ま
す
。

活
動
内
容

「
地
域
の
こ
と
は
地
域
住
民
が
意
思
決

定
し
、
運
営
し
て
い
く
」
と
い
う
、
自
立

的
な
自
治
運
営
を
目
指
す
た
め
に
、
10
年

後
の
鞍
岡
地
区
の
理
想
図
を
描
き
計
画
を

立
て
ま
し
た
。「
み
ん
な
が
元
気
で
住
み

続
け
た
い
鞍
岡
づ
く
り
！
」
の
た
め
、「
福

祉
活
動
の
充
実
！
」「
自
然
を
守
り
産
業

文
化
を
維
持
発
展
さ
せ
る
！
」「
安
心
安

全
な
地
域
づ
く
り
を
進
め
る
！
」「
み
ん

な
が
集
う
地
域
づ
く
り
を
進
め
る
！
」
の

四
つ
の
目
標
を
主
軸
と
し
て
、
構
成
メ
ン

バ
ー
が
各
部
会
に
分
か
れ
て
活
動
し
て
い

ま
す
。

当
協
議
会
の
活
動
で
、
現
在
最
も
大
き

な
ウ
ェ
ー
ト
を
占
め
て
い
る
の
が
、
高
齢

者
向
け
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
食
堂
と
夏
・
冬

休
み
中
の
子
ど
も
食
堂
で
す
。
こ
の
取
り

組
み
で
は
、
昨
今
問
題
に
な
っ
て
い
る

フ
ー
ド
ロ
ス
に
目
を
向
け
、
各
家
庭
の

余
っ
た
食
材
や
作
り
過
ぎ
た
野
菜
を
提
供

し
て
も
ら
い
メ
ニ
ュ
ー
を
考
え
て
い
ま

す
。
そ
し
て
、
こ
こ
で
出
た
残
飯
等
の
生

ゴ
ミ
は
、「
食
べ
た
も
の
か
ら
、
食
べ
る

も
の
を
つ
く
る
」
と
い
う
コ
ン
セ
プ
ト
の

も
と
、「
く
ら
ら
『
よ
か
ん
ど
』
の
会
」

に
よ
っ
て
「
堆
肥
づ
く
り
（
食
品
リ
サ
イ

ク
ル
活
動
）」
に
使
用
さ
れ
、
作
物
の
土

壌
づ
く
り
に
活
用
し
て
い
ま
す
。さ
ら
に
、

こ
の
活
動
か
ら
は
さ
ま
ざ
ま
な
波
及
効
果

が
生
じ
て
お
り
、
地
区
内
の
小
中
学
生
た

地
方
創
生
に
向
け
て
〝
が
ん
ば
る
地
域
〟
応
援
事
業

（
宮
崎
県
五
ヶ
瀬
町
）

持
続
可
能
な
集
落
へ
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
形
成

―
「
Ｅ
Ｃ
Ｏ
」
切
り
口
に
地
域
全
体
で
支
え
あ
え
る
シ
ス
テ
ム
―

那
須
　
美
智
子

五
ヶ
瀬
町
集
落
支
援
員 

兼
ぎ
お
ん
の
里
づ
く
り
協
議
会
事
務
局
長

高齢者向けのコミュニティ食堂夏・冬休みの子ども食堂
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ち
へ
の
簡
単
な
「
出
前
講
座
」
等
を
通
じ

た
「
食
育
」
へ
の
活
用
や
、
高
齢
者
の
見

守
り
を
兼
ね
、
生
ゴ
ミ
の
受
け
取
り
を
行

う
こ
と
に
よ
り
健
康
状
態
の
確
認
に
つ
な

げ
て
い
ま
す
。

次
に
、
自
然
を
守
り
産
業
文
化
を
維
持

す
る
た
め
に
、
高
齢
者
や
女
性
が
中
心
と

な
り
、
し
め
縄
や
ク
リ
ス
マ
ス
リ
ー
ス
作

り
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
鞍
岡
の
田
ん

ぼ
で
育
っ
た
わ
ら
を
利
用
し
た
し
め
縄
、

鞍
岡
の
野
山
で
自
生
し
て
い
る
植
物
を

使
っ
た
リ
ー
ス
、
ち
な
み
に
綿
は
自
分
た

ち
で
和
綿
の
種
を
耕
作
放
棄
地
に
ま
い
て

育
て
て
い
ま
す
。

ま
た
、
ゴ
ミ
の
分
別
が
負
担
と
な
っ
て

い
る
高
齢
者
世
帯
へ
の
支
援
も
行
っ
て
い

ま
す
。
希
望
者
の
自
宅
へ
う
か
が
い
不
用

品
を
引
き
取
り
ま
す
。
軽
ト
ラ
ッ
ク
数
台

に
な
る
時
も
あ
り
ま
す
。
引
き
取
っ
た
不

用
品
は
ま
だ
使
え
そ
う
な
物
は
き
れ
い
に

し
、「
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
」
に
あ
わ
せ

て
安
価
で
販
売
し
、
そ
の
他
は
衛
生
セ
ン

タ
ー
に
持
ち
込
ん
で
い
ま
す
。「
捨
て
れ

ば
ゴ
ミ
！　

使
え
ば
資
源
！
」
で
す
。
高

齢
者
の
み
な
ら
ず
、
地
域
内
の
不
用
品
も

受
け
入
れ
、
必
要
な
人
に
譲
っ
た
り
も
し

て
い
ま
す
。
報
道
等
で
災
害
時
に
発
生
す

る
大
量
の
ゴ
ミ
の
山
を
目
に
し
ま
す
が
、

衛
生
的
に
も
災
害
時
の
た
め
に
も
不
用
品

は
少
し
ず
つ
処
分
し
、
必
要
な
物
だ
け
に

囲
ま
れ
て
、
シ
ン
プ
ル
に
暮
ら
せ
る
こ
と

が
理
想
的
だ
と
思
い
ま
す
。

当
協
議
会
で
は
、
令
和
４
年
４
月
よ
り

町
か
ら
指
定
管
理
の
委
託
を
受
け
て
２
年

目
を
迎
え
ま
し
た
が
、
当
初
よ
り
第
３
水

曜
日
を
「
く
ら
ら
の
日
」
と
し
て
祇
園
テ

ラ
ス
鞍
楽
を
地
域
住
民
に
無
料
開
放
し
て

お
り
ま
す
。
現
在
は
、
高
齢
者
が
裁
縫
や

ゲ
ー
ム
、
介
護
予
防
体
操
・
軽
い
ス
ポ
ー

ツ
等
を
し
て
過
ご
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

地
域
の
若
者
は
音
楽
の
練
習
、
休
み
期
間

の
子
ど
も
た
ち
は
宿
題
を
す
る
な
ど
、
多

様
な
世
代
が
訪
れ
に
ぎ
わ
い
を
取
り
戻
し

て
き
ま
し
た
。

高
齢
者
が
ひ
と
つ
の
場
所
で
、
ふ
れ
あ

い
、
元
気
に
過
ご
す
こ
と
で
介
護
予
防
に

つ
な
げ
、
自
宅
で
消
費
す
る
光
熱
費
を
少

し
で
も
減
ら
す
こ
と
で
、
地
区
内
全
体
で

発
生
す
る
光
熱
費
も
削
減
さ
れ
ま
す
。

当
協
議
会
は
完
全
な
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
組

織
な
の
で
、「
や
れ
る
人
が
出
来
る
時
に

無
理
を
せ
ず
参
加
し
て
も
ら
う
！
（
と
言

い
つ
つ
、
無
理
を
し
て
頂
い
て
い
ま
す
が

…
）」
を
コ
ン
セ
プ
ト
に
活
動
し
て
い
ま

す
。
こ
の
「
自
分
が
出
来
る
こ
と
を
無
理

せ
ず
に
参
加
す
る
！
」と
い
う
こ
と
こ
そ
、

活
動
の
継
続
に
不
可
欠
と
な
っ
て
い
る
こ

と
を
感
じ
な
が
ら
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス

タ
ッ
フ
に
感
謝
し
て
い
ま
す
。

ぎ
お
ん
の
里
づ
く
り
協
議
会
が 

描
く
未
来

今
後
は
、
祇
園
テ
ラ
ス
鞍
楽
を
拠
点
と

し
、廃
棄
物
の
な
い
美
し
い
村
づ
く
り
や
、

地
域
資
源
を
活
用
し
た
高
齢
者
の
薪
割
事

業
・
余
剰
野
菜
の
加
工
品
開
発
等
の
事
業

を
展
開
し
、
新
た
な
ビ
ジ
ネ
ス
の
創
出
と

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
構
成
を
目
指
し
て

い
き
ま
す
。
地
域
住
民
の
環
境
へ
の
関
心

が
高
ま
り
、
自
然
保
護
に
つ
な
が
る
こ
と

こ
そ
が
、
心
豊
か
に
安
心
安
全
に
生
き
て

い
け
る
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。　

こ
の
３
年
間
は
コ
ロ
ナ
禍
で
の
活
動
で

し
た
。そ
の
苦
し
い
中
で
感
じ
た
こ
と
は
、

「
地
域
の
拠
点
が
あ
り
、
身
近
な
仲
間
で

助
け
合
っ
て
い
き
さ
え
す
れ
ば
自
分
た
ち

の
居
場
所
は
き
っ
と
見
つ
か
る
！
」
と
言

う
こ
と
で
す
。
困
っ
て
い
る
人
が
Ｓ
Ｏ
Ｓ

を
出
せ
な
い
地
域
で
あ
っ
て
は
な
ら
な
い

し
、
出
来
れ
ば
Ｓ
Ｏ
Ｓ
が
出
る
前
に
気
づ

く
地
域
で
あ
り
た
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。

鞍
岡
で
暮
ら
す
す
べ
て
の
人
が
、
こ
の
活

動
に
参
加
し
、五
ヶ
瀬
町
が
掲
げ
る
自
助
・

共
助
・
公
助
が
自
然
に
行
動
に
表
れ
、
お

互
い
に
支
え
合
う
地
域
づ
く
り
を
目
指
し

ま
す
。

フリーマーケット

しめ縄作りで交流

「くらら『よかんど』」による堆肥作り

25 2023・8月号 地域づくり 本編 2023・8月号地域づくり 本編 24



リーダー塾修了者エッセー

私
は
平
成
24
年
度
に
「
全
国
地
域
リ
ー
ダ
ー
養
成
塾
」
を
受
講

し
ま
し
た
。
い
き
な
り
で
す
が
「
レ
ー
ス
ワ
ー
ク
」
と
は
何
で
し

ょ
う
か
？　

こ
れ
は
私
が
学
ん
だ
当
時
の
主
任
講
師
で
あ
る
明
治

大
学
の
山
下
茂
先
生
の
教
え
の
一
つ
で
す
。
山
下
先
生
い
わ
く

「
人
々
や
地
域
の
つ
な
が
り
方
は
、
一
直
線
の
『
絆
』
や
『
網
』

だ
け
で
は
な
い
。
よ
く
見
れ
ば
、
一
つ
の
結
び
目
に
あ
ち
こ
ち
か

ら
沢
山
の
糸
が
結
ば
れ
て
い
た
り
、
隣
り
の
結
び
目
を
越
え
て
遠

く
に
つ
な
が
っ
て
い
た
り
と
ず
っ
と
複
雑
。
そ
う
い
う
個
々
の
点

同
士
の
つ
な
が
り
は
沢
山
の
『
絆
』
で
あ
る
。
糸
の
複
雑
な
つ
な

が
り
方
は
模
様
を
生
む
。
人
と
人
と
の
関
係
の
全
体
を
一
口
に
表

わ
す
に
は
、
糸
の
つ
な
が
り
が
模
様
に
な
っ
て
い
る
『
レ
ー
ス
』

や
『
レ
ー
ス
ワ
ー
ク
』
と
い
う
た
と
え
の
方
が
良
い
」
と
い
う
も

の
で
し
た
。

私
は
当
時
、
景
観
ま
ち
づ
く
り
の
仕
事
に
関
わ
っ
て
お
り
、
市

内
で
モ
デ
ル
地
区
を
定
め
て
景
観
ま
ち
づ
く
り
の
方
針
を
立
て
、

地
域
住
民
参
加
の
も
と
、
事
業
者
や
学
生
、
行
政
が
協
働
で
進
め

る
と
い
う
も
の
で
し
た
。
私
に
と
っ
て
は
初
め
て
の
経
験
で
、
事

務
局
と
し
て
ど
う
進
め
る
か
を
思
案
し
て
い
た
時
、
山
下
先
生
を

は
じ
め
、
全
国
で
ま
ち
づ
く
り
を
実
践
し
て
い
る
講
師
の
方
々
や

同
期
と
の
絆
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
レ
ー
ス
ワ
ー
ク
を
広
げ
る
中
で
、

一
筋
の
光
明
が
見
え
ま
し
た
。
あ
れ
か
ら
10
年
以
上
た
ち
ま
す

が
、
初
め
の
小
さ
な
レ
ー
ス
ワ
ー
ク
が
さ
ま
ざ
ま
な
方
々
の
関
わ

り
で
何
倍
に
も
広
が
り
、
今
で
は
景
観
だ
け
で
は
な
く
、
ま
ち
の

に
ぎ
わ
い
づ
く
り
や
地
域
資
源
の
掘
り
起
し
、
伝
統
文
化
の
継

承
、
歴
史
や
地
勢
の
学
習
と
紹
介
、
ま
ち
歩
き
会
の
開
催
、
Ｖ
Ｒ

を
使
っ
た
昔
の
街
並
み
の
再
現
な
ど
、
多
様
な
活
動
が
行
わ
れ
て

い
ま
す
。
私
も
そ
の
一
員
と
し
て
末
席
に
加
え
さ
せ
て
い
た
だ
い

て
い
ま
す
。

レ
ー
ス
ワ
ー
ク
の
広
が
り
で
も
う
一
つ
！　

私
た
ち
24
期
の
同

期
は
卒
塾
後
「
さ
る
く
」（
長
崎
弁
で
「
ま
ち
を
ぶ
ら
ぶ
ら
す
る
」

の
意
味
）
を
毎
年
継
続
的
に
行
っ
て
い
ま
す
。
同
期
の
各
地
域
を

み
ん
な
で
訪
れ
、
迎
え
る
側
が
ホ
ス
ト
と
な
っ
て
全
行
程
を
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
ト
し
ま
す
。
日
中
は
ま
ち
歩
き
、
夜
の
懇
親
会
で
は
そ

の
土
地
の
美
味
し
い
お
酒
と
名
産
品
に
舌
鼓
！
（
こ
れ
が
本
当
の

目
的
か
も
？
）　

こ
れ
に
よ
り
、
自
分
の
ま
ち
の
誇
れ
る
部
分
や

課
題
の
再
発
見
の
ほ
か
、
地
域
の
活
動
家
や
同
期
の
職
場
の
方
々

と
の
新
た
な
交
流
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
レ
ー
ス
ワ
ー
ク
が
広
が
っ

て
い
ま
す
。
昨
年
11
月
に
は
卒
塾
10
周
年
を
記
念
し
て
「
東
海
方

面
さ
る
く
」
を
実
施
し
、
20
人
弱
の
同
期
が
名
古
屋
に
集
ま
り
親

睦
し
旧
交
を
温
め
ま
し
た
。

私
は
現
在
、
先
述
の
ま
ち
づ
く
り
活
動
に
加
え
、
地
域
の
伝
統

文
化
で
あ
る
「
行
徳
神み
こ
し輿
と
祭
礼
」
と
「
行
徳
弁
（
方
言
）」
の

継
承
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
私
の
住
む
市
川
市
行
徳
地
域
は
江

戸
時
代
か
ら
神
輿
作
り
が
盛
ん
で
し
た
が
、
近
年
で
は
神
輿
製
作

所
が
１
軒
と
な
り
、
祭
り
の
担
い
手
も
年
々
減
少
し
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
、
地
域
独
特
の
方
言
や
神
輿
の
担
ぎ
方
、
祭
礼
の
流
れ
な

ど
の
文
化
を
次
世
代
に
継
承
す
る
た
め
に
若
手
と
会
を
立
ち
上

げ
、
さ
ら
な
る
レ
ー
ス
ワ
ー
ク
を
広
げ
て
い
ま
す
。

最
後
に
な
り
ま
す

が
、
同
期
を
は
じ
め
、

リ
ー
ダ
ー
塾
で
の
さ
ま

ざ
ま
な
出
会
い
や
学
び

は
私
に
大
き
な
気
づ
き

を
与
え
る
と
と
も
に
、

私
の
心
を
大
き
く
動
か

し
、
行
動
を
変
え
る
き

っ
か
け
と
な
り
ま
し

た
。
こ
の
学
び
と
出
会

い
を
ベ
ー
ス
と
し
て
、

ま
だ
ま
だ
「
変
わ
り
続

け
て
い
け
る
」
と
思
っ

て
い
ま
す
。

小川　広行●千葉県市川市企画部長

地域は人なり
〜レースワークの実践〜

行徳神輿と四ヶ村（しかそん）例大祭～湊青年会～
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小
国
町
は
、
山
形
県
の
西
南
端
、
新
潟
県
境
に
位
置
し
、
町
土

の
９
割
は
ブ
ナ
を
中
心
と
す
る
広
葉
樹
の
森
林
で
覆
わ
れ
て
い

る
、
人
口
７
０
０
０
人
弱
の
町
で
す
。
ま
た
、
全
国
屈
指
の
豪
雪

地
帯
で
、
積
雪
は
町
中
心
部
で
２
㍍
に
も
及
び
ま
す
。
町
を
象
徴

す
る
二
つ
の
素
材
で
あ
る
こ
の
ブ
ナ
と
雪
か
ら
共
通
し
て
イ
メ
ー

ジ
で
き
る
色
で
あ
る
「
白
」
を
基
に
、
町
全
体
を
「
白
い
森
」
と

表
現
し
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
先
人
達
が
ブ
ナ
の
森
の
限
り
な
い

恵
み
を
受
け
な
が
ら
築
い
て
き
た
生
活
文
化
を
受
け
継
ぎ
、
自
然

と
人
間
の
共
生
の
在
り
方
を
世
界
に
向
け
て
発
信
し
て
い
く
た
め

の
町
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

小
国
町
の
産
業
は
、
雪
解
け
水
を
は
じ
め
と
し
た
豊
富
な
水
資

源
に
着
目
し
た
大
手
企
業
が
、
昭
和
初
期
に
水
力
発
電
所
と
製
造

所
を
小
国
町
に
建
設
し
た
こ
と
を
契
機
と
し
て
、
今
で
は
、
世
界

屈
指
の
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
セ
ラ
ミ
ッ
ク
メ
ー
カ
ー
や
、
日
本
を

代
表
す
る
重
化
学
工
業
メ
ー
カ
ー
の
工
場
が
、
半
導
体
や
液
晶
、

バ
イ
オ
や
医
療
関
連
な
ど
の
各
分
野
の
先
端
材
料
や
高
機
能
部
品

を
製
造
し
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
県
内
で
の
個
人
所
得
は
常
に

上
位
に
あ
り
、
山
間
過
疎
地
域
で
は
ま
れ
な
、
最
先
端
の
モ
ノ
づ

く
り
と
自
然
と
が
共
生
す
る
暮
ら
し
の
パ
タ
ー
ン
が
形
作
ら
れ
て

お
り
ま
す
。

今
、
小
国
町
で
は
、「
白
い
森
ま
る
ご
と
ブ
ラ
ン
ド
構
想
」
を

掲
げ
、
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
ま
す
。
一
般
的
な
ブ
ラ
ン
ド
化

の
イ
メ
ー
ジ
で
は
農
林
水
産
物
や
観
光
資
源
を
思
い
浮
か
べ
ま
す

が
、
こ
の
構
想
は
そ
れ
だ
け
で
は
な
く
、
小
国
町
の
生
活
文
化
や

伝
統
文
化
、
町
内
企
業
の
生
産
品
、
さ
ら
に
は
教
育
、
子
育
て
、

福
祉
な
ど
の
暮
ら
し
や
す
さ
と
い
う
視
点
も
含
め
て
町
全
体
を
ま

る
ご
と
ブ
ラ
ン
ド
化
す
る
も
の
で
す
。
小
国
町
を
よ
り
知
っ
て
も

ら
い
、
来
て
も
ら
い
、
住
ん
で
も
ら
う
、
そ
う
し
た
外
部
か
ら
真

に
選
ば
れ
る
町
に
な
る
よ
う
取
り
組
む
こ
と
で
、
小
国
町
全
体
の

暮
ら
し
が
豊
か
に
な
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

構
想
を
推
進
す
る
取
り
組
み
の
一
つ
と
し
て
、
小
国
町
地
域
総

合
商
社
を
設
立
し
ま
し
た
。
小
国
町
は
山
菜
や
キ
ノ
コ
、
牛
肉
や

イ
ワ
ナ
な
ど
が
特
産
で
す
が
、
小
ロ
ッ
ト
・
多
品
種
の
生
産
で
あ

る
た
め
、
安
定
的
な
販
路
の
獲
得
・
維
持
が
難
し
い
う
え
、
交
通

ア
ク
セ
ス
の
悪
さ
か
ら
輸
送
コ
ス
ト
が
高
く
な
り
ま
す
。
ま
た
、

観
光
に
つ
い
て
も
、
素
晴
ら
し
い
地
域
資
源
は
あ
る
も
の
の
、
本

来
の
魅
力
が
評
価
さ
れ
て
い
る
と
は
言
え
な
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。

そ
こ
で
、
地
域
総
合
商
社
が
小
国
町
の
あ
ら
ゆ
る
地
域
資
源
を
掘

り
起
こ
し
、
磨
き
、
町
内
の
関
係
者
を
巻
き
込
ん
で
、
町
の
外
か

ら
稼
い
で
く
る
好
循
環
を
生
み
出
す
こ
と
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

現
在
は
、
ふ
る
さ
と
納
税
や
首
都
圏
イ
ベ
ン
ト
へ
の
出
店
等
に
よ

り
、
町
の
特
産
を
広
く
Ｐ
Ｒ
す
る
と
と
も
に
、
町
内
事
業
者
と
連

携
し
て
商
品
化
を
進
め
る
な
ど
、
事
業
を
発
展
さ
せ
て
い
ま
す
。

町
で
は
、
稼
ぐ
力
を
醸
成
す
る
た
め
、
地
域
資
源
を
活
用
し
た

ロ
ー
カ
ル
ビ
ジ
ネ
ス
の
創
出
も
支
援
し
て
い
ま
す
。
そ
の
一
つ
と

し
て
、
町
内
で
３
０
０
年
以
上
続
く
造
り
酒
屋
の
蔵
を
リ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
し
た
Ｋ
Ａ
Ｍ
Ｏ
Ｓ 〝
Ｑ
〟（
カ
モ
ス
ク
）が
誕
生
し
ま
し
た
。

こ
れ
は
、コ
ワ
ー
キ
ン
グ
ス
ペ
ー
ス
と
し
て
、「
働
く
」「
食
す
」「
学

ぶ
」
場
を
生
み
、
多
様
な
働
き
方
を
後
押
し
す
る
と
と
も
に
、
町

内
外
の
人
々
が
集
う
関
係
人
口
創
出
に
も
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
ロ
ー
カ
ル
ビ
ジ
ネ
ス
創
出
塾
を
き
っ
か
け
に
、
特
産
の
わ

ら
び
を
活
用
し
た
「
自
宅
で
作
る
わ
ら
び
餅
キ
ッ
ト
」
と
い
っ
た

新
商
品
が
生
ま
れ
た
り
、
お
ぐ
に
マ
ル
チ
ワ
ー
ク
事
業
協
同
組
合

「
お
ぐ
マ
ル
」
が
マ
ル
チ
ワ
ー
カ
ー
を
増
員
し
た
り
と
、
さ
ま
ざ

ま
な
ビ
ジ
ネ
ス
が
動
き
出
し
て
い
ま
す
。

本
格
的
な
人
口
減
少
社
会
を
迎
え
て
い
る
今
日
、
食
や
環
境
を

切
り
口
と
し
た
都
市
と
の
交
流
事
業
や
積
極
的
な
Ｐ
Ｒ
活
動
を
行

い
、「
白
い
森
お
ぐ
に
」
の
認
知
度
向
上
と
お
ぐ
に
フ
ァ
ン
の
拡

大
を
図
っ
た
り
、
地
域
お
こ
し
協
力
隊
制
度
や
緑
の
ふ
る
さ
と
協

力
隊
制
度
に
よ
る
外
部
人
材
の
受
け
入
れ
に
よ
り
地
域
活
動
の
活

性
化
を
推
進
し
た
り
す
る
な
ど
、
先
を
見
据
え
た
取
り
組
み
を
複

層
的
に
展
開
し
て
い
ま
す
。
み
ん
な
が
わ
く
わ
く
す
る
町
づ
く
り

を
目
指
し
、「
白
い
森
ま
る
ご
と
ブ
ラ
ン
ド
構
想
」
の
推
進
を
加

速
さ
せ
て
い
き
ま
す
。

山形県小国町長 仁科　洋一

「白い森まるごとブランド構想」の推進
～みんながわくわくする町づくり〜
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●新潟県新潟市	 「地域の茶の間」を中心に支え合い	 井越　修
●NPO法人さいはら（山梨県上野原市）	 一緒に生きていく作業	 長田英富
●道の駅南信州とよおかマルシェ（長野県豊丘村）	 南信州の産業・観光の拠点をめざして	 片桐　明
●株式会社秋津野（和歌山県田辺市）	 地域運営組織と秋津野ガルテン	 柏木　満
●NPOきらめき広場（岡山県新見市）	 小さな拠点と地域づくり	 深井　正
●島根県雲南市	 小規模多機能自治によるまちづくり	 大谷吾郎
●高知県津野町		 みんなが集い、笑い、ちょっと稼ぐ	 西森雅人
●春日活性化委員会（佐賀県嬉野市）	 「むかし美人の会」中心にプロジェクト	 中林正太
●やねだん自治公民館（鹿児島県鹿屋市）	 行政に頼らない地域づくり	 豊重哲郎

【特集編では基調論文、全12事例を全て掲載～特集編のみに掲載される事例は以下の通り】

レギュラーリポート

まちづくりコラボ　公益財団法人えひめ地域活力創造センター
大学生と連携した地域への伴走支援も
	 山下みさと

国内調査報告　山形県高畠町、福島県郡山市、山梨県甲州市
６次産業化による地域活性化について
国内調査報告　石川県七尾市、長野県山ノ内町、大分県竹田市
地域連携による温泉街再生の取り組み
海外調査報告　オーストラリア③
これからの地域スポーツ振興のあり方
海外調査報告　デンマーク①
行政のデジタル化に向けた取り組み

2	 基調論文 	 新たな仕組みで住民主体の地域づくり	 作野広和（島根大学　　
教育学部教授）

6	 きらりよしじまネットワーク（山形県川西町）	　持続可能な住民総参加の地域づくり� 髙橋由和

8	 一般社団法人かわかみらいふ（奈良県川上村）	　村民の日々の暮らしを支えます� 三宅正記

10	 あば村活性化協議会（岡山県津山市）	 地域を守り、地域で稼ぐ� 皆木憲吾

12	 副基調論文 	 地域運営組織の現状と課題　	 長谷川大輔（前・総務省地域力創造　　
グループ地域振興室課長補佐）

“がんばる地域”応援事業　宮崎県五ヶ瀬町
持続可能な集落へのコミュニティ形成	 那須美智子
修了者エッセー
地域は人なり� 小川広行

センター通信
プロモーションアワード
首長の思い
「白い森まるごとブランド構想」の推進
	 仁科洋一（山形県小国町長）

小さな拠点と地域運営組織
行政サービスを補い、地域を持続可能なものとする取り組みとして、「小さな拠点」や「地域運営組織」が注目さ
れている。今回は、地域のニーズへの対応や課題解決などに住民主体で取り組んでいる各地の事例を紹介する。

特  集

表
紙

水
と
命
を
巡
る
物
語

　四
国
水
族
館

（
香
川
県
宇
多
津
町
）

瀬
戸
大
橋
の
た
も
と
、
四
国
の
玄
関
口
香
川
県
宇
多

津
町
に
２
０
２
０
年
オ
ー
プ
ン
し
た
水
族
館
で
す
。「
四

国
水
景
」
を
テ
ー
マ
に
、
瀬
戸
内
海
や
太
平
洋
、
鳴
門

の
渦
潮
や
、
清
流
、
た
め
池
な
ど
、
四
方
を
海
に
囲
ま

れ
た
四
国
な
ら
で
は
の
水
の
景
色
を
表
現
し
て
お
り
、

四
国
周
辺
で
見
ら
れ
る
生
き
も
の
を
中
心
に
、
約
４
０
０

種
１
４
０
０
０
点
の
生
き
も
の
を
展
示
し
て
い
ま
す
。

生
き
も
の
の
展
示
だ
け
で
な
く
、
四
国
の
文
化
や
そ

こ
で
暮
ら
す
人
の
営
み
と
と
も
に
あ
る
環
境
も
水
槽
内

で
表
現
し
て
い
ま
す
。
時
間
帯
や
季
節
に
よ
っ
て
楽
し

み
方
は
さ
ま
ざ
ま
で
、
四
国
に
お
住
ま
い
の
方
は
四
国

の
水
の
景
色
の
豊
か
さ
を
再
発
見
で
き
、
四
国
以
外
の

方
は
四
国
を
巡
り
た
く
な
る
水
族
館
で
す
。

四
国
水
族
館
の
「
〇
〇
の
景
」
と
付
い
て
い
る
展
示

水
槽
の
中
で
、
四
国
の
水
環
境
に
全
く
つ
な
が
り
は
あ

り
ま
せ
ん
が
、屋
外
エ
リ
ア
水
遊
ゾ
ー
ン
の
「
人
鳥
（
ぺ

ん
ぎ
ん
）
の
景
」
で
は
ケ
ー
プ
ペ
ン
ギ
ン
を
展
示
し
て

い
ま
す
。
展
示
エ
リ
ア
内
の
窓
を
の
ぞ
く
と
ケ
ー
プ
ペ

ン
ギ
ン
た
ち
が
餌
を
食
べ
た
り
、
の
ん
び
り
羽
繕
い
を

す
る
様
子
を
目
の
前
で
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
よ
。

問
い
合
わ
せ
先
＝
四
国
水
族
館

（
０
８
７
７
‐
４
９
‐
４
５
９
０
）

（
写
真
提
供
＝
四
国
水
族
館
）

1 	 巻頭エッセー／大都市における地域協働の取り組み� 久元喜造（兵庫県神戸市長）
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ガラス越しに水槽を泳ぐペンギンを
見ることができる

グラビア
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浜松は若き日の徳川家康公が天下統一
の礎を築いた地。

家康公が築城した浜松城からは、水野忠
邦など多くの歴代城主が幕府の要職へ出世
しました。また近代では世界に名高い多く
の企業が浜松から生まれたことから「出世
の街 浜松」と呼ばれています。

浜松市は東京と大阪のほぼ中央に位置す
る、人口約80万人の政令指定都市。天竜
川、浜名湖、遠州灘、天竜美林などの自然
に恵まれ、気候が温暖で年間の日照時間も
長いため、海の幸、山の幸が豊富なことも浜松の大きな魅力です。

さらに今年は大河ドラマ「どうする家康」（NHK）の放送に伴い、家康公が築き天下統一へ
の足掛かりとなった浜松城そばに大河ドラマ館がオープン。貴重な衣装・小道具や撮影セット
の展示など「どうする家康」の世界を楽しむことができます。5月19日には展示のリニューア
ルが行われ、ドラマ館の魅力が高まっています。
「出世の街 浜松」は、今まさに大いに盛り上がっています。

█浜松市楽器博物館
日本唯一の公立楽器博物館。
世界の楽器が約 1500 点常時
展示され見応え充分です

█中田島砂丘
冬には「遠州のからっ風」と
呼ばれる北西の強い風が吹く
ことで形成される美しい「風
紋」が現れます

█ビーチ・マリンスポーツ
浜松の浜名湖・遠州灘では、
数多くのビーチ・マリンスポー
ツを楽しむことができます

█浜松元城町東照宮 (二公像 )
浜松城の前身、引間城の跡地
に建つ東照宮。天下人となっ
た家康公と秀吉公の二人の武
将が訪れました

█はままつフラワーパーク
全国屈指の花の産地である浜
松・浜名湖地域。来年 3月～
6月には浜名湖花博 20 周年
記念事業が開催されます

█舘山寺温泉
景勝地である舘山寺にある温
泉地で、四季を通じて浜松・
浜名湖の味覚を楽しむことも
できます

█浜松まつり
初子祝いのまつり。昼間は凧
揚げ合戦、夜は御殿屋台の引
き回しが行われ浜松が熱気に
包まれます

█うなぎ
東京と大阪の中心に位置する
浜松では「関東風」「関西風」
両方のうなぎの蒲焼きを楽し
むことができます

█浜松城
展望台から浜松市街を一望でき、城内に家康公と城下町浜松に関する歴史的資料、武具な
どを展示しています

出
世
の
街

出
世
の
街  

浜
松
浜
松

█大河ドラマ館
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小さな拠点と
地域運営組織

基調論文／作野広和
新たな仕組みで住民主体の地域づくり

きらりよしじまネットワーク（山形県川西町）／髙橋由和
持続可能な住民総参加の地域づくり

新潟県新潟市／井越　修
「地域の茶の間」を中心に支え合い

NPO 法人さいはら（山梨県上野原市）／長田英富
一緒に生きていく作業

道の駅南信州とよおかマルシェ（長野県豊丘村）／片桐　明
南信州の産業・観光の拠点をめざして

一般社団法人かわかみらいふ（奈良県川上村）／三宅正記
村民の日々 の暮らしを支えます

株式会社秋津野（和歌山県田辺市）／柏木　満
地域運営組織と秋津野ガルテン

あば村活性化協議会（岡山県津山市）／皆木憲吾
地域を守り、地域で稼ぐ

NPOきらめき広場（岡山県新見市）／深井　正
小さな拠点と地域づくり

島根県雲南市／大谷吾郎
小規模多機能自治によるまちづくり

高知県津野町 ／西森雅人
みんなが集い、笑い、ちょっと稼ぐ

春日活性化委員会（佐賀県嬉野市）／中林正太
「むかし美人の会」中心にプロジェクト

やねだん自治公民館（鹿児島県鹿屋市）／豊重哲郎
行政に頼らない地域づくり

副基調論文／長谷川大輔
地域運営組織の現状と課題
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行政サービスを補い、地域を持続可能なものとする取り組みとして、「小さな拠点」や「地域運営組織」が注目されている。今回は、
地域のニーズへの対応や課題解決などに住民主体で取り組んでいる各地の事例を紹介する。

きらりよしじまネットワーク（山形県川西町）（p６-７）
地域食堂「まんま屋」
1新潟県新潟市（p８-９）

「地域の茶の間」の手本となるモデルハウスの一つ
2

あば村活性化協議会（岡山県津山市）（p18-19）

住民出資の合同会社「あば村」によるガソリンスタンドと「あば
商店」

7

ＮＰＯきらめき広場（岡山県新見市）（p20-21）
きらめき広場内の診療所待合室風景
8

NPO法人さいはら（山梨県上野原市）（p10-11）
いきいき体操教室後に食事をする高齢者
3

道の駅南信州とよおかマルシェ（長野県豊丘村）（p12-13）
買い物客でにぎわう直売所「四季彩市場」
4

一般社団法人かわかみらいふ（奈良県川上村）（p14-15）
移動スーパーには看護師や歯科衛生士が定期的に同行する
5株式会社秋津野（和歌山県田辺市）（p16-17）

梅の苗木を植えた耕作放棄地
6春日活性化委員会（佐賀県嬉野市）（p26-27）

茶畑の広がる晴天の春日
11やねだん自治公民館（鹿児島県鹿屋市）（p28-29）

高校生も参加する棒踊り
12

高知県津野町 （p24-25）
ピザ焼き窯を設置し、ピザ焼き体験の機会を提供（白石地区）
10

島根県雲南市（p22-23）
「地域崩壊の危機」を「住みよい地域づくり」へ
〜新たな地縁モデルの結成〜

9

小さな拠点と地域運営組織

9

⑴
調
査
研
究
事
業

総
務
省
で
は
、
平
成
25

年
度
か
ら
地
域
運
営
組
織

に
関
す
る
調
査
研
究
を
開

始
し
、
平
成
28
年
度
か
ら

は
「
地
域
運
営
組
織
の
形

成
及
び
持
続
的
運
営
に
関

す
る
研
究
会
」（
座
長
・

小
田
切
徳
美
明
治
大
学
教

授
）
を
設
置
し
、
地
域
運

営
組
織
に
係
る
調
査
研
究

事
業
を
継
続
的
に
実
施
し

て
き
た
。

こ
れ
ま
で
、
形
成
促
進

に
向
け
た
研
修
用
テ
キ
ス

ト
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の

手
引
き
作
成
や
、
形
成
に

向
け
た
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

（
委
員
）
派
遣
、
自
治
体

職
員
向
け
地
域
別
研
修
会

の
開
催
な
ど
、
地
域
運
営

組
織
の
形
成
・
運
営
方
策

の
検
討
を
進
め
る
と
と
も

に
、
形
成
促
進
に
向
け
た

事
業
を
展
開
し
て
き
た
。

令
和
４
年
度
に
お
い
て

は
、
第
２
期
総
合
戦
略
で

掲
げ
ら
れ
た
Ｋ
Ｐ
Ｉ
を
前

倒
し
で
達
成
で
き
る
見
込

み
か
ら
、
引
き
続
き
形
成

促
進
に
取
り
組
む
と
と
も

に
、
地
域
運
営
組
織
の
質
的
な
向
上
に
ア
プ
ロ
ー
チ
を
転

換
す
る
こ
と
と
し
た
。

過
年
度
調
査
よ
り
、
地
域
の
全
て
の
課
題
に
総
合
的
に

対
応
で
き
る
地
域
運
営
組
織
ば
か
り
で
は
な
い
と
の
認
識

の
も
と
、
多
様
な
構
成
主
体
と
の
つ
な
が
り
の
強
化
や
外

部
団
体
等
と
の
連
携
・
協
力
を
通
じ
て
地
域
課
題
に
取
り

組
む
な
ど
、
地
域
運
営
組
織
に
よ
る
多
様
な
地
域
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
の
在
り
方
が
想
定
さ
れ
る
。地
域
運
営
組
織
が「
計

画
」「
実
行
」「
評
価
・
改
善
」
を
行
い
な
が
ら
、
地
域
の

実
情
に
合
っ
た
地
域
づ
く
り
を
進
め
る
プ
ロ
セ
ス
を
地
域

運
営
組
織
の
「
柔
軟
な
最
適
化
」
と
位
置
づ
け
、
実
例
調

査
、
ケ
ー
ス
ス
タ
デ
ィ
お
よ
び
実
態
把
握
調
査
を
通
じ
、

「
柔
軟
な
最
適
化
」
に
取
り
組
む
地
域
運
営
組
織
の
特
徴

な
ど
を
中
心
に
分
析
を
行
っ
た
。
実
態
把
握
調
査
の
分
析

か
ら
「
柔
軟
な
最
適
化
」
に
取
り
組
ん
で
い
る
と
考
え
ら

れ
る
地
域
運
営
組
織
の
特
徴
は
表
の
と
お
り
で
あ
る
（
詳

細
は
、
令
和
４
年
度
調
査
研
究
事
業
報
告
書
〈https://

w
w
w
.soum

u.go.jp/m
ain_sosiki/jichi_gyousei/

cgyousei/chiiki_unneisosiki.htm
l

〉
を
ご
参
照
の

上
、
今
後
の
地
域
運
営
組
織
の
持
続
的
運
営
に
ご
活
用
い

た
だ
き
た
い
）。

⑵
地
方
財
政
措
置

平
成
28
年
度
か
ら
は
、
地
域
運
営
組
織
の
形
成
、
運
営

お
よ
び
活
動
に
対
す
る
地
方
公
共
団
体
に
よ
る
支
援
に
対

し
、
地
方
財
政
措
置
を
講
じ
て
い
る
。
具
体
的
に
は
、
地

域
運
営
組
織
の
形
成
の
た
め
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
開
催

経
費
等
に
つ
い
て
特
別
交
付
税
措
置
を
講
じ
て
い
る
。
ま

た
、
そ
の
運
営
や
活
動
に
対
す
る
支
援
に
つ
い
て
は
、
普

通
交
付
税
措
置
を
講
じ
る
と
と
も
に
、
活
動
支
援
に
係
る

一
般
財
源
充
当
額
が
普
通
交
付
税
措
置
を
超
え
る
部
分
に

今
後
の
方
向
性

⑴
質
的
な
向
上

多
様
化
す
る
地
域
課
題
へ
の
対
応
と
し
て
、
地
域
運
営

組
織
の
「
柔
軟
な
最
適
化
」
を
よ
り
よ
く
進
め
て
い
く
に

当
た
っ
て
は
、「
柔
軟
な
最
適
化
」
の
ゴ
ー
ル
イ
メ
ー
ジ

を
あ
る
程
度
想
定
す
る
必
要
が
あ
る
。
例
え
ば
、
実
践
に

重
き
を
置
い
た
組
織
運
営
の
パ
タ
ー
ン
や
協
議
に
重
き
を

置
き
実
践
は
外
部
化
す
る
運
営
パ
タ
ー
ン
の
ほ
か
、
地
域

運
営
組
織
の
縮
小
的
改
組
の
パ
タ
ー
ン
も
あ
り
得
よ
う
。

こ
う
し
た
ゴ
ー
ル
へ
の
接
近
自
体
に
も
多
様
な
プ
ロ
セ

ス
が
あ
り
得
る
が
、
地
域
運
営
組
織
が
地
域
で
活
動
し
て

い
く
上
で
は
、
既
存
の
地
域
活
動
団
体
や
地
域
住
民
の
議

論
を
丁
寧
に
行
い
、
必
要
性
を
十
分
納
得
し
た
上
で
取
り

組
む
な
ど
、
地
域
で
適
切
な
プ
ロ

セ
ス
を
経
て
地
域
代
表
性
を
有
す

る
よ
う
努
め
る
必
要
が
あ
る
。

ど
の
よ
う
に
地
域
資
源
を
い
か

し
て
地
域
を
持
続
可
能
に
し
て
い

く
の
か
、
他
人
事
で
は
な
く
自
分

事
と
し
て
、
住
民
自
身
が
地
域
の

課
題
に
つ
い
て
真
剣
に
考
え
て
い

く
こ
と
が
重
要
で
あ
り
、
行
政
は

「
現
場
任
せ
」
に
せ
ず
、
住
民
の

当
事
者
意
識
の
醸
成
に
努
め
て
い

く
必
要
が
あ
る
。

⑵
形
成
数
の
拡
大

地
域
運
営
組
織
の
形
成
数
に
つ

い
て
は
、
第
２
期
総
合
戦
略
で
掲

つ
い
て
は
特
別
交
付
税
措
置
を
講
じ
て
お
り
、
地
域
運
営

組
織
が
積
極
的
に
活
動
を
実
践
し
、
市
町
村
が
そ
れ
を
支

え
る
場
合
に
生
じ
る
財
政
需
要
を
的
確
に
捉
え
る
設
計
と

な
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
令
和
４
年
度
か
ら
は
、
孤
独
・

孤
立
対
策
の
一
環
と
し
て
、
子
ど
も
食
堂
、
学
習
支
援
、

登
下
校
時
の
見
守
り
、
交
流
事
業
（
子
育
て
、
親
子
、
多

世
代
）
等
に
要
す
る
経
費
に
つ
い
て
も
措
置
対
象
と
し
て

拡
充
し
て
い
る
。

こ
の
ほ
か
、
地
域
運
営
組
織
の
経
営
力
強
化
支
援
と
し

て
、自
主
事
業
の
実
施
に
よ
る
収
入
確
保
の
た
め
の
研
修
、

設
備
導
入
、
販
路
開
拓
等
の
経
費
に
特
別
交
付
税
措
置
を

講
じ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
地
域
の
実
情
を
踏
ま
え
た

幅
広
い
取
り
組
み
の
一
層
の
推
進
が
期
待
さ
れ
る
。

げ
ら
れ
た
Ｋ
Ｐ
Ｉ
を
前
倒
し
で
達
成
す
る
こ
と
が
で
き
た

一
方
で
、
地
域
運
営
組
織
が
形
成
さ
れ
て
い
る
市
区
町
村

は
８
５
３
と
全
市
区
町
村
数
の
約
半
数
に
と
ど
ま
る
傾
向

は
、
令
和
４
年
度
実
態
調
査
結
果
で
も
引
き
続
き
確
認
さ

れ
た
。
未
形
成
市
区
町
村
で
の
地
域
運
営
組
織
の
形
成
に

向
け
て
の
取
り
組
み
と
し
て
、
実
態
把
握
・
分
析
や
情
報

整
理
等
を
さ
ら
に
進
め
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

お
わ
り
に

本
格
的
な
少
子
高
齢
化
、
人
口
減
少
の
到
来
に
よ
り
、

地
方
に
限
ら
ず
都
市
部
に
お
い
て
も
、
取
り
巻
く
環
境
は

年
々
厳
し
く
な
っ
て
お
り
、
地
域
の
自
立
・
再
生
は
待
っ

た
な
し
の
状
況
で
あ
る
。地
域
運
営
組
織
の
取
り
組
み
は
、

地
域
住
民
の
生
活
の
質
の
向
上
、
地
域
の
魅
力
の
向
上
な

ど
多
様
な
効
果
を
有
し
て
お
り
、
行
政
側
か
ら
み
れ
ば
、

住
民
共
助
の
仕
組
み
と
し
て
、
行
政
の
手
が
回
り
切
ら
な

い
部
分
を
補
完
し
、
住
民
側
か
ら
み
れ
ば
、
自
治
会
な
ど

の
地
域
団
体
同
士
が
ま
と
ま
る
こ
と
で
、
人
材
な
ど
の
限

ら
れ
た
地
域
資
源
を
効
率
的
に
利
用
で
き
る
な
ど
、
双
方

に
利
点
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
高
齢
者
の
活
躍

の
場
づ
く
り
は
、
心
身
の
健
康
増
進
を
介
し
た
社
会
保
障

費
用
の
節
減
と
い
っ
た
効
果
も
期
待
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、

地
域
が
自
立
し
て
い
く
こ
と
の
社
会
的
な
意
義
は
大
き

く
、
中
長
期
的
な
地
域
づ
く
り
の
視
点
か
ら
も
本
格
的
な

取
り
組
み
を
行
う
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
国
の
支
援
措
置

の
適
切
な
活
用
を
図
り
、
都
道
府
県
は
広
域
的
な
観
点
か

ら
、
市
区
町
村
は
住
民
に
身
近
な
行
政
と
し
て
、
そ
れ
ぞ

れ
が
役
割
を
分
担
し
、
地
域
運
営
組
織
が
地
域
の
実
情
を

踏
ま
え
た
き
め
細
か
な
活
動
が
で
き
る
よ
う
一
層
の
推
進

を
期
待
し
た
い
。

図２　構成団体・協力団体として参加している組織

視点 結果概要

ⅰ活動エリアの規模

・�活動エリアが「小学校区より狭い」
地域運営組織と比べると、活動エリ
アがそれ以上の地域運営組織は「柔
軟な最適化」の度合いが高い。

※�活動エリアの規模が一定以上である
と、多様な人材や団体の協力が得ら
れやすく、「柔軟な最適化」に取り
組みやすくなると推察される。

ⅱ関わる団体の多様性

・�関わる団体が多様である地域運営組
織は、「柔軟な最適化」の度合いが
高い。

・�組織の新規設立や既存組織の統廃合
を経て新たにつくられた地域運営組
織は、「柔軟な最適化」の度合いが
高い。

ⅲ事務局体制

・�役員とは別のスタッフを置くなどし
て事務局体制を確保し、事務局業務
を行っている地域運営組織は、「柔
軟な最適化」の度合いが高い。

ⅳ立地自治体の支援

・�立地自治体が地域運営組織に対する
支援を行っている場合には、地域運
営組織の「柔軟な最適化」の度合い
が高い。

・�行政組織内部の何らかの体制整備に
取り組んでいる市区町村の地域運営
組織は、「柔軟な最適化」の度合い
が高い。

表　「柔軟な最適化」に取り組んでいると考えられる地域運営組織の特徴
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4

5
6

78

10
11

12

あば村活性化協議会（岡山県津山市）（p18-19）

住民出資の合同会社「あば村」によるガソリンスタンドと「あば
商店」

7

ＮＰＯきらめき広場（岡山県新見市）（p20-21）
きらめき広場内の診療所待合室風景
8

春日活性化委員会（佐賀県嬉野市）（p26-27）
茶畑の広がる晴天の春日
11やねだん自治公民館（鹿児島県鹿屋市）（p28-29）

高校生も参加する棒踊り
12

高知県津野町 （p24-25）
ピザ焼き窯を設置し、ピザ焼き体験の機会を提供（白石地区）
10

島根県雲南市（p22-23）
「地域崩壊の危機」を「住みよい地域づくり」へ
〜新たな地縁モデルの結成〜

9

9



特 集
基調論文「

集
落
生
活
圏
」
構
築
の
意
義

人
口
規
模
が
小
さ
く
、
若
者
を
中
心
と
し
た
人
口
流
出

が
続
く
中
山
間
地
域
に
お
い
て
は
、
地
域
運
営
の
あ
り
方

に
対
し
て
限
界
や
問
題
を
感
じ
て
い
る
地
域
が
少
な
く
な

い
。
中
山
間
地
域
に
お
け
る
地
域
運
営
は
、
地
縁
型
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
で
あ
る
集
落
を
最
小
単
位
と
し
て
行
わ
れ
て
き

た
。
集
落
に
は
生
産
補
完
機
能
、
資
源
管
理
機
能
、
相
互

扶
助
機
能
が
あ
る
と
さ
れ
（
※
１
）、
住
民
相
互
が
助
け

合
い
、
連
綿
と
続
く
地
域
の
営
み
を
維
持
し
て
き
た
。
こ

れ
ま
で
、
個
々
の
集
落
を
維
持
・
活
性
化
す
る
こ
と
が
、

結
果
と
し
て
中
山
間
地
域
全
体
を
持
続
さ
せ
る
こ
と
に
つ

な
が
る
と
考
え
ら
れ
、
多
く
の
施
策
が
行
わ
れ
て
き
た
。

例
え
ば
、
島
根
県
で
は
１
９
９
９
年
に
中
山
間
地
域
活
性

化
基
本
条
例
が
制
定
さ
れ
、
同
年
よ
り
「
中
山
間
地
域
集

落
維
持
・
活
性
化
緊
急
対
策
事
業
」
が
実
施
さ
れ
た
。
通

称
「
集
落
１
０
０
万
円
事
業
」
と
呼
ば
れ
る
こ
の
事
業
で

は
、
高
齢
化
率
35
％
以
上
の
集
落
で
「
集
落
活
性
化
プ
ラ

ン
」
を
策
定
し
、
そ
の
取
り
組
み
に
必
要
な
経
費
が
１
０

０
万
円
を
上
限
に
交
付
さ
れ
た
。
ま
た
、
２
０
０
０
年
度

か
ら
農
林
水
産
省
に
よ
り
実
施
さ
れ
た
「
中
山
間
地
域
等

直
接
支
払
制
度
」
は
、
交
付
金
を
得
る
た
め
に
は
集
落
協

定
が
必
要
で
あ
り
、
集
落
重
視
の
政
策
で
あ
る
こ
と
を
物

語
っ
て
い
る
。
こ
の
他
、
集
落
を
単
位
と
し
た
地
域
づ
く

り
に
関
す
る
施
策
は
全
国
各
地
で
展
開
さ
れ
た
。し
か
し
、

集
落
は
人
口
規
模
も
小
さ
く
、
担
い
手
は
限
ら
れ
て
い
た

た
め
、
集
落
単
位
の
地
域
づ
く
り
に
は
自
ず
と
限
界
が
あ

っ
た
。
こ
れ
ま
で
行
わ
れ
て
き
た
集
落
対
策
は
一
定
の
成

果
が
得
ら
れ
た
も
の
の
、
そ
の
後
も
集
落
の
縮
小
は
続
い

て
い
っ
た
。

２
０
０
０
年
代
前
半
に
は
全
国
各
地
で
「
平
成
の
大
合

併
」
が
行
わ
れ
た
が
、
自
治
体
の
面
積
が
広
く
な
り
、
周

辺
地
域
の
さ
ら
な
る
弱
体
化
が
懸
念
さ
れ
た
。
こ
の
よ
う

な
背
景
か
ら
、
新
し
い
住
民
自
治
組
織
で
あ
る
「
地
域
運

営
組
織
」が
全
国
に
展
開
し
て
い
っ
た
。「
地
域
運
営
組
織
」

小
さ
な
拠
点
と
地
域
運
営
組
織

新
た
な
仕
組
み
で
住
民
主
体
の
地
域
づ
く
り

―
住
み
慣
れ
た
地
域
の
暮
ら
し
を
持
続
す
る
た
め
に
―

作
野　

広
和

島
根
大
学
教
育
学
部
教
授

筆者プロフィール

作野 広和氏
（さくの・ひろかず）

1968年島根県松江市生まれ。専門は農業・農村地理学。日
本地理学会代議員、人文地理学会評議員等。総務省過疎問題懇
談会委員、国土審議会特別委員、島根県中山間地域研究センタ
ー客員研究員等。島根県、兵庫県を中心に、さまざまな地域づ
くりに参画。島根県江津市、出雲市佐田町、邑南町、奥出雲町、
飯南町、兵庫県佐用町に研究室の分室「ラボ」を設置し、住民
との協働による地域づくりを実践中。
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と
は
、
総
務
省
に
よ
り
「
地
域
の
生
活
や
暮
ら
し
を
守
る

た
め
、地
域
で
暮
ら
す
人
々
が
中
心
と
な
っ
て
形
成
さ
れ
、

地
域
内
の
様
々
な
関
係
主
体
が
参
加
す
る
協
議
組
織
が
定

め
た
地
域
経
営
の
指
針
に
基
づ
き
、
地
域
課
題
の
解
決
に

向
け
た
取
組
を
持
続
的
に
実
践
す
る
組
織
」
と
定
義
さ
れ

て
い
る
（
図
１
）。「
地
域
運
営
組
織
」
は
、
集
落
単
位
で

構
築
さ
れ
る
こ
と
は
少
な
く
、
小
学
校
区
や
公
民
館
エ
リ

ア
で
あ
る
地
区
を
範
囲
と
す
る
こ
と
が
多
い
。
し
た
が
っ

て
、「
地
域
運
営
組
織
」
の
構
築
は
、
実
質
的
に
複
数
集

落
に
よ
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
型
組
織
の
構
築
を
意
味
し
て
い

る
。「

地
域
運
営
組
織
」
は
徐
々
に
全
国
各
地
へ
広
ま
る
と

と
も
に
、
地
区
を
単
位
と
し
て
生
活
機
能
を
確
保
し
よ
う

と
す
る
動
き
が
顕
著
と
な
っ
た
。
具
体
的
に
は
、
地
区
内

の
拠
点
エ
リ
ア
に
公
民
館
、
小
学
校
、
郵
便
局
、
駐

在
所
、
診
療
所
な
ど
の
公
的
機
関
に
加
え
、
日
常
生

活
品
が
供
給
で
き
る
ス
ー
パ
ー
や
商
店
な
ど
を
確
保

す
る
こ
と
が
図
ら
れ
た
。
い
わ
ば
、
地
域
に
お
け
る

「
暮
ら
し
の
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
サ
ー
ビ
ス
」
化
を
行
う

と
と
も
に
、
そ
れ
ら
の
施
設
が
住
民
の
活
動
拠
点
に

な
る
こ
と
で
、
地
域
に
お
け
る
心
の
拠
り
所
と
も
な

っ
た
。
こ
の
よ
う
な
エ
リ
ア
を
「
小
さ
な
拠
点
」
と

称
し
た
。
し
た
が
っ
て
、「
小
さ
な
拠
点
」
と
は
「
身

近
な
拠
点
」
と
し
て
捉
え
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

「
小
さ
な
拠
点
」
の
整
備
と
と
も
に
、
各
集
落
か

ら
「
小
さ
な
拠
点
」
へ
の
ア
ク
セ
ス
を
担
保
す
る
必

要
が
生
じ
る
。
こ
の
た
め
、
自
家
用
車
に
よ
る
移
動

を
容
易
に
す
る
た
め
に
道
路
を
整
備
し
た
り
、
公
共

交
通
の
維
持
や
住
民
に
よ
る
移
送
シ
ス
テ
ム
を
構
築

し
た
り
す
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。
個
々
の
集
落
と
「
小

さ
な
拠
点
」
と
を
結
び
一
体
性
を
有
し
た
状
況
は
「
集
落

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
と
称
さ
れ
る
。

こ
の
よ
う
に
、「
地
域
運
営
組
織
」「
小
さ
な
拠
点
」「
集

落
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
は
、
地
区
を
単
位
と
し
て
一
体
的
に

構
築
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
こ
の
三
つ
が
セ
ッ
ト
で
構
築

さ
れ
た
生
活
圏
域
は
「
集
落
生
活
圏
」
と
呼
ば
れ
、
中
山

間
地
域
に
お
い
て
暮
ら
し
続
け
る
こ
と
を
保
証
す
る
地
域

単
位
で
あ
る
（
図
２
）。

「
小
さ
な
拠
点
」
の
本
質

本
稿
で
は
、「
小
さ
な
拠
点
」
を
「
小
学
校
区
な
ど
、

複
数
の
集
落
が
散
在
す
る
地
域
に
お
い
て
、
商
店
、
診
療

所
等
の
日
常
生
活
に
不
可
欠
な
施
設
・
機
能
や
地
域
活
動

を
行
う
場
を
、
歩
い
て
動
け
る
範
囲
に
集
め
、
さ
ら
に
周

辺
の
各
集
落
と
の
間
を
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
な
ど
の
交
通

手
段
に
よ
り
結
ん
だ
地
域
の
拠
点
」と
定
義
す
る（
※
２
）。

「
小
さ
な
拠
点
」
に
対
し
て
は
、
そ
の
理
念
や
意
義
に
つ

い
て
多
く
の
見
解
が
示
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
は
、「
小

さ
な
拠
点
」
を
巡
る
二
つ
の
言
説
に
つ
い
て
整
理
す
る
こ

と
で
、「
小
さ
な
拠
点
」
の
本
質
を
提
示
す
る
。

第
１
は
、「
小
さ
な
」
と
い
う
表
現
で
あ
る
。
言
葉
通

り
受
け
止
め
れ
ば
「
小
規
模
な
」
と
い
う
意
味
で
あ
り
、

具
体
的
な
空
間
と
し
て
「
小
学
校
区
」
な
ど
が
想
定
さ
れ

る
。「
小
さ
な
拠
点
」
に
つ
い
て
は
、
考
案
者
で
あ
る
藤

山
浩
氏
が
書
籍
等
で
そ
の
真
意
に
つ
い
て
語
っ
て
い
る

（
※
３
）。
藤
山
氏
は
、
大
規
模
・
集
中
志
向
に
よ
る
「
規

模
の
利
益
」
と
相
反
す
る
、
小
規
模
・
分
散
志
向
に
よ
る

「
範
囲
の
利
益
」
を
創
出
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
述

べ
て
い
る
。
つ
ま
り
、「
小
さ
な
拠
点
」
と
は
、「
大
き
な

拠
点
」
と
比
較
し
て
「
小
さ
い
」
こ
と
を
意
味
す
る
と
い

「小さな拠点」「地域運営組織」「集落ネットワーク」によって構築される
集落生活圏においては、多くの取り組みが期待される。

（内閣府地方創生推進事務局資料より転載）

図２　集落生活圏のイメージ

さまざまな組織形態があるため、ここでは典型例を示した。地域運営組織の特徴と
して、①～⑥のポイントが挙げられる。（筆者作成）

図１　地域運営組織の組織図（例）
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う
よ
り
は
、
小
規
模
・
分
散
・
複
合
化
・
近
隣
循
環
に
基

づ
く
「
共
生
循
環
圏
」
の
形
成
を
目
指
す
た
め
の
シ
ン
ボ

リ
ッ
ク
な
表
現
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
る
。
筆
者
は
、
藤

山
氏
の
見
解
に
賛
同
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
意
図
さ
れ

た
崇
高
な
理
念
と
は
裏
腹
に
、「
小
さ
な
」
と
表
現
し
た

こ
と
に
よ
り
、
逆
に
「
大
き
な
」
を
意
識
さ
せ
ら
れ
る
傾

向
に
あ
る
。
そ
の
結
果
、
階
層
的
な
地
域
構
造
の
強
化
と

し
て
受
け
止
め
ら
れ
、「
小
さ
な
拠
点
」
の
整
備
は
、
末

端
地
域
の
切
り
捨
て
を
想
起
す
る
懸
念
が
絶
え
ず
つ
き
ま

と
っ
て
い
る
。

第
２
は
、「
小
さ
な
拠
点
」
づ
く
り
を
、「
地
区
内
に
お

け
る
居
住
地
域
を
拠
点
集
落
に
集
約
す
る
動
き
」
で
あ
る

と
す
る
、
誤
っ
た
理
解
が
広
ま
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
そ
の

背
景
に
は
、「
小
さ
な
拠
点
」
が
、都
市
地
域
に
お
け
る
「
コ

ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ
」
の
中
山
間
地
域
版
と
し
て
受
け
止
め

ら
れ
た
経
緯
が
あ
る
。
そ
し
て
、「
小
さ
な
拠
点
」
づ
く

り
と
は
、
拠
点
施
設
を
作
る
た
め
の
ハ
ー
ド
事
業
と
す
る

認
識
が
広
ま
っ
た
。
そ
も
そ
も
、「
コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ
」

と
は
、
市
街
地
の
外
縁
的
拡
大
を
一
定
程
度
抑
制
す
る
こ

と
で
中
心
市
街
地
の
空
洞
化
を
防
ぐ
と
と
も
に
、
周
辺
地

域
に
拠
点
を
設
け
、
分
散
す
る
居
住
地
域
か
ら
拠
点
地
域

へ
の
ア
ク
セ
ス
を
担
保
す
る
こ
と
で
生
活
の
質
を
維
持
す

る
政
策
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、「
コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ
」

の
概
念
に
お
い
て
も
、
周
辺
部
を
切
り
捨
て
、
居
住
や
機

能
を
中
心
部
に
集
約
す
る
こ
と
を
意
図
し
て
は
い
な
い
。

「
小
さ
な
拠
点
」
の
概
念
が
提
示
さ
れ
た
当
初
は
、
こ
の

よ
う
な
矮
小
化
さ
れ
た
理
解
が
流
布
し
て
い
た
。

「
小
さ
な
拠
点
」
の
概
念
が
は
じ
め
て
提
示
さ
れ
た
の

は
２
０
１
３
年
頃
だ
と
思
わ
れ
る
が
、
当
時
は
意
図
す
る

理
念
と
は
真
逆
に
受
け
止
め
ら
れ
て
き
た
。
し
か
し
、
10

年
の
年
月
が
経
過
す
る
と
と
も
に
、
各
地
に
お
い
て
「
小

さ
な
拠
点
」
づ
く
り
が
進
展
し
て
い
っ
た
結
果
、
次
第
に

そ
の
意
義
が
正
し
く
理
解
さ
れ
、
重
要
性
も
認
識
さ
れ
る

よ
う
に
な
っ
た
。

な
お
、「『
小
さ
な
拠
点
』
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
（
実
践
編
）」

に
は
、「
小
さ
な
拠
点
と
は
、
小
学
校
区
な
ど
複
数
の
集

落
が
集
ま
る
基
礎
的
な
生
活
圏
の
中
で
、
分
散
し
て
い
る

様
々
な
生
活
サ
ー
ビ
ス
や
地
域
稼
働
の
場
な
ど
を
『
合
わ

せ
技
』
で
つ
な
ぎ
、
人
や
モ
ノ
、
サ
ー
ビ
ス
の
循
環
を
図

る
こ
と
で
、
生
活
を
支
え
る
新
し
い
地
域
運
営
の
仕
組
み

を
作
ろ
う
と
す
る
取
り
組
み
」
と
定
義
さ
れ
て
い
る
（
※

４
）。
し
た
が
っ
て
、
本
稿
で
述
べ
る
「
集
落
生
活
圏
」

の
構
築
そ
の
も
の
が
「
小
さ
な
拠
点
」
づ
く
り
と
捉
え
ら

れ
て
い
る
。
筆
者
は
、こ
の
よ
う
な
捉
え
方
を
広
義
の「
小

さ
な
拠
点
」
と
称
し
て
い
る
。

住
民
主
体
の
「
地
域
運
営
組
織
」

中
山
間
地
域
で
は
、
地
縁
的
な
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
で
あ
る

集
落
を
単
位
と
し
て
、
自
治
会
や
町
内
会
な
ど
の
住
民
自

治
組
織
を
形
成
し
て
き
た
。
自
然
発
生
的
な
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
が
組
織
化
す
る
こ
と
に
よ
り
、
地
域
の
合
意
形
成
が
シ

ス
テ
マ
テ
ィ
ッ
ク
に
行
わ
れ
る
と
と
も
に
、
地
域
と
行
政

と
の
公
式
な
窓
口
と
し
て
の
役
割
を
果
た
し
て
い
る
。
ま

た
、
集
落
を
単
位
と
し
て
い
る
た
め
、
世
帯
相
互
の
結
束

は
強
く
、
草
刈
り
や
道
普
請
な
ど
人
的
負
担
を
課
す
使
役

に
も
抵
抗
な
く
取
り
組
ま
れ
て
き
た
。
こ
の
よ
う
に
、
自

治
会
や
町
内
会
は
、
い
わ
ゆ
る
「
守
り
」
に
強
い
組
織
で

あ
る
。
一
方
で
、
人
口
減
少
や
高
齢
化
で
生
じ
る
新
た
な

地
域
課
題
へ
の
対
応
は
得
意
と
し
て
い
な
い
。
そ
こ
で
登

場
し
た
住
民
自
治
組
織
が
、「
地
域
運
営
組
織
」
で
あ
る
。

表
１
は
、
地
縁
的
な
住
民
自
治
組
織
で
あ
る
自
治
会
・

町
内
会
と
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
型
組
織
で
あ
る
「
地
域
運
営

組
織
」と
の
主
な
相
違
点
を
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
。「
地

域
運
営
組
織
」
の
活
動
エ
リ
ア
は
小
学
校
区
や
公
民
館
エ

リ
ア
な
ど
地
区
単
位
で
あ
り
、
構
成
員
は
地
域
住
民
に
限

ら
ず
、
地
区
内
の
事
業
所
や
学
校
な
ど
の
組
織
も
関
わ
る

こ
と
が
で
き
る
。
さ
ら
に
、
地
区
外
に
転
出
し
た
他
出
家

族
や
、
関
係
人
口
な
ど
多
様
な
主
体
が
関
わ
る
こ
と
が
可

能
と
な
っ
て
い
る
。
そ
し
て
、
地
域
課
題
の
解
決
や
地
域

資
源
の
活
用
を
積
極
的
に
行
う
、
い
わ
ば
「
攻
め
」
の
取

り
組
み
を
行
う
こ
と
の
で
き
る
組
織
で
あ
る
。
具
体
的
に

は
、
空
き
家
の
活
用
、
鳥
獣
害
へ
の
対
応
、
移
住
者
の
受

け
入
れ
、
地
域
交
通
の
運
営
な
ど
、
そ
の
活
動
は
多
岐
に

わ
た
る
。
こ
の
よ
う
に
、「
地
域
運
営
組
織
」
は
既
存
の

地
縁
組
織
を
補
完
す
る
存
在
で
あ
り
、
両
者
は
車
輪
の
両

輪
と
し
て
地
域
の
維
持
を
果
た
す
役
割
を
担
う
。

「
地
域
運
営
組
織
」
の
組
織
形
態
や
活
動
実
態
は
多
様

で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
、「
地
域
運
営
組
織
」
は
確
実
に
成

果
を
挙
げ
る
一
方
で
、
多
く
の
課
題
を
有
し
て
い
る
。
主

な
課
題
と
し
て
、
以
下
の
３
点
を
紹
介
す
る
。

第
１
は
、
既
存
の
地
縁
組
織
と
同
じ
構
成
員
が
「
地
域

運
営
組
織
」
の
運
営
を
担
う
こ
と
で
、
本
来
の
役
割
が
果

た
せ
て
い
な
い
問
題
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
環
境
に
お
い

て
は
、「
地
域
運
営
組
織
」
が
既
存
の
自
治
会
や
町
内
会

の
連
合
体
に
過
ぎ
ず
、
オ
ル
タ
ナ
テ
ィ
ブ
な
存
在
と
な
り

得
て
い
な
い
。「
地
域
運
営
組
織
」の
最
大
の
ポ
イ
ン
ト
は
、

多
様
な
主
体
が
地
域
運
営
を
担
う
点
で
あ
る
。と
り
わ
け
、

女
性
、
若
者
、
子
ど
も
の
参
画
が
ポ
イ
ン
ト
で
あ
る
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
実
現
し
て
い
な
い
こ
と
が
多
い
。

第
２
は
、「
地
域
運
営
組
織
」
の
理
念
や
位
置
づ
け
は

理
解
さ
れ
て
い
な
が
ら
も
、
地
域
内
に
お
け
る
人
間
関
係

や
既
存
組
織
と
の
関
係
か
ら
、
地
区
の
代
表
権
を
得
ら
れ
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ず
、
地
区
内
に
お
け
る
「
一
組
織
」
に
甘
ん
じ
て
い
る
問

題
で
あ
る
。
熱
心
に
取
り
組
ん
だ
り
、「
成
功
事
例
」
と

し
て
全
国
に
紹
介
さ
れ
た
り
す
る
組
織
で
あ
っ
て
も
、
こ

の
よ
う
な
実
態
が
見
ら
れ
る
こ
と
は
少
な
く
な
い
。
活
動

が
評
価
さ
れ
た
り
目
立
っ
た
り
す
れ
ば
す
る
ほ
ど
、
地
区

内
で
は
異
質
な
も
の
と
見
な
さ
れ
る
ケ
ー
ス
も
あ
る
。
こ

の
よ
う
な
問
題
を
回
避
す
る
た
め
に
も
、「
地
域
運
営
組

織
」
を
構
築
す
る
際
に
は
、
じ
っ
く
り
と
時
間
を
か
け
、

地
域
全
体
で
理
解
を
深
め
な
が
ら
進
め
る
こ
と
が
肝
要
で

あ
る
。

第
３
は
、
新
し
い
組
織
を
立
ち
上
げ
な
く
て
も
、
既
存

の
公
民
館
活
動
や
地
域
福
祉
活
動
が
「
地
域
運
営
組
織
」

の
機
能
を
担
う
こ
と
も
可
能
で
あ
る
こ
と
が
理
解
さ
れ
て

い
な
い
点
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
地
域
に
お
け
る
課
題
解

決
に
「
地
域
運
営
組
織
」
の
立
ち
上
げ
は
必
須
で
は
な
く
、

従
来
か
ら
行
わ
れ
て
き
た
公
民
館
活
動
や
、
地
域
福
祉
活

動
に
よ
り
地
域
課
題
解
決
が
行
わ
れ
る
こ
と
も
重
要
で
あ

る
。
島
根
県
飯
南
町
志
々
地
区
で
は
、
い
わ
ゆ
る
「
地
域

運
営
組
織
」
は
設
立
さ
れ
て
い
な
い
が
、
既
存
の
公
民
館

や
小
地
域
福
祉
活
動
が
展
開
さ
れ
る
中
で
、
住
民
主
体
の

地
域
づ
く
り
組
織
で
あ
る
「
わ
っ
し
ょ
い
志
々
会
」
が
立

ち
上
が
り
、
熱
心
な
活
動
が
展
開
さ
れ
て
い
る
。
個
人
商

店
の
閉
店
を
契
機
と
し
て
、
公
民
館
や
役
場
支
所
が
入
る

「
さ
つ
き
会
館
」
に
設
置
さ
れ
、
必
要
に
応
じ
て
買
物
客

の
送
迎
ま
で
行
っ
て
い
る
。
新
た
に
「
地
域
運
営
組
織
」

を
立
ち
上
げ
る
こ
と
で
屋
上
屋
を
重
ね
な
く
て
も
、
住
民

主
体
の
地
域
課
題
解
決
は
可
能
で
あ
る
。

「
地
域
運
営
組
織
」
は
地
域
の
暮
ら
し
を
持
続
し
て
い

く
た
め
の
有
効
な
手
段
で
あ
る
が
、
地
域
に
よ
っ
て
は
多

く
の
課
題
が
あ
る
こ
と
も
確
か
で
あ
る
。
最
も
重
要
な
こ

と
は
、「
地
域
運
営
組
織
」
の
構
築
に
よ
り
、
こ
れ
ま
で

高
齢
男
性
中
心
で
あ
っ
た
地
域
運
営
を
、
地
域
内
外
の
人

や
組
織
が
「
み
ん
な
で
」
関
わ
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に

す
る
こ
と
で
あ
る
。

中
山
間
地
域
に
お
け
る
こ
れ
か
ら
の
課
題

以
上
の
よ
う
に
、「
小
さ
な
拠
点
」「
地
域
運
営
組
織
」「
集

落
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
の
３
点
セ
ッ
ト
で
形
成
さ
れ
る
「
集

落
生
活
圏
」
は
、
過
疎
化
・
高
齢
化
に
対
す
る
有
効
な
施

策
で
あ
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
。
ま
た
、
地
域
の
実
態
に

応
じ
て
、
３
点
の
取
り
組
み
を
個
別
に
機
能
さ
せ
る
こ
と

も
有
意
義
で
あ
る
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、
地
域
住
民
の
主

体
性
と
創
意
工
夫
に
よ
り
、
地
域
の
実
態
に
あ
っ
た
適
応

が
求
め
ら
れ
る
。
同
時
に
、
自
治
体
に
よ
る
「
付
か
ず
・

離
れ
ず
」
の
関
わ
り
と
、
中
間
支
援
組
織
や
大
学
等
に
よ

る
伴
走
型
支
援
の
継
続
が
求
め
ら
れ
る
。

残
念
な
が
ら
、
こ
う
し
た
取
り
組
み
を
継
続
し
た
と
し

て
も
、
地
域
の
人
口
減
少
や
高
齢
化
自
体
を
止
め
る
こ
と

は
難
し
い
。
近
年
で
は
、
小
売
店
の
廃
業
、
バ
ス
や
鉄
道

な
ど
公
共
交
通
機
関
の
廃
止
、
福
祉
・
医
療
施
設
の
縮
小
・

閉
鎖
な
ど
、
地
域
住
民
の
努
力
だ
け
で
は
対
応
で
き
な
い

問
題
も
頻
発
し
て
い
る
。
将
来
的
に
、
地
域
住
民
の
み
に

よ
る
地
域
維
持
は
困
難
に
な
る
と
思
わ
れ
る
。
今
後
は
、

近
隣
都
市
と
の
連
携
、遠
隔
都
市
と
の
補
完
関
係
の
構
築
、

Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
活
用
に
よ
る
新
た
な
産
業
づ
く
り
な
ど
、
中
山

間
地
域
を
維
持
す
る
た
め
の
仕
組
み
を
抜
本
的
に
考
え
直

す
必
要
が
あ
る
。
さ
ら
に
、
地
球
温
暖
化
へ
の
対
応
な
ど

を
考
え
れ
ば
、
国
土
全
体
の
あ
り
方
や
、
地
方
と
中
央
の

関
係
に
つ
い
て
本
質
的
に
見
直
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

広
島
県
で
は
集
落
対
策
を
抜
本
的
に
見
直
す
作
業
が
は

じ
ま
っ
て
い
る
。
ま
た
、
島
根
県
益
田
市
で
は
循
環
型
社

会
の
構
築
を
ミ
ッ
シ
ョ
ン
と
す
る
計
画
が
作
ら
れ
よ
う
と

し
て
い
る
。
今
後
、
中
山
間
地
域
に
お
い
て
は
、
目
の
前

の
問
題
を
解
決
す
る
対
象
療
法
で
時
間
を
稼
ぎ
つ
つ
、
地

域
や
社
会
の
構
造
を
変
革
し
て
い
く
根
本
療
法
を
図
っ
て

い
く
必
要
が
あ
る
。

【
注
】

※
１　

国
土
交
通
省
（
２
０
０
１
）
＝
「
集
落
の
衰
退
に
よ
る
地

域
の
社
会
基
盤
等
へ
の
影
響
に
関
す
る
調
査
報
告
書
」
国
土
交
通

省
。

※
２　

国
土
交
通
省
（
２
０
１
３
）
＝
「
集
落
地
域
の
大
き
な
安

心
と
希
望
を
つ
な
ぐ
『
小
さ
な
拠
点
』
づ
く
り
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
」

国
土
交
通
省
。

※
３　

藤
山
浩
編
著
（
２
０
１
９
）
＝
「『
小
さ
な
拠
点
』
を
つ
く

る
」
農
文
協
。

※
４　

国
土
交
通
省
（
２
０
１
５
）
＝
「【
実
践
編
】『
小
さ
な
拠
点
』

づ
く
り
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
」。

自治会・町内会（地縁型組織） 比較項目
地域運営組織

（ネットワーク型組織）

自治会、町内会（狭域） 活動エリア 小学校区、公民館エリア（広域）

ボンディング型
ソーシャル
キャピタル

ブリッジング型

世帯 基本単位 個人

1戸1票制 合意形成 1人1票制

住民（高齢男性が中心） 構成人員
住民＋住民以外

（年代、性別問わず）

資源管理機能、生産補完機能、生
活扶助機能（伝統的・慣習的活動）

主な活動
地域課題解決＋地域資源活用
（革新的・挑戦的活動）

会費（自治体によっては交付金） 活動資金 会費、交付金、事業費等

職員は基本的に不在 人員体制 活動拠点に職員が常駐

ともに住民自治組織であるが、その性格は大きく異なる。（筆者作成）

表１　自治会・町内会と地域運営組織の比較

特 集
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特 集

髙
橋　

由
和

特
定
非
営
利
活
動
法
人 

き
ら
り
よ
し
じ
ま
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
事
務
局
長

山
形
県
川
西
町
は
、
国
の
三
位
一
体
の
改
革
に
と
も
な

い
財
政
状
況
が
か
な
り
厳
し
い
も
の
と
な
り
、
行
財
政
改

革
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
き
た
。
き
ら
り
よ
し
じ
ま
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
（
以
下
「
き
ら
り
」）
は
、
２
０
０
２
年
に
町
の

行
財
政
改
革
に
伴
う
公
民
館
の
公
設
民
営
化
を
契
機
と

し
、
地
域
の
さ
ま
ざ
ま
な
形
骸
化
の
要
因
と
な
る
課
題
を

整
理
し
、
住
民
が
自
ら
地
域
を
再
生
さ
せ
る
た
め
に
当
時

の
地
区
公
民
館
事
務
局
の
メ
ン
バ
ー
が
中
心
と
な
り
新
た

な
組
織
の
立
ち
上
げ
に
着
手
し
た
。

２
０
０
４
年
、
地
域
内
の
地
縁
で
組
織
さ
れ
る
地
域
内

の
各
種
団
体
（
自
治
会
長
連
絡
協
議
会
、
防
犯
協
会
、
衛

生
組
織
連
合
会
、
地
区
社
会
福
祉
協
議
会
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
会
）
を
統
合
し
新
た
な
地
域
運
営
組
織
（
当
時
は
「
地

域
経
営
母
体
」
と
称
し
た
）
と
し
て
全
世
帯
加
入
型
の
Ｎ

Ｐ
Ｏ
法
人
化
を
合
同
総
会
の
折
に
住
民
に
提
案
し
た
。
し

か
し
、
40
余
年
に
わ
た
り
行
政
依
存
が
続
い
て
い
た
地
域

に
と
っ
て
「
そ
れ
は
行
政
の
仕
事
だ
」
と
い
う
思
い
が
強

く
、
す
ぐ
に
は
住
民
の
理
解
の
得
ら
れ
る
わ
け
も
な
か
っ

た
。
総
会
で
は
３
年
間
の
準
備
期
間
を
経
る
こ
と
に
つ
い

て
承
認
を
得
る
こ
と
が
で
き
た
。
課
題
の
認
識
は
あ
る
が

代
案
な
き
反
対
論
者
は
ど
こ
に
で
も
い
る
。

対
話
の
場
づ
く
り
の
必
要
性

そ
の
後
、
住
民
説
明
会
や
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
（
Ｗ
Ｓ
）
を

丁
寧
に
繰
り
返
し
、
機
構
改
革
委
員
会
や
地
区
計
画
策
定

委
員
会
を
設
置
し
少
し
ず
つ
合
意
形
成
の
形
を
取
っ
て
き
た
。

組
織
は
４
部
会
（
自
治
、
環
境
衛
生
、
福
祉
、
教
育
）
で
構

成
し
、
地
区
計
画
の
策
定
で
は
自
由
に
地
域
づ
く
り
の
夢
を

語
れ
る
「
決
め
な
い
会
議
」（
Ｗ
Ｓ
）
を
経
て
、
現
実
を
見
極

め
過
去
や
現
行
の
事
業
や
活
動
を
検
証
し
、
次
の
ア
ク
シ
ョ

ン
プ
ラ
ン
を
設
計
し
て
今
後
の
地
域
づ
く
り
の
見
通
し
を
決

定
し
て
い
く
「
決
め
る
会
議
」
の
話
し
合
い
の
文
化
が
定
着

し
た
。
事
業
評
価
に
よ
る
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
の
実
践
を
と
お
し
て「
わ

が
こ
と
化
」
が
図
ら
れ
、
企
画
か
ら
実
践
ま
で
の
合
意
形
成

が
培
わ
れ
る
。
地
域
づ
く
り
の
当
事
者
意
識
は
こ
の
よ
う
な

公
共
の
空
間
（
場
づ
く
り
）
に
よ
っ
て
醸
成
さ
れ
て
い
く
。

地
域
づ
く
り
に
求
め
ら
れ
る
人
材
と
育
成

◆◆◆◆◆◆

「
き
ら
り
」
の
特
徴
の
一
つ
に
若
者
を
組
織
の
事
務
局

に
迎
え
入
れ
た
こ
と
が
あ
げ
ら
れ
る
。
地
域
づ
く
り
の
中

で
最
も
多
い
課
題
が
人
材
の
確
保
と
育
成
で
あ
る
。「
き

ら
り
」
の
人
材
確
保
は
各
自
治
公
民
館
の
館
長
が
行
い
、

地
区
の
有
望
な
若
者
（
概
ね
18
～
35
歳
）
を
「
き
ら
り
」

に
推
薦
し
、
推
薦
さ
れ
た
若
者
は
教
育
部
会
の
専
門
部
に

所
属
さ
せ
、
Ｏ
Ｊ
Ｔ
・
Ｏ
Ｆ
Ｆ
Ｊ
Ｔ
を
実
施
し
１
～
２
年

地
域
づ
く
り
の
活
動
に
参
加
し
た
。
任
期
が
終
わ
る
と
自

治
会
に
戻
り
活
動
す
る
者
と
地
域
づ
く
り
の
経
営
に
参
画

し
た
い
者
は
さ
ら
に
「
き
ら
り
」
の
事
務
局
研
修
生
と
し

て
研
修
を
積
み
、
事
務
局
か
ら
マ
ネ
ジ
ャ
ー
、
理
事
と
い

う
順
に
段
階
的
に
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
し
て
い
く
仕
組
み
を
つ

く
っ
て
い
る
。
事
務
局
は
コ
ー
チ
ン
グ
と
フ
ァ
シ
リ
テ
ー

シ
ョ
ン
、
マ
ネ
ジ
ャ
ー
と
し
て
は
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
と
マ
ー

ケ
テ
ィ
ン
グ
の
技
術
な
ど
プ
ロ
か
ら
学
ぶ
環
境
を
つ
く
り

専
門
的
研
修
を
実
施
し
て
い
る
。

地
域
の
若
者
は
事
務
局
と
し
て
の
組
織
運
営
や
住
民
Ｗ

Ｓ
、事
業
化
プ
ロ
セ
ス
な
ど
の
学
び
と
実
践
を
繰
り
返
し
、

地
域
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
（
指
導
者
）
と
し
て
活
躍
が
可

能
と
な
る
。
２
０
２
３
年
か
ら
事
務
局
と
し
て
か
か
わ
る

若
者
は
現
在
30
人
で
平
均
年
齢
は
35
歳
で
あ
る
。
ま
た
、

人
材
育
成
は
若
者
に
限
ら
ず
、
地
域
内
外
の
住
民
や
女
性

な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
人
材
を
対
象
と
し
た
多
面
的
な
学
び
の

場
を
つ
く
り
住
民
同
士
が
相
互
補
完
で
き
る
関
係
を
目
指

す
こ
と
が
必
要
だ
。
今
ま
で
は
「
で
き
る
人
で
や
っ
て
き

た
」
が
、
こ
れ
か
ら
は
「
で
き
る
人
に
育
て
る
」
と
い
う

視
点
が
必
要
で
あ
る
。

地
域
課
題
を
事
業
に
よ
っ
て
解
決

「
き
ら
り
」
は
地
区
計
画
に
お
い
て
４
部
会
の
事
業
や

◆◆◆

小
さ
な
拠
点
と
地
域
運
営
組
織

き
ら
り
よ
し
じ
ま

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

（
山
形
県
川
西
町
）

―
公
民
館
の
公
設
民
営
化
機
に
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
―

持
続
可
能
な
住
民
総
参
加
の
地
域
づ
く
り
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活
動
が
そ
れ
ぞ
れ
約
束
さ
れ
て
い
る
。
自
治
部
会
は
、
住

民
の
安
全
・
安
心
、
所
得
向
上
、
起
業
、
交
流
、
産
業
創

出
等
が
主
な
事
業
で
、自
主
防
災
事
業
や
地
域
食
堂
の「
ま

ん
ま
屋
」「
加
工
研
究
所
」
の
運
営
な
ど
が
あ
る
。
環
境

衛
生
部
会
は
、
地
域
の
美
化
活
動
、
資
源
ご
み
回
収
、
Ｅ

Ｍ
石
鹸
（
発
酵
食
品
に
使
わ
れ
る
有
用
な
微
生
物
を
含
む

石
鹸
）
づ
く
り
、
廃
食
油
の
Ｂ
Ｄ
Ｆ
（
生
物
由
来
の
デ
ィ

ー
ゼ
ル
燃
料
）
化
、
緑
化
推
進
な
ど
が
あ
り
、
福
祉
部
会

は
、
高
齢
者
の
買
い
物
支
援
、
外
出
支
援
、
Ａ
Ｉ
で
の
見

守
り
、
学
童
保
育
の
経
営
等
の
活
動
が
あ
る
。
教
育
部
会

は
、さ
ま
ざ
ま
な
講
習
研
修
事
業
、青
少
年
健
全
育
成
「
わ

ん
ぱ
く
キ
ッ
ズ
ス
ク
ー
ル
」、
住
民
の
社
会
参
加
を
支
援

す
る
「
再
チ
ャ
レ
ン
ジ
塾
」、
総
合
型
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク

ラ
ブ
「
マ
イ
マ
イ
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
」
等
が
あ
る
。

現
在
地
区
計
画
で
実
践
さ
れ
て
い
る
事
業
は
54
事
業
で

あ
る
が
、
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
に
よ
っ
て
事
業
も
設
立
当
初
よ
り
か

な
り
ス
リ
ム
化
さ
れ
て
き
た
。

住
民
同
士
が 

助
け
合
う
地
域
づ
く
り
を

◆◆◆

地
域
は
、
そ
れ
ぞ
れ
が
持
つ
地
域
課
題
に
対
し
て
さ
ま

ざ
ま
な
分
野
の
資
源
を
集
約
し
、〝
地
域
の
力
〟
に
変
え

て
総
合
的
に
課
題
解
決
に
取
り
組
む
「
住
民
と
地
域
の
自

立
」
に
よ
る
地
域
づ
く
り
に
取
り
組
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。「
行
政
依
存
が
当
た
り
前
」
と
い
う
意
識
か
ら
決
別

し
住
民
が
自
分
の
住
む
地
域
を
ど
う
し
て
い
き
た
い
の

か
、
自
分
ら
し
く
生
き
、
住
み
続
け
る
た
め
に
、
子
ど
も

た
ち
に
地
域
の
未
来
を
託
す
た
め
に
何
が
必
要
な
の
か
、

住
民
同
士
の
対
話
の
場
か
ら
地
域
づ
く
り
の
理
念
を
掲

げ
、そ
の
実
現
に
向
け
た
手
法
や
方
向
の
選
択
に
つ
い
て
、

地
域
住
民
が
自
ら
の
責
任
で
判
断
し
、
必
要
が
あ
れ
ば
自

己
負
担
も
で
き
る
住
民
自
治
の
基
礎
、
基
盤
を
し

っ
か
り
と
築
く
こ
と
が
大
事
で
あ
る
。

し
か
し
、
地
域
を
取
り
巻
く
課
題
に
は
と
て
も

厳
し
い
も
の
が
あ
る
。
か
つ
て
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー

の
連
帯
意
識
や
支
え
合
い
の
心
は
強
い
も
の
が
あ

っ
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
れ
ら
の
意
識
は
希
薄

化
し
て
き
て
い
る
。
急
速
な
超
高
齢
化
の
中
で
、

地
域
で
は
自
治
の
形
成
そ
の
も
の
が
危
ぶ
ま
れ
て

い
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
も
少
な
く
な
い
。
こ
れ
ら

の
課
題
を
解
決
す
る
糸
口
と
し
て
、地
域
で
の
「
支

え
あ
い
」
い
わ
ゆ
る
「
互
助
精
神
」
の
呼
び
起
こ

し
が
必
要
と
考
え
る
。

特
に
地
域
内
の
ひ
と
り
暮
ら
し
の
高
齢
者
、
ま

た
は
高
齢
者
の
み
の
世
帯
、
介
護
保
険
が
適
用
に

な
ら
な
い
高
齢
者
世
帯
や
老
老
介
護
の
現
実
な

ど
、
そ
れ
こ
そ
「
困
っ
た
時
は
お
互
い
様
」
の
呼

び
起
こ
し
が
求
め
ら
れ
る
こ
と
で
あ
り
、
地
域
の

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
力
が
問
わ
れ
る
点
で
も
あ

る
。
豊
か
な
人
間
関
係
に
よ
る
地
域
内
協
働
の
具

現
化
が
急
務
で
あ
る
。

助けあいの体制

わんぱくキッズスクール

外出支援電動カーレンタル

買い物支援きらり便

防災ワークショップ
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井
越　

修

新
潟
市
福
祉
部
地
域
包
括
ケ
ア
推
進
課 

課
長
補
佐

地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
構
築

国
内
で
は
過
去
に
経
験
し
た
こ
と
の
な
い
急
激
な
人
口

減
少
、
少
子
・
超
高
齢
社
会
を
迎
え
て
い
ま
す
。
本
市
の

高
齢
化
率
は
30
・
４
％
（
２
０
２
３
年
４
月
１
日
現
在
）

と
な
っ
て
お
り
、
新
潟
県
内
の
市
町
村
の
中
で
は
低
い
ほ

う
で
す
が
、
高
齢
化
は
確
実
に
進
行
し
て
い
ま
す
。

本
市
の
高
齢
者
人
口
は
２
０
４
５
年
ま
で
増
加
を
続

け
、
高
齢
化
率
も
さ
ら
に
高
ま
り
ま
す
。
そ
の
一
方
で
、

生
産
年
齢
人
口
の
減
少
に
よ
る
労
働
力
の
不
足
、
特
に
介

護
の
担
い
手
不
足
の
深
刻
化
が
懸
念
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、

高
齢
者
が
住
み
慣
れ
た
地
域
で
安
心
し
て
暮
ら
し
続
け
る

こ
と
が
で
き
る
よ
う
、「
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
」
の

構
築
を
進
め
て
き
ま
し
た
。

地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
は
、
地
域
の
高
齢
者
に
対
し

医
療
・
介
護
・
予
防
・
住
ま
い
・
生
活
支
援
を
包
括
的
に

提
供
で
き
る
体
制
で
あ
り
、
国
は
団
塊
の
世
代
が
75
歳
以

上
と
な
る
２
０
２
５
年
を
目
途
に
こ
の
体
制
を
構
築
す
る

よ
う
各
自
治
体
に
求
め
て
い
ま
す
。
こ
の
た
び
は
、
本
市

◆◆◆

が
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
構
築
を
進
め
る
に
当
た
り

重
点
的
に
取
り
組
ん
で
き
た
、「
地
域
の
茶
の
間
」
を
中

心
と
し
た
地
域
で
の
支
え
合
い
の
仕
組
み
づ
く
り
に
つ
い

て
ご
紹
介
い
た
し
ま
す
。

取
り
組
み
の
背
景

地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
構
築
に
向
け
て
必
要
と
な

る
取
り
組
み
の
一
つ
と
し
て
生
活
支
援
の
提
供
体
制
の
整

備
が
あ
り
、
例
と
し
て
地
域
住
民
が
主
体
と
な
っ
て
行
う

高
齢
者
の
居
場
所
づ
く
り
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

本
市
で
は
、
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
構
築
が
求
め

ら
れ
る
以
前
か
ら
、
高
齢
者
な
ど
が
気
軽
に
集
ま
れ
る
場

所
を
提
供
す
る
地
域
住
民
に
対
し
て
助
成
を
行
っ
て
い
ま

し
た
が
、
ど
ち
ら
か
と
い
う
と
気
の
合
っ
た
人
同
士
や
趣

味
の
た
め
の
集
ま
り
と
い
っ
た
傾
向
が
強
い
も
の
で
し
た
。

そ
の
た
め
、
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
構
築
に
本
格
的

に
取
り
組
み
始
め
る
際
に
、
特
定
の
人
が
集
ま
る
場
所
で

は
な
く
、
子
ど
も
か
ら
高
齢
者
、
さ
ら
に
は
生
活
支
援
コ

ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
な
ど
誰
も
が
気
軽
に
参
加
で
き
る
場
を

◆◆◆

「
地
域
の
茶
の
間
」
と
し
、
支
え
合
い
の
仕
組
み
づ
く
り
の

土
台
と
し
て
取
り
組
み
を
進
め
て
い
く
こ
と
と
し
ま
し
た
。

地
域
の
茶
の
間
へ
の
支
援
の
改
善

当
時
の
集
い
の
場
は
、
そ
の
多
く
が
月
１
回
と
開
催
頻

度
が
少
な
く
、
交
流
機
会
が
十
分
で
あ
る
と
は
言
い
難
い

状
況
で
し
た
。
住
民
同
士
の
支
え
合
い
や
介
護
予
防
を
推

進
し
て
い
く
た
め
に
は
開
催
頻
度
を
増
加
さ
せ
、
常
設
的

な
も
の
に
し
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、
国
に

お
い
て
も
週
１
回
以
上
の
通
い
の
場
は
介
護
予
防
効
果
が

見
込
め
る
と
し
て
い
た
こ
と
か
ら
、
本
市
は
週
１
回
以
上

の
開
催
が
増
加
す
る
よ
う
、
２
０
１
７
年
度
に
助
成
制
度

を
見
直
し
ま
し
た
。

見
直
し
は
助
成
額
の
ほ
か
、
運
営
団
体
の
各
地
域
で
の

取
り
組
み
に
柔
軟
に
対
応
で
き
る
よ
う
、
参
加
対
象
者
に

よ
っ
て
分
け
て
い
た
助
成
区
分
を
、
週
１
回
以
上
開
催
す

る
団
体
は
月
２
０
０
０
０
円
を
上
限
に
、
月
１
回
の
開
催

団
体
は
月
２
５
０
０
円
を
上
限
と
す
る
と
い
っ
た
、
開
催

頻
度
に
よ
る
区
分
と
し
ま
し
た
。
特
に
、
月
２
回
以
上
開

催
す
る
団
体
に
は
、
３
年
以
内
に
週
１
回
以
上
へ
の
移
行

を
要
件
と
し
て
月
５
０
０
０
円
を
上
限
と
し
て
い
ま
す
。

◆◆◆

「地域の茶の間」の手本となる
モデルハウスの一つ

「地域の茶の間」では多様な世代が交流する

小
さ
な
拠
点
と
地
域
運
営
組
織

新
潟
県
新
潟
市

―
住
み
慣
れ
た
地
域
で
暮
ら
し
続
け
る
た
め
に
―

「
地
域
の
茶
の
間
」
を
中
心
に
支
え
合
い
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手
本
と
な
る
モ
デ
ル
ハ
ウ
ス
の
設
置

ま
た
、
週
１
回
以
上
開
催
の
地
域
の
茶
の
間
を
増
加
さ

せ
る
に
は
さ
ら
な
る
工
夫
も
必
要
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、

地
域
の
茶
の
間
を
体
験
し
な
が
ら
運
営
ノ
ウ
ハ
ウ
を
学
ぶ

こ
と
が
で
き
る
「
地
域
包
括
ケ
ア
推
進
モ
デ
ル
ハ
ウ
ス
」

を
各
行
政
区
に
設
置
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

モ
デ
ル
ハ
ウ
ス
は
、
一
言
で
い
え
ば
運
営
ノ
ウ
ハ
ウ
の

普
及
を
図
る
、
運
営
の
お
手
本
と
な
る
拠
点
で
す
。
運
営

費
の
助
成
額
は
年
額
80
万
４
０
０
０
円
を
上
限
と
し
て
い

ま
す
。
ま
た
、
モ
デ
ル
ハ
ウ
ス
は
週
２
回
以
上
の
開
催
を

条
件
と
し
、
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
な
ど
多
様
な
関
係

団
体
と
の
協
働
を
学
ぶ
場
で
あ
り
、
生
活
支
援
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
の
学
び
の
場
で
も
あ
り
ま
す
。
加
え
て
、
こ
れ

か
ら
始
め
よ
う
と
す
る
団
体
の
視
察
を
積
極
的
に
受
け
入

◆◆◆

れ
る
な
ど
、
地
域
の
茶
の
間
に
関
す
る
日
常
的
な
研
修
の

場
と
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
モ
デ
ル
ハ
ウ
ス
は
、
２
０
１
４
年
度
か
ら
各
行
政

区
に
順
次
設
置
し
、
本
市
の
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の

土
台
と
し
て
の
役
割
を
担
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
こ
れ
ら
の
ほ
か
に
基
幹
型
モ
デ
ル
ハ
ウ
ス
を
１

カ
所
設
け
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
支
え
合
い
の
仕
組
み
づ

く
り
の
中
心
と
し
て
の
地
域
の
茶
の
間
の
お
手
本
と
な
る

も
の
で
す
。
そ
の
た
め
、
こ
の
基
幹
型
モ
デ
ル
ハ
ウ
ス
は

運
営
団
体
と
本
市
の
協
働
事
業
と
し
て
位
置
づ
け
、
日
々

の
開
催
や
運
営
は
団
体
に
お
願
い
し
、
施
設
や
光
熱
水
費

な
ど
は
本
市
が
負
担
し
て
い
ま
す
。

取
り
組
み
を 

持
続
可
能
な
も
の
と
す
る
た
め
に

こ
う
し
た
取
り
組
み
を
進
め
て
き
た
こ
と
で
、
２
０
１

◆◆◆

４
年
度
で
は
３
１
５
カ
所
で
あ
っ
た
地
域
の
茶
の
間
は
、

２
０
２
２
年
度
に
は
４
４
１
カ
所
と
な
り
、
中
で
も
、
助

成
制
度
見
直
し
前
に
は
な
か
っ
た
週
１
回
以
上
の
開
催
は

80
カ
所
と
な
り
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
モ
デ
ル
ハ
ウ
ス
に
お

い
て
は
、
作
業
療
法
士
や
保
健
師
に
よ
る
生
活
相
談
や
、

高
齢
者
の
保
健
事
業
と
介
護
予
防
の
一
体
的
実
施
に
よ
る

健
康
相
談
の
取
り
組
み
も
行
う
な
ど
、
地
域
の
茶
の
間
を

中
心
と
し
た
支
え
合
い
の
仕
組
み
づ
く
り
は
着
実
に
進
ん

で
い
る
も
の
と
考
え
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
取
り
組
み
が
進
ん
だ
背
景
に
は
、
市
が
委
嘱

し
て
い
る
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
に
基
幹
型
モ
デ
ル
ハ
ウ
ス
の
運

営
を
お
願
い
し
て
い
る
こ
と
や
、
包
括
連
携
協
定
を
締
結

し
て
い
る
公
益
財
団
法
人
さ
わ
や
か
福
祉
財
団
か
ら
の
ご

助
言
も
大
き
く
影
響
し
て
い
ま
す
。

一
方
で
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
に
よ

り
、
ピ
ー
ク
時
に
は
５
０
１
カ
所
あ
っ
た
地
域
の
茶
の
間

は
、
現
在
４
４
１
カ
所
と
な
っ
た
こ
と
か
ら
、

地
域
で
の
交
流
機
会
の
確
保
の
た
め
に
も
、
コ

ロ
ナ
禍
前
ま
で
戻
す
こ
と
が
必
要
で
す
。
加
え

て
、
地
域
の
茶
の
間
は
開
設
当
初
と
比
較
し
て

利
用
者
の
固
定
化
や
、
運
営
者
・
利
用
者
の
高

齢
化
が
進
ん
で
い
る
こ
と
か
ら
、
地
域
で
の
支

え
合
い
の
持
続
性
を
高
め
て
い
く
た
め
に
も
、

新
た
な
運
営
者
へ
引
き
継
ぐ
仕
組
み
づ
く
り
な

ど
も
必
要
と
な
っ
て
い
ま
す
。

今
後
は
こ
う
し
た
課
題
に
一
つ
一
つ
取
り
組

み
、
本
市
の
高
齢
者
の
方
々
が
こ
れ
か
ら
も
住

み
慣
れ
た
地
域
で
人
や
社
会
と
つ
な
が
り
、
健

康
で
生
き
が
い
を
持
ち
続
け
る
こ
と
が
で
き
る

ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。
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長
田　

英
富

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
さ
い
は
ら
理
事
長

小
さ
な
拠
点
「
び
り
ゅ
う
館
」

小
さ
な
拠
点
事
業
を
展
開
す
る
「
羽は

置お
き

の
里
び
り
ゅ
う

館
」
は
、
山
梨
県
東
端
の
上
野
原
市
、
そ
の
北
端
の
山
奥

の
西さ

い

原は
ら

に
あ
る
。
隣
が
東
京
都
と
は
思
え
な
い
、
と
ん
で

も
な
い
田
舎
で
あ
る
。
人
口
も
５
０
０
人
を
割
り
過
疎
化

が
深
刻
で
、
65
歳
以
上
人
口
も
60
％
を
超
え
る
。

び
り
ゅ
う
館
は
、
平
成
13
年
に
農
林
水
産
省
の
事
業
に

よ
り
、
都
市
住
民
と
の
交
流
の
場
・
活
性
化
の
拠
点
と
し

て
建
設
さ
れ
た
。
地
産
地
消
を
目
指
し
、
地
元
の
水
車
で

ひ
い
た
そ
ば
粉
で
地
元
の
お
か
あ
が
打
っ
た
手
打
ち
そ

ば
、
地
元
の
お
爺
さ
ん
が
代
々
作
り
続
け
て
い
る
貴
重
な

雑
穀
や
郷
土
料
理
を
味
わ
え
る
食
堂
に
直
売
所
が
あ
る
。

そ
し
て
、
多
目
的
室
で
は
高
齢
者
向
け
介
護
予
防
の
体
操

教
室
な
ど
を
行
っ
て
い
る
。

平
成
22
年
に
西
原
地
域
の
活
性
化
を
目
的
に
設
立
さ
れ

た
「
特
定
非
営
利
活
動
法
人
さ
い
は
ら
（
以
下
「
Ｎ
Ｐ
Ｏ

さ
い
は
ら
」）
が
、
び
り
ゅ
う
館
の
運
営
を
し
て
い
る
。

平
成
25
年
に
は
「
小
さ
な
拠
点
づ
く
り
」
全
世
帯
ア
ン
ケ

◆◆◆

ー
ト
の
結
果
を
受
け
、
新
た
に
高
齢
者
支
援
サ
ー
ビ
ス
を

実
施
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

体
操
＋
ア
ル
フ
ァ
の
楽
し
み　

平
成
26
年
、
び
り
ゅ
う
館
で
65
歳
以
上
対
象
の
介
護
予

防
「
い
き
い
き
体
操
教
室
」
が
ス
タ
ー
ト
。
参
加
者
は
２

ク
ラ
ス
45
人
を
超
え
る
な
ど
盛
況
で
、
そ
の
人
気
は
衰
え

な
い
。
ス
タ
ー
ト
時
は
75
～
80
歳
が
一
番
多
か
っ
た
の
だ

が
、
元
気
に
い
き
い
き
と
通
い
続
け
９
年
目
に
入
っ
た
今

年
、
85
～
90
歳
が
一
番
多
数
に
！　

80
歳
を
過
ぎ
て
も
継

続
は
力
な
り
!!

楽
し
み
は
、
送
迎
車
内
で
の
に
ぎ
や
か
な
会
話
か
ら
。

何
よ
り
貴
重
な
の
は
「
人
と
会
う
」
と
い
う
こ
と
。
毎
週

変
わ
ら
な
い
再
会
が
何
よ
り
尊
い
。
少
し
離
れ
た
友
だ
ち

に
会
う
の
も
徒
歩
30
分
以
上
。
な
の
で
、
地
域
の
四
方
八

方
か
ら
、
同
年
代
が
集
ま
る
こ
と
は
と
て
も
と
て
も
価
値

が
あ
る
。
十
数
年
ぶ
り
に
同
級
生
と
再
会
し
、
そ
し
て
毎

週
会
え
る
の
だ
か
ら
、
な
ん
と
劇
的
で
ス
テ
キ
な
変
化
だ

ろ
う
。

◆◆◆

腕
が
上
が
る
、
立
ち
上
が
り
が
ラ
ク
、
が
ん
ば
り
と
リ

ラ
ッ
ク
ス
の
体
操
で
ス
ッ
キ
リ
。
真
剣
に
や
っ
て
も
、
こ

ん
が
ら
が
る
（
笑
）。
ま
ぁ
無
理
は
禁
物
な
の
で
、
音
楽

に
よ
る
体
操
で
心
身
と
も
に
癒
や
さ
れ
な
が
ら
。
歌
謡
曲

で
元
気
を
も
ら
い
、
童
謡
で
過
去
に
タ
イ
ム
ト
リ
ッ
プ
。

誰
も
が
知
っ
て
い
て
も
聞
く
機
会
は
な
い
懐
か
し
い
唄
。

口
ず
さ
ん
で
、
目
も
潤
む
。

そ
し
て
、
お
待
ち
か
ね
の
び
り
ゅ
う
館
手
づ
く
り
の
昼

食
。
家
族
の
食
事
を
作
り
続
け
て
半
世
紀
以
上
。
バ
ラ
エ

テ
ィ
に
富
ん
だ
メ
ニ
ュ
ー
と
作
っ
て
も
ら
う
喜
び
は
ひ
と

し
お
だ
。

大
切
な
高
齢
者
の
交
流
の
場
と
し
て

週
に
一
度
の
い
き
い
き
体
操
教
室
を
心
待
ち
に
す
る
ド

キ
ド
キ
感
、
生
活
に
メ
リ
ハ
リ
が
で
き
、
目
標
が
で
き
、

健
康
の
た
め
に
体
操
が
で
き
、
ふ
だ
ん
会
え
な
い
友
人
に

◆◆◆

羽置の里びりゅう館

小
さ
な
拠
点
と
地
域
運
営
組
織

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
さ
い
は
ら

（
山
梨
県
上
野
原
市
）

―
高
齢
者
の
交
流
の
場
づ
く
り
と
生
活
支
援
―

一
緒
に
生
き
て
い
く
作
業
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も
会
え
て
、
ほ
ん
の
少
し
の
競
争
心
が
生
ま
れ
、
元
気
で

い
た
い
！
の
欲
が
高
ま
る
。
こ
の
教
室
に
来
る
の
が
唯
一

の
楽
し
み
！
生
き
が
い
よ
！
と
い
う
方
も
多
く
、
こ
の
地

区
に
住
む
高
齢
者
に
は
必
要
不
可
欠
な
も
の
と
、
継
続
す

る
責
任
の
重
さ
を
ひ
し
ひ
し
と
感
じ
て
い
る
。

弁
当
も
配
る
し
、
気
も
配
る

◆◆◆

市
か
ら
受
託
し
た
配
食
サ
ー
ビ
ス
事
業
で
、
高
齢
者
へ

の
弁
当
の
配
達
と
安
否
確
認
を
平
成
22
年
度
か
ら
行
っ
て

い
る
。
需
要
が
あ
り
そ
う
だ
が
、
年
齢
や
所
得
、
世
帯
構

成
等
の
要
件
が
あ
り
、
利
用
者
が
平
均
10
世
帯
程
度
に
留

ま
っ
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
配
達
員
の
人
件
費
や
ガ
ソ
リ

ン
代
を
賄
え
て
い
な
い
。
過
疎
の
山
奥
な
の
で
ポ
ツ
ン
と

一
軒
家
の
お
宅
も
珍
し
く
な
い
。
配
達
の
距
離
も
長
く
、

一
食
の
弁
当
の
た
め
に
峠
も
越
え
る
。
耳
の
遠
い
お
婆
さ

ん
の
家
の
周
り
を
ぐ
る
ぐ
る
と
呼
び
、
近
く
の
畑
ま
で
声

を
張
り
上
げ
て
お
爺
さ
ん
を
探
し
に
行
き
、
よ
う
や
く
姿

を
確
認
し
お
弁
当
を
手
渡
す
。
届
け
る
だ
け
と
思
わ
れ
が

ち
だ
が
、
暑
け
れ
ば
水
分
を
摂
っ
て
い
る
か
、
寒
け
れ
ば

暖
か
く
し
て
い
る
か
、
声
を
か
け
て
表
情
や
生
活
な
ど
の

変
化
に
気
づ
く
こ
と
が
大
切
だ
。

自
炊
を
し
て
い
た
が
お
っ
く
う
に
な
り
、
食
材
や
火
の

扱
い
も
難
し
く
な
り
、弁
当
を
頼
む
に
至
っ
た
の
だ
か
ら
、

健
康
状
態
も
悪
く
日
常
の
生
活
の
ボ
ー
ダ
ー
ラ
イ
ン
に
い

る
。
弁
当
を
冷
蔵
庫
に
何
食
も
溜
め
た
り
、
飲
食
も
せ
ず

に
寝
た
ま
ま
だ
っ
た
り
、
と
い
う
現
実
を
目
に
す
る
。
そ

し
て
、
家
族
と
の
同
居
、
施
設
へ
入
所
、
入
院
な
ど
で
、

家
か
ら
離
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
っ
た
と
き
、
弁
当
配

達
も
終
わ
る
。

過
疎
地
域
の
お
弁
当
配
達
は
、
お
し
ゃ
べ
り
も
大
切
だ

が
、
こ
の
点
は
需
要
と
供
給
の
バ
ラ
ン
ス
が
取
れ
て
い
な

い
。
命
を
預
か
り
、
市
や
福
祉
サ
ー
ビ
ス
、
家
族
と
の
連

携
と
い
う
大
き
な
役
割
も
担
っ
て
い
る
が
、
各
々
の
心
に

寄
り
添
う
ま
で
に
は
至
っ
て
い
な
い
。

ち
ょ
っ
と
し
た
生
活
の
手
伝
い

高
齢
者
が
安
心
し
て
暮
ら
し
続
け
ら
れ
る
よ
う
に
地
域

で
支
え
る
介
護
予
防
の
取
り
組
み
。こ
の
事
業
の
一
環
で
、

困
り
ご
と
や
、悩
み
ご
と
を
一
緒
に
解
決
し
ま
し
ょ
う
と
、

ち
ょ
っ
と
だ
け
有
償
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
、
病
院
・
買
い

物
の
送
迎
や
、
畑
、
草
刈
り
の
お
手
伝

い
、
電
球
交
換
…
な
ど
な
ど
、「
一
緒

に
生
き
て
い
く
作
業
」と
い
う
こ
と
だ
。

び
り
ゅ
う
館
は
、
集
い
の
場
、
生
活
の

支
え
、
心
の
支
え
と
な
り
、
楽
し
い
と

き
も
心
配
な
と
き
も
常
に
先
ず
頭
に
浮

か
ぶ
、
そ
ん
な
所
で
あ
り
た
い
。
ス
テ

ー
ジ
広
場
を
健
康
公
園
化
、
散
歩
、
く

つ
ろ
ぎ
、お
し
ゃ
べ
り
で
、日
々
、人
々

が
集
う
、
そ
ん
な
憩
い
の
場
に
し
て
い

き
た
い
。

10
月
に
は
、
び
り
ゅ
う
館
広
場
で
老

若
男
女
、
楽
し
く
集
え
る
お
祭
り
イ
ベ

ン
ト
を
開
催
し
ま
す
！

◆◆◆

体操後の食事を楽しむ

いきいき体操教室後に食事をする高齢者

いきいき体操教室の様子

びりゅう館では異世代交流も
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片
桐　

明

道
の
駅
南
信
州
と
よ
お
か
マ
ル
シ
ェ
駅
長

株
式
会
社
豊
か
な
丘
代
表
取
締
役

リ
ニ
ア
中
央
新
幹
線
が
や
っ
て
く
る
！

豊
丘
村
は
、
長
野
県
の
南
部
、
飯
田
市
の
北
東
に
位
置

し
、
天
竜
川
が
形
成
し
た
日
本
一
と
う
た
わ
れ
る
河
岸
段

丘
（
伊
那
谷
）
の
中
心
に
あ
り
ま
す
。
人
口
は
６
７
０
０

人
弱
の
小
さ
な
自
治
体
で
、
産
業
の
中
心
は
、
り
ん
ご
、

ぶ
ど
う
、
梨
、
桃
、
市
田
柿
な
ど
の
果
樹
栽
培
を
中
核
と

し
た
農
業
で
す
。
ま
た
、
秋
に
収
穫
さ
れ
る
、
特
産
の
ま

つ
た
け
は
、
今
で
は
日
本
一
と
言
っ
て
も
い
い
ほ
ど
の
有

数
の
産
地
で
あ
り
、
平
年
は
毎
年
10
㌧
を
超
え
る
取
り
扱

い
が
あ
り
、
ま
つ
た
け
だ
け
で
５
億
円
を
超
え
る
大
き
な

産
業
に
な
っ
て
い
ま
す
。

現
在
村
内
各
地
に
お
い
て
、
リ
ニ
ア
中
央
新
幹
線
の
ト

ン
ネ
ル
掘
削
工
事
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
こ
の
リ
ニ
ア

中
央
新
幹
線
が
令
和
９
年
以
降
開
業
す
る
と
、
東
京
ま
で

40
分
、
名
古
屋
ま
で
20
分
と
都
市
と
の
時
間
が
劇
的
に
縮

ま
り
、
こ
れ
ま
で
日
本
の
中
で
、
東
京
に
最
も
遠
い
南
信

州
と
言
わ
れ
て
お
り
ま
し
た
が
、
逆
に
最
も
近
く
な
る
こ

と
か
ら
、
今
後
最
大
の
取
り
組
み
は
、
こ
の
リ
ニ
ア
を
い

◆◆◆

か
に
生
か
せ
る
か
が
、
当
村
を
は
じ
め
南
信
州
地
域
の
大

き
な
課
題
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

道
の
駅
設
立
ま
で
の
経
緯

以
前
は
村
内
に
Ｊ
Ａ
の
集
出
荷
・
選
果
場
が
あ
り
、
そ

の
一
角
で
村
内
の
農
産
物
も
販
売
さ
れ
て
お
り
ま
し
た

が
、
Ｊ
Ａ
の
合
併
に
よ
り
選
果
場
も
統
廃
合
さ
れ
、
村
内

に
は
直
売
所
が
な
く
な
っ
て
し
ま
い
、
村
民
か
ら
は
「
村

内
で
生
産
さ
れ
た
果
物
を
買
い
た
く
て
も
買
う
と
こ
ろ
が

な
い
」
と
い
う
、
問
い
合
わ
せ
や
ご
意
見
が
寄
せ
ら
れ
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
昼
食
営
業
を
し
て
い
た
喫
茶
店
や
飲
食
店
が
平

成
20
年
頃
か
ら
徐
々
に
昼
食
の
営
業
を
や
め
て
し
ま
っ
た

こ
と
か
ら
、
村
内
に
お
い
て
は
昼
食
を
提
供
す
る
施
設
が

な
く
な
っ
て
し
ま
い
、
企
業
の
商
談
な
ど
住
民
に
と
っ
て

も
非
常
に
不
便
な
状
況
と
な
っ
て
お
り
ま
し
た
。

こ
う
し
た
中
、
平
成
24
年
３
月
に
行
っ
た
農
村
フ
ォ
ー

ラ
ム
で
、「
農
商
工
連
係
の
豊
丘
農
産
物
、
６
次
産
業
化

で
ひ
と
儲
け
」
と
題
し
た
講
演
会
を
実
施
し
た
と
こ
ろ
、

◆◆◆

講
師
の
先
生
か
ら
は
、「
豊
丘
村
に
は
優
れ
た
農
産
物
と

加
工
技
術
が
あ
る
の
に
生
か
し
き
れ
て
い
な
い
。
す
ぐ
に

で
も
実
践
す
べ
き
」
と
提
言
が
あ
り
、
村
民
ア
ン
ケ
ー
ト

で
も
直
売
所
や
昼
食
施
設
開
設
の
要
望
を
多
数
い
た
だ
き

ま
し
た
。

そ
こ
で
、
そ
の
年
の
７
月
に
議
会
や
農
業
関
係
者
等
、

総
勢
40
人
で
「
６
次
産
業
化
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
」
を

設
置
し
、
月
に
数
回
の
議
論
を
重
ね
る
中
、
そ
の
１
年
後

に
は
、
短
期
構
想
と
し
て
、「
農
産
物
直
売
所
」
と
「
農

家
レ
ス
ト
ラ
ン
」
の
開
設
計
画
を
策
定
し
ま
し
た
。

一
方
、
村
内
六
つ
の
個
人
商
店
が
集
ま
っ
て
、
平
成
元

年
に
「
パ
ル
ム
」
と
い
う
、
中
規
模
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ

ト
を
新
設
し
、
村
民
の
日
常
生
活
に
お
け
る
重
要
な
役
割

を
担
っ
て
い
ま
し
た
。
と
こ
ろ
が
、
平
成
25
年
頃
に
な
る

と
、
周
辺
市
町
村
へ
の
大
型
店
舗
の
進
出
や
、
店
舗
・
設

備
の
経
年
劣
化
、
経
営
陣
の
高
齢
化
な
ど
も
あ
り
、
店
舗

廃
業
の
議
論
が
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

こ
う
し
た
状
況
下
、
行
政
と
し
て
も
、
村
内
に
唯
一
の

生
鮮
食
料
品
店
が
な
く
な
っ
た
ら
、
村
と
し
て
も
死
活
問

題
で
あ
る
と
重
く
受
け
止
め
、対
応
策
を
検
討
し
た
結
果
、

最
終
的
に
建
物
は
村
で
建
設
す
る
の
で
、
テ
ナ
ン
ト
と
し

て
入
店
し
て
も
ら
い
、
経
営
の
継
続
を
お
願
い
す
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。

ち
ょ
う
ど
そ
の
こ
ろ
、
国
土
交
通
省
が
道
の
駅
開
設
の

キ
ャ
ラ
バ
ン
を
展
開
し
て
お
り
、
当
村
へ
も
道
の
駅
登
録

の
打
診
が
あ
り
ま
し
た
。
登
録
の
メ
リ
ッ
ト
、
デ
メ
リ
ッ

ト
な
ど
を
総
合
的
に
判
断
し
た
結
果
、「
道
の
駅
」
登
録

を
申
請
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。
前
述
の
施
設
を
道
の
駅

と
し
て
建
設
す
る
よ
う
に
方
向
転
換
し
、
直
売
所
の
在
り

方
や
農
家
レ
ス
ト
ラ
ン
の
運
営
方
法
な
ど
、
各
種
合
意
形

成
を
図
り
な
が
ら
、
並
行
し
て
建
物
や
敷
地
の
全
体
構
想

小
さ
な
拠
点
と
地
域
運
営
組
織

道
の
駅
南
信
州

と
よ
お
か
マ
ル
シ
ェ

（
長
野
県
豊
丘
村
）

―
既
存
農
業
生
か
し
道
の
駅
と
小
さ
な
拠
点
で
活
性
化
―

南
信
州
の
産
業
・
観
光
の
拠
点
を
め
ざ
し
て
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や
建
物
の
設
計
に
取
り
掛
か
り
、
平
成
30
年
４
月
に
オ
ー

プ
ン
す
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

現
在
開
設
か
ら
６
年
目
を
迎
え
て
お
り
ま
す
が
、
農
産

物
直
売
所
の
出
荷
登
録
者
が
５
０
０
人
を
超
え
、
四
季

折
々
の
栽
培
・
出
荷
計
画
を
建
て
て
い
る
方
も
い
る
な
ど
、

生
産
者
の
や
り
が
い
や
生
き
甲
斐
に
も
つ
な
が
っ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
新
規
就
農
し
や
す
い
村
と
し
て
、
毎
年
数
名

の
方
が
就
農
し
、
Ｊ
Ａ
出
荷
と
と
も
に
直
売
所
出
荷
に
も

ご
協
力
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

小
さ
な
拠
点
整
備
計
画
か
ら 

地
域
商
社
設
立
ま
で

道
の
駅
の
運
営
に
つ
い
て
は
近
県
の
先
進
地
視
察
等
を

重
ね
、
最
終
的
に
は
第
３
セ
ク
タ
ー
方
式
の
株
式
会
社
設

立
を
め
ざ
し
ま
し
た
。
こ
う
し
た
中
、
内
閣
府
の
事
業
で

地
域
再
生
計
画
を
策
定
す
る
こ
と
に
よ
り
、
小
さ
な
拠
点

税
制
の
優
遇
措
置
（
出
資
金
に
対
す
る
所
得
税
控
除
）
を

受
け
ら
れ
、
道
の
駅
の
テ
ナ
ン
ト
部
分
で
あ
る
日
用
食
料

品
販
売
店
舗
建
設
へ
は
地
方
創
生
拠
点
整
備
交
付
金
が
充

て
ら
れ
る
こ
と
が
分
か
り
、
道
の
駅
を
核
と
し
た
小
さ
な

拠
点
整
備
構
想
を
策
定
い
た
し
ま
し
た
。

構
想
で
は
、
住
民
が
安
心
し
て
暮
ら
す
た
め
に
必
要
な

生
活
サ
ー
ビ
ス
機
能
の
集
約
・
確
保
や
、
交
通
弱
者
対
策

と
し
て
、
小
さ
な
拠
点
（
道
の
駅
）
を
ハ
ブ
と
し
て
村
内

各
地
域
と
病
院
、
Ｊ
Ｒ
駅
、
学
校
等
を
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ

ス
で
結
ぶ
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
築
な
ど
が
盛
り
込
ま

れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
こ
の
道
の
駅
を
運
営
す
る
組
織
で
す
が
、
住
民

説
明
会
を
通
じ
、
こ
の
道
の
駅
設
置
の
意
義
や
村
民
の
み

ん
な
の
道
の
駅
で
あ
る
こ
と
の
理
解
、
お
よ
び
小
さ
な
拠

点
税
制
の
優
遇
内
容
等
を
説
明
し
つ
つ
住
民
出
資
を
募
っ

◆◆◆

た
と
こ
ろ
、
２
７
０
人
余

の
み
な
さ
ま
か
ら
出
資
い

た
だ
く
事
と
な
り
、
そ
こ

へ
村
か
ら
の
出
資
を
加
え

て
地
域
商
社
（
第
３
セ
ク

タ
ー
）
を
設
立
し
、
こ
の

会
社
の
名
称
を
「
株
式
会

社
豊
か
な
丘
」
と
し
ま
し

た
。な

お
、
こ
の
道
の
駅
の

土
地
や
建
物
は
豊
丘
村
の

資
産
で
あ
り
、（
株
）
豊

か
な
丘
は
指
定
管
理
者
と

し
て
道
の
駅
を
管
理
・
運

営
し
て
お
り
ま
す
。

今
後
の
展
望

農
家
の
販
路
拡
大
、
所

得
向
上
を
目
指
し
た
農
産

物
直
売
所
と
農
家
レ
ス
ト

ラ
ン
の
営
業
、
６
次
産
業

化
の
事
業
展
開
と
し
て
、

農
産
物
加
工
品
、
惣
菜
、

パ
ン
、
ジ
ェ
ラ
ー
ト
な
ど

の
製
造
販
売
施
設
の
開

設
、
都
市
と
の
交
流
や
観

光
振
興
と
し
て
の
情
報
提

供
施
設
や
屋
根
付
イ
ベ
ン

ト
広
場
の
運
営
な
ど
、
先
ず
は
農
家
が
元
気
で
あ
り
、
地

域
が
元
気
で
あ
る
こ
と
を
念
頭
に
、
事
業
展
開
を
図
り
な

◆◆◆

が
ら
、
将
来
の
リ
ニ
ア
中
央
新
幹
線
の
開
業
に
向
け
て
あ

ら
ゆ
る
可
能
性
を
模
索
し
て
参
り
ま
す
。

2022 年のクリスマスカーニバルの様子

道の駅　南信州とよおかマルシェ外観

道の駅 5 周年感謝祭では、地元高校生が書道パフォーマンスを披露した

買い物客でにぎわう直売所「四季彩市場」
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奈
良
県
吉
野
郡
川
上
村
は
奈
良
県
の
南
東
部
に
位
置

し
、
面
積
の
97
％
が
山
林
で
人
口
は
約
１
３
０
０
人
、
高

齢
化
率
が
57
％
と
い
う
過
疎
の
村
で
あ
る
。
若
者
世
代
の

進
学
・
就
職
に
よ
る
転
出
は
多
い
が
、
そ
れ
以
上
に
、
都

市
部
に
住
む
子
ど
も
か
ら
の
呼
び
寄
せ
に
よ
る
転
出
が
多

い
こ
と
が
人
口
減
少
の
大
き
な
要
因
と
な
っ
て
い
る
。

こ
う
し
た
要
因
を
役
場
の
若
手
職
員
が
自
主
勉
強
会
を

開
き
分
析
し
た
。
都
市
部
の
若
者
に
向
け
て
の
移
住
施
策

も
大
切
で
あ
る
が
、
ま
ず
は
今
暮
ら
し
て
い
る
村
民
が
安

心
し
て
住
み
続
け
ら
れ
る
定
住
の
仕
組
み
づ
く
り
が
必
要

で
あ
る
と
考
え
た
。
村
内
各
種
団
体
に
加
え
て
村
外
の
民

間
企
業
や
金
融
機
関
、
行
政
等
も
参
画
し
、
村
の
中
心
か

ら
離
れ
た
地
域
に
「
小
さ
な
拠
点
」
と
し
て
村
民
の
日
々

の
暮
ら
し
を
支
え
る
活
動
を
行
う
「
一
般
社
団
法
人
か
わ

か
み
ら
い
ふ
」
を
設
立
し
た
。

か
わ
か
み
ら
い
ふ
の
取
り
組
み

生
鮮
食
料
品
を
販
売
す
る
お
店
が
一
件
も
な
い
川
上
村

で
の
お
買
い
物
支
援
と
し
て
「
移
動
ス
ー
パ
ー
事
業
」「
な

◆◆◆

ら
コ
ー
プ
宅
配
事
業
」、
災
害
時
な
ど
の
燃
料
備
蓄
や
イ

ン
フ
ラ
の
維
持
と
し
て
の
「
ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド
事
業
」、

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
創
出
活
動
と
し
て
「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
カ
フ

ェ
の
営
業
」「
子
ど
も
会
活
動
や
住
民
サ
ー
ク
ル
活
動
の

運
営
支
援
」
を
行
っ
て
い
る
。

そ
の
他
に
も
巡
回
診
療
や
健
康
体
操
の
会
場
、
川
上
村

で
採
れ
た
野
菜
の
販
売
を
行
う
「
や
ま
い
き
市
」、
家
か

ら
バ
ス
停
ま
で
の
無
料
送
迎
を
行
う
「
ニ
コ
ニ
コ
号
の
運

営
」
な
ど
、
川
上
村
で
の
生
活
に
必
要
な
取
り
組
み
や
村

民
の
交
流
の
場
づ
く
り
に
つ
な
が
る
取
り
組
み
を
行
っ
て

い
る
。村

で
の
暮
ら
し
に
付
加
価
値
を
つ
け
る

特
徴
的
な
取
り
組
み
と
し
て
、
移
動
ス
ー
パ
ー
に
は
定

期
的
に
看
護
師
と
歯
科
衛
生
士
が
同
行
し
て
い
る
。
お
買

い
物
に
来
る
村
民
の
健
康
チ
ェ
ッ
ク
や
生
活
相
談
も
受

け
、
食
生
活
の
ア
ド
バ
イ
ス
も
行
う
。
食
材
の
提
供
だ
け

で
終
わ
ら
ず
、
美
味
し
く
食
べ
る
こ
と
が
日
々
の
健
康
に

つ
な
が
る
「
口
は
健
康
の
入
り
口
」
の
考
え
方
を
身
近
に

◆◆◆

実
践
し
て
い
る
。
お
買
い
物
の
つ
い
で
に
血
圧
測
定
や
健

康
相
談
も
気
軽
に
で
き
る
関
係
を
築
い
て
い
る
こ
と
で
、

病
気
の
早
期
発
見
・
早
期
治
療
に
つ
な
が
り
、
地
域
の
医

療
費
の
削
減
に
も
つ
な
が
る
取
り
組
み
と
な
っ
て
い
る
。

地
元
消
防
署
の
協
力
を
得
て
、
も
し
も
の
時
の
救
急
や

急
病
対
応
に
も
積
極
的
に
関
わ
っ
て
い
る
。
川
上
村
に
救

急
車
が
到
着
す
る
ま
で
に
時
間
が
か
か
る
た
め
、
ス
タ
ッ

フ
全
員
が
救
命
講
習
を
定
期
的
に
受
講
し
、
す
べ
て
の
営

業
車
両
に
は
Ａ
Ｅ
Ｄ
を
搭
載
し
た
。
さ
ら
に
一
部
の
ス
タ

ッ
フ
が
救
急
救
命
指
導
資
格
も
取
得
し
、
か
わ
か
み
ら
い

ふ
が
住
民
や
事
業
所
に
そ
の
活
動
を
広
め
る
役
割
を
担
っ

て
い
る
。

単
な
る
お
買
い
物
支
援
だ
け
で
は
な
く
、
村
で
の
暮
ら

し
に
付
加
価
値
を
提
供
す
る
こ
と
が
定
住
の
仕
組
み
づ
く

り
に
結
び
つ
い
て
い
る
。

新
型
コ
ロ
ナ
機
に
新
た
な
チ
ャ
レ
ン
ジ

川
上
村
の
高
齢
者
は
お
出
か
け
し
た
り
畑
を
し
た
り
と

活
発
で
元
気
な
方
ば
か
り
で
あ
っ
た
が
、
コ
ロ
ナ
禍
で
ほ

と
ん
ど
の
村
民
が
外
出
を
控
え
家
に
こ
も
る
生
活
と
な

り
、
弱
っ
て
い
く
姿
が
数
多
く
見
う
け
ら
れ
た
。

そ
こ
で
高
齢
者
の
生
き
が
い
づ
く
り
の
取
り
組
み
と
し

て
、「
農
業
」
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
こ
と
に
し
た
。
か
わ

か
み
ら
い
ふ
で
農
園
を
つ
く
り
、
高
齢
者
を
雇
用
し
て
一

緒
に
農
作
業
を
行
っ
て
い
く
。「
作
る
喜
び
」「
働
く
喜
び
」

「
稼
ぐ
喜
び
」
を
一
緒
に
感
じ
て
も
ら
い
、
再
び
元
気
に

な
っ
て
も
ら
う
こ
と
が
目
的
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
農
業
は

簡
単
な
も
の
で
は
な
い
が
、
現
状
の
活
動
と
同
様
に
、
み

ん
な
で
協
力
し
て
成
功
さ
せ
た
い
と
思
っ
て
い
る
。
試
験

的
に
小
さ
な
ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
を
建
て
て
栽
培
を
開
始
し

◆◆◆

小
さ
な
拠
点
と
地
域
運
営
組
織

一
般
社
団
法
人

か
わ
か
み
ら
い
ふ

（
奈
良
県
川
上
村
）

―
暮
ら
し
続
け
る
こ
と
が
出
来
る
村
づ
く
り
―

村
民
の
日
々
の
暮
ら
し
を
支
え
ま
す三

宅　

正
記

一
般
社
団
法
人 

か
わ
か
み
ら
い
ふ
事
務
局
長

5
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た
と
こ
ろ
、
予
想
以
上
の
収
穫
が
あ
っ
た
。
今
後
は
高
齢

者
を
雇
用
し
て
規
模
を
拡
大
し
て
い
く
こ
と
に
加
え
て
、

同
時
に
自
宅
で
畑
仕
事
を
し
た
い
方
の
サ
ポ
ー
ト
も
行
っ

て
い
き
な
が
ら
、
多
く
の
高
齢
者
が
い
つ
ま
で
も
元
気
に

暮
ら
し
続
け
る
た
め
の
お
手
伝
い
を
し
て
い
き
た
い
。

村
民
が
支
え
る
か
わ
か
み
ら
い
ふ

約
１
３
０
０
人
の
村
で
営
業
し
て
い
る
移
動
ス
ー
パ
ー

や
コ
ー
プ
宅
配
、
ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド
の
年
間
売
り
上
げ

は
総
額
約
２
億
円
、
村
民
が
か
わ
か
み
ら
い
ふ
に
使
っ
て

く
れ
た
金
額
で
あ
る
。
一
般
の
民
間
企
業
と
は
違
い
、
売

り
上
げ
を
追
求
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
く
、
村
民
の
暮
ら

し
の
サ
ポ
ー
ト
と
し
て
運
営
し
て
い
る
だ
け
に
も
か
か
わ

ら
ず
多
く
の
村
民
が
利
用
し
て
く
れ
て
い
る
。
ま
だ
車
に

◆◆◆

乗
っ
て
村
外
の
ス
ー
パ
ー
や
デ
パ
ー
ト
に
買
い
物
に
行
け

る
年
代
の
方
も
「
自
分
が
高
齢
者
に
な
っ
た
時
に
か
わ
か

み
ら
い
ふ
の
活
動
が
続
い
て
い
て
欲
し
い
」
と
い
う
思
い

か
ら
積
極
的
に
か
わ
か
み
ら
い
ふ
を
利
用
し
て
く
だ
さ
る

方
が
多
く
い
る
。
そ
ん
な
村
民
の
思
い
に
支
え
ら
れ
て
か

わ
か
み
ら
い
ふ
の
活
動
が
成
り
立
っ
て
い
る
。

さ
ら
に
、
か
わ
か
み
ら
い
ふ
の
ス
タ
ッ
フ
は
全
員
が
村

民
で
あ
り
、
そ
の
内
の
半
分
は
移
住
者
で
あ
る
。
村
民
だ

か
ら
こ
そ
分
か
る
こ
と
が
あ
り
、
理
解
で
き
る
こ
と
が
あ

る
。
村
民
で
も
あ
る
ス
タ
ッ
フ
の
行
動
や
対
応
は
、
多
く

の
村
民
に
と
っ
て
共
感
で
き
、
信
頼
で
き
る
。
こ
れ
ら
の

こ
と
も
か
わ
か
み
ら
い
ふ
を
利
用
す
る
大
き
な
要
因
と
な

っ
て
い
る
。

ス
タ
ッ
フ
も
お
客
さ
ま
も
村
民
で
あ
り
、
か
わ
か
み
ら

い
ふ
は
村
民
に
支
え
ら
れ
て
い
る
。

移
住
の
き
っ
か
け
に
な
る
こ
と
を
目
指
し
て

デ
ジ
タ
ル
化
が
進
む
現
代
に
お
い
て
、
か
わ
か
み
ら
い

ふ
の
取
り
組
み
は
実
に
ア
ナ
ロ
グ
で
あ
り
、
時
代
に
逆
行

し
て
い
る
。
移
動
ス
ー
パ
ー
も
宅
配
も
ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン

ド
も
村
民
と
接
す
る
た
め
の
ツ
ー
ル
に
過
ぎ
な
い
。
村
民

の
と
こ
ろ
へ
出
向
き
、
実
際
に
顔
を
合
わ
せ
て
お
し
ゃ
べ

り
を
し
、
体
調
を
見
た
り
、
愚
痴
を
聞
い
た
り
し
な
が
ら

見
守
り
活
動
を
行
い
信
頼
関
係
を
築
い
て
い
く
。「
人
の

チ
カ
ラ
」で
成
り
立
っ
て
い
る
。
こ
の
取
り
組
み
を
維
持
・

継
続
し
て
い
く
た
め
に
は
多
く
の
人
材
が
必
要
で
あ
る
。

少
し
で
も
多
く
の
人
に
こ
の
取
り
組
み
を
知
っ
て
も
ら

い
、
川
上
村
に
移
住
し
て
一
緒
に
活
動
し
て
く
れ
る
仲
間

が
増
え
る
こ
と
を
願
っ
て
い
る
。

◆◆◆

ふれあいカフェの様子

コープ宅配時に談笑する担当者と村民

移動スーパーには看護師や歯科衛生士が定期的に同行する

移動スーパーの販売風景
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柏
木　

満

株
式
会
社
秋
津
野　

代
表
取
締
役
専
務

最
初
は
小
さ
な
直
売
所

和
歌
山
県
田
辺
市
上
秋
津
地
区
は
、
古
く
か
ら
ミ
カ
ン

や
そ
の
他
の
か
ん
き
つ
類
を
主
体
に
南
高
梅
等
も
栽
培
す

る
農
業
が
盛
ん
な
地
域
で
、
昭
和
31
年
ま
で
は
一
つ
の
村

と
し
て
約
３
３
０
戸
の
農
家
（
う
ち
専
業
農
家
は
約
１
３

０
戸
）
で
構
成
さ
れ
て
い
た
。
何
度
か
ミ
カ
ン
価
格
の
大

暴
落
や
長
期
価
格
低
迷
時
期
が
あ
っ
た
が
、
地
域
を
あ
げ

て
柑
橘
類
の
周
年
収
穫
体
制
を
整
備
し
、
自
然
災
害
や
政

治
経
済
情
勢
、
消
費
者
志
向
の
変
化
と
い
っ
た
リ
ス
ク
を

分
散
さ
せ
る
こ
と
で
、
農
業
の
持
続
性
を
高
め
て
き
た
。

ま
た
、
柑
橘
類
の
周
年
収
穫
体
制
は
、
現
在
に
至
る
ま

で
重
要
な
地
域
資
源
と
し
て
、
消
費
者
と
の
交
流
を
目
的

に
、平
成
11
年
に
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ビ
ジ
ネ
ス
（
住
民
出
資
）

で
設
立
さ
れ
た
農
産
物
直
売
所
「
き
て
ら
」
の
運
営
や
グ

リ
ー
ン
ツ
ー
リ
ズ
ム
事
業
の
開
始
等
に
つ
な
が
っ
て
い

る
。
さ
ら
に
、
平
成
16
年
に
は
柑
橘
類
を
使
っ
た
ジ
ュ
ー

ス
工
房
「
俺
ん
家
ジ
ュ
ー
ス
倶
楽
部
」
を
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

ビ
ジ
ネ
ス
で
立
ち
上
げ
る
な
ど
、
経
済
も
か
ら
め
た
新
た

◆◆◆

な
地
域
づ
く
り
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
、
地
域
の
持
続
性
も
高

め
て
き
た
。

一
方
、
平
成
12
年
か
ら
14
年
に
か
け
て
上
秋
津
地
域
独

自
で
策
定
し
実
施
し
た
「
秋
津
野
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
」（
秋

津
野
地
域
が
目
指
す
地
域
像
と
そ
の
た
め
の
取
り
組
み
）

の
事
業
に
お
い
て
、
属
性
別
の
徹
底
的
な
ア
ン
ケ
ー
ト
調

査
を
行
っ
た
結
果
、
農
業
を
子
ど
も
に
継
が
せ
た
く
な
い

等
、
将
来
に
自
信
が
な
い
農
家
の
姿
が
浮
き
彫
り
に
な
っ

た
。こ

れ
を
受
け
、
農
業
者
の
高
齢
化
や
後
継
者
問
題
、
廃

園
問
題
等
、
地
域
が
抱
え
て
い
る
課
題
を
地
域
住
民
で
共

有
し
、
今
後
も
地
域
や
農
業
が
こ
れ
ま
で
と
同
じ
よ
う
に

持
続
し
、
未
来
の
住
民
に
つ
な
い
で
い
く
た
め
、
平
成
15

年
か
ら
約
５
年
間
を
か
け
て
、
地
域
内
外
か
ら
人
が
集
ま

り
、
地
域
経
済
の
活
性
化
・
好
循
環
を
生
む
こ
と
を
目
的

と
し
た
都
市
と
農
村
の
交
流
事
業
計
画
を
策
定
し
た
。

経
済
を
か
ら
め
た
地
域
づ
く
り
の
展
開

こ
の
事
業
計
画
を
も
と
に
、
平
成
19
年
に
コ
ミ
ュ
ニ
テ

◆◆◆

ィ
ビ
ジ
ネ
ス
で
地
域
内
外
の
住
民
４
８
９
人
の
出
資
に
よ

る
「
農
業
法
人
株
式
会
社
秋
津
野
」
を
立
ち
上
げ
る
と
と

も
に
、
平
成
20
年
に
住
民
に
と
っ
て
の
地
域
資
源
で
も
あ

っ
た
上
秋
津
小
学
校
跡
地
に
グ
リ
ー
ン
ツ
ー
リ
ズ
ム
で
都

市
農
村
交
流
を
促
進
す
る
た
め
の
「
秋
津
野
ガ
ル
テ
ン
」

を
オ
ー
プ
ン
さ
せ
た
。

「
秋
津
野
ガ
ル
テ
ン
」
で
は
、
事
業
の
持
続
性
を
担
保

す
る
た
め
に
、
農
家
レ
ス
ト
ラ
ン
事
業
と
農
村
宿
泊
事
業

を
経
営
の
柱
に
お
い
て
、
農
業
体
験
や
加
工
体
験
、
６
次

産
業
化
に
よ
る
商
品
開
発
、
み
か
ん
の
木
の
オ
ー
ナ
ー
制

度
等
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
ま
た
、
こ
れ
ま
で
得
た
地
域

づ
く
り
の
ノ
ウ
ハ
ウ
移
転
を
目
的
と
し
て
、
平
成
20
年
～

22
年
の
経
済
産
業
省
の
人
材
育
成
事
業
か
ら
形
を
か
え
な

が
ら
15
年
間
社
会
性
の
あ
る
事
業
も
実
施
し
て
い
る
。

そ
の
後
平
成
26
年
に
は
地
域
づ
く
り
を
計
画
的
に
進
め

る
た
め
の
中
間
支
援
組
織
の
必
要
性
に
気
づ
き
、
再
生
可

コミュニティビジネスと地域との連携図

小
さ
な
拠
点
と
地
域
運
営
組
織

株
式
会
社
秋
津
野

（
和
歌
山
県
田
辺
市
）

―
グ
リ
ー
ン
ツ
ー
リ
ズ
ム
を
軸
に
多
彩
な
事
業
展
開
―

地
域
運
営
組
織
と
秋
津
野
ガ
ル
テ
ン
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能
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
発
電
、
売
電
し
た
利
益
を
地
域
づ
く
り

に
還
元
す
る
目
的
で
、「
一
般
社
団
法
人
ふ
る
さ
と
未
来

へ
の
挑
戦
」
を
立
ち
上
げ
た
。
こ
の
組
織
は
令
和
３
年
に

上
秋
津
地
区
右
会
津
川
に
あ
る
農
業
用
水
の
取
水
堰
の
小

水
力
発
電
施
設
（
あ
き
つ
の
第
１
号
）
を
建
設
し
、
試
験

運
転
を
成
功
さ
せ
て
い
る
。
ま
た
、
耕
作
放
棄
地
を
梅
園

地
に
再
生
さ
せ
、
ス
マ
ー
ト
農
業
的
な
生
産
技
術
を
取
り

入
れ
梅
を
生
産
し
て
販
売
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
「
株

式
会
社
秋
津
野
ゆ
い
」を
令
和
元
年
に
立
ち
上
げ
て
い
る
。

上
記
の
よ
う
に
、
和
歌
山
県
田
辺
市
上
秋
津
地
区
は
、

さ
ま
ざ
ま
な
組
織
が
連
携
し
て
、
農
業
の
振
興
や
地
域
資

源
を
生
か
し
た
６
次
産
業
化
や
交
流
事
業
に
よ
る
経
済
活

動
を
組
み
立
て
て
実
践
し
て
い
る
地
域
で
あ
る
。
活
発
な

取
り
組
み
を
進
め
大
き
な
成
果
を
生
み
出
し
て
き
た
が
、

そ
の
結
果
、
事
業
分
野
が
広
が
り
そ
れ
を
担
う
組
織
も
多

様
化
し
、
地
域
全
体
と
個
々
の
取
り
組
み
の
整
合
性
や
効

果
の
最
大
化
に
課
題
が
生
じ
て
い
る
こ
と
は
否
め
な
い
。

時
代
も
人
も
変
わ
る
中
で
改
め
て
地
域
の
目
指
す
も
の
を

明
確
に
す
る
と
と
も
に
、
こ
れ
を
具
体
化
す
る
挑
戦
的
な

取
り
組
み
を
効
果
的
に
実
現
で
き
る
よ
う
な
体
制
づ
く
り

が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

農
村
Ｒ
Ｍ
Ｏ
事
業
で
の
新
た
な
取
り
組
み

こ
の
よ
う
な
課
題
を
抱
え
な
が
ら
、
令
和
４
年
度
か
ら

農
林
水
産
省
所
管
の
農
村
Ｒ
Ｍ
Ｏ
（
農
村
型
地
域
運
営
組

織
）
事
業
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
町
内
会
、
消
防
団
、
幼

稚
園
、
学
校
、
Ｊ
Ａ
、
愛
郷
会
等
地
域
の
す
べ
て
の
団
体

に
横
串
を
刺
し
て
統
合
さ
せ
た
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
づ
く
り
を

担
う
秋
津
野
塾
（
平
成
６
年
誕
生
）。
こ
の
秋
津
野
塾
に

参
画
す
る
愛
郷
会
（
昭
和
32
年
誕
生
）
は
財
産
で
あ
る
山

林
を
守
り
活
用
し
て
得
た
収
益
を
教
育
の
振
興
、
住
民
福

祉
、
治
山
緑
化
に
使
う
地
域
づ
く
り
を
推
進
し
て
き
た
。

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
づ
く

り
の
秋
津
野
塾
と
経

済
活
動
を
推
進
す
る

４
社
と
で
「
秋
津
野

地
域
づ
く
り
協
議

会
」を
立
ち
あ
げ「
農

用
地
保
全
」「
地
域

資
源
の
活
用
」「
生

活
支
援
」
の
活
動
を

行
っ
て
い
る
。「
農

◆◆◆

用
地
保
全
」
で
は
耕
作
放
棄
地
２
０
０
㌃
を
株
式
会
社
秋

津
野
ゆ
い
が
借
り
て
整
備
し
梅
畑
に
再
生
す
る
計
画
に
取

り
組
ん
で
い
る
。
ま
た
、
梅
畑
に
再
生
が
難
し
い
園
地
は

モ
ミ
ジ
等
景
観
木
を
植
え
た
バ
ッ
フ
ァ
ゾ
ー
ン
に
再
生
す

る
予
定
。「
生
活
支
援
」
で
は
、
新
た
な
場
所
で
の
水
力

発
電
ア
イ
デ
ア
の
具
体
化
に
よ
り
財
源
を
得
て
、
高
齢
者

の
地
域
で
の
足
を
確
保
し
よ
う
と
調
査
・
計
画
を
ス
タ
ー

ト
さ
せ
て
い
る
。「
地
域
資
源
の
活
用
」
で
は
俺
ん
家
ジ

ュ
ー
ス
の
ポ
ン
カ
ン
や
三
宝
柑
の
絞
り
か
す
か
ら
抽
出
し

た
油
性
分
入
り
の
シ
ャ
ン
プ
ー
と
ト
リ
ー
ト
メ
ン
ト
の
販

路
開
拓
や
秋
津
野
第
１
号
小
水
力
発
電
所
を
組
み
込
ん
だ

自
然
・
農
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
学
べ
る
周
遊
ツ
ア
ー
の
設
定

に
取
り
組
ん
で
い
る
。

や
は
り
課
題
は
残
る

国
の
補
助
金
を
活
用
し
て
、
既
存
の
組
織
を
統
合
し
高

齢
化
を
見
据
え
た
「
生
活
支
援
」
分
野
に
ま
で
手
を
つ
け

る
地
域
づ
く
り
が
動
き
出
し
て
よ
か
っ
た
よ
う
に
見
え

る
。
が
、
課
題
は
残
っ
た
ま
ま
だ
。
①
３
年
後
の
協
議
会

の
財
源
は
ど
う
な
る
の
か
。
自
走
あ
り
き
で
計
画
は
立
て

て
い
る
が
、
果
た
し
て
そ
う
う
ま
く
生
活
支
援
分
野
で
収

益
化
で
き
る
の
か
。
②
リ
ー
ダ
ー
た
ち
の
高
齢
化
で
世
代

交
代
は
喫
緊
の
課
題
。
腹
を
据
え
た
覚
悟
で
地
域
づ
く
り

に
取
り
組
め
る
人
材
が
何
人
い
る
の
か
。
少
な
く
な
る
人

材
を
見
越
し
て
組
織
を
統
合
す
る
転
換
期
で
は
な
い
か
。

③
か
く
も
小
さ
な
拠
点
と
騒
ぐ
の
な
ら
、
そ
も
そ
も
平
成

の
大
合
併
は
な
ん
だ
っ
た
ん
だ
。
広
域
的
な
ま
ち
づ
く
り

で
、
暮
ら
し
が
便
利
に
な
っ
た
の
か
。

悶
々
と
し
な
が
ら
も
、
目
先
の
事
を
こ
な
す
日
々
は
続

く
…
。

◆◆◆

秋津野戦略図 令和３年〜５年版

小水力発電所風景。手前の水門水路の
鉄板の下にタービンが設置されている
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合
併
後
、
一
層
進
む
過
疎
・
高
齢
化

津
山
市
阿
波
地
区
（
旧
阿
波
村
）
は
岡
山
県
の
北
東
部

の
中
国
山
地
の
中
腹
に
位
置
し
、
の
ど
か
な
風
景
の
広
が

る
典
型
的
な
山
村
地
域
で
あ
る
。
明
治
以
後
、
１
１
５
年

に
わ
た
り
「
阿あ

波ば

村そ
ん

」
と
し
て
「
村
」
を
維
持
し
て
き
た

が
、
平
成
17
年
２
月
に
他
の
三
つ
の
町
と
と
も
に
津
山
市

に
合
併
と
な
っ
た
。

合
併
後
、
急
速
に
人
口
減
少
が
続
き
、
合
併
時
７
０
０

人
を
超
え
て
い
た
地
区
の
人
口
は
、
現
在
４
０
０
人
余
り

ま
で
減
少
。
さ
ら
に
、
合
併
後
、
10
年
が
経
過
す
る
中
で
、

地
区
中
心
部
に
あ
る
小
学
校
や
幼
稚
園
な
ど
の
公
共
・
公

益
施
設
が
相
次
い
で
撤
退
・
縮
小
す
る
状
況
と
な
っ
た
。

逆
境
に
抗
し
「
あ
ば
村む
ら

宣
言
」

こ
う
し
た
逆
境
の
デ
パ
ー
ト
状
態
の
中
、
二
つ
の
取
り

組
み
を
進
め
た
。

一
つ
が
「
新
し
い
村
の
か
た
ち
」
の
検
討
で
あ
る
。
地

◆◆◆◆◆◆

区
の
中
心
部
に
は
教
育
施
設
や
旧
村
役
場
な
ど
の
さ
ま
ざ

ま
な
公
共
施
設
が
集
中
し
て
立
地
し
て
い
た
が
、
こ
れ
ら

の
施
設
が
廃
止
、
縮
小
と
な
っ
た
た
め
、
再
度
、
役
割
を

確
認
、
連
携
さ
せ
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。「
小
さ
な

拠
点
づ
く
り
」
の
始
ま
り
で
あ
る
。

論
議
を
進
め
て
い
た
さ
な
か
、
地
区
に
唯
一
の
農
協
の

ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド
の
撤
退
の
話
が
浮
上
。
山
間
地
域
に

と
っ
て
ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド
は
車
だ
け
で
な
く
、
農
機
具

の
燃
料
や
冬
場
の
灯
油
の
確
保
な
ど
重
要
な
役
割
が
あ

り
、
高
齢
者
に
と
っ
て
の
死
活
問
題
で
も
あ
る
。
地
区
で

は
早
速
、
全
世
帯
を
対
象
と
し
た
聞
き
取
り
調
査
を
行
っ

た
。
そ
の
結
果
約
７
割
の
方
か
ら
「
燃
料
代
が
上
が
っ
て

も
、
出
資
を
し
て
で
も
存
続
し
て
欲
し
い
」
と
の
回
答
を

得
た
。
結
果
を
受
け
、
平
成
26
年
２
月
に
住
民
出
資
の
合

同
会
社
「
あ
ば
村
」
を
設
立
。
そ
の
年
の
６
月
に
は
農
協

か
ら
ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド
を
引
き
継
ぎ
運
営
を
始
め
た
。

二
つ
目
は
「
あ
ば
村
宣
言
」
の
取
り
組
み
で
あ
る
。
人

口
減
少
や
小
学
校
の
統
合
な
ど
地
域
が
縮
小
し
て
い
く
中

で
、
地
域
に
諦
め
感
が
生
ま
れ
る
の
が
最
も
危
険
な
こ
と

で
あ
る
。
１
０
０
年
以
上
続
い
た
「
阿
波
村
」
の
暮
ら
し

や
伝
統
を
再
確

認
す
る
こ
と
、

そ
し
て
新
し
い

自
治
の
か
た
ち

を
模
索
す
る
た

め
に「
あ
ば
村
」

を
宣
言（
※
１
）

を
す
る
こ
と
と

な
っ
た
。

地
区
の
取
り

組
み
を
紹
介
し

た
冊
子
や
ポ
ス

タ
ー
な
ど
も
作

成
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
も
リ
ニ
ュ

ー
ア
ル
し
、
積
極
的
に
内
外
に

発
信
、
多
く
の
共
感
者
を
得
る

こ
と
が
で
き
た
。
合
併
か
ら
10

年
と
な
る
平
成
27
年
２
月
に
地

区
の
人
口
の
約
２
割
と
な
る
１
１
０
人
が
公
民
館
に
集
ま

り
、
正
式
に
宣
言
を
行
っ
た
。

※
１
：
あ
ば
村
宣
言
の
宣
言
文
は https://abam

ura.
com

/sengen 

参
照
。　
　
　
　
　
　

「
ロ
ー
カ
ル
・
ア
バ
ノ
ミ
ク
ス
」
３
本
の
矢

宣
言
の
後
、
地
区
で
は
三
つ
の
取
り
組
み
に
力
を
入
れ

て
き
た
。
当
時
「
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
」
に
対
抗
し
て
「
ロ
ー

カ
ル
・
ア
バ
ノ
ミ
ク
ス
」
と
名
付
け
、取
り
組
み
を
進
め
た
。

一
つ
目
の
矢
は
「
小
さ
な
拠
点
づ
く
り
に
よ
る
暮
ら
し

の
支
え
合
い
」
で
あ
る
。
ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド
が
あ
る
農

協
事
務
所
に
「
あ
ば
商
店
」
を
開
設
。
地
域
の
お
年
寄
り

◆◆◆

あば村宣言フォーラムでガンバローと誓い合う住民あば村宣言ロゴマーク

小
さ
な
拠
点
と
地
域
運
営
組
織

あ
ば
村
活
性
化
協
議
会

（
岡
山
県
津
山
市
）

―
小
さ
な
村
の
小
さ
な
拠
点
、合
併
か
ら
約
20
年
の
歩
み
―

地
域
を
守
り
、
地
域
で
稼
ぐ

皆
木　

憲
吾

あ
ば
村
山
村
活
性
化
協
議
会
事
務
局
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の
買
い
物
支
援
の
み
な
ら
ず
、
寄
り
合
い
所
と
し
て
の
役

割
を
果
た
し
て
い
る
。
平
成
元
年
か
ら
は
移
動
販
売
事
業

も
開
始
。
遠
く
て
商
店
に
来
ら
れ
な
い
お
年
寄
り
の
世
帯

を
定
期
的
に
訪
問
す
る
こ
と
で
、
見
守
り
に
も
つ
な
が
っ

て
い
る
。

二
つ
目
の
矢
は
「
あ
ば
村
ブ
ラ
ン
ド
の
開
発
・
流
通
」

で
あ
る
。
あ
ば
村
宣
言
に
象
徴
さ
れ
る
昔
な
が
ら
の
食
や

暮
ら
し
の
商
品
化
を
目
指
し
、
こ
の
間
、
新
商
品
の
開
発

や
パ
ッ
ケ
ー
ジ
デ
ザ
イ
ン
の
統
一
、
認
定
マ
ー
ク
の
作
成

な
ど
に
取
り
組
ん
で
き
た
。

三
つ
目
の
矢
は
「
都
市
農
村
交
流
と
共
感
者
の
獲
得
に

よ
る
移
住
定
住
の
推
進
」
で
あ
る
。
地
区
に
は
旧
阿
波
村

時
代
に
整
備
し
た
温
泉
・
宿
泊
施
設
「
あ
ば
交
流
館
」
や

阿
波
森
林
公
園
が
あ
り
、
周
辺
の
渓
流
や
滝
な
ど
と
と
も

に
観
光
ス
ポ
ッ
ト
と
な
っ
て
い
る
。
令
和
３
年
に
は
阿
波

森
林
公
園
に
グ
ラ
ン
ピ
ン
グ
事
業
を
誘
致
す
る
こ
と
が
で

き
、
管
理
者
の
地
元
阿
波
養
魚
組
合
と
連
携
し
た
取
り
組

み
が
進
ん
で
い
る
。

こ
う
し
た
こ
の
間
の
取
り
組
み
の
中
で
地
区
へ
の
移
住

者
・
Ｕ
タ
ー
ン
も
増
加
し
、
平
成
24
年
か
ら
数
え
る
と
36

世
帯
76
人
（
令
和
３
年
度
末
ま
で
の
延
べ
数
）
と
な
っ
て

い
る
。
さ
ら
に
地
区
の
人
口
は
減
少
が
続
い
て
い
る
も
の

の
、
こ
こ
数
年
は
社
会
増
に
転
じ
て
い
る
。

地
域
運
営
か
ら
地
域
経
営
へ

こ
の
間
の
取
り
組
み
は
地
元
自
治
会
を
中
心
に
各
種
団

体
で
構
成
す
る
地
域
運
営
組
織
「
あ
ば
村
運
営
協
議
会
」

を
中
心
に
進
め
ら
れ
て
き
た
。
撤
退
し
た
ガ
ソ
リ
ン
ス
タ

ン
ド
を
地
域
住
民
自
ら
が
運
営
す
る
な
ど
過
疎
・
高
齢
化

が
進
む
地
域
で
の
先
進
事
例
と
し
て
評
価
さ
れ
、
多
く
の

視
察
な
ど
も
あ
っ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

し
か
し
、
決
し
て
順
調
に
事
業
が
進
ん
で
い
る
訳
で
は

な
く
、
ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド
を
運
営
す
る
合
同
会
社
あ
ば

◆◆◆

村
も
経
営
的
に
は
非
常
に
苦
し
い
状
況
に
あ
る
。

そ
う
し
た
中
、
令
和
３
年
よ
り
地
区
内
で
生
産
活
動
を

行
う
公
益
的
な
団
体
・
事
業
者
に
よ
る
「
あ
ば
村
山
村
活

性
化
協
議
会
」
を
組
織
し
た
。
連
携
し
、
地
域
で
稼
ぐ
こ

と
を
意
識
し
た
組
織
で
あ
る
。
地
元
自
治
会
や
あ
ば
村
運

営
協
議
会
は
地
域
を
守
る
役
割
。
あ
ば
村
山
村
活
性
化
協

議
会
は
稼
ぐ
（
攻
め
る
）
こ
と
に
よ
り
地
域
を
維
持
し
て

い
く
と
い
う
役
割
分
担
の
中
で
取
り
組
み
を
進
め
て
い
る
。

具
体
的
に
は
地
域
資
源
を
活
用
し
た
あ
ば
村
ブ
ラ
ン
ド

商
品
の
販
路
拡
大
を
さ
ら
に
進
め
る
こ
と
や
グ
ラ
ン
ピ
ン

グ
事
業
と
連
携
し
た
観
光
推
進
な
ど
で
あ
る
。
さ
ら
に
、

今
年
５
月
に
は
長
年
進
め
て
き
た
小
水
力
発
電
施
設
が
完

成
し
た
。
紙
面
の
関
係
で
詳
細
は
紹
介
で
き
な
い
が
、
Ｆ

Ｉ
Ｔ
の
買
い
取
り
制
度
を
利
用
し
、
売
電
。
地
域
の
持
続

的
経
営
の
一
助
と
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。
こ
う
し
た
取

り
組
み
を
新
た
に
「
新
し
い
山
村
資
本
主
義
」
と
勝
手
に

銘
打
ち
、
模
索
を
続
け
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

小水力発電施設

地区中心部の遠景

阿波森林公園のグランピングテント

住民出資の合同会社「あば村」によるガソリンスタンドと「あば商店」
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哲
西
地
域
と
小
さ
な
拠
点
の
施
設
整
備

平
成
25
年
国
土
交
通
省
が
出
し
た
「
小
さ
な
拠
点
づ
く

り
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
」
の
中
で
、
小
さ
な
拠
点
を
先
取
り
し

た
試
み
と
し
て
紹
介
を
受
け
た
、
当
地
域
の
取
り
組
み
と

今
後
の
展
望
に
つ
い
て
紹
介
し
た
い
。

哲
西
地
域
は
、
平
成
17
年
３
月
１
市
４
町
の
合
併
に
よ

り
生
ま
れ
た
岡
山
県
新
見
市
の
拠
点
集
落
の
一
つ
で
、
市

南
西
部
に
位
置
す
る
米
作
主
体
の
農
村
地
域
で
あ
る
。

２
２
０
５
人
（
２
０
２
３
年
３
月
末
現
在
、
対
合
併
時

30
％
減
）
が
住
ん
で
お
り
、
高
齢
化
率
は
つ
い
に
48
％
に

な
っ
た
。

暮
ら
し
ゾ
ー
ン
整
備
構
想
の
第
１
弾
と
し
て
道
の
駅「
鯉

が
窪
」
が
平
成
９
年
４
月
オ
ー
プ
ン
。
つ
い
で
、
中
学
生

以
上
の
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
を
も
と
に
新
し
い
役
場
、
診
療

所
、
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
、
図
書
館
、
文
化
ホ
ー
ル
、
音

楽
室
、
研
修
室
、
和
室
、
創
作
活
動
室
、
調
理
実
習
室
な

ど
を
一
つ
屋
根
の
下
に
集
約
し
一
気
に
整
備
す
る
計
画
を

ま
と
め
、
町
の
最
後
の
大
型
ハ
ー
ド
事
業
と
位
置
づ
け
完

◆◆◆

成
後
は
施
策
の
軸
を
保
健
医
療
を
中
心
と
し
た
ま
ち
づ
く

り
へ
移
す
と
い
う
「
ハ
ー
ド
」
か
ら
「
ソ
フ
ト
」
へ
の
大
転

換
を
住
民
合
意
と
し
た
上
で
複
合
施
設
整
備
に
着
手
し
た
。

翌
年
、
住
民
を
交
え
た
設
計
検
討
会
議
を
立
ち
上
げ
１

年
半
を
か
け
延
べ
60
数
回
に
及
ぶ
会
議
を
経
て
実
施
設
計

を
ま
と
め
平
成
12
年
６
月
着
工
、
翌
年
10
月
「
き
ら
め
き

広
場
・
哲
西
」
が
完
成
し
た
。

完
成
後
に
消
防
分
署
や
警
察
官
駐
在
所
も
近
隣
に
引
越

し
、
名
実
と
も
に
「
小
さ
な
拠
点
」
と
し
て
の
機
能
を
備

え
る
こ
と
と
な
っ
た
。

小
さ
な
拠
点
の
機
能

市
役
所
支
局
行
政
窓
口
サ
ー
ビ
ス
、
内
科
・
歯
科
診
療

所
を
核
と
す
る
医
療
・
保
健
サ
ー
ビ
ス
、
社
会
福
祉
協
議

会
の
福
祉
サ
ー
ビ
ス
、
認
定
こ
ど
も
園
・
子
育
て
広
場
等
の

子
育
て
支
援
サ
ー
ビ
ス
、
図
書
館
や
公
民
館
の
生
涯
学
習

サ
ー
ビ
ス
に
加
え
Ａ
Ｔ
Ｍ
も
設
置
、
昨
春
は
Ｊ
Ａ
支
店
も

施
設
内
に
引
越
し
、
金
融
サ
ー
ビ
ス
機
能
が
強
化
さ
れ
た
。

道
の
駅
は
、
道
路
利
用
者
に
利
便
性
を
提
供
す
る
道
の

◆◆◆

駅
機
能
に
加
え
、
日
用

品
や
生
活
用
品
を
提
供

す
る
生
活
支
援
サ
ー
ビ

ス
を
担
い
つ
つ
あ
り
、

ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
サ
ー
ビ

ス
が
実
現
で
き
る
基
盤

が
整
っ
て
き
た
。

中
で
も
、
診
療
所
は

内
科
・
歯
科
を
整
備
、

内
科
診
療
所
は
ヘ
リ
カ
ル
Ｃ
Ｔ
を
は
じ
め
病
院
の
外
来
並

み
の
装
備
を
有
し
、
社
会
医
療
法
人
に
よ
る
運
営
が
な
さ

れ
、
内
科
医
師
２
名
・
歯
科
医
師
１
名
で
、
24
時
間
３
６

５
日
何
で
も
診
る
と
い
う
地
域
医
療
を
実
践
し
地
域
包
括

ケ
ア
の
充
実
に
取
り
組
ん
で
お
り
、
拠
点
の
主
要
サ
ー
ビ

ス
と
な
っ
て
い
る
。

多
様
な
機
能
が
備
わ
っ
た
こ
と
に
よ
り
、
地
域
行
事
や

きらめき広場の概観図

きらめき広場内の診療所待合室風景

小
さ
な
拠
点
と
地
域
運
営
組
織

Ｎ
Ｐ
Ｏ
き
ら
め
き
広
場

（
岡
山
県
新
見
市
）

―
複
合
施
設
拠
点
に
住
民
有
志
で
Ｎ
Ｐ
Ｏ
設
立
―

小
さ
な
拠
点
と
地
域
づ
く
り

深
井　

正

Ｎ
Ｐ
Ｏ
き
ら
め
き
広
場
事
務
局
長
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イ
ベ
ン
ト
等
多
彩
な
住
民
活
動
の
拠
点
と
し
て
も
活
用
さ

れ
人
々
が
集
ま
り
交
流
が
生
ま
れ
、
に
ぎ
わ
い
や
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
ー
の
活
性
化
が
図
ら
れ
る
な
ど
、
ま
さ
に
「
暮
ら

し
の
拠
り
ど
こ
ろ
」「
心
の
拠
り
ど
こ
ろ
」
と
し
て
大
き

な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
。

小
さ
な
拠
点
と
Ｎ
Ｐ
Ｏ
活
動

施
設
は
資
金
と
用
地
が
あ
れ
ば
整
備
で
き
る
が
、
ま
ち

づ
く
り
に
は
住
民
意
識
の
高
揚
と
住
民
力
が
必
須
で
あ
り

「
モ
ノ
・
ひ
と
・
意
識
」
が
一
体
と
な
っ
て
は
じ
め
て
「
小

さ
な
拠
点
」
が
完
成
す
る
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

住
民
の
意
見
を
ベ
ー
ス
と
し
た
構
想
樹
立
・
実
施
設
計

へ
の
住
民
参
画
な
ど
を
通
じ
、
人
々
の
地
域
へ
の
帰
属
意

識
や
活
動
へ
の
参
加
意
識
が
高
ま
っ
て
き
た
こ
と
は
、
施

設
整
備
の
過
程
で
生
成
さ
れ
た
ソ
フ
ト
面
で
の
大
き
な
成

果
で
あ
っ
た
。

複
合
施
設
は
、
物
理
的
隔
壁
の
な
い
状
態
で
各
セ
ク
シ

ョ
ン
が
つ
な
が
っ
て
お
り
、
セ
ク
シ
ョ
ン
間
の
心
理
的
障

壁
も
取
り
払
わ
れ
連
携
・
連
帯
の
一
体
感
の
醸
成
に
拍
車

が
か
か
っ
た
。

一
方
、
合
併
を
経
て
行
政
依
存
の
従
来
型
ま
ち
づ
く
り

の
限
界
に
住
民
が
気
付
く
と
こ
ろ
と
な
り
、
住
民
の
力
で

補
え
る
も
の
は
補
っ
て
い
こ
う
と
い
う
発
想
が
生
ま
れ
、

合
併
前
の
平
成
16
年
10
月
ま
ち
づ
く
り
を
目
的
と
し
た
Ｎ

Ｐ
Ｏ
き
ら
め
き
広
場
が
住
民
有
志
で
設
立
さ
れ
た
。

活
動
は
、
地
域
情
報
誌
発
行
、
福
祉
有
償
運
送
、
訪
問

介
護
事
業
な
ど
の
独
自
活
動
、
子
育
て
広
場
の
運
営
ほ
か

公
共
サ
ー
ビ
ス
受
託
活
動
等
が
あ
る
が
、
最
も
注
力
し
て

き
た
の
は
、
市
民
団
体
や
組
織
の
活
動
支
援
や
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
役
の
中
間
支
援
活
動
で
あ
る
。

◆◆◆

地
域
で
活
動
し
て
い
る
団
体
、
組
織
は
、
大
半
が
き
ら

め
き
広
場
・
哲
西
を
拠
点
と
し
て
活
動
し
て
お
り
、
Ｎ
Ｐ

Ｏ
き
ら
め
き
広
場
が
、
住
民
や
団
体
、
並
び
に
行
政
や
拠

点
内
の
医
療
機
関
な
ど
を
つ
な
ぐ
役
割
を
担
っ
て
き
た
。

ま
ち
づ
く
り
は
、
地
域
で
活
動
し
て
い
る
多
様
な
市
民

団
体
や
組
織
の
力
が
大
き
な
要
素
と
な
る
の
で
、
そ
の
活

動
を
手
助
け
し
た
り
サ
ポ
ー
ト
し
た
り
協
働
し
て
活
動
し

な
が
ら
各
活
動
を
活
性
化
さ
せ
る
と
い
う
総
合
力
で
の
ま

ち
づ
く
り
を
進
め
る
こ
と
に
努
め
て
き
た
。

そ
れ
ぞ
れ
独
自
の
目
的
を
持
っ
て
活
動
し
て
い
る
団
体

や
組
織
を
つ
な
ぐ
役
割
、
い
わ
ば
横
糸
を
紡
ぐ
役
割
を
果

た
し
て
き
た
。

そ
の
こ
と
が
、
行
政
を
含
め
さ
ま
ざ
ま
な
機
関
や
団
体・

組
織
が
協
働
で
き
る
環
境
づ
く
り
に
も
つ
な
が
っ
て
き
た
。

小
さ
な
拠
点
の
今
後

こ
れ
ま
で
「
小
さ
な
拠
点
」
が
果
た
し
て
き
た
役
割
の

大
き
さ
と
そ
の
内
包
す
る
力
が
再
認
識
さ
れ
つ
つ
あ
る

が
、
今
後
、
さ
ら
に
拠
点
性
を
高
め
て
地
域
の
維
持
や
活

性
化
に
そ
の
機
能
を
最
大
限
発
揮
さ
せ
る
必
要
に
迫
ら
れ

る
。
そ
の
た
め
に
当
面

対
応
す
べ
き
は
、
縦
糸

を
紡
ぐ
地
域
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ー
の
強
化
で
あ

る
。当

地
域
に
は
、
小
さ

な
拠
点
の
あ
る
基
幹
集

落
の
下
に
六
つ
の
中
間

集
落
が
あ
り
そ
れ
ぞ
れ

数
個
か
ら
10
数
個
の
基

◆◆◆

礎
集
落
で
構
成
さ
れ
て
い
る
。

幸
い
に
、
新
見
市
は
数
年
前
か
ら
小
規
模
多
機
能
自
治

を
目
指
し
自
治
運
営
組
織
の
立
ち
上
げ
を
推
進
し
て
お

り
、
哲
西
地
域
に
も
中
間
集
落
（
旧
大
字
単
位
）
を
ベ
ー

ス
に
し
た
組
織
が
３
地
区
発
足
し
た
。

残
り
３
地
区
の
立
ち
上
げ
が
早
期
に
完
了
し
て
集
落
課

題
解
決
に
向
け
た
取
り
組
み
が
展
開
さ
れ
る
こ
と
を
期
待

し
て
い
る
。

地
域
に
は
、
そ
の
地
域
特
有
の
課
題
が
あ
り
、
そ
れ
に

対
応
す
る
解
決
方
法
も
そ
の
地
域
に
ふ
さ
わ
し
い
、
よ
り

即
応
的
・
効
果
的
・
効
率
的
な
取
り
組
み
が
あ
る
は
ず
で

あ
り
、
そ
れ
を
見
つ
け
て
自
分
た
ち
の
地
域
は
自
分
た
ち

で
守
っ
て
い
く
と
い
う
姿
勢
に
な
る
こ
と
が
何
よ
り
も
必

要
な
こ
と
だ
と
考
え
て
い
る
。

今
後
、
基
幹
集
落
に
あ
る
「
小
さ
な
拠
点
」
を
拠
り
ど

こ
ろ
と
し
て
、
六
つ
の
自
治
運
営
組
織
が
地
域
の
共
通
課

題
を
共
有
し
、
住
民
自
ら
が
考
え
・
知
恵
を
働
か
せ
・
行

政
を
動
か
し
・
行
政
と
一
緒
に
な
っ
て
、
新
し
い
地
域
の

創
造
に
向
け
た
挑
戦
を
続
け
て
い
き
た
い
。

小
さ
な
拠
点
の
役
割
は
ま
す
ま
す
大
き
く
な
っ
て
い
く

と
考
え
て
い
る
。

利用統計

図書館

17 団体協働健康福祉まつり
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２
０
０
４
年
の
市
町
村
合
併
に
よ
り
誕
生
し
た
雲
南
市

で
は
、
市
内
全
域
の
概
ね
小
学
校
区
単
位
に
、
住
民
の
み

な
さ
ん
自
ら
が
地
域
課
題
の
解
決
に
向
け
取
り
組
む
「
地

域
自
主
組
織
」
が
結
成
さ
れ
、
ま
ち
づ
く
り
の
パ
ー
ト
ナ

ー
と
し
て
行
政
と
連
携
を
図
り
な
が
ら
、
各
地
域
の
課
題

に
応
じ
た
さ
ま
ざ
ま
な
事
業
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
住
民
自
治
の
取
り
組
み
は
、
人
口
減
少
と
少

子
高
齢
化
に
対
応
す
る
仕
組
み
と
し
て
、
全
国
的
に
関
心

が
高
ま
っ
て
お
り
、「
住
民
が
創
意
工
夫
し
、
小
さ
な
単
位

で
さ
ま
ざ
ま
な
役
割
を
果
た
す
」
と
い
う
新
た
な
自
治
の

考
え
方
は
、「
小
規
模
多
機
能
自
治
」
と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。

地
域
自
主
組
織
の
概
要

地
域
自
主
組
織
は
、地
域
内
の
個
人
や
団
体
（
自
治
会
、

消
防
団
、
営
農
組
織
、
サ
ー
ク
ル
、
高
齢
者
の
会
、
若
者

や
女
性
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
等
）
に
よ
り
構
成
さ

れ
、
年
代
や
性
別
、
活
動
が
異
な
る
さ
ま
ざ
ま
な
人
、
団

体
が
地
縁
で
つ
な
が
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
長
所
を
生
か
し
補

完
し
合
う
こ
と
で
地
域
の
総
力
戦
で
ま
ち
づ
く
り
を
進
め

◆◆◆

て
い
こ
う
と
い
う
も
の
で
す
。

合
併
後
、
２
０
０
５
年
～
２
０
０
７
年
に
か
け
て
、
合

意
形
成
が
図
ら
れ
た
地
域
か
ら
順
次
結
成
さ
れ
、
現
在
、

30
の
地
域
自
主
組
織
が
あ
り
ま
す
。
各
地
域
で
は
、
地
域

づ
く
り
・
地
域
福
祉
・
生
涯
学
習
の
三
つ
の
分
野
を
中
心

に
取
り
組
み
が
展
開
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
人
口
規
模
、
高

齢
化
率
、
面
積
等
、
置
か
れ
て
い
る
環
境
は
さ
ま
ざ
ま
で

あ
り
、
各
地
域
で
は
、
独
自
に
、
向
こ
う
５
カ
年
程
度
の

地
域
の
方
向
性
を
示
す
地
区
計
画
を
策
定
し
、
こ
れ
に
基

づ
き
年
度
の
事
業
計
画
を
立
て
て
、
地
域
の
特
性
に
あ
っ

た
事
業
を
実
施
し
て
い
ま
す
（
※
取
り
組
み
事
例
は
別
表

参
照
）。
ま
た
、
従
来
の
自
治
会
の
よ
う
に
「
一
世
帯
一

票
制
」
で
は
な
く
、「
一
人
一
票
制
」
に
近
づ
こ
う
と
い

う
考
え
方
を
し
て
お
り
、
地
区
計
画
策
定
時
に
実
施
す
る

住
民
ア
ン
ケ
ー
ト
も
多
く
の
地
域
で
中
学
生
以
上
の
地
区

住
民
全
員
を
対
象
に
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。

す
べ
て
の
組
織
で
、
交
流
セ
ン
タ
ー
と
い
う
活
動
拠
点

を
有
し
て
い
る
こ
と
も
特
徴
で
す
。
当
初
は
、
公
民
館
を

活
用
で
き
る
よ
う
に
し
て
い
ま
し
た
が
、
２
０
１
０
年
か

ら
公
民
館
を
交
流
セ
ン
タ
ー
へ
移
行
し
、
地
域
自
主
組
織

の
指
定
管
理
に
よ
り
、
生
涯
学
習
だ
け
で
な
く
、
福
祉
、

防
災
な
ど
幅
広
い
市
民
活
動
を
行
う
、
地
域
自
主
組
織
の

拠
点
施
設
に
位
置
付
け
ま
し
た
。
こ
れ
に
伴
い
、
交
流
セ

ン
タ
ー
で
の
地
域
自
主
組
織
に
よ
る
店
舗
経
営
等
、
拠
点

施
設
を
活
用
し
た
経
済
活
動
も
可
能
に
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
交
流
セ
ン
タ
ー
に
は
地
域
自
主
組
織
の
事
務
局

職
員
が
常
駐
し
て
い
ま
す
。
事
務
局
職
員
は
、
全
員
が
、

地
域
自
主
組
織
で
直
接
雇
用
さ
れ
た
方（
２
０
１
３
年
よ
り
、

従
来
の
雇
用
協
議
会
に
よ
る
雇
用
か
ら
直
接
雇
用
方
式
に

変
更
）
で
、
常
勤
職
員
２
人
程
度
と
非
常
勤
職
員
数
人
と

い
う
体
制
が
一
般
的
で
す
が
、
地
域
の
実
情
に
応
じ
た
体
制

を
取
り
、事
業
推
進
に
欠
か
せ
な
い
存
在
と
な
っ
て
い
ま
す
。

地
域
自
主
組
織
の
主
な
財
源
は
、
市
の
交
付
金
（
人
件

小
さ
な
拠
点
と
地
域
運
営
組
織

島
根
県
雲
南
市

―
住
民
主
体
の
地
域
自
主
組
織
―

小
規
模
多
機
能
自
治
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り

大
谷　

吾
郎

雲
南
市
政
策
企
画
部
地
域
振
興
課
主
幹

表　地域自主組織の取り組み事例の一部
自主組織名 事業名 取り組み内容

新市いきいき会 福祉カードの
作成

地域活動に必要な情報把握のため地域
版の住民基本台帳を作成し、これを活
用して、災害時に支援が必要な「おね
がい会員」と支援者となる「まかせて
会員」の登録制度を立ち上げ。

躍動と安らぎの
里づくり鍋山

安心生活
見守り事業

水道検針事業を市から受託し、毎月の
検針時に各世帯に声掛けを実施。

中野の里づくり
委員会 笑んがわ市

JAの空き店舗を活用し、週１回、産直
コーナーと集いのコーナーを開設。地
元生産者の野菜販売のほか、移動販売
業者も集まる。

波多コミュニティ
協議会 はたマーケット

地区内の個人商店閉鎖に伴い、交流セ
ンター内でのミニコンビニ経営と買い
物客送迎、注文品配達サービスを実施。
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費
と
事
業
費
）
と
交
流
セ
ン
タ
ー
指
定
管
理
料
、
地
域
住

民
か
ら
の
会
費
、
自
主
事
業
収
入
で
、
予
算
規
模
は
地
域

に
よ
っ
て
さ
ま
ざ
ま
で
す
が
、市
の
交
付
金
に
つ
い
て
は
、

そ
の
８
割
以
上
が
事
務
局
職
員
の
人
件
費
に
充
当
さ
れ
て

い
ま
す
。

地
域
自
主
組
織
は 

ま
ち
づ
く
り
の
パ
ー
ト
ナ
ー

市
で
は
、
地
域
自
主
組
織
が
よ
り
主
体
的
な
取
り
組
み

が
で
き
る
よ
う
、
活
動
拠
点
施
設
の
提
供
、
財
政
支
援
、

研
修
機
会
を
提
供
す
る
と
と
も
に
、
概
ね
３
年
に
１
回
程

度
、
制
度
の
検
証
と
見
直
し
を
図
っ
て
き
ま
し
た
。
前
述

の
交
流
セ
ン
タ
ー
化
や
事
務
局
職
員
の
直
接
雇
用
化
も
そ

の
ひ
と
つ
で
す
。

ま
た
、
地
域
同
士
の
分
野
ご
と
の
学
び
合
い
に
よ
り
地

域
活
動
に
生
か
す
と
と
も
に
地
域
の
意
見
を
市
の
施
策
に

反
映
す
る
こ
と
を
目
的
に
、
地
域
円
卓
会
議
を
開
催
し
て

い
ま
す
。
こ
の
会
議
は
、
防
災
や
交
通
等
の
テ
ー
マ
を
設

◆◆◆

定
し
、
地
域
自
主
組
織
・
行
政
・
関
係
機
関
が
対
等
な
立

場
で
、
課
題
の
解
決
策
等
を
話
し
合
う
も
の
で
、
地
域
自

主
組
織
と
協
議
の
上
、
テ
ー
マ
を
設
定
し
定
期
的
に
開
催

し
て
い
ま
す
。

２
０
１
５
年
に
は
、
地
域
自
主
組
織
と
市
の
間
で
「
地

域
と
行
政
の
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
に
関
す
る
基
本
協
定
」

を
締
結
し
ま
し
た
。
こ
の
協
定
は
、
地
域
自
主
組
織
の
設

立
か
ら
約
10
年
が
経
過
し
、
仕
組
み
が
定
着
す
る
中
で
、

地
域
自
主
組
織
と
行
政
の
関
係
、
相
互
の
役
割
を
明
確
に

す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
も
の
で
、「
地
域
と
行
政
は
相

互
に
対
等
な
立
場
で
あ
る
こ
と
」「
協
働
で
ま
ち
づ
く
り

に
取
り
組
む
こ
と
」
を
改
め
て
確
認
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
当
市
で
は
、
２
０
２
１
年
７
月
に
、
記
録
的
な

豪
雨
に
見
舞
わ
れ
、
大
き
な
被
害
を
受
け
ま
し
た
が
、
こ

れ
を
契
機
に
、「
地
域
と
行
政
の
災
害
対
応
に
関
す
る
基

本
協
定
」
を
締
結
し
、
指
定
避
難
所
の
運
営
等
に
も
、
市

と
地
域
自
主
組
織
が
協
働
で
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

こ
う
し
た
取
り
組
み
や
経
験
を
通
し
て
、
地
域
と
行
政

双
方
に
お
い
て
、
着
実
に
、
市
民
と
行
政
が
垂
直
の
関
係

で
は
な
く
、
水
平
の
関
係
、
補
い
合
う
関
係
、
ま
ち
づ
く

り
の
パ
ー
ト
ナ
ー
で
あ
る
と
い
う
意
識
が
醸
成
さ
れ
て
き

て
い
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

持
続
可
能
性
の
確
保

以
上
の
よ
う
に
、
地
域
自
主
組
織
は
、
こ
れ
ま
で
変
遷

を
重
ね
な
が
ら
、
地
域
住
民
の
理
解
と
努
力
に
よ
り
、
雲

南
市
の
ま
ち
づ
く
り
に
な
く
て
は
な
ら
な
い
存
在
と
な
っ
て

い
ま
す
。
一
方
で
、
急
速
な
人
口
減
少
、
少
子
高
齢
化
の
進

展
、
こ
れ
ま
で
の
十
数
年
を
支
え
て
き
た
世
代
の
交
代
も

進
む
中
で
、
今
後
の
地
域
の
担
い
手
の
育
成
確
保
が
、
す
べ

て
の
地
域
共
通
の
最
も
大
き
な
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
担
い
手
の
育
成
確
保
の
た
め
の
方
策
と
し

て
、
２
０
１
９
年
よ
り
、
地
域
自
主
組
織
と
市
の
共
催
で

「
地
域
経
営
カ
レ
ッ
ジ
」
と
い
う
事
業
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。
こ
の
地
域
経
営
カ
レ
ッ
ジ
は
、
希
望
す
る
地
域
自
主

組
織
か
ら
選
出
さ
れ
た
次
世
代
の
メ

ン
バ
ー
が
、
地
域
の
課
題
か
ら
テ
ー

マ
を
設
定
し
、
そ
の
テ
ー
マ
に
つ
い

て
、
約
半
年
を
か
け
て
、
新
た
な
仕

組
み
や
改
善
策
等
の
ア
イ
デ
ア
を
ま

と
め
、
地
域
に
提
案
す
る
も
の
で
す
。

担
い
手
の
育
成
だ
け
に
限
ら
ず
、

地
域
自
主
組
織
を
取
り
巻
く
課
題
は

山
積
し
て
い
ま
す
が
、
地
域
の
持
続

可
能
性
を
確
保
す
る
た
め
に
、
今
後

も
、
試
行
錯
誤
を
重
ね
な
が
ら
、
地

域
と
と
も
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

◆◆◆
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津
野
町
は
、
平
成
17
年
２
月
１
日
に
葉
山
村
と
東
津
野

村
の
２
村
が
合
併
し
て
で
き
た
町
で
す
。
合
併
当
時
の
人

口
は
７
３
０
６
人
で
し
た
が
、
令
和
５
年
４
月
１
日
現
在

の
人
口
は
５
３
８
２
人
で
、
こ
の
18
年
間
で
１
９
２
４
人

減
少
し
て
お
り
、
過
疎
化
と
少
子
高
齢
化
が
進
行
し
て
い

ま
す
。

本
町
に
は
行
政
地
区
と
し
て
83
地
区
の
集
落
が
あ
り
、

そ
れ
ぞ
れ
の
地
区
で
地
区
住
民
に
よ
る
地
域
活
動
が
行
わ

れ
て
い
ま
す
が
、
過
疎
化
と
少
子
高
齢
化
の
た
め
、
集
落

に
よ
っ
て
は
地
域
活
力
の
低
下
に
よ
り
、
維
持
す
る
こ
と
さ

え
難
し
い
状
況
と
な
っ
て
い
る
集
落
も
出
始
め
て
い
ま
す
。

中
山
間
地
域
が
県
土
の
93
％
を
占
め
る
高
知
県
に
お
い

て
は
、
高
齢
者
の
暮
ら
し
を
守
り
、
若
者
が
住
み
続
け
ら

れ
る
中
山
間
地
域
の
実
現
を
目
指
し
て
、
集
落
活
動
セ
ン

タ
ー
の
取
り
組
み
を
推
進
し
て
い
ま
す
。
こ
の
集
落
活
動

セ
ン
タ
ー
は
地
域
の
住
民
が
力
を
合
わ
せ
て
、
将
来
に
わ

た
り
「
安
心
し
て
暮
ら
し
続
け
ら
れ
る
集
落
づ
く
り
」
を

進
め
る
た
め
の
仕
組
み
で
、
近
隣
の
集
落
同
士
が
連
携
し

な
が
ら
、
生
活
、
福
祉
、
産
業
、
防
災
な
ど
の
活
動
に
つ

い
て
、
地
域
ぐ
る
み
で
取
り
組
む
も
の
で
す
。

本
町
に
お
き
ま
し
て
も
地
域
づ
く
り
の
拠
点
と
な
る
集

落
活
動
セ
ン
タ
ー
の
取
り
組
み
を
推
進
し
て
お
り
、現
在
、

町
内
で
三
つ
の
集
落
活
動
セ
ン
タ
ー
が
活
発
に
地
域
活
動

を
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

小
学
校
閉
校
き
っ
か
け
に
「
奥
四
万
十
の
郷
」

郷
地
区
の
８
集
落
が
平
成
22
年
３
月
の
郷
小
学
校
閉
校

を
き
っ
か
け
に
話
し
合
い
を
進
め
、
平
成
27
年
６
月
に
集

落
活
動
セ
ン
タ
ー
「
奥
四
万
十
の
郷
」
の
取
り
組
み
が
始

ま
り
ま
し
た
。
本
町
で
最
初
の
集
落
活
動
セ
ン
タ
ー
で
あ

る
こ
と
か
ら
、
郷
地
区
の
取
り
組
み
を
も
と
に
町
内
の
集

落
活
動
セ
ン
タ
ー
の
取
り
組
み
が
町
内
に
広
が
っ
て
い
き

ま
し
た
。

開
設
当
初
、
建
物
は
味
噌
や
こ
ん
に
ゃ
く
の
加
工
所
を

予
定
し
て
い
ま
し
た
が
、
大
量
生
産
で
き
る
わ
け
で
も
な

く
、
そ
れ
な
ら
地
域
の
人
が
求
め
て
い
た
交
流
ス
ペ
ー
ス

に
し
よ
う
と
農
家
食
堂
・
カ
フ
ェ
を
始
め
ま
し
た
。
現
在

も
継
続
し
て
土
・
日
・
祝
日
の
営
業
を
続
け
て
い
ま
す
。

集
落
活
動
セ
ン
タ
ー
施
設
の
維
持
に
必
要
な
経
費
は
、
経

◆◆◆

済
活
動
の
収
益
や
町
や
県
か
ら
委
託
さ
れ
た
国
道
な
ど
の

草
刈
り
で
補
っ
て
お
り
、
特
に
草
刈
り
は
多
く
の
地
域
住

民
が
協
力
し
な
が
ら
業
務
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
生
活
支

援
に
つ
い
て
は
、
70
歳
以
上
の
高
齢
者
の
見
守
り
カ
ー
ド

を
各
家
庭
と
集
落
活
動
セ
ン
タ
ー
に
置
き
、
毎
年
福
祉
パ

ト
ロ
ー
ル
に
よ
り
確
認
作
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

高
齢
世
帯
の
粗
大
ご
み
の
処
分
や
困
り
事
の
解
消
の
た

め
、
お
助
け
隊
の
活
動
に
も
取
り
組
み
、
地
域
の
支
え
合

い
も
地
域
の
中
で
で
き
る
よ
う
に
継
続
し
た
取
り
組
み
が

行
わ
れ
て
い
ま
す
。

窯
設
置
し
、
ピ
ザ
焼
き
体
験
の
受
け
入
れ
も

白
石
地
区
の
９
集
落
が
平
成
22
年
３
月
の
白
石
小
学
校

閉
校
を
き
っ
か
け
に
話
し
合
い
を
進
め
、
平
成
30
年
５
月

に
集
落
活
動
セ
ン
タ
ー
し
ら
い
し
の
取
り
組
み
が
始
ま
り

ま
し
た
。
白
石
地
区
は
、「
白
石
を
に
ぎ
や
か
に
、
み
ん

な
が
集
い
、
笑
い
、
ち
ょ
っ
と
稼
ぐ
」
を
テ
ー
マ
に
さ
ま

ざ
ま
な
取
り
組
み
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

地
域
の
耕
作
放
棄
地
を
活
用
し
て
、
米
や
芋
、
そ
ば
等

を
生
産
し
、
町
内
の
道
の
駅
や
ア
ン
テ
ナ
シ
ョ
ッ
プ
等
で

◆◆◆

「奥四万十の郷」の農家食堂（郷地区）

小
さ
な
拠
点
と
地
域
運
営
組
織

高
知
県
津
野
町 

―
各
地
の
集
落
活
動
セ
ン
タ
ー
で
多
彩
な
取
り
組
み
―

み
ん
な
が
集
い
、
笑
い
、
ち
ょ
っ
と
稼
ぐ

西
森　

雅
人

津
野
町
ま
ち
づ
く
り
推
進
課
課
長
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販
売
し
た
り
、〝
し
ら
い
し
時
間
割
〟
と
い
う
取
り
組
み

で
は
、
四
季
折
々
の
体
験
交
流
事
業
を
開
催
し
た
り
し
て

い
ま
す
。

施
設
に
は
、
ピ
ザ
窯
２
基
を
設
置
し
、
町
内
外
か
ら
の

ピ
ザ
焼
き
体
験
の
受
け
入
れ
を
行
っ
て
い
ま
す
。
地
域
住

民
の
集
い
の
場
と
し
て
は
月
に
１
回
カ
フ
ェ
を
運
営
し
て

お
り
、
施
設
に
来
る
た
め
の
手
段
の
な
い
方
に
対
し
て
は

送
迎
を
行
う
な
ど
、
地
域
住
民
の
集
い
の
場
と
し
て
定
着

し
て
い
ま
す
。

地
域
の
運
動
会
も
開
設
１
年
目
に
開
催
し
、
２
年
に
１

回
の
開
催
を
計
画
し
て
い
ま
し
た
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
の
拡
大
に
よ
り
、
直
近
の
３
年
間
は
開
催
で

き
ま
せ
ん
で
し
た
。
本
年
度
は
、
コ
ロ
ナ
前
の
よ
う
に
地

域
の
元
気
を
取
り
戻
し
た
い
と
い
う
声
を
受
け
、
運
動
会

の
再
開
に
向
け
た
話
が
進
ん
で
い
ま
す
。

四
万
十
源
流
点
で
イ
ベ
ン
ト
や
特
産
品
作
り

船
戸
地
区
の
９
集
落
が
平
成
22
年
３
月
の
船
戸
小
学
校

閉
校
を
き
っ
か
け
に
話
し
合
い
を
進
め
、
平
成
31
年
４
月

に
集
落
活
動
セ
ン
タ
ー
ふ
な
と
の
取
り
組
み
が
始
ま
り
ま

し
た
。
船
戸
地
区
に
は
、
日
本
最
後
の
清
流
と
呼
ば
れ
る

四
万
十
川
の
源
流
点
が
あ
り
、
地
域
を
元
気
に
す
る
た
め

に
四
季
折
々
の
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
や
豆
腐
・
こ
ん
に
ゃ
く

な
ど
の
特
産
品
づ
く
り
、
宿
泊
施
設
の
運
営
、
景
観
保
全
、

生
活
支
援
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。
令

和
４
年
度
に
は
、
高
知
県
立
牧
野
植
物
園
の
監
修
に
よ
る

「
船
戸
ら
ん
ま
ん
広
場
」
も
完
成
し
、
地
域
の
里
山
を
イ

メ
ー
ジ
し
た
広
場
に
は
、
モ
ミ
、
コ
ウ
ヤ
マ
キ
、
イ
ロ
ハ

モ
ミ
ジ
、
ク
ヌ
ギ
、
コ
ナ
ラ
等
の
地
域
の
樹
木
を
植
栽
し
、

◆◆◆

来
訪
者
の
憩
い
の
場
と
な
っ
て
い
ま
す
。

地
域
の
助
け
合
い
活
動
も
盛
ん
で
、
粗
大
ご
み
運
搬
の

お
手
伝
い
や
墓
掃
除
、
本
年
度
か
ら
は
、
地
域
で
亡
く
な

っ
た
方
を
地
域
の
み
ん
な
で
お
見
送
り
を
し
た
い
と
い
う

想
い
か
ら
、
葬
祭
事
業
に
も
取
り
組
む
こ
と
と
し
て
い
ま

す
。

今
後
の
地
域
づ
く
り
に
向
け
て

本
町
で
は
、
三
つ
の
集
落
活
動
セ
ン
タ
ー
の
取
り
組
み

が
行
わ
れ
て
い
る
地
区
以
外
の
集
落
に
お
い
て
も
、
地
域

に
応
じ
た
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
活
動
が
活
発
に
行
わ
れ
て
い

ま
す
。
精
華
地
区
の
19
集
落
に
お
い
て
は
、
今
ま
で
精
華

フ
ァ
ミ
リ
ー
と
い
う
任
意
団
体
が
地
域
の
に
ぎ
わ
い
づ
く

り
の
活
動
を
行
っ
て
き
ま
し
た
が
、
令
和
６
年
３
月
の
精

華
小
学
校
閉
校
を
見
据
え
、
精
華
地
区
の
活
性
化
の
仕
組

み
と
し
て
、
集
落
活
動
セ
ン
タ
ー
の
取
り
組
み
に
向
け
て

話
し
合
い
が
進
ん
で
お
り
、
現
在
、
令
和
７
年
度
中
の
開

設
に
向
け
て
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

し
か
し
な
が
ら
、
本
町
の
集
落
活
動
セ
ン
タ
ー
の
取
り

組
み
も
開
設
か
ら
年
数
を
経
る
こ
と
に
よ
り
、
課
題
も
見

え
て
き
て
い
ま
す
。
各
集
落
活
動
セ
ン
タ
ー
施
設
の
維
持

に
必
要
な
経
費
は
個
々
の
集
落
活
動
セ
ン
タ
ー
で
賄
う
こ

と
を
基
本
と
し
て
い
ま
す
が
、
ど
こ
も
維
持
経
費
を
稼
ぐ

の
が
厳
し
い
状
況
に
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。
ま
た
、
人
口

減
少
や
少
子
高
齢
化
に
よ
り
世
代
交
代
に
つ
い
て
も
ス
ム

ー
ズ
に
進
ん
で
お
ら
ず
、
人
材
の
若
返
り
や
次
世
代
の
育

成
な
ど
も
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

取
り
組
み
に
お
い
て
主
体
と
な
る
の
は
地
域
住
民
で
す
。

今
後
も
地
域
住
民
の
方
々
と
話
し
合
い
な
が
ら
、
一
緒
に

地
域
づ
く
り
を
進
め
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

◆◆◆

船戸らんまん広場でのイベント（船戸地区）

ピザ焼き窯を設置し、ピザ焼き体験の機会を提供（白石地区）

25 2023・8 月号 地域づくり 特集編 2023・8 月号地域づくり 特集編 24



特 集
旧
吉
田
小
学
校
春
日
分
校
と
の
出
会
い

日
本
三
大
美
肌
の
湯
と
し
て
有
名
な
温
泉
街
が
あ
る
嬉

野
市
。
私
た
ち
は
、
そ
の
市
街
地
か
ら
車
で
約
15
分
の
山

間
に
あ
る
小
さ
な
集
落
「
春か

す

日が

」
と
い
う
場
所
で
２
０
１

５
年
か
ら
活
動
を
続
け
て
き
ま
し
た
。
そ
の
き
っ
か
け
と

な
っ
た
の
が
、「
旧
吉
田
小
学
校
春
日
分
校
（
以
下
、
春

日
分
校
）」
と
い
う
学
校
跡
で
す
。

春
日
分
校
は
１
８
７
５
年
に
開
校
し
た
分
校
で
す
が
、

少
子
化
に
よ
り
２
０
０
１
年
を
最
後
に
統
廃
合
。
２
０
１

４
年
に
地
域
か
ら
嬉
野
市
へ
と
返
還
さ
れ
る
こ
と
と
な
り

ま
し
た
。
そ
の
こ
と
を
人
づ
て
に
聞
い
た
私
は
、
す
ぐ
さ

ま
春
日
分
校
へ
と
足
を
運
び
ま
し
た
。
と
い
う
の
も
私
は

以
前
か
ら
嬉
野
の
方
々
が「
春
日
分
校
は
も
っ
た
い
な
い
」

と
口
々
に
言
っ
て
い
た
こ
と
を
知
っ
て
い
た
か
ら
で
す
。

い
ざ
春
日
分
校
に
入
る
一
本
道
を
前
に
し
建
物
を
遠
目
に

見
た
時
に
、
こ
の
場
所
を
次
の
世
代
に
伝
え
て
い
か
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
強
い
使
命
感
と
共
に
、
と
て
も
ワ

ク
ワ
ク
し
た
こ
と
を
今
で
も
鮮
明
に
覚
え
て
い
ま
す
。

◆◆◆

分
校C

afe haruhi

オ
ー
プ
ン

春
日
分
校
の
魅
力
を
最
大
限
に
活
か
す
た
め
に
飲
食
店

と
し
て
の
活
用
を
決
め
、
２
０
１
６
年
３
月
に
「
分
校

Cafe haruhi

（
ぶ
ん
こ
う 

か
ふ
ぇ 

は
る
ひ
）」（
以
下
、

haruhi

）
を
オ
ー
プ
ン
。
も
ち
ろ
ん
、
目
的
は
「
た
だ
春

日
分
校
を
活
用
す
る
」と
い
う
小
さ
い
も
の
で
は
な
く「
地

域
の
方
々
に
と
っ
て
大
切
な
分
校
」
を
拠
点
に
、
春
日
全

体
を
盛
り
上
げ
て
い
く
と
い
う
も
の
で
す
。
将
来
的
に
春

日
分
校
の
運
営
を
自
立
さ
せ
、
継
続
し
な
け
れ
ば
意
味
が

な
い
と
い
う
考
え
が
あ
り
ま
し
た
。

地
域
活
動
の
本
格
始
動

haruhi

が
少
し
ず
つ
軌
道
に
乗
り
始
め
、
年
間
５
０

０
０
人
以
上
が
訪
れ
る
場
所
と
な
っ
た
こ
と
で
、
い
よ
い

よ
地
域
の
方
々
も
含
め
た
活
動
を
や
っ
て
い
こ
う
と
、
２

０
１
８
年
６
月
「
第
一
回
春
日
分
校
食
事
会
」
と
い
う
会

を
開
催
し
ま
し
た
。
こ
の
会
は
春
日
に
住
む
方
々
に
呼
び

◆◆◆◆◆◆

か
け
、haruhi

の
看
板
メ
ニ
ュ
ー
で
あ
る
カ
レ
ー
を
一

緒
に
食
べ
な
が
ら
交
流
し
ま
し
ょ
う
。
と
い
う
、
ま
さ
し

く
地
域
活
動
に
向
け
た
第
一
歩
の
会
で
す
。

月
に
１
度
の
頻
度
で
開
催
し
話
を
聞
い
て
い
る
と
、
春
日

に
住
む
方
々
も
春
日
を
も
っ
と
も
っ
と
多
く
の
人
に
知
っ
て

欲
し
い
、住
民
が
減
り
続
け
て
い
る
現
状
を
何
と
か
し
た
い
、

と
い
う
想
い
を
強
く
持
た
れ
て
い
る
の
だ
と
い
う
こ
と
、
そ

し
て
、
そ
の
よ
う
な
想
い
が
あ
る
が
、
自
分
た
ち
は
も
う

高
齢
だ
か
ら
ど
う
す
る
こ
と
も
で
き
な
い
と
い
う
無
力
感

を
感
じ
て
い
ら
っ
し
ゃ
る
と
い
う
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。

そ
こ
で
私
は
「
外
部
の
人
を
呼
ん
だ
り
、
力
仕
事
を
し

た
り
す
る
の
は
私
た
ち
が
や
る
の
で
、
そ
の
か
わ
り
に
皆

さ
ん
の
知
識
や
知
恵
を
貸
し
て
く
だ
さ
い
」
と
お
願
い
し

「
春
日
を
盛
り
上
げ
る
」
と
い
う
目
的
に
向
け
て
、
互
い

に
互
い
の
で
き
る
こ
と
で
力
を
合
わ
せ
動
き
出
す
こ
と
と

な
っ
た
の
で
し
た
。

む
か
し
美
人
の
会
の
発
足

春
日
分
校
食
事
会
を
通
し
て
、
私
は
春
日
の
一
番
の
魅

力
に
出
会
う
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
そ
れ
は
「
春
日
に
住

ん
で
い
る
人
た
ち
」
で
す
。
何
一
つ
着
飾
る
こ
と
の
な
い

「
あ
り
の
ま
ま
の
自
分
」
で
接
し
て
く
れ
る
方
ば
か
り
で
、

話
を
す
る
だ
け
で
何
故
か
と
て
も
元
気
と
勇
気
を
い
た
だ

き
ま
す
。
こ
れ
か
ら
先
、
春
日
を
盛
り
上
げ
て
い
く
た
め

に
は
、
こ
の
春
日
の
皆
さ
ん
に
触
れ
て
い
た
だ
く
こ
と
が

一
番
の
近
道
だ
と
感
じ
ま
し
た
。

そ
こ
で
早
速
、
春
日
の
皆
さ
ん
に
触
れ
て
い
た
だ
く
た

め
の
イ
ベ
ン
ト
「
高
菜
漬
け
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
」
を
開
催

す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。
春
日
の
皆
さ
ん
と
一
緒
に
高
菜

漬
け
を
作
ろ
う
と
い
う
簡
単
な
イ
ベ
ン
ト
で
は
あ
っ
た
の

◆◆◆

小
さ
な
拠
点
と
地
域
運
営
組
織

春
日
活
性
化
委
員
会

（
佐
賀
県
嬉
野
市
）

―
小
学
校
分
校
跡
を
拠
点
に
地
域
を
盛
り
上
げ
る
―

「
む
か
し
美
人
の
会
」中
心
に
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

中
林　

正
太

春
日
活
性
化
委
員
会
代
表
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で
す
が
、
イ
ベ
ン
ト
を
告
知
す
る
に
あ
た
っ
て
春
日
の
皆

さ
ん
の
ネ
ー
ミ
ン
グ
が
必
要
だ
ね
と
い
う
話
に
な
り
、
一

緒
に
考
え
た
の
が
「
む
か
し
美
人
の
会
」。
こ
こ
か
ら
春

日
の
皆
さ
ん
は
「
む
か
し
美
人
の
会
」
と
し
て
、
活
動
し

て
い
く
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

地
域
全
体
の
取
り
組
み 

茶
の
実
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

む
か
し
美
人
の
会
の
皆
さ
ん
と
一
緒
に
活
動
を
始
め
て

２
年
、
こ
の
頃
に
は
色
ん
な
こ
と
を
言
い
合
え
る
間
柄
と

な
り
、
よ
り
活
動
の
幅
を
広
げ
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に

な
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
し
て
ス
タ
ー
ト
し
た
の
が
「
茶
の

実
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
と
い
う
取
り
組
み
で
す
。

嬉
野
市
は
、
九
州
三
大
銘
茶
の
一
つ
に
数
え
ら
れ
る
お

茶
の
生
産
地
で
も
あ
り
、
春
日
に
も
多
く
の
茶
園
が
広
が

っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
価
格
の
低
迷
や
後
継
ぎ
問
題
に

よ
り
、
生
産
者
は
年
々
減
少
。
そ
れ
と
比
例
す
る
よ
う
に

耕
作
放
棄
さ
れ
る
茶
園
も
増
え
て
お
り
、
当
然
春
日
も
例

◆◆◆

外
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
ん
な
耕
作
放
棄
さ
れ
た
茶
園
を

活
用
し
て
茶
実
油
の
収
穫
を
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
茶
実

油
に
は
「
オ
レ
イ
ン
酸
」
や
「
ビ
タ
ミ
ン
Ｅ
」
と
い
っ
た
、

美
容
効
果
の
高
い
成
分
が
多
く
含
ま
れ
て
お
り
、
世
界
三

大
美
女
楊
貴
妃
が
愛
用
し
た
と
言
い
伝
え
ら
れ
て
い
る
ほ

ど
質
の
高
い
油
と
し
て
知
ら
れ
て
い
ま
す
。

収
穫
か
ら
搾
油
ま
で
、
手
間
が
か
か
る
作
業
で
は
あ
る

の
で
す
が
、高
齢
者
に
も
で
き
る
作
業
と
い
う
こ
と
か
ら
、

む
か
し
美
人
の
会
の
皆
さ
ん
に
手
伝
っ
て
い
た
だ
く
こ
と

で
、
生
産
が
可
能
と
な
る
と
考
え
た
の
で
す
。

中
山
間
地
と
関
東
を
つ
な
ぐ 

新
た
な
仕
組
み
へ

茶
の
実
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
ス
タ
ー
ト
し
て
か
ら
３
年
、

約
１
０
０
キ
ロ
の
茶
実
を
収
穫
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う

に
な
り
、
価
値
の
高
い
茶
実
油
を
、
価
値
を
落
と
す
こ
と

な
く
流
通
さ
せ
る
こ
と
に
よ
り
春
日
を
豊
か
に
し
て
い
か

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
の
考
え
か
ら
、２
０
２
３
年
４
月
、

◆◆◆

神
奈
川
県
横
浜
市
に
て
「retreat salon as is

（
リ
ト

リ
ー
ト
サ
ロ
ン 

ア
ズ
イ
ズ
）」（
以
下
、as is

）
を
オ
ー

プ
ン
し
ま
し
た
。
茶
実
油
を
配
合
し
た
マ
ッ
サ
ー
ジ
オ
イ

ル
を
使
用
し
た
エ
ス
テ
サ
ロ
ン
で
す
。

as is

と
い
う
茶
実
油
の
出
口
が
出
来
た
こ
と
で
、
生

産
者
（
む
か
し
美
人
の
会
の
皆
さ
ん
を
含
む
）
か
ら
適
正

価
格
で
茶
実
を
買
い
取
る
こ
と
が
で
き
、
そ
う
な
れ
ば
耕

作
放
棄
茶
園
も
活
用
さ
れ
、
中
山
間
地
に
住
む
高
齢
者
の

収
入
源
の
一
つ
に
も
な
る
。

ま
た
、
関
東
で
エ
ス
テ
を
受
け
る
方
は
、
茶
実
油
と
い

う
質
の
高
い
オ
イ
ル
で
の
エ
ス
テ
を
受
け
な
が
ら
、
そ
の

ス
ト
ー
リ
ー
を
知
り
、こ
こ
ろ
も
か
ら
だ
も
美
し
く
な
る
。

隠
れ
た
宝
物
に
光
を
当
て
、 

新
た
な
魅
力
と
し
て
育
ん
で
い
く

haruhi

に
む
か
し
美
人
の
会
に
茶
実
油
、
ま
だ
ま
だ

挑
戦
は
始
ま
っ
た
ば
か
り
で
す
が
、
目
指
す
べ
き
未
来
に

向
か
っ
て
、
日
々
少
し
ず
つ
前
進
し
て
い
ま
す
。

◆◆◆

むかし美人の会の皆さん

春日分校食事会の風景

分校 Cafe haruhi 店内

改修前の旧吉田小学校春日分校
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豊
重　

哲
郎

柳
谷（
通
称　

や
ね
だ
ん
） 

自
治
公
民
館
館
長

や
ね
だ
ん
の
概
要

鹿
児
島
県
鹿
屋
市
串
良
町
柳
谷
集
落（
通
称
や
ね
だ
ん
）

は
、
現
在
１
０
２
世
帯
２
１
１
人
が
共
存
す
る
。

平
成
８
年
に
私
は
「
自
治
公
民
館
長
」
に
選
出
さ
れ
、

以
来
26
年
が
経
過
し
た
。
中
山
間
地
域
の
集
落
で
あ
り
、

高
齢
化
率
54
％
、
15
歳
以
下
が
29
人
で
、
最
近
Ｕ
タ
ー
ン

し
て
き
た
９
家
族
と
若
人
た
ち
に
大
拍
手
を
し
て
い
る
現

状
で
も
あ
る
。
平
成
８
年
の
人
口
は
３
２
８
人
、
１
２
９

世
帯
、
高
齢
化
率
45
％
で
あ
っ
た
が
、
平
成
17
年
頃
か
ら

高
齢
者
た
ち
の
他
界
が
始
ま
り
、こ
の
間
に
94
人
が
死
亡
。

こ
れ
か
ら
も
自
然
減
少
は
続
い
て
い
く
。

自
治
公
民
館
長
と
し
て
先
ず
心
得
た
事
項
は
、

一
、
企
業
会
計
原
則
の
順
守

人
財
・
帳
簿
管
理
・
総
力
戦
・
み
な
し
法
人
納
税
。

一
、
リ
ー
ダ
ー
不
可
欠
（
先
導
役
）

リ
ー
ダ
ー
で
あ
る
前
に
先
ず
人
間
力
が
必
要
。
ヒ
ー
ロ

ー
に
な
ら
な
く
て
い
い
。
黒
子
で
い
い
。

一
、
地
域
活
動
に
補
欠
は
い
な
い

◆◆◆

一
人
で
必
要
以
上
に
頑
張
ら
な
く
て
い
い
。
一
人
一
人

の
才
能
や
体
験
等
を
引
き
出
せ
ば
い
い
。

一
、
地
域
課
題
を
正
面
突
破
す
る
に
は

慌
て
る
な
・
急
ぐ
な
・
近
道
す
る
な
、
を
念
頭
に
、
忍

耐
力
・
企
画
力
・
演
出
力
・
財
務
力
を
心
に
秘
め
。

先
ず
土
台
作
り
か
ら

地
域
住
民
の
関
心
度
は
自
主
的
に
参
加
す
る
人
、
義
理

で
参
加
す
る
人
、無
関
心
層
が
そ
れ
ぞ
れ
３
割
な
ど
、「
３
・

３
・
３
・
１
」
で
あ
る
こ
と
を
前
提
に
、
フ
ル
ネ
ー
ム
を

覚
え
、
笑
顔
と
目
配
り
や
気
配
り
、
言
葉
配
り
が
あ
れ
ば

集
落
も
円
満
に
な
る
。

組
織
で
運
営

自
治
公
民
館
の
運
営
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
人
か
ら
な
る
組

織
で
運
営
さ
れ
る
。

◆◆◆◆◆◆

「
お
は
よ
う
」
声
掛
け
運
動
か
ら
ス
タ
ー
ト

３
２
８
人
の
名
前
と
顔
を
知
り
、
一
人
一
人
の
存
在
感

を
意
識
づ
け
る
目
的
で
、
朝
の
通
学
時
に
４
月
か
ら
３
カ

月
間
、
毎
朝
６
時
半
ご
ろ
か
ら
７
時
ま
で
「
お
は
よ
う
」

声
掛
け
運
動
を
行
っ
て
い
る
。
小
中
学
生
は
４
㌔
先
ま
で

徒
歩
通
学
で
あ
る
。
集
落
内
の
沿
道
で
の
「
い
っ
て
ら
っ

し
ゃ
い
」「
行
っ
て
き
ま
す
」
の
声
掛
け
は
、
集
落
の
笑

い
と
交
流
の
場
と
も
化
し
、
地
域
再
生
の
ス
タ
ー
ト
に
効

果
が
あ
っ
た
。

地
域
で
で
き
る
こ
と
は
地
域
で

無
関
心
層
な
ど
に
納
得
し
て
も
ら
う
た
め
に
、
自
主
財

源
を
還
元
す
る
方
策
を
必
死
に
思
案
し
た
。
そ
し
て
、
孤

独
死
対
策
と
し
て
緊
急
警
報
装
置
（
１
台
５
万
円
）
を
20

台
、
足
腰
弱
者
に
シ
ル
バ
ー
カ
ー
ト
を
30
台
整
備
し
、
健

康
寿
命
対
策
に
転
ば
ん
体
操
を
毎
週
土
曜
日
に
実
施
し
、

健
康
遊
具
を
４
台
（
１
０
０
万
円
）
入
れ
た
ほ
か
、
堤
防

の
芝
生
を
整
備
し
、
一
千
歩
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
コ
ー
ス
を
設

置
す
る
な
ど
の
事
業
を
行
っ
た
。

青
少
年
育
成
対
策

寺
子
屋
を
開
催
し
て
現
在
25
年
継
続
中
で
あ
る
。
最
近

Ｕ
タ
ー
ン
組
の
父
親
母
親
で
か
つ
て
は
寺
子
屋
で
学
ん
だ

者
も
い
る
。
歴
史
は
繰
り
返
し
て
い
る
。
寺
子
屋
パ
ー
ト

２
と
し
て
、
ギ
ャ
ン
グ
エ
イ
ジ
（
０
歳
か
ら
14
歳
の
集
団

で
行
動
す
る
年
頃
）
を
対
象
と
し
た
ピ
ア
ノ
教
室
も
開
講

し
て
い
る
。

◆◆◆◆◆◆◆◆◆

小
さ
な
拠
点
と
地
域
運
営
組
織

や
ね
だ
ん
自
治
公
民
館

（
鹿
児
島
県
鹿
屋
市
）

―
集
落
民
の
手
作
り
で
多
彩
な
事
業
を
展
開
―

行
政
に
頼
ら
な
い
地
域
づ
く
り
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特 集

高
校
生
ク
ラ
ブ
活
動

３
歳
か
ら
６
歳
の
子
ど
も
を
対
象
と
し
た
サ
ン
セ
ッ
ト

（
夕
暮
れ
）
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
大
会
に
は
高
校
生
が
ス
タ
ッ

フ
と
し
て
参
加
。
40
㌔
の
ミ
ッ
ド
ナ
イ
ト
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

大
会
、
棒
踊
り
、
鬼
火
た
き
、
異
空
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

放
送
の
メ
ッ
セ
ン
ジ
ャ
ー
、
イ
ベ
ン
ト
等
の
進
行
司
会
役

◆◆◆

等
で
高
校
生
が
活
躍
し
て
い
る
。

環
境
整
備

長
年
の
難
題
で
あ
っ
た
、
家
畜
の
糞
尿
公
害
解
決
の
た

め
に
、
土
着
菌
（
山
等
に
生
息
し
て
い
る
好
気
性
の
微
生

物
の
糸
状
菌
）
を
使
っ
た
悪
臭
対
策
が
鹿
児
島
大
学
で
行

わ
れ
て
い
る
こ
と
を
知
り
、
研
修
を
受
け
て
飼
料
と
し
て

活
用
。
安
全
食
材
の
土
づ
く
り
に
も
利

活
用
し
、
１
㎏
１
０
０
円
で
販
売
を
し
、

自
主
財
源
の
一
助
に
も
貢
献
し
て
い
る
。

集
落
手
づ
く
り
施
設

わ
く
わ
く
運
動
遊
園
（
面
積
20
㌃
）、

活
動
案
内
パ
ネ
ル
館
、
古
民
具
、
農
機

具
展
示
資
料
館
、
シ
ニ
ア
子
供
館
、
レ

ス
ト
ラ
ン
未
来
館
、
活
動
歴
史
館
、
土

着
菌
セ
ン
タ
ー
、
憩
い
の
ス
テ
ー
ジ
、
ギ

ャ
ラ
リ
ー
や
ね
だ
ん
、
古
民
家
を
迎
賓

館
に
活
用
（
８
号
館
ま
で
整
備
）、
公
民

館
境
内
に
ナ
イ
タ
ー
照
明
施
設
等
を
設

備
す
る
な
ど
、
す
べ
て
の
施
設
は
集
落

民
の
手
づ
く
り
で
あ
る
。

ま
た
、
自
治
公
民
館
に
はW

i-Fi

を

設
置
し
、Zoom
会
議
な
ど
行
え
る
デ
ジ

タ
ル
公
民
館
に
進
化
し
て
い
る
。

自
主
財
源
確
保
活
動

休
耕
地
を
無
料
で
借
用
し
て
、
さ
つ

◆◆◆

◆◆◆◆◆◆

ま
い
も
栽
培
か
ら
ス
タ
ー
ト
。
１
㌶
の
植
え
付
け
作
業
、

収
穫
作
業
に
は
毎
回
１
０
０
人
前
後
が
自
主
参
加
し
て
い

る
。
高
齢
者
の
体
力
的
限
界
も
考
え
、
平
成
16
年
か
ら
栽

培
面
積
を
10
㌃
に
減
反
し
て
、「
焼
酎
や
ね
だ
ん
」
開
発

に
ト
ラ
イ
し
た
。
そ
の
後
、「
焼
酎
や
ね
だ
ん
」
は
地
域

ブ
ラ
ン
ド
化
に
成
功
し
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
通
販
で
も
大

好
評
発
売
中
で
あ
る
。

コ
ロ
ナ
終
息
で
以
前
の
よ
う
に
視
察
来
訪
も
ひ
っ
き
り

な
し
に
行
わ
れ
て
お
り
、〝
う
れ
し
い
悲
鳴
〟
が
や
ね
だ

ん
の
現
状
で
あ
る
。

故
郷
創
生
塾

人
徳
養
成
と
地
域
再
生
リ
ー
ダ
ー
養
成
を
目
的
に
平
成

19
年
に
「
や
ね
だ
ん
故
郷
創
生
塾
」
を
創
設
し
た
。
こ
れ

ま
で
に
33
回
開
催
し
、
本
塾
の
卒
塾
生
は
全
国
に
１
２
８

６
人
誕
生
し
た
。
現
場
主
義
発
想
の
リ
ー
ダ
ー
育
成
は
日

本
の
永
遠
の
テ
ー
マ
で
も
あ
り
、
今
後
も
年
２
回
（
５
月

と
11
月
）
開
催
予
定
で
あ
る
。

リ
ー
ダ
ー
の
前
に
人
間
力

企
画
力
・
演
出
力
・
財
務
力
を
包
含
し
、
万
人
の
希
望

に
満
ち
溢
れ
た
リ
ー
ダ
ー
像
は
オ
ー
ラ
の
光
輝
き
続
け
る

笑
顔
の
人
間
力
に
宿
る
。

小
さ
な
地
域
で
も
、
若
人
た
ち
の
芽
を
「
つ
ぶ
さ
な
い

こ
と
」、
若
人
世
代
の
力
を
存
分
に
「
引
き
出
す
」
環
境

づ
く
り
は
私
た
ち
集
落
民
の
責
任
で
も
あ
る
。

「
地
方
創
生
は
現
場
の
一
歩
か
ら
」
を
合
言
葉
に
、
小

さ
な
拠
点
か
ら
国
づ
く
り
に
貢
献
し
ま
し
ょ
う
。

◆◆◆◆◆◆◆◆◆

わくわく運動遊園転ばん体操

ギャラリーやねだん高校生も参加する棒踊り
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動
は
、
地
縁
組
織
で
あ
る
自
治
会
・
町
内
会
が
中
心
と
な

っ
て
行
わ
れ
て
き
た
。
し
か
し
、
人
口
減
少
や
高
齢
化
、

地
縁
団
体
へ
の
加
入
率
の
全
国
的
な
低
下
に
よ
る
構
成
員

の
減
少
や
、
市
町
村
合
併
の
進
展
に
伴
う
地
域
課
題
の
多

様
化
・
広
域
化
等
を
背
景
に
、
自
治
会
・
町
内
会
が
従
来

の
役
割
を
果
た
す
こ
と
が
困
難
と
な
る
地
域
が
出
て
き
て

い
る
。

特
に
、
人
口
減
少
や
高
齢
化
が
著
し
い
中
山
間
地
域
等

に
お
い
て
は
、
地
域
住
民
の
減
少
に
加
え
て
、
高
齢
化
に

伴
う
生
活
機
能
の
低
下
等
に
よ
り
、
空
き
家
、
里
山
等
の

財
産
管
理
な
ど
地
域
に
関
わ
る
新
た
な
需
要
が
発
生
す
る

と
と
も
に
、
高
齢
者
の
見
守
り
や
雪
か
き
、
草
刈
り
と
い

っ
た
生
活
支
援
に
関
わ
る
需
要
が
増
加
し
て
い
る
。
一
方

近
年
、
人
口
減
少
や
高
齢
化
が
著
し
い
中
山
間
地
域
等

に
お
い
て
は
、
そ
れ
に
伴
う
集
落
機
能
の
低
下
が
顕
著
に

見
ら
れ
る
ほ
か
、
都
市
部
に
お
い
て
も
、
価
値
観
の
多
様

化
、
地
域
住
民
の
つ
な
が
り
の
希
薄
化
に
よ
り
、
地
域
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
衰
退
が
指
摘
さ
れ
、
そ
の
維
持
が
課
題
と

な
っ
て
い
る
。
こ
う
し
た
地
域
に
お
い
て
は
、
地
域
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
の
維
持
や
生
活
支
援
、
域
内
外
の
交
流
な
ど
、

住
民
共
助
に
よ
る
支
え
合
い
の
必
要
性
が
高
ま
っ
て
お

り
、
地
域
運
営
組
織
が
地
域
の
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
と
な

っ
て
そ
の
機
能
を
果
た
す
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
る
。

政
府
の
「
第
２
期
『
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
⽣
総
合

戦
略
』」（
令
和
元
年 

12 

⽉ 

20 

⽇
閣
議
決
定
）（
以
下「
第

２
期
総
合
戦
略
」）
で
は
、
地
域
課
題
の
解
決
に
向
け
た

多
機
能
型
の
取
り
組
み
を
持
続
的
に
行
う
地
域
運
営
組
織

の
形
成
を
促
す
活
動
を
支
援
す
る
こ
と
と
さ
れ
、
令
和
６

年
度
ま
で
に
達
成
す
べ
き
重
要
業
績
評
価
指
標（
Ｋ
Ｐ
Ｉ
）

と
し
て
、
地
域
運
営
組
織
の
形
成
数
７
０
０
０
団
体
を
⽬

指
す
と
示
さ
れ
て
い
る
。

そ
こ
で
、
本
稿
で
は
地
域
運
営
組
織
が
必
要
と
さ
れ
る

背
景
や
現
況
等
に
つ
い
て
概
観
す
る
と
と
も
に
、
総
務
省

の
地
域
運
営
組
織
に
関
す
る
施
策
に
つ
い
て
説
明
す
る
こ

と
と
し
た
い
。
な
お
、
文
中
意
見
に
わ
た
る
部
分
は
、
筆

者
の
私
見
で
あ
る
。

地
域
運
営
組
織
の
定
義

総
務
省
で
は
、
地
域
運
営
組
織
を
「
地
域
の
暮
ら
し
を

守
る
た
め
、
地
域
で
暮
ら
す
人
々
が
中
心
と
な
っ
て
形
成

さ
れ
、
地
域
内
の
様
々
な
関
係
主
体
が
参
加
す
る
協
議
組

織
が
定
め
た
地
域
経
営
の
指
針
に
基
づ
き
、
地
域
課
題
の

解
決
に
向
け
た
取
組
を
持
続
的
に
実
践
す
る
組
織
」
と
定

義
し
て
お
り
、
地
域
運
営
組
織
は
、「
地
域
課
題
を
共
有
」

し
、「
解
決
方
法
を
検
討
」
す
る
た
め
の
「
協
議
機
能
」
と
、

「
地
域
課
題
解
決
に
向
け
た
取
組
を
実
践
」
す
る
た
め
の

「
実
行
機
能
」
を
有
す
る
組
織
と
位
置
付
け
ら
れ
る
。

地
域
運
営
組
織
の
設
立
背
景
と
必
要
性

こ
れ
ま
で
、
地
域
内
に
お
け
る
意
思
決
定
や
イ
ベ
ン
ト

な
ど
の
自
治
・
共
助
活
動
、
ま
ち
づ
く
り
な
ど
の
地
域
活

特 集
副基調論文

小
さ
な
拠
点
と
地
域
運
営
組
織

地
域
運
営
組
織
の
現
状
と
課
題

長
谷
川　

大
輔

前
・
総
務
省
地
域
力
創
造
グ
ル
ー
プ 

地
域
振
興
室
課
長
補
佐

―
地
域
の
課
題
解
決
に
向
け
て
―

図１　地域運営組織の組織形態のイメージ（一例）

31 2023・8 月号 地域づくり 特集編 2023・8 月号地域づくり 特集編 30



で
、
人
口
減
少
に
伴
う
経
済
規
模
の
縮
小
を
背
景
に
、
商

店
や
ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド
の
撤
退
な
ど
地
域
住
民
の
生
活

に
不
可
欠
な
市
場
サ
ー
ビ
ス
が
失
わ
れ
て
き
て
い
る
。
ま

た
、
地
縁
組
織
の
構
成
員
で
あ
る
地
域
住
民
の
減
少
お
よ

び
高
齢
化
に
伴
い
、
こ
れ
ま
で
地
縁
組
織
が
担
っ
て
き
た

生
活
支
援
機
能
も
低
下
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
行
政
サ
ー

ビ
ス
に
つ
い
て
も
、
厳
し
い
財
政
状
況
や
職
員
の
削
減
等

か
ら
、
従
来
の
水
準
を
維
持
す
る
こ
と
が
困
難
に
な
っ
て

き
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
、
地
域
に
お
い
て
は
、
生
活
支
援
サ
ー
ビ

ス
需
要
の
増
加
と
サ
ー
ビ
ス
提
供
機
能
の
低
下
と
い
う
二

重
の
課
題
に
直
面
し
て
い
る
。
こ
う
し
た
中
、
地
域
運
営

組
織
が
、
自
治
会
・
町
内
会
と
い
っ
た
地
縁
的
な
つ
な
が

り
を
基
盤
に
、
婦
人
会
・
女
性
会
、
青
年
団
、
老
人
ク
ラ

ブ
な
ど
地
域
活
動
を
行
う
多
様
な
関
係
主
体
と
協
議
・
協

働
す
る
こ
と
で
、
地
域
活
動
へ
の
参
加
密
度
を
高
め
、
人

と
人
の
つ
な
が
り
を
強
く
し
、
地
域
の
資
源
を
最
大
限
活

用
す
る
こ
と
に
よ
り
、
地
域
課
題
を
解
決
す
る
サ
ー
ビ
ス

を
提
供
す
る
役
割
を
果
た
す
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
る
。

地
域
運
営
組
織
の
活
動
実
態

総
務
省
が
、
令
和
５
年
３
月
に
と
り
ま
と
め
た
全
国
の

市
区
町
村
や
地
域
運
営
組
織
を
対
象
と
し
た
令
和
４
年
度

実
態
把
握
調
査
結
果
の
概
況
は
、以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。

（
１
）
団
体
数

令
和
４
年
度
は
、
地
域
運
営
組
織
が
全
国
で
７
２
０
７

団
体
確
認
さ
れ
、
令
和
３
年
度
（
６
０
６
４
団
体
）
か
ら

１
１
４
３
団
体
（
18
・
８
％
）
増
加
し
、
調
査
を
開
始
し

た
平
成
28
年
度
と
比
べ
て
約
２
倍
以
上
に
増
加
し
て
い

る
。
ま
た
、
地
域
運
営
組
織
が
形
成
さ
れ
て
い
る
市
区
町

村
は
８
５
３
市
区
町
村
で
あ
り
、
令
和
３
年
度
（
８
１
４

市
区
町
村
）
か
ら
39
市
区
町
村
（
４
・
８
％
）
増
加
し
て

い
る
。

（
２
）
形
成
状
況

各
市
区
町
村
の
地
域
運
営
組
織
の
形
成
状
況
を
地
域
ブ

ロ
ッ
ク
別
に
み
る
と
「
中
国
地
方
」
が
76
・
６
％
と
最
も

多
く
、次
い
で
「
四
国
地
方
」
が
62
・
８
％
。「
近
畿
地
方
」

が
58
・
６
％
な
ど
と
な
っ
て
い
る
。

ま
た
、
人
口
規
模
別
で
み
る
と
「
30
万
以
上
50
万
人
未

満
」
が
74
・
０
％
と
最
も
多
く
、「
５
０
０
０
人
以
上
１

万
人
未
満
」「
５
０
０
０
人
未
満
」は
３
割
未
満
と
少
な
い
。

（
３
）
組
織
形
態

組
織
形
態
は
、
法
人
格
を
持
た
な
い
任
意
団
体
が
90
・

９
％
と
最
も
多
く
、
法
人
格
を
有
し
て
い
る
組
織
形
態
の

中
で
は
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
が
３
・
９
％
、
認
可
地
縁
団
体
が

２
・
３
％
と
な
っ
て
い
る
。

構
成
団
体
と
し
て
参
加
し
て
い
る
組
織
（
複
数
回
答
）

は
、「
自
治
会
・
町
内
会
」
が
構
成
員
と
な
っ
て
い
る
地

域
運
営
組
織
は
78
・
２
％
と
最
も
多
く
、「
地
域
の
福
祉

活
動
に
関
わ
る
団
体
、
民
生
委
員
・
児
童
委
員
」
が
58
・

７
％
、「
地
域
の
子
ど
も
・
青
少
年
育
成
に
関
わ
る
団
体
」

が
50
・
６
％
と
続
い
て
い
る
。（
図
2
）

（
４
）
活
動
状
況

活
動
範
囲
は
「
小
学
校
区
と
お
お
む
ね
一
致
す
る
」
が

44
・
９
％
と
最
も
多
く
、
次
い
で
「
旧
小
学
校
区
と
お
お

む
ね
一
致
す
る
」
が
15
・
３
％
、「
旧
小
学
校
区
よ
り
狭
い
」

が
14
・
６
％
な
ど
と
な
っ
て
い
る
。
活
動
内
容
は
、「
祭
り
・

運
動
会
・
音
楽
会
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
」
が
68
・
４
％
と
最

も
多
く
、「
交
流
事
業
」
が
66
・
８
％
、「
健
康
づ
く
り
」

が
60
・
２
％
、「
声
か
け
・
見
守
り
サ
ー
ビ
ス
」
が
46
・

２
％
な
ど
と
な
っ
て
い
る
。

主
な
収
入
源
は
、「
市
区
町
村
か
ら
の
助
成
金
・
交
付

金
等
」
が
84
・
０
％
と
最
も
多
く
、
次
い
で
「
構
成
員
か

ら
の
会
費
」
が
40
・
４
％
、「
利
用
者
か
ら
の
利
用
料
（
生

活
支
援
サ
ー
ビ
ス
等
の
対
価
）」
が
17
・
８
％
な
ど
と
な

っ
て
い
る
。

（
５
）
課
題
お
よ
び
期
待
す
る
支
援

地
域
運
営
組
織
が
持
続
的
に
活
動
し
て
い
く
上
で
の
課

題
（
問
題
）
と
し
て
は
、「
活
動
の
担
い
手
と
な
る
人
材

の
不
足
」
が
76
・
１
％
と
最
も
多
く
、
次
い
で
「
団
体
の

役
員
・
ス
タ
ッ
フ
の
高
齢
化
」
が
56
・
７
％
、「
次
の
リ

ー
ダ
ー
と
な
る
人
材
の
不
足
」
が
56
・
２
％
、「
活
動
資

金
の
不
足
」
が
36
・
１
％
な
ど
、
人
材
面
や
資
金
面
で
の

課
題
を
抱
え
て
い
る
団
体
が
多
い
こ
と
が
分
か
る
。

ま
た
、
課
題
（
問
題
）
解
決
に
当
た
っ
て
支
援
を
期
待

す
る
も
の
と
し
て
は
、「
活
動
資
金
の
不
足
」
が
31
・
２

％
と
最
も
多
く
、
次
い
で
「
活
動
の
担
い
手
と
な
る
人
材

の
不
足
」
が
30
・
５
％
、「
事
務
局
運
営
を
担
う
人
材
の

不
足
」
が
20
・
９
％
な
ど
と
な
っ
て
い
る
。

推
進
に
向
け
た 

総
務
省
の
取
り
組
み

以
上
の
よ
う
な
課
題
に
対
応
す
る
た
め
、総
務
省
で
は
、

地
域
運
営
組
織
の
形
成
お
よ
び
持
続
的
な
運
営
に
関
し
、

ノ
ウ
ハ
ウ
支
援
の
観
点
か
ら
の
調
査
研
究
事
業
の
実
施
と

地
方
財
政
措
置
の
両
面
か
ら
、
地
域
運
営
組
織
に
関
す
る

施
策
を
進
め
て
い
る
。
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⑴
調
査
研
究
事
業

総
務
省
で
は
、
平
成
25

年
度
か
ら
地
域
運
営
組
織

に
関
す
る
調
査
研
究
を
開

始
し
、
平
成
28
年
度
か
ら

は
「
地
域
運
営
組
織
の
形

成
及
び
持
続
的
運
営
に
関

す
る
研
究
会
」（
座
長
・

小
田
切
徳
美
明
治
大
学
教

授
）
を
設
置
し
、
地
域
運

営
組
織
に
係
る
調
査
研
究

事
業
を
継
続
的
に
実
施
し

て
き
た
。

こ
れ
ま
で
、
形
成
促
進

に
向
け
た
研
修
用
テ
キ
ス

ト
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の

手
引
き
作
成
や
、
形
成
に

向
け
た
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

（
委
員
）
派
遣
、
自
治
体

職
員
向
け
地
域
別
研
修
会

の
開
催
な
ど
、
地
域
運
営

組
織
の
形
成
・
運
営
方
策

の
検
討
を
進
め
る
と
と
も

に
、
形
成
促
進
に
向
け
た

事
業
を
展
開
し
て
き
た
。

令
和
４
年
度
に
お
い
て

は
、
第
２
期
総
合
戦
略
で

掲
げ
ら
れ
た
Ｋ
Ｐ
Ｉ
を
前

倒
し
で
達
成
で
き
る
見
込

み
か
ら
、
引
き
続
き
形
成

促
進
に
取
り
組
む
と
と
も

に
、
地
域
運
営
組
織
の
質
的
な
向
上
に
ア
プ
ロ
ー
チ
を
転

換
す
る
こ
と
と
し
た
。

過
年
度
調
査
よ
り
、
地
域
の
全
て
の
課
題
に
総
合
的
に

対
応
で
き
る
地
域
運
営
組
織
ば
か
り
で
は
な
い
と
の
認
識

の
も
と
、
多
様
な
構
成
主
体
と
の
つ
な
が
り
の
強
化
や
外

部
団
体
等
と
の
連
携
・
協
力
を
通
じ
て
地
域
課
題
に
取
り

組
む
な
ど
、
地
域
運
営
組
織
に
よ
る
多
様
な
地
域
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
の
在
り
方
が
想
定
さ
れ
る
。地
域
運
営
組
織
が「
計

画
」「
実
行
」「
評
価
・
改
善
」
を
行
い
な
が
ら
、
地
域
の

実
情
に
合
っ
た
地
域
づ
く
り
を
進
め
る
プ
ロ
セ
ス
を
地
域

運
営
組
織
の
「
柔
軟
な
最
適
化
」
と
位
置
づ
け
、
実
例
調

査
、
ケ
ー
ス
ス
タ
デ
ィ
お
よ
び
実
態
把
握
調
査
を
通
じ
、

「
柔
軟
な
最
適
化
」
に
取
り
組
む
地
域
運
営
組
織
の
特
徴

な
ど
を
中
心
に
分
析
を
行
っ
た
。
実
態
把
握
調
査
の
分
析

か
ら
「
柔
軟
な
最
適
化
」
に
取
り
組
ん
で
い
る
と
考
え
ら

れ
る
地
域
運
営
組
織
の
特
徴
は
表
の
と
お
り
で
あ
る
（
詳

細
は
、
令
和
４
年
度
調
査
研
究
事
業
報
告
書
〈https://

w
w

w
.soum

u.go.jp/m
ain_sosiki/jichi_gyousei/

cgyousei/chiiki_unneisosiki.htm
l

〉
を
ご
参
照
の

上
、
今
後
の
地
域
運
営
組
織
の
持
続
的
運
営
に
ご
活
用
い

た
だ
き
た
い
）。

⑵
地
方
財
政
措
置

平
成
28
年
度
か
ら
は
、
地
域
運
営
組
織
の
形
成
、
運
営

お
よ
び
活
動
に
対
す
る
地
方
公
共
団
体
に
よ
る
支
援
に
対

し
、
地
方
財
政
措
置
を
講
じ
て
い
る
。
具
体
的
に
は
、
地

域
運
営
組
織
の
形
成
の
た
め
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
開
催

経
費
等
に
つ
い
て
特
別
交
付
税
措
置
を
講
じ
て
い
る
。
ま

た
、
そ
の
運
営
や
活
動
に
対
す
る
支
援
に
つ
い
て
は
、
普

通
交
付
税
措
置
を
講
じ
る
と
と
も
に
、
活
動
支
援
に
係
る

一
般
財
源
充
当
額
が
普
通
交
付
税
措
置
を
超
え
る
部
分
に

図２　構成団体・協力団体として参加している組織
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1
2

3

4

5
6

78

10
11

12

行政サービスを補い、地域を持続可能なものとする取り組みとして、「小さな拠点」や「地域運営組織」が注目されている。今回は、
地域のニーズへの対応や課題解決などに住民主体で取り組んでいる各地の事例を紹介する。

きらりよしじまネットワーク（山形県川西町）（p６-７）
地域食堂「まんま屋」
1新潟県新潟市（p８-９）

「地域の茶の間」の手本となるモデルハウスの一つ
2

あば村活性化協議会（岡山県津山市）（p18-19）

住民出資の合同会社「あば村」によるガソリンスタンドと「あば
商店」

7

ＮＰＯきらめき広場（岡山県新見市）（p20-21）
きらめき広場内の診療所待合室風景
8

NPO法人さいはら（山梨県上野原市）（p10-11）
いきいき体操教室後に食事をする高齢者
3

道の駅南信州とよおかマルシェ（長野県豊丘村）（p12-13）
買い物客でにぎわう直売所「四季彩市場」
4

一般社団法人かわかみらいふ（奈良県川上村）（p14-15）
移動スーパーには看護師や歯科衛生士が定期的に同行する
5株式会社秋津野（和歌山県田辺市）（p16-17）

梅の苗木を植えた耕作放棄地
6春日活性化委員会（佐賀県嬉野市）（p26-27）

茶畑の広がる晴天の春日
11やねだん自治公民館（鹿児島県鹿屋市）（p28-29）

高校生も参加する棒踊り
12

高知県津野町 （p24-25）
ピザ焼き窯を設置し、ピザ焼き体験の機会を提供（白石地区）
10

島根県雲南市（p22-23）
「地域崩壊の危機」を「住みよい地域づくり」へ
〜新たな地縁モデルの結成〜

9

小さな拠点と地域運営組織

9

⑴
調
査
研
究
事
業

総
務
省
で
は
、
平
成
25

年
度
か
ら
地
域
運
営
組
織

に
関
す
る
調
査
研
究
を
開

始
し
、
平
成
28
年
度
か
ら

は
「
地
域
運
営
組
織
の
形

成
及
び
持
続
的
運
営
に
関

す
る
研
究
会
」（
座
長
・

小
田
切
徳
美
明
治
大
学
教

授
）
を
設
置
し
、
地
域
運

営
組
織
に
係
る
調
査
研
究

事
業
を
継
続
的
に
実
施
し

て
き
た
。

こ
れ
ま
で
、
形
成
促
進

に
向
け
た
研
修
用
テ
キ
ス

ト
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の

手
引
き
作
成
や
、
形
成
に

向
け
た
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

（
委
員
）
派
遣
、
自
治
体

職
員
向
け
地
域
別
研
修
会

の
開
催
な
ど
、
地
域
運
営

組
織
の
形
成
・
運
営
方
策

の
検
討
を
進
め
る
と
と
も

に
、
形
成
促
進
に
向
け
た

事
業
を
展
開
し
て
き
た
。

令
和
４
年
度
に
お
い
て

は
、
第
２
期
総
合
戦
略
で

掲
げ
ら
れ
た
Ｋ
Ｐ
Ｉ
を
前

倒
し
で
達
成
で
き
る
見
込

み
か
ら
、
引
き
続
き
形
成

促
進
に
取
り
組
む
と
と
も

に
、
地
域
運
営
組
織
の
質
的
な
向
上
に
ア
プ
ロ
ー
チ
を
転

換
す
る
こ
と
と
し
た
。

過
年
度
調
査
よ
り
、
地
域
の
全
て
の
課
題
に
総
合
的
に

対
応
で
き
る
地
域
運
営
組
織
ば
か
り
で
は
な
い
と
の
認
識

の
も
と
、
多
様
な
構
成
主
体
と
の
つ
な
が
り
の
強
化
や
外

部
団
体
等
と
の
連
携
・
協
力
を
通
じ
て
地
域
課
題
に
取
り

組
む
な
ど
、
地
域
運
営
組
織
に
よ
る
多
様
な
地
域
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
の
在
り
方
が
想
定
さ
れ
る
。地
域
運
営
組
織
が「
計

画
」「
実
行
」「
評
価
・
改
善
」
を
行
い
な
が
ら
、
地
域
の

実
情
に
合
っ
た
地
域
づ
く
り
を
進
め
る
プ
ロ
セ
ス
を
地
域

運
営
組
織
の
「
柔
軟
な
最
適
化
」
と
位
置
づ
け
、
実
例
調

査
、
ケ
ー
ス
ス
タ
デ
ィ
お
よ
び
実
態
把
握
調
査
を
通
じ
、

「
柔
軟
な
最
適
化
」
に
取
り
組
む
地
域
運
営
組
織
の
特
徴

な
ど
を
中
心
に
分
析
を
行
っ
た
。
実
態
把
握
調
査
の
分
析

か
ら
「
柔
軟
な
最
適
化
」
に
取
り
組
ん
で
い
る
と
考
え
ら

れ
る
地
域
運
営
組
織
の
特
徴
は
表
の
と
お
り
で
あ
る
（
詳

細
は
、
令
和
４
年
度
調
査
研
究
事
業
報
告
書
〈https://

w
w
w
.soum

u.go.jp/m
ain_sosiki/jichi_gyousei/

cgyousei/chiiki_unneisosiki.htm
l

〉
を
ご
参
照
の

上
、
今
後
の
地
域
運
営
組
織
の
持
続
的
運
営
に
ご
活
用
い

た
だ
き
た
い
）。

⑵
地
方
財
政
措
置

平
成
28
年
度
か
ら
は
、
地
域
運
営
組
織
の
形
成
、
運
営

お
よ
び
活
動
に
対
す
る
地
方
公
共
団
体
に
よ
る
支
援
に
対

し
、
地
方
財
政
措
置
を
講
じ
て
い
る
。
具
体
的
に
は
、
地

域
運
営
組
織
の
形
成
の
た
め
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
開
催

経
費
等
に
つ
い
て
特
別
交
付
税
措
置
を
講
じ
て
い
る
。
ま

た
、
そ
の
運
営
や
活
動
に
対
す
る
支
援
に
つ
い
て
は
、
普

通
交
付
税
措
置
を
講
じ
る
と
と
も
に
、
活
動
支
援
に
係
る

一
般
財
源
充
当
額
が
普
通
交
付
税
措
置
を
超
え
る
部
分
に

今
後
の
方
向
性

⑴
質
的
な
向
上

多
様
化
す
る
地
域
課
題
へ
の
対
応
と
し
て
、
地
域
運
営

組
織
の
「
柔
軟
な
最
適
化
」
を
よ
り
よ
く
進
め
て
い
く
に

当
た
っ
て
は
、「
柔
軟
な
最
適
化
」
の
ゴ
ー
ル
イ
メ
ー
ジ

を
あ
る
程
度
想
定
す
る
必
要
が
あ
る
。
例
え
ば
、
実
践
に

重
き
を
置
い
た
組
織
運
営
の
パ
タ
ー
ン
や
協
議
に
重
き
を

置
き
実
践
は
外
部
化
す
る
運
営
パ
タ
ー
ン
の
ほ
か
、
地
域

運
営
組
織
の
縮
小
的
改
組
の
パ
タ
ー
ン
も
あ
り
得
よ
う
。

こ
う
し
た
ゴ
ー
ル
へ
の
接
近
自
体
に
も
多
様
な
プ
ロ
セ

ス
が
あ
り
得
る
が
、
地
域
運
営
組
織
が
地
域
で
活
動
し
て

い
く
上
で
は
、
既
存
の
地
域
活
動
団
体
や
地
域
住
民
の
議

論
を
丁
寧
に
行
い
、
必
要
性
を
十
分
納
得
し
た
上
で
取
り

組
む
な
ど
、
地
域
で
適
切
な
プ
ロ

セ
ス
を
経
て
地
域
代
表
性
を
有
す

る
よ
う
努
め
る
必
要
が
あ
る
。

ど
の
よ
う
に
地
域
資
源
を
い
か

し
て
地
域
を
持
続
可
能
に
し
て
い

く
の
か
、
他
人
事
で
は
な
く
自
分

事
と
し
て
、
住
民
自
身
が
地
域
の

課
題
に
つ
い
て
真
剣
に
考
え
て
い

く
こ
と
が
重
要
で
あ
り
、
行
政
は

「
現
場
任
せ
」
に
せ
ず
、
住
民
の

当
事
者
意
識
の
醸
成
に
努
め
て
い

く
必
要
が
あ
る
。

⑵
形
成
数
の
拡
大

地
域
運
営
組
織
の
形
成
数
に
つ

い
て
は
、
第
２
期
総
合
戦
略
で
掲

つ
い
て
は
特
別
交
付
税
措
置
を
講
じ
て
お
り
、
地
域
運
営

組
織
が
積
極
的
に
活
動
を
実
践
し
、
市
町
村
が
そ
れ
を
支

え
る
場
合
に
生
じ
る
財
政
需
要
を
的
確
に
捉
え
る
設
計
と

な
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
令
和
４
年
度
か
ら
は
、
孤
独
・

孤
立
対
策
の
一
環
と
し
て
、
子
ど
も
食
堂
、
学
習
支
援
、

登
下
校
時
の
見
守
り
、
交
流
事
業
（
子
育
て
、
親
子
、
多

世
代
）
等
に
要
す
る
経
費
に
つ
い
て
も
措
置
対
象
と
し
て

拡
充
し
て
い
る
。

こ
の
ほ
か
、
地
域
運
営
組
織
の
経
営
力
強
化
支
援
と
し

て
、自
主
事
業
の
実
施
に
よ
る
収
入
確
保
の
た
め
の
研
修
、

設
備
導
入
、
販
路
開
拓
等
の
経
費
に
特
別
交
付
税
措
置
を

講
じ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
地
域
の
実
情
を
踏
ま
え
た

幅
広
い
取
り
組
み
の
一
層
の
推
進
が
期
待
さ
れ
る
。

げ
ら
れ
た
Ｋ
Ｐ
Ｉ
を
前
倒
し
で
達
成
す
る
こ
と
が
で
き
た

一
方
で
、
地
域
運
営
組
織
が
形
成
さ
れ
て
い
る
市
区
町
村

は
８
５
３
と
全
市
区
町
村
数
の
約
半
数
に
と
ど
ま
る
傾
向

は
、
令
和
４
年
度
実
態
調
査
結
果
で
も
引
き
続
き
確
認
さ

れ
た
。
未
形
成
市
区
町
村
で
の
地
域
運
営
組
織
の
形
成
に

向
け
て
の
取
り
組
み
と
し
て
、
実
態
把
握
・
分
析
や
情
報

整
理
等
を
さ
ら
に
進
め
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

お
わ
り
に

本
格
的
な
少
子
高
齢
化
、
人
口
減
少
の
到
来
に
よ
り
、

地
方
に
限
ら
ず
都
市
部
に
お
い
て
も
、
取
り
巻
く
環
境
は

年
々
厳
し
く
な
っ
て
お
り
、
地
域
の
自
立
・
再
生
は
待
っ

た
な
し
の
状
況
で
あ
る
。地
域
運
営
組
織
の
取
り
組
み
は
、

地
域
住
民
の
生
活
の
質
の
向
上
、
地
域
の
魅
力
の
向
上
な

ど
多
様
な
効
果
を
有
し
て
お
り
、
行
政
側
か
ら
み
れ
ば
、

住
民
共
助
の
仕
組
み
と
し
て
、
行
政
の
手
が
回
り
切
ら
な

い
部
分
を
補
完
し
、
住
民
側
か
ら
み
れ
ば
、
自
治
会
な
ど

の
地
域
団
体
同
士
が
ま
と
ま
る
こ
と
で
、
人
材
な
ど
の
限

ら
れ
た
地
域
資
源
を
効
率
的
に
利
用
で
き
る
な
ど
、
双
方

に
利
点
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
高
齢
者
の
活
躍

の
場
づ
く
り
は
、
心
身
の
健
康
増
進
を
介
し
た
社
会
保
障

費
用
の
節
減
と
い
っ
た
効
果
も
期
待
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、

地
域
が
自
立
し
て
い
く
こ
と
の
社
会
的
な
意
義
は
大
き

く
、
中
長
期
的
な
地
域
づ
く
り
の
視
点
か
ら
も
本
格
的
な

取
り
組
み
を
行
う
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
国
の
支
援
措
置

の
適
切
な
活
用
を
図
り
、
都
道
府
県
は
広
域
的
な
観
点
か

ら
、
市
区
町
村
は
住
民
に
身
近
な
行
政
と
し
て
、
そ
れ
ぞ

れ
が
役
割
を
分
担
し
、
地
域
運
営
組
織
が
地
域
の
実
情
を

踏
ま
え
た
き
め
細
か
な
活
動
が
で
き
る
よ
う
一
層
の
推
進

を
期
待
し
た
い
。

図２　構成団体・協力団体として参加している組織

視点 結果概要

ⅰ活動エリアの規模

・�活動エリアが「小学校区より狭い」
地域運営組織と比べると、活動エリ
アがそれ以上の地域運営組織は「柔
軟な最適化」の度合いが高い。

※�活動エリアの規模が一定以上である
と、多様な人材や団体の協力が得ら
れやすく、「柔軟な最適化」に取り
組みやすくなると推察される。

ⅱ関わる団体の多様性

・�関わる団体が多様である地域運営組
織は、「柔軟な最適化」の度合いが
高い。

・�組織の新規設立や既存組織の統廃合
を経て新たにつくられた地域運営組
織は、「柔軟な最適化」の度合いが
高い。

ⅲ事務局体制

・�役員とは別のスタッフを置くなどし
て事務局体制を確保し、事務局業務
を行っている地域運営組織は、「柔
軟な最適化」の度合いが高い。

ⅳ立地自治体の支援

・�立地自治体が地域運営組織に対する
支援を行っている場合には、地域運
営組織の「柔軟な最適化」の度合い
が高い。

・�行政組織内部の何らかの体制整備に
取り組んでいる市区町村の地域運営
組織は、「柔軟な最適化」の度合い
が高い。

表　「柔軟な最適化」に取り組んでいると考えられる地域運営組織の特徴
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小さな拠点と
地域運営組織

基調論文／作野広和
新たな仕組みで住民主体の地域づくり

きらりよしじまネットワーク（山形県川西町）／髙橋由和
持続可能な住民総参加の地域づくり

新潟県新潟市／井越　修
「地域の茶の間」を中心に支え合い

NPO 法人さいはら（山梨県上野原市）／長田英富
一緒に生きていく作業

道の駅南信州とよおかマルシェ（長野県豊丘村）／片桐　明
南信州の産業・観光の拠点をめざして

一般社団法人かわかみらいふ（奈良県川上村）／三宅正記
村民の日々 の暮らしを支えます

株式会社秋津野（和歌山県田辺市）／柏木　満
地域運営組織と秋津野ガルテン

あば村活性化協議会（岡山県津山市）／皆木憲吾
地域を守り、地域で稼ぐ

NPOきらめき広場（岡山県新見市）／深井　正
小さな拠点と地域づくり

島根県雲南市／大谷吾郎
小規模多機能自治によるまちづくり

高知県津野町 ／西森雅人
みんなが集い、笑い、ちょっと稼ぐ

春日活性化委員会（佐賀県嬉野市）／中林正太
「むかし美人の会」中心にプロジェクト

やねだん自治公民館（鹿児島県鹿屋市）／豊重哲郎
行政に頼らない地域づくり

副基調論文／長谷川大輔
地域運営組織の現状と課題
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